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         平成３０年 ２月１３日 

           平成３０年第１回山田町議会定例会会議録 

             午前１０時００分開会 

               （議事日程等別紙） 

 

                  午前１０時００分開会 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 定刻になりましたので、平成30年第１回山田町議会定例会を開会します。 

 ただいまの出席議員は12名であり、定足数に達していますので、会議は成立しました。 

 参考までに申し上げます。欠席届の出ている者は、12番山崎泰昌君であります。 

 なお、本会期中においてやまだ議会だより及び広報やまだ編集のため、議場内での写真撮影、また

報道機関の議場内でのビデオカメラ撮影を許可することを申し添えます。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 これより直ちに本日の会議を開きます。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 諸般の報告を行います。 

 議会閉会中の動き及び例月出納検査報告の受理、宮古地区広域行政組合議会会議結果の報告、町長

提出議案の受理については、お手元に配付した報告書のとおりでございますので、ご了承願います。 

 続いて、行政報告を行います。 

 町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 行政報告、平成29年第４回山田町議会定例会以降の動向について、次のとおり報告します。 

 行政報告書、事業関係。１、平成30年山田町新年交賀会及び平成29年度山田町町勢功労者表彰式。

期日、平成30年１月４日木曜日。場所、山田町中央公民館小ホール。参加者、173人。被表彰者、民生

功労２人、自治功労３人、体育功労３人。担当課、総務課。 

 ２、平成30年山田町成人式。期日、平成30年１月７日日曜日。場所、山田町中央公民館大ホール。

参加者、成人者151人、来賓51人。主催、山田町、山田町教育委員会。町関係出席者、私ほかでござい

ます。議会関係出席者、昆議長ほか。担当課、生涯学習課。 

 ３、阿部友里香選手壮行会、平昌2018パラリンピック冬季競技大会出場。期日、平成30年１月20日

土曜日。場所、山田町中央公民館小ホール。参加者、243人。来賓、11人。主催、山田町、山田町教育
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委員会。町関係出席者、私ほかでございます。議会関係出席者、昆議長ほか。担当課、生涯学習課。 

 行政報告書、防災関係。１、災害警戒本部設置。防風警報。設置期間、平成29年12月25日月曜日５

時23分設置、翌26日火曜日７時50分廃止。従事者、災害警戒本部職員。被害、被害なし。暴風雪警報。

設置期間、平成30年１月９日火曜日16時30分設置、翌10日水曜日５時07分廃止。従事者、災害警戒本

部職員。被害、被害なし。大雪警報。設置期間、平成30年２月３日土曜日９時49分設置、同日20時36分

廃止。従事者、災害警戒本部職員。被害、農業関係７件、被害額70万円、ビニールハウス全壊。 

〇議長（昆 暉雄） 

 以上で諸般の報告及び行政報告を終わります。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 それでは、これより日程に入ります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、山田町議会会議規則第114条により、３番佐藤克典君、４番黒沢一成君、５番田

老賢也君、以上３名を指名します。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第２、会期の決定をお諮りします。 

 お手元に配付の日程表のとおり、本定例会の会期は本日２月13日から３月12日までの28日間とした

いと思いますが、これにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から28日間に決定しました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第３、町長施政方針を行います。 

 町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 平成30年第１回山田町議会定例会、施政方針。 

 本日、平成30年第１回山田町議会定例会の開会を迎え、新年度予算案並びに諸議案のご審議をお願

いするに当たり、町政運営に関する私の所信の一端と、山田町総合計画、復興計画の中から主要施策

の概要を簡潔に申し述べ、議員各位並びに町民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 初めに、東日本大震災から間もなく７年の歳月が経過しようとしております。改めて、震災で犠牲
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になられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、そのご家族や被災された方々に、心よりお

悔やみとお見舞いを申し上げます。 

 再選から２年目となる昨年は、これまで同様に震災からの復旧・復興を最優先としつつも、「思い

やりのある政治」の信念のもと、町を取り巻く諸問題にも正面から向き合ってまいりました。 

 発災以来、最初の３年間を「復旧期」、次の４年間を「再生期」と位置づけ、まちづくりの基盤と

なる土地や基盤施設の再整備、さらに被災者の生活再建やなりわいの再生支援などを中心に復興計画

に基づき進めてまいりましたが、平成30年度からはいよいよ「発展期」という新たなステージに踏み

出すことになります。 

 復興道路・復興支援道路のうち震災後事業化区間としては初となる、山田宮古道路が昨年11月に開

通した一方で、復興工事が終盤に差しかかり、いわゆる「復興特需」が縮小に向かいつつあることな

どを踏まえて、復興完遂後を見据えた「魅力」と「活力」にあふれる新たなまちづくりに挑んでまい

ります。 

 本町のみならず我が国全体において人口減少・少子高齢化に伴い、地域の経済・産業活動の縮小、

働き手の不足など、さまざまな影響が懸念されているところであります。 

 また、近年は台風や集中豪雨による河川の氾濫などが各地で頻発しており、大規模な自然災害によ

る被害が危惧されております。 

 将来を担う子供たちにとって、この町が「住み続けたいまち」となるよう、総合計画で掲げた基本

理念である「このまちに誇りと愛情を持ち、また、安心と安全を実感できるまちづくりを改めて見つ

めなおしながら、総合戦略で掲げた新たなプロジェクトとともに、着実に政策を実行してまいります。 

 以下に、それぞれの分野において、30年度に展開する主要な施策について申し述べます。 

 復興事業についてであります。 

 東日本大震災の復旧・復興対策として、これまでに復興交付金などおよそ1,600億円が国から支援さ

れております。 

 29年度は、山田地区の高台団地とかさ上げ地の造成工事を進め、一部造成工事が完了し、宅地の引

き渡しを順次開始しております。 

 陸中山田駅前の中心市街地エリアでは、戸建て店舗や飲食店、各金融機関がほぼ立ち並び、震災以

前のにぎわいを取り戻しつつあります。また、船越地区では、船越公園、鯨と海の科学館及び浦の浜

海水浴場の復旧が相次いで完了し、家族連れなどに親しまれております。 

 山田中学校に隣接する公共防災エリアでは、既に開院している県立山田病院に加え、山田消防署は

今月から新庁舎での業務を開始しており、山田交番は本年３月に完成を迎えます。 

 宅地整備とともに周辺道路の工事も本格的に着手しており、昨年９月に桜山トンネルが貫通した町

道細浦・柳沢線は、年内に開通を迎えます。 

 今後は、残る山田地区の高台団地とかさ上げ地を整備し、年内に宅地引き渡しを完了するとともに、
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生活関連施設の整備を進めてまいります。これにより、町が行う主な復興工事は30年度でほぼ完了す

ることとなります。 

 被災者の生活支援についてであります。 

 被災者の住まいの再建につきましては、その再建方法に応じた各種支援・補助制度を継続し、被災

者が早期に恒久住宅に移行できるよう支援するとともに、関係機関と連携して被災者一人ひとりに寄

り添った支援を行ってまいります。 

 被災者が自発的に参画・活動できる機会を設けることにより、他者とのつながりや生きがいを持て

るよう、町内で活動する支援団体が実施する「心の復興事業」を支援してまいります。 

 健康と福祉の充実についてであります。 

 「第２期健康やまだ21プラン」の重点目標である「脳卒中発症予防」、「健康寿命の延伸」、「肥

満の予防と減少」を達成するため、生活習慣病予防教室や減塩教室等を開催します。また、「第３期

健康やまだ21プラン」、「山田町自殺対策計画」を策定し、町民の心身の健康づくり事業を推進して

まいります。 

 県立山田病院については、診療体制の充実と医師確保のため、医師の招聘活動を継続するとともに、

引き続き県医療局と連携し取り組んでまいります。被災した歯科診療所については、地域医療を守る

ため、再建費用の一部を支援してまいります。 

 国民健康保険事業については、東日本大震災後、特殊事情により財政状況が著しく悪化いたしまし

たが、先般の保険税率改正などにより、健全化が図られる見通しであることから、国保広域化初年度

となる30年度においては、おおむね安定した事業運営になると見込まれております。今後は、財政基

盤の強化に努めるとともに、医療費適正化対策を推進するなどし、高水準で推移している医療費の抑

制に取り組んでまいります。 

 乳幼児児童生徒、妊産婦、重度心身障がい者、ひとり親家庭などに対する各医療費助成事業は、継

続して実施してまいります。 

 高齢者福祉については、30年度から始まる「第７期介護保険事業計画」に基づき、医療・介護・生

活支援・介護予防が包括的に提供できる「地域包括ケアシステム」の構築に向け、生活支援・介護予

防サービスの体制整備の充実、認知症の方やその家族への支援等に取り組んでまいります。 

 結婚支援と子育て支援についてであります。 

 新婚夫婦の住まいへの支援である「結婚新生活サポート事業」、不妊治療に係る「特定不妊治療費

助成事業」を継続し、結婚・妊娠・出産・子育てをする世代が、この町で安心して希望を持って生活

ができるよう支援してまいります。また、インフルエンザ予防接種に加え、新たにおたふくかぜの予

防接種に対しても費用の一部を助成し、子どもたちの健やかな成長を支援してまいります。 

 母子の心身の健全な育成を目指し、安心して子育てできる環境をつくるため、「子育て世代包括支

援事業」により、妊娠期から子育て期にわたる総合的相談支援を実施してまいります。 
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 移住定住支援についてであります。 

 本町に興味・関心を持っている方々が、一人でも多く移住・定住に前向きになっていただけるよう、

移住コーディネーターを配置し、きめ細かな相談・支援ができる体制を構築してまいります。 

 また、昨年実施した空き家実態調査の結果をもとに、空き家を有効活用し、移住希望者の受け入れ

ができる仕組みを検討してまいります。 

 住民主体のまちづくりについてであります。 

 災害公営住宅等における新たなコミュニティーについては、そのきっかけづくりにより、住民同士

の交流を深めるとともに、周辺の既存自治会との融合も視野に、地域コミュニティーの再構築を支援

してまいります。 

 また、コミュニティー形成支援員を配置し、新たに結成されたコミュニティー組織に対し、それぞ

れの地域特性に応じた交流会の開催や相談業務を実施するなど、地域活動の後押しを行ってまいりま

す。 

 集会施設については、適正な維持管理に努め施設の長寿命化を図るとともに、被災した大沢・山田

・織笠・船越地区において、集会所等の再建に着手してまいります。 

 地域コミュニティー活動やスポーツ・レクリエーションなど、多目的な活動に利用できる広場を織

笠地区の細浦区域に整備してまいります。 

 交通網についてであります。 

 三陸沿岸道路については、災害時に強い道路ネットワークの構築を目的として整備が進められてお

り、昨年11月に開通した山田宮古道路に続き、30年度には釜石山田道路の（仮称）大槌インター、山

田南インター間８キロメートルが開通する見込みであります。 

 山田北インターについては、山田方面にのみ乗り降り可能な「ハーフインター」として利用が始ま

っておりますが、宮古方面にもアクセスできる「フルインター化」の実現について、宮古市とも連携

しながら、国に対し働きかけてまいります。 

 県道については、一般県道宮古山田線が、三陸沿岸道路の山田北インターへのアクセス道路として

昨年11月に開通し、主要地方道重茂半島線の大沢・浜川目工区は30年度末に開通する見込みでありま

す。 

 町道については、細浦・柳沢線や国道と山田第１団地を結ぶ境田南線の整備を進めており、年内の

完成を目指してまいります。また、荒川地区においては、子どもたちの安全な通行を確保するため、

白山・船石線の歩道整備を進めてまいります。 

 町道等の維持補修については、その緊急性、必要性などを考慮しながら円滑な交通を確保するため

適切に補修を行い、道路施設の適正な維持管理に努めてまいります。また、長崎地区においては、安

全な歩行空間を確保するため、道路側溝の改修に着手してまいります。 

 街路灯については、明るさによってもたらされる安心と夜間通行の安全確保のため、必要に応じて
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設置してまいります。橋梁補修については、「橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、30年度は「羽々の

下橋」など７カ所の補修工事を実施してまいります。 

 ＪＲ山田線は、三陸鉄道に移管され、31年３月にリアス線として再開します。昨年、ＪＲ東日本か

らの移管協力金の使途も決定し、今後は、円滑な移管と利用促進に向け、県、関係市町村と連携しな

がら引き続き、協議を重ねてまいります。 

 また、新しい陸中山田駅については、切符販売等の駅機能のみならず、山田町の玄関口として、観

光情報の発信等の機能を持たせつつ、シンボリックな外観を配した駅舎を、本年９月の完成を目標に

建設してまいります。 

 路線バス等の公共交通については、復興完遂後のまちづくりを念頭に置いた、持続可能な公共交通

ネットワークの形成を図るため、「地域公共交通網形成計画」を策定してまいります。 

 住環境の整備についてであります。 

 宅地整備については、山田地区の第３団地及びかさ上げ地が年内に完成いたします。「柳沢北浜地

区土地区画整理事業」については、道路工事や宅地造成工事などを実施し、宅地の引き渡しを行って

まいります。 

 災害公営住宅については、30年度の飯岡戸建住宅の整備によって計画戸数である県営231戸、町営

419戸、計650戸の全戸が完成することになります。飯岡戸建住宅の入居申請については、完成前の早

い段階で受け付けるなど、被災者の再建プランへ配慮しながら円滑な入居に努めてまいります。 

 災害公営住宅及び既存の町営住宅の管理については、入居者の問い合わせ等に迅速かつ、きめ細か

く対応するため、民間事業者の経験とノウハウを活用した「町営住宅指定管理事業」を導入してまい

ります。 

 応急仮設住宅の管理については、本年３月に「応急仮設住宅集約化計画」の見直しを行い、入居者

の意向を十分に尊重しながら、同計画に基づいて撤去・集約を進めてまいります。 

 上下水道についてであります。 

 水道事業については、安全で安心できる良質な水道水の安定供給、効率的な経営及び施設の維持管

理に努めてまいります。被災した水道施設については、山田地区の土地区画整理事業区域内の配水管

布設などを、復興事業による面整備として並行して進めるとともに、30年度は北浜地区の山田第１水

源地の本復旧工事に着手してまいります。 

 下水道事業については、供用している処理区域の維持管理を引き続き適切に行い、効率的な経営に

努めるとともに、現在整備中の山田処理区内では、管渠整備を実施して処理区域の拡大を図ってまい

ります。また、水洗化の普及促進を図るため、供用から３年以内の下水道接続工事に対し補助を行っ

てまいります。下水道事業計画処理区域外では、浄化槽の設置補助を行い、普及促進に取り組んでま

いります。 

 水産業の振興についてであります。 
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 水産業については、漁協と連携して主要養殖物であるカキ、ホタテの付加価値の向上に努めるとと

もに、物産展など各種イベントを通じて、殻つきカキのブランド再生に取り組んでまいります。 

 深刻な不漁となっている秋サケについては、あらゆる機会を捉え国や県などに対し、引き続きサケ

稚魚の減耗要因などの解明と資源の早期回復を要望してまいります。 

 また、漁協が行うアワビ、ナマコの種苗放流事業に対し、引き続き全額補助を行い、磯根資源の回

復と漁業所得の向上に努めてまいります。 

 漁家経営の安定化については、制度資金に対する利子補給や漁業共済掛金に対する助成を継続する

とともに、「漁具等倉庫復旧整備支援事業」により漁業者のなりわい再生を支援してまいります。 

 漁業担い手の確保・育成については、引き続き「豊かな浜の担い手育成支援事業」により、漁業後

継者や新規就業者に対し助成を行うほか、漁業就業者育成協議会の活動を通して、漁業体験の実施や

大都市で開催される就業者フェアへの参加、研修受入経営体に対する助成などに取り組んでまいりま

す。 

 水産加工業については、引き続き「水産業共同利用施設復興整備事業」により、施設整備や設備導

入に対する助成を行い、事業者の再生と雇用の創出に努めてまいります。 

 農林業の振興についてであります。 

 農林業については、「多面的機能支払交付金事業」により農地を保全するとともに、農業委員会、

農地中間管理機構と一体となり、農地の集積、遊休農地の解消を推進してまいります。 

 稲作においては、各農家によるブランド米の導入を後押しするなど、付加価値の高い米づくりを目

指してまいります。また、野菜については、新品種の導入や収穫時期を調整するなど、農家の所得向

上につながるよう関係機関と連携してまいります。 

 県が進めている「農用地災害復旧関連区画整理事業」及び「農村地域復興再生基盤総合整備事業」

については、30年度から荒川工区で工事が行われることから、早期完成に向けて県と連携を図ってま

いります。 

 林業については、山田町森林整備計画に基づき、持続可能な森林経営推進を図るため、民有林の森

林整備を推進してまいります。町有林については、現地調査等を行いながら、主伐、間伐及びその後

の造林を計画し、効率的な森林経営に努めてまいります。分収林契約等の森林については、分収組合

等と協議の上、伐採を進めてまいります。 

 特用林産物であるシイタケについては、東日本大震災に伴う放射性物質の影響により、出荷制限等

が行われた結果、生産量が落ち込んでいることから、引き続き「特用林産物生産促進支援事業」など

により、生産量の回復や担い手確保に向けた支援に努めてまいります。 

 商工業の振興についてであります。 

 商業振興については、山田町商工会や共同店舗棟建設運営会社山田、各商業者グループなど関係団

体と協働して、中心市街地エリアを核とした商業地の形成、にぎわいの創出に向けた取り組みを進め
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てまいります。 

 被災事業者の再建については、「グループ補助」や「中小企業被災資産復旧事業費補助」、「岩手

県東日本大震災復興資金」とその利子補給等、各種制度の活用を促し、営業再開を支援してまいりま

した。30年度は仮設店舗から本設への移行期間となることから、引き続き山田町商工会と緊密に連携

しながら再建に向けた支援に努めてまいります。また、中小機構から譲渡された仮設施設については、

撤去を基本としますが、譲渡などの利活用についても進めてまいります。 

 町内で起業を目指す方の支援を目的として、「創業支援事業計画」を策定するとともに、山田町商

工会や町内金融機関と連携し、創業希望者向けセミナーの開催等を実施してまいります。 

 本町の産業を魅力的かつ力強いものにして、事業者がより潤う仕組みをつくるため、町の資源全体

をひとつのブランドとして売り出す「地域商社」の設立を進めてまいります。また、ふるさと応援寄

附の返礼品として贈る「ふるさと特産品」は、新たな本町のファンの獲得と特産品需要の拡大につな

がるよう、引き続き取り組んでまいります。 

 観光の振興についてであります。 

 観光振興については、交流人口の拡大が町内各産業の活性化につながるよう、官民・業種を問わず、

連携・協働しながら、地域の自然や文化、人の魅力を盛り込んだ観光コンテンツの充実を図り、山田

町観光協会と連携して、本町らしい観光を町内外に発信してまいります。 

 山田地区中心部に完成予定の公園を有効活用し、集客力のあるイベントを開催するとともに、引き

続き「山田の魅力発信実行委員会」の活動を支援し、誘客促進を図ってまいります。 

 観光施設については、浦の浜地区において、シーカヤック体験やマリンツーリズムの拠点となる施

設の整備に着手し、船越家族旅行村やかき小屋等の周辺施設と一体となった受け入れ体制の整備を図

ってまいります。 

 32年度の三陸沿岸道路全線開通を見据え、新たな観光拠点の整備を計画してまいります。この拠点

は、観光と物産の中心施設として、町の資源を結集したいと考えております。場所については、山田

インターチェンジに近接し、交通アクセスがよいことから、柳沢地区の前県立山田病院跡地の取得を

進めてまいります。 

 オランダ島は、本年３月に国立公園第１種特別地域、山田湾は国立公園で最北の海域公園地区に指

定される見込みです。これにより、山田湾・オランダ島の保全及び適正な利用を図りつつ、環境省と

ともに広報活動やトイレ・更衣室などの整備を行ってまいります。また、被災した桟橋、のり面等の

補修などさらなる整備についても関係省庁と協議を進めてまいります。 

 消防・防災対策についてであります。 

 近年、全国各地において相次ぐ大規模な自然災害の発生により、防災に対する関心は高まっており

ます。日ごろから町民、防災関係機関等と防災、減災意識の共有を図るとともに、総合防災訓練など

を通じ、さらなる防災意識の高揚を図ってまいります。また、高台住宅団地等に、屋外拡声子局の設
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置を進め、災害情報の速やかな伝達体制を図ってまいります。 

 東日本大震災で犠牲になられた方々のご冥福をお祈りするとともに、後世まで震災の教訓を伝える

ため、山田地区中心部の公園内に津波祈念碑の建立を進めてまいります。 

 火災予防対策については、消防水利の不足する地域に対して、地下式消火栓及び耐震性貯水槽を計

画的に設置してまいります。 

 織笠漁港海岸防潮堤の復旧については、国道の切りかえ工事や跡浜区域の土地区画整理事業との調

整を図りながら、残る南側工区の31年度内の完成に向けて、より一層の事業進捗に取り組んでまいり

ます。また、田の浜地区津波防災緑地については、30年度の完成を目指して、整備を進めてまいりま

す。 

 雨水排水対策として整備を進めている豊間根地区の排水路整備については、30年度は勝山地区の工

事に着手してまいります。 

 学校教育についてであります。 

 東日本大震災からの教育の本格復興に向けた取り組みを一層充実させるとともに、学校運営や学校

の課題に対して、広く保護者や地域住民の皆さんが参画できるコミュニティ・スクールを導入し、地

域とともにある学校づくりを推進してまいります。 

 学校給食センターについては、当初計画のとおり山田中学校敷地内のグラウンドを建設場所とし、

32年４月から完全給食実施に向けて建設工事に着手してまいります。 

 学校の統廃合については、山田町学校規模適正化検討委員会の提言をもとに保護者や地域住民と今

後の教育のあり方について、意見交換する機会を持ち、慎重に検討してまいります。 

 奨学金については、32年度までの期間限定で返還不要の給付型としており、意欲と能力のある子ど

もたちが経済的な理由により進学を断念することがないよう強力にサポートしてまいります。 

 生涯教育についてであります。 

 「次世代の学校・地域」創生プランを受け、地域や学校の連携・協働推進に向けた取り組みを進め

るため、地域と学校をつなぐコーディネーターを配置し、地域全体で子どもたちの学びや成長を支え

る体制づくりに取り組んでまいります。 

 復興事業に係る発掘調査により出土した、遺物及び諸記録を保存管理し、次世代に継承できるよう、

恒久的な埋蔵文化財収蔵施設の整備に着手してまいります。 

 当初予算編成についてであります。 

 本議会に提案の30年度一般会計当初予算案は、総額約278億円と、これまでに引き続き震災関連事業

を中心とした大型予算となっております。 

 復興の発展期を迎える中、これからは一日も早い復旧・復興の完遂を目指すことはもとより、将来

を見据えた施策を力強く推進していくことも重要となりますが、財政運営に当たっては、限りある財

源の効率的な活用を図りながら、今後も健全性の維持に努めてまいります。 
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 終わりに。 

 以上、30年度における主要な施策について申し述べてまいりました。 

 いよいよ山田町復興計画の最終章である「発展期」の初年度がスタートします。ここに至る道のり

は決して平たんなものではありませんでした。しかしながら、町民の努力、町内外の皆様方のご協力

によって、我々は現在このステージに立たせていただいております。そのような意味からも「発展期」

に入る新年度は、もう一度心を引き締めて取り組まなければなりません。 

 30年度は、山田地区において、残る土地の引き渡しが行われます。最も権利が錯綜し、また軟弱地

盤であったことなどから町内で最後となりました。この地に住居を構え、商店を再建したい意向の方

々が、今か今かと首を長くして待っておられます。 

 災害公営住宅も、30年度中にすべてが完成いたします。応急仮設住宅には、今もなお多くの被災さ

れた方々がお住いであります。一日も早い再建に向け、官民一体となった取り組みが不可欠でありま

す。と同時に、応急仮設住宅の集約化については、住民の皆様方のご理解のもと進めていくことが大

切であります。 

 一人の人生において自宅の再建や店舗などの再建は、精神的、経済的に大きな負担を伴う大事業で

す。現在、町民の多くがこれらの困難に果敢に立ち向かっています。その後押しを我々はしなくては

なりません。 

 過去において多くの困難を乗り越えてきた先人たちは、強い心の中に常に夢を持ち続けていました。

これから我々が進む「発展期」に必要なものは夢であります。 

 明治維新の精神的礎を築いた吉田松陰はこう言っています。「夢なき者に理想なし、理想なき者に

計画なし、計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし。故に夢なき者に成功なし。」町民の多く

が困難なときであるからこそ、我々は夢を持つ必要があるのです。「発展期」に向け、未来の山田に

夢を持ち続けたいと思います。 

 町の復興計画の「発展期」にふさわしい１年にすべく、職員一丸となって取り組んでいく所存であ

ります。町民の皆様のご理解と議員各位のご協力を心よりお願い申し上げ、施政方針とさせていただ

きます。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第４、山田町教育行政に関する所信を行います。 

 教育長。 

〇教育長（佐々木茂人） 

 山田町教育行政に関する所信。 

 平成30年第１回山田町議会定例会が開催されるに当たり、教育行政施策について所信を申し上げま

す。 
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 教育行政の基本的な考え方については、第10次山田町教育振興基本計画の基本目標である「一人ひ

とりが学び 光り輝く やまだ 人づくり」に沿って、全ての町民が生涯にわたって生き生きと学び、

活動することができるように諸施策の推進に努めてまいります。 

 以下、30年度に実施する主要な施策について申し上げます。 

 生涯学習の推進についてであります。 

 誰もが生涯にわたって、いつでもどこでも学習でき、その成果を適切に生かすことができるよう、

関係機関との連携を一層強化し、町民のニーズに対応するよう努めてまいります。 

 社会教育の推進については、多様な学習活動を通じて、個人や地域住民が当事者意識を持ち、能動

的に行動できるようたんぽぽ学級、家庭教育学級、世代間交流、講演会、各種講座など、学習機会の

提供に努めてまいります。 

 山田町ふれあいセンターについては、全ての世代が気軽に利用でき、知識と教養の習得の場、交流

や憩いの場として、多くの方々に愛着を持ってもらえるよう魅力ある施設運営に努めてまいります。 

 学校教育の充実についてであります。 

 東日本大震災からの教育の本格復興に向けた取り組みを一層充実させるとともに、「知・徳・体」

を備え、調和のとれた人間形成の実現に向けて防災教育を初めとする「いわての復興教育」等を引き

続き推進してまいります。 

 国では、「地域とともにある学校」への転換を図るため、全ての自治体において学校運営協議会の

設置を努力義務とし、コミュニティ・スクールの導入を促進しております。本町においてもコミュニ

ティ・スクールを導入し、学校運営協議会を通して、保護者や地域住民の声を積極的に取り入れた学

校づくりを推進してまいります。 

 学力の向上については、全ての児童生徒が「わかった・できた」を実感できるように、学校と教育

研究所が連携しながら、授業力の向上を図ってまいります。 

 また、町の学力検査や各種調査等から児童生徒の学力や生活課題を把握し、分析結果を各学校と共

有しながら、教育活動に生かしてまいります。 

 いじめ防止対策については、29年度山田町児童生徒サミットにおいて採択された「山田町いじめ防

止宣言」をもとに、児童生徒がいじめについて主体的に考え、取り組む活動を児童会・生徒会活動の

中に位置づけ、お互いを尊重し、共感的に理解し合う人間関係を育成してまいります。 

 また、いじめ防止リーフレットを町内全戸に配布し、学校、家庭、地域、行政が一体となって、い

じめから子どもたちを守る体制を強化してまいります。 

 小学校外国語活動については、３・４年生で新設され、５・６年生でも授業時数が増加されること

から、外国語指導助手を１名増員し、さらなる教育環境の充実を図ってまいります。 

 学校支援員については、個別の支援を必要とする児童生徒への対応や保護者のニーズが多岐にわた

ることから、２名増員し、よりきめ細やかな訪問支援ができるよう努めてまいります。 
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 学校給食センターについては、建設工事に着手するとともに、運営方法や地元食材の活用等につい

て検討を進め、32年４月の供用開始を目指してまいります。 

 学校の統廃合については、山田町学校規模適正化検討委員会からの意見、提言をもとに保護者や地

域住民と意見交換する機会を持ちながら慎重に検討してまいります。 

 スポーツの振興についてであります。 

 多くの町民が日常的にスポーツに対する関心を持ち、親しめるようニュースポーツ教室などのイベ

ントや大会を実施してまいります。 

 また、子どもたちが海の楽しさやすばらしさを体験できるよう、Ｂ＆Ｇ海洋センター事業を推進し、

海洋教室の充実を図ってまいります。 

 競技スポーツの振興については、引き続き体育協会やスポーツ団体などの活動に対し、助成を行う

とともに、指導者・保護者を対象とした講座等を実施してまいります。 

 文化の振興についてであります。 

 芸術文化については、幅広い世代が活動に参加し、創作する喜びを分かち合うことができるよう各

種講座、町民芸術祭や舞台芸術鑑賞などを実施してまいります。 

 また、文化財については、町の貴重な歴史遺産として、保護・保存に努めるとともに、その価値を

理解し、未来へ継承することの大切さを実感できるような企画展等を開催してまいります。 

 復興事業に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、出土品や諸記録を恒久的に保存管理する収蔵施

設の建設を進めてまいります。 

 鯨と海の科学館については、開館１周年記念企画展を開催するとともに、展示内容を工夫し、来館

者が三陸のすばらしい海洋資源と自然への関心を高めることのできる魅力ある施設となるよう努めて

まいります。 

 教育振興運動の推進についてであります。 

 教育振興運動の推進については、「家庭で育み、学校で学び、地域で鍛える」をスローガンとして、

子ども、学校、家庭、地域社会及び教育行政の５者が連携し、子どもたちが活力にあふれ、夢と希望

を持ち、安心して生活が送れるよう取り組んでまいります。 

 以上、30年度の主要な施策について申し上げました。 

 本町には、豊かで美しい「海」・「山」・「川」の自然があり、営々として先人たちが築いてきた

歴史や文化があります。その特性を生かしながら学校・家庭・地域・関係機関とより一層連携し、施

策の推進に全力で取り組んでまいります。 

 今後とも町長部局と教育委員会が、緊密な連携のもとで教育政策の方向性を共有し、施策を実施し

てまいります。 

 町民並びに議員の皆様方の深いご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、教育行政に関する

所信といたします。 
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                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 ここで申し上げます。明14日から３月１日までは休会とします。 

 なお、一般質問の受け付けは、明日から19日月曜日の午後５時までとなっておりますので、一般質

問を行う議員は通告書を提出願います。 

 それでは、これをもって散会いたします。大変ご苦労さまでした。 

                  午前１０時５４分散会 
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         平成３０年 ３月 ２日 

           平成３０年第１回山田町議会定例会会議録 

             午前１０時００分開議 

               （議事日程等別紙） 

 

                  午前１０時０１分開議 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 ただいまの出席議員は13名であり、定足数に達していますので、会議は成立しました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 それでは、これより直ちに本日の会議を開きます。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 質問の許可は、通告順に行います。 

 なお、本定例会の質問時間は、山田町議会先例74により25分であることを申し添えます。 

 それでは、８番関清貴君の質問を許します。８番。 

〇８番関 清貴議員 

 ８番関 清貴、政和会、質問通告により壇上より質問させていただきます。 

 １、集会施設の整備等について。東日本大震災から７年が経過しようとしております。復興計画も

発展期に移り、着実に整備が進められております。山田第１団地の宅地の引き渡しが進み、住民同士

の新たなコミュニティーの形成が必要になると思いますが、そこで次の点を伺います。 

 （１）、山田第１団地の集会所の建築開始年度はいつになるのか。 

 （２）、団地内コミュニティー組織構築のための支援を考えているか。 

 （３）、山田第１団地、第３団地の呼称の変更を考えているか。 

 ２、被災消防屯所の整備について。第７分団屯所は、東日本大震災で被災し７年が経過しようとし

ております。町中心部の地域防災の拠点として住民は頼りにしておりますが、被災した建物は老朽化

が進み、団員が休息をとる場所は狭く、駐車スペースも不足し、周辺には雨水排水がたまるなど決し

てよい環境とは思えません。そこで次のことを伺います。 

 （１）、第７分団屯所の整備予定はあるか。 

 （２）、字界が変わり、第６分団、第７分団、第８分団の管轄の変更について検討がなされているか。

 ３、交通体系等について。 
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 （１）、災害危険区域の整備や区画整理事業が進み、道路幅員を広げるなど災害に強い町づくりが進

められている。国道45号から龍昌寺までの道路が震災前の形状であるが、幅員を広げ、見通しをよく

し、住民の安全と利便性を図る考えはないか。復興も終盤に差しかかり、新たな道路整備は難しいと

思う。しかし、今を置いてほかにはないと思うがいかがか。 

 （２）、地域公共交通網形成計画の策定により、バス路線の変更、町内の交通規制の変更もあり得る

か。また、町道細浦・柳沢線の整備に伴い、交通量の増加が予想されるが、住民、警察等と連携し、

交通安全が図られるように進めているか。 

 ４、人口減少対策について。これからの人口減少対策として、移住希望者に対して相談、支援がで

きる体制を構築し、空き家の有効活用を考えているようであるが、そこで次のことを伺う。 

 （１）、移住コーディネーターの人材は、どのような視点で確保するのか。 

 （２）、空き家の有効活用を図るため、改築に対する補助制度を創設する考えはないか。 

 （３）、子育て世代に空き家となっている住宅を低廉な家賃で提供する支援を考えられないか。 

 ５、起業支援について。起業を目指す方の支援を目的として創業支援事業計画を策定するようであ

るが、本町の活性化のためにどのような支援を考えているか。 

 ６、教育行政について。 

 （１）、学校敷地内の応急仮設住宅も撤去され、教育施設の環境も復旧されようとしている。仮設住

宅が建っていた土地は整地され復元されるが、校庭も一体的に整地することができないか。 

 （２）、コミュニティ・スクールと教育振興運動をそれぞれどのように推進していくのか。 

 （３）、学校給食における地元食材の活用については、生産者等との協議が必要であると思うが、進

んでいるか。 

 （４）、学校の統廃合について慎重に検討することは大事なことだと思う。結論を急ぐわけではない

が、いつごろまで検討する予定か。 

 以上、質問通告により壇上より質問させていただきます。再質問は、自席より質問させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 まず当初私の件で定刻を押したことをおわび申し上げたいと思います。 

 関清貴議員のご質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 １点目の集会施設の整備等についてお答えします。１つ目の山田第１団地集会所の建築開始につい

てですが、現在復興庁と協議を行っており、平成30年度に設計を行い、31年度の建設を予定しており

ます。 

 ２つ目の団地内コミュニティー組織構築のための支援についてですが、団地内に自立再建する方と
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災害公営住宅への入居者を含め、新たなコミュニティー組織の構築を支援してまいります。 

 ３つ目の山田第１団地、山田第３団地の呼称の変更についてですが、新たな町名にする考えはあり

ませんが、親しみやすい呼称に変更することについては、山田地区以外の高台住宅団地を含め、検討

を進めてまいります。 

 ２点目の被災消防屯所の整備についてお答えします。１つ目の第７分団屯所については、東日本大

震災で被災したため、一部を修繕し継続して使用しているところであります。駐車場が狭いことなど

問題点があることは理解しており、新築移転については、今後検討していきたいと考えております。 

 ２つ目の各分団の管轄については、地区ごとに定められており、字界変更に伴う管轄の変更は、今

のところ考えておりません。 

 ３点目の交通体系等についてお答えします。１つ目の国道45号から龍昌寺までの道路拡幅について

ですが、国道から約40メートルまでの区間は、区画整理事業により６メートルに拡幅されます。区画

整理事業区域外から龍昌寺までの約68メートルの区間は、おおむね６メートルの幅員が確保されてお

り、拡幅の考えはありません。 

 ２つ目の地域公共交通網形成計画の策定によるバス路線の変更や町内の交通規制の変更についてお

答えします。地域公共交通網形成計画の策定において、持続可能な交通ネットワークの形成を図るこ

とから、バス路線の変更はあり得ます。また、状況によっては、交通規制の変更もあり得ると考えて

おります。 

 次に、交通量の増加が予想される町道細浦・柳沢線の交通安全対策についてですが、毎年各関係機

関と連携し実施している町内通学路の安全点検や地域の要望を踏まえ対応しており、第７分団屯所前

の交差点については、県公安委員会に信号機の新設や横断歩道の新設を要請しております。 

 また、交通指導隊定例会議などで山田交番と情報を共有し、危険箇所の把握に努めながら沿線の小

学校に対する交通安全教室や官民一体の街頭啓発活動などを通じ、安全な利用を呼びかけてまいりま

す。 

 ４点目の人口減少対策についてお答えします。１つ目の移住コーディネーターの人材確保に対する

視点についてですが、本町への移住経験者やＵターンしようとする町出身者などが望ましいと考えて

おり、移住する際の悩みや不安にアドバイスできるような人材を確保したいと考えております。 

 ２つ目の空き家の改築に対する補助制度についてですが、国や県において移住、定住の促進を目的

とした補助事業を行っていることから、この制度を活用することとし、町独自の制度の創設は考えて

おりません。 

 ３つ目の子育て世代に対する空き家の活用についてですが、子育て世代へ低廉な家賃の住宅を提供

することが有効な施策であるかについては、今後検討してまいります。 

 なお、空き家活用については、所有者の意向によるところが重要であるので、丁寧に進めてまいり

ます。 
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 ５点目の起業支援についてお答えします。創業支援事業計画は、創業支援事業において起業を後押

しする新たな支援策として策定を進めるものです。支援の内容としては、相談窓口の設置、創業向け

の補助金や融資、新規出店に対する家賃補助などを考えております。 

 ６点目の教育行政についてお答えします。１つ目の応急仮設住宅用地として使用した校庭の整地に

ついては、県において原形復旧を行うものであり、撤去後の用地部分を整地することとなります。そ

の際には、教育委員会、学校長と協議をしながら子供たちが安心して活動できる校庭としてふぐあい

が生じることがないような復旧に努めているところであります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育長。 

〇教育長（佐々木茂人） 

 ６点目の教育行政についてお答えします。 

 ２つ目のコミュニティ・スクールと教育振興運動の推進についてですが、コミュニティ・スクール

は、学校に学校運営協議会を設置し、学校運営への保護者や地域住民の積極的な参加を図るものです。

また、教育振興運動は地域が主体となり、子供、保護者、学校、地域、行政の５者が課題を共有し、

それぞれの立場で解決に向けた取り組みを進めるものです。 

 コミュニティ・スクールと教育振興運動は、学校運営の両輪として進めていくものと考えておりま

す。 

 ３つ目の学校給食に係る地元食材の活用についてですが、平成30年度から実施の可能性も含め検討

してまいります。 

 ４つ目の学校統廃合についてですが、山田町学校規模適正化検討委員会の提言をもとにしながら保

護者や地域との懇談会等を開催し、今後の見通しも含め慎重に検討してまいります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。８番。 

〇８番関 清貴議員 

 それでは、順番に、前のほう質問したとおりに質問させていただきます。 

 一応、第１団地の集会施設については、30年度の設計、31年度の建設を予定しておりますというこ

とですが、その際、備品関係については、どのような形で建物の中に購入するのか。というのは、あ

る程度必要な備品を集会施設と一体となって整備してくれるのかどうかその辺をお聞きいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 お答えいたします。 

 建築の際に、建築と同時に設備するものについては、整備を行ってまいります。それから、いわゆ



- 22 - 

る備品については、ほかの集会所等もありますので、一定の基準を設けて配置をしてまいりたいと考

えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 今一定の基準ということを話されましたが、一定の基準というのは、どのように決められておりま

すか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 現時点では、まだそこまでは決めてございません。これからほかの集会所等も見ながら、利用され

る方の人数等を見ながら決めていきたいと思っているところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 ということは、まだ決まっていないということは、既にできた集会施設もあると思います。そして

これから整備される集会施設、山田第１団地の集会施設もそうなのですけれども、それらについて整

備を進めるのであれば、もう既にできていなければ、ほかのところとの均衡とか、あとそれぞれのコ

ミュニティー組織の現状とかを考えながら基本を決めなければ間に合わないのではないでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 これも答弁しましたとおり、今年度で集会所の建設でございますので、建設までには備品等のルー

ルを決めまして予算を計上していくと。当然その際には、先行して建設している集会所等の設備、備

品等も参考にするということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 自治会独自で備品を装備するとか、町が全部を装備するというのもかなり困難を要するかも、財源

的に困難を要するかもしれないことから、例えば宝くじ事業とか、そのような各種コミュニティー支

援をしている制度も事業もありますので、それらの活用は考えていますでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 
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〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 まず備品等設備の考え方は、一定の設備を各集会所には配置すると。そのほかに各地区、各集会所

によって活動内容等も違うようでございますので、それらについては、町単独事業の事業費がござい

ますので、額は少ないのですけれども、年度、年度で対応することが可能でございます。 

 それから、議員おっしゃるとおり、大きな備品については、それぞれの町以外の財源も手当てをし

て、なるべく要望に応えていきたいというところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 わかりました。ぜひ町の財源にもある程度の限度がありますでしょうから、そのようなコミュニテ

ィー助成しているような事業がありましたら、大いに活用するよう、少し事務的には煩雑になるかも

しれませんが、それらを含めてぜひお願いしたいと思います。要望です。 

  次の団地内コミュニティーの組織の構築なのですけれども、基本的に同じ町内、どこでも町内に

あるように行政区長もここの地区には置くわけですよね。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 今後の協議になりますけれども、この地区についても行政区のほうは設置したいというふうには今

のところ考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 ここの第１団地には、それぞれ旧境田、川向町の方々が住むように、大抵の方がそうなると思うの

で、コミュニケーションのことは昔から顔を合わせているので、ある程度はできるかと思いますが、

基本的な前段の初めてみんなそろうわけですので、その辺のものについては、住民がやるのが当然だ

という考えでなくて、行政も積極的に早くこの方たちがコミュニケーション、隣近所の近隣関係がで

きるようなのをいろいろ考えて支援すべきであると思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 今までの例を見ても、議員おっしゃるとおりコミュニティー、自治会をつくる中でタイミングを見

て行政区長さんを決めていただいております。この山田第１の場合はこれから、土地を配分したばか

りなので、これから家が建つ、それから公営住宅にどれぐらい入るかというタイミングを見て、皆さ
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んを集めて行政区長も決めていただくということになろうかと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 わかりました。よろしく、スタートが肝心ですので、行政のほうも大きな団地ですので、その辺は

十分に考慮しながら支援というか、考え方をきちんと担当課で対応していただきたいと思います。 

 次に、山田第１団地、第３団地の呼称なのですけれども、私は、山田の第１団地を質問したので、

山田団地の呼称についてということで聞いているわけですが、これ町全体に言えることだと思います

が、皆さんから、住民の方から、山田第１団地はどこだ、第３団地はどこだ、第２団地はどこだと聞

かれるのです。そうした場合に、第２団地のことはなくなりましたよということで、計画がなくなっ

たということを説明するのも面倒というか、一々事情をしゃべって危険区域だった云々かんぬんから

始まらなければならないので、少しぱっとここだというふうに言えないのです、山田第１団地、第３

団地。それなので、私は第１団地であれば、立派な飯岡地内にできるので、飯岡団地とか、例えば第

３団地は関谷の入り口にできるので、関谷団地とかと言えば、地元、山田町内の方は、あああそこが

関谷団地か、あの人はというふうにすぐ説明が頭の中に入るのですけれども、第１、第３と言えば、

１から２から３までの説明をしてから、それからきちんと、この方はここに住んでいるよということ

になりますので、そのようなことがないように地名に沿った名前を考えられないか。検討を進めてま

いりますということですが、そのようにしたほうがいいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 検討を進めるということですが、実際は議員おっしゃるとおり、第１団地はどこだ、第２団地はど

こだというような状況はあると思います。特にも船越の団地については、第１から第８まで、そこも

どこなのだというようなこともあります。ですので、各団地に入っている人からアンケートとか、い

ろいろな方法を考えながら団地の呼称については考えていきたいというふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 わかりました。ぜひもうでき上がっていますので、悠長なことを言わないで、できるだけ早く対応

していただきたいと思います。 

 次の質問に移らせていただきます。消防団の７分団屯所ですが、きのうも台風並みの低気圧が来て

大変なとき、消防分団のポンプ車は、一生懸命朝から警戒に走っていました。そして、いつも７分団

のところを通ってここに来るのにも来るのですが、その際に、やはり分団員が休息する場所が狭い、
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そして古い建物なので、どうしても休息するのに適さないという、そういうことが現実があるわけで

すが、ここでは答弁によりますと、今後新築移転については、今後検討していきたいと考えておりま

すと言いますが、ことし決めたとしても、すぐ来年はできないでしょうから、検討すると決めて、い

つまでに建てますよという具体的な年度を示されないものかどうか、その辺をお聞きいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 老朽化した消防屯所につきましては、７分団も含めまして今後更新計画を作成していきたいと考え

ております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 更新計画を策定ということですが、その更新計画というのは、いつ策定する予定ですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 計画でございますので、私のほうから答弁させていただきます。 

 議員ご承知のとおり、まだ復興が町長の施政方針でも述べましたとおり、30年度まではやはりかか

るということで、私たちはその30年度をやり切るというのがまず第一だと思っております。30年度で

ほぼほぼ完成させると。その後の町づくりというものを考えていかなければならないと考えておりま

す。そうしますと、復興計画から総合計画へシフトしてまいります。したがいまして、今のような町

民の皆様が望んでいる整備については、総合計画の中で検討していくということでございます。 

 現時点では、前期計画に盛り込まれた施設整備がございますので、７分団については、その中には

入ってございません。したがいまして、現時点では７分団については、後期計画で検討していくとい

うのが現在の答弁となります。ご理解をお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 まず計画はそうでしょうが、後期計画といえば、今から３年後、そうなれば７分団できて三十七、

八年たっているのです。ましてや塩水をかぶって、どうもあの辺、結構側が傷んでいるというか、外

は立派になっているのですけれども、中のほうが大変傷んでいると。それなので、後期計画とか何と

かという町の計画どおり進める前に、いま一度現状を踏まえてきちんとあの辺も区画整理してきちん

となる予定ですので、それらも踏まえながら施設の老朽化というのをきちんと現状を把握して、果た
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して必要かどうかということの議論から早急に始めていただきたいと思います。 

 確かに復興が30年度、今年度、明けて30年度までということですが、できるだけ早く、すぐはでき

ないでしょうから、計画して三、四年でしょうから、そうすればもう簡単に40年、50年になってしま

います、築後。そのようなことを考えて団員もなかなか集まらないという状況の中で古く休息もでき

ないところに十何時間も長い人でいるかと思う場合もありますが、そのようなことも踏まえて、現状

をきちんと把握して必要かどうかという議論から先にしていただきたいと思います。以上、これはお

願いで終わっておきます。 

 あと分団の管轄については、わかりました。 

 次の交通体系等についてでございますが、まず国道から40メートルまでは区画整理事業ということ

ですが、40メートルまでの区間が何で区画整理事業で、それより上のほうが何で区画整理事業に入ら

なかったのか教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 区画整理事業区域外の部分は、被災していない建物が残っているということで区画整理事業には入

っておりません。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 町内でも建物が残っても区画整理事業になる地区もあると思うのですが、何でここがそのような状

況になったのか、ちょっと私は不思議でしようがありません。それで私が何で道路を広く、広くと言

うのは、よく山火事等では火防線というのがあるのですけれども、これが大震災のときも、皆さんご

承知のとおり火が次から次と道路をまたいでつながっていったと、あれは幅員が狭いせいもあったの

かもしれませんし、山田町独自のリアス式海岸で地形がそうなっていたので、瓦れきが集まってそう

なったというのもありますでしょうが、できるだけ道路を広くして、そういう火災の面からも山田は、

特に過去においても大きな火災にも遭っていますので、その面も含めて道路の幅員を確保したらどう

かということでこのような質問になりました。そのようなことも踏まえて、今の状況で十分だという

ことでよろしいでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 国道から龍昌寺までの区間は、おおむね６メートル、狭いところで5.6メートル、広いところで6.2メ

ートルの幅員が確保されているということで、この部分については、幅員が確保されているというこ
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とで、特に拡幅の考えはないということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 幅員が確保されているからいいという考えで町づくりを進めたわけだと思いますが、ただこの町づ

くり、今いる人たちは、それぞれこの場にいて、そのような結論がいいと思うのでしょうけれども、

ただ未来住む人たちが果たして町づくりが成功であったかどうかというのは、そのときに評価される

でしょうが、その辺も踏まえて、きちんと今の現況が変わりないから交通量も変わらないし、津波も

あと1,000年来ないだろうからという、そんなことで片づけないで、きちんとどのような関係でこのよ

うな幅員になったかというのを、そういう考え方というのが必要だと思いますので、その辺について

は、きちんと今後の道路整備する際は、そのようなことも考えながらきちんと道路の幅員等を考えて

町づくりをしてもらいたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 以上、この質問は終わりまして、次の地域公共交通網形成計画、これは町長の施政方針にありまし

たが、どのような計画になるのかちょっと年度がまだ明けていないのでわかりませんが、とにかくバ

ス路線が変更があるかどうかということで変更もあり得るという回答ですが、その際、ここの今話題

になっております龍昌寺の前の一方通行、ここは結構不便を来している住民もありますので、もしバ

ス路線等が変わるのであれば、あそこを一方通行を解除するという考えはございますでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 まずバス路線が廃止になってここの龍昌寺までの道路区間を通らなくなるということがあった場合、

やはり龍昌寺から後楽八幡線のつながりの三差路の部分までの区間が一番道路幅員が狭い状況になっ

ております。バス路線でなくなったということであったとしても、大型車両の通行があれば、そこは

交互交通が非常に困難であるというふうに考えております。例えば大型車両の交通を規制するという

ようなことがあれば、それらは交互交通ができるようなことも考えられるというふうには思いますが、

交通規制の設定については、公安委員会が決定していくということになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 狭いというのはわかりますが、狭いところは町内に結構あります。そういうのを考えた場合、何で

ここだけがそうなのかというのがちょっと理解に苦しむところです。そして、公安委員会が決めるこ

とだと言いますが、道路管理者の意見というのはそんなに大きな意味はないのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 大型車両が通らなくなったということで町の考え方でここの部分を交互交通ができるようにという

ような話は町からはできますが、実際に交通規制の判断をするところは公安委員会になるということ

ですので、ご理解をお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 何か聞いていると、公安委員会の決定によって全ての道路のものが、規制等が決まるというふうに

も捉えられるようなことでしたが、やはり道路管理者として町の交通体系等きちんと伝えるためにも、

ここはこうだというのを訴えて、もしあれであれば、住民の方の話も聞きながら進めたほうが公安委

員会に対して説得力、大変厳しいでしょうけれども、それらも踏まえてお願いしたいと思います。ぜ

ひ道路管理者としての、やはり交通安全というのも考えて公安委員会等には発信していただきたいと

思います。 

 あとそれに伴い、今度細浦柳沢線が開通して、かなり高速道路、三陸道にもつながるような立派な

トンネルが通りまして、非常にありがたいことだなと住民は考えております。でも、その際、やはり

心配なのは交通事故、特にも南小もありますので、交通安全等が懸念されているのが住民の方々の心

配でございます。その辺も踏まえながら、まず信号機もきちんとお願いしていると、横断歩道もお願

いしていると、その辺はぜひ住民の皆さんも考えて要請しますので、道路管理者としてもっと声を大

にして、向こうも公の機関ですので、きちんと交通安全を考えながら信号等のあれは積極的に行って

もらいたいと思いますが、その辺についてはいかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 議員おっしゃるとおりでありまして、細浦柳沢線開通に伴いまして、交通量は増加するだろうとい

うふうには考えております。それを踏まえまして町長答弁にもありますように、７分団前の交差点に

ついては、信号機の新設と横断歩道の新設を要望しております。今後も継続して要望していきたいと

いうふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 わかりました。そしてつけ加えますが、あそこの７分団前だけの横断歩道でなくて、多分道路が開

通すれば、横断歩道必要な箇所出てくると思いますので、その辺についても住民の皆様が要望した際
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は、対応をよろしくお願いしたいと思います。 

 次に、人口減少対策等について進ませていただきます。移住コーディネーターなのですけれども、

移住する際の悩みや不安にアドバイスできるような人材ということでＵターンしようとする町出身者

などが望ましいということですが、まず30年度予算にもあるようですが、その辺について具体的な人

選は進んでいますでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 ついせんだって広報等で募集をかけたところでございます。１名の応募があったのですが、我々が

望んでいるような方ではなかったものですから、不採用というところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 なかなかこのようなのは、人選というか、人材の確保が難しいと思います。でも、このようにきち

んと町で決めた限りは、報酬を上げるなり、それに見合った報酬にしたら、人も集まるのかなと考え

るところですが、とにかくこの人がもしついたとしても孤立することなく、周りの縦横きちんとアド

バイスしたり、アドバイスに応じるような行政の仕組みというのも大事だと思いますので、その辺の

フォローもしながらぜひ一人でも多く移住者が来て、若い移住者が来れば、それこそかなり人口がふ

えますので、そのようなつもりで、もう消滅危機、危機感を持って移住等頑張ってもらいたいと思い

ます。そのような考え方で、今のところは課長からそのような状況だというのをお聞きしてわかりま

ましたが、今後そのようにしていただきたいと思います。 

 あと２つ目、３つ目については、町独自の制度の創設は考えておりませんということですが、まず

空き家、古くなっていると思いますので、それらも考慮するあれが出てくるのかなと、要望が出てく

るのかなと思っておりますので、その辺は今後やってみなければわからないでしょうが、その辺を考

えていただきたいと思います。 

 あと子育て世代、岩泉町ですか、子育て支援のために住宅を整備して安く提供しているというのが

新聞報道、テレビ等で放送になっておりますが、あのようなのが山田町でもできるか、できないかと

いうことを質問いたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 健康子ども課長。 

〇健康子ども課長（野口 伸） 

 県内において、そういった子育て世帯向けの住宅を整備しているという情報は入手しております。

山田町において設置するのかということなのですが、今後検討していくということになろうかと思い
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ます。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 ぜひほかの町に若い人をとられないように、とられないという言い方は変な話ですが、きちんとサ

ービスを考えた行政をしていただきたいと思います。 

 次に、起業支援についてでございますが、支援の内容が相談窓口の設置、創業向け補助金融資、新

規出店に際する家賃補助などを考えておりますということですが、具体的にどこか町のほうで運営す

る施設にチャレンジショップみたいなのを置くような考えはないでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今の質問でございます。中身につきましては、町長答弁でお話ししたとおりでございまして、主な

支援というのが、実は創業を希望する方につきまして経営であったり、財務であったり、人材である

といった総合的な支援ということを目指してございます。その中で町のほうである一定の部分がなさ

れた場合、町のほうで証明書を発行してもろもろの支援を受けられるということになってございます。 

 今のご質問につきましては、現在考えておるのは、空いている店舗につきまして現在進めている家

賃補助というのがございますが、その部分については、もし創業において希望があった場合について

は、その制度をご利用いただきたいというふうには考えてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 家賃補助といっていますが、家賃云々かんぬんよりも、その商売が果たして商売になるかどうかと

いうのを起業家の方は非常に心配していると思うのです。だから試験的にどこか町の店舗というか、

店舗に使えるような場所のスペースを貸して、そこでどれぐらいのお金を取るかわからないですが、

そのようなのでチャレンジさせてから商売のあれができてきたという若い人がそのような意気込みを

持ったときに、あとは創業向け補助金や融資、それらについて相談に乗っていくということで申し上

げましたが、そういうチャレンジショップは、今のところ考えていないということでよろしいですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今ご質問あった内容でございますと、町としては、現在のところは考えてはございません。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 チャレンジショップというのも重要な要素だと思いますので、考えていないということであれば、

せっかくやった計画も全然役に立たない計画になる可能性もありますので、きちんとその辺を分析し

ながら創業する人は不安を持ってチャレンジしているでしょうから、ぜひそのようなのをして、一人

でも若い商売人が育つように行政のほうでも頑張っていただきたいと思います。 

 次に、教育行政についてでございますが、応急仮設のもので学校長と協議しながら子供たちが安心

して活動できる校庭としてということですが、そうすれば教育委員会と学校長に任せてやるというこ

とと解釈してよろしいですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 任せてやるということではございませんで、県としては原形復旧を原則として復旧作業を行ってお

りまして、整地については、そこの部分になるのですけれども、まず校庭内の勾配等がいろいろとあ

って、雨水等がたまらないようにとか、細かいようなお話もあるので、その辺を協議しながら進めて

いるということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 わかりました。ぜひ子供たちが伸び伸びと校庭を走ってまわってサッカー、野球をやったり、いろ

んなスポーツ、体を動かすことができるような環境をぜひお願いしたいものだと思います。 

 次に、コミュニティ・スクールと教育振興運動、それぞれのことを推進していくかということです

が、コミュニティ・スクールというのは、大分前に全国的にはやっているようですが、何で山田町が

今年度、30年度にやるような事情になったのか説明をお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育次長。 

〇教育次長（箱山智美） 

 一番は、茂人教育長が持つ熱い思いの中で、一層地域とのかかわりをつなげていきたいというとこ

ろでコミュニティ・スクールが進んでいくのだというところをご理解いただければなと思います。山

田町は、これまでも教育振興運動を使いながら地域との関連をしっかりとつくってきたわけですが、

これから復興完遂期に向かう中で、子供たちの住環境が安定してくると。そうした中で地域と学校の

つながりもより一層しっかりとつないでいきたいということで一歩踏み込んだ部分に山田町が進んで
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いくというふうに理解いただければありがたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 わかりました。ぜひ全国的にもかなり前例があるようですので、それらを参考にしながら頑張って

いただきたいと思います。 

 ３つ目、４つ目については、この答弁で理解をいたしました。ありがとうございました。 

 以上で私からの質問を終わらせていただきます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番関清貴君の質問は終わりました。 

 暫時休憩をいたします。 

                  午前１０時５０分休憩 

                  午前１１時００分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 ここで傍聴者の皆様に申し上げます。私語を慎んでいただきたいと思います。一般質問の聞き取れ

ない面で答弁に支障を来しますので、ご協力のほどをお願い申し上げます。 

 12番山崎泰昌君の質問を許します。12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 12番、政和会所属の山崎です。壇上より質問いたします。 

 １つ目は、水産振興についてであります。 

 （１）、アワビなどの種苗放流事業に町としても力を入れております。重要な施策の一つだと認識し

ておりますが、放流の結果の検証や効果は把握しているのか。 

 （２）、今年度をめどに復興事業が終了し、今までとは違った目線で町の活性化を考えなければなら

ないと考えております。基幹産業である水産業を支援するために水産課を復活させてはどうか。 

 （３）、水産人口の減少がとまりません。今まで町当局に外国人労働者を受け入れるための支援や受

け入れ窓口の創設を要望してきましたが、町ではどのように考えているのでしょうか。 

 ２つ目は、町内のインフラ整備についてであります。 

 （１）、前回の定例会で質問した私道整備の住民への周知は十分か。また、申請件数は。 

 （２）、新しく住宅が建築されており、団地もあります。下水道への接続状況は。 

 （３）、山田駅の完成が近づいております。跨線橋が高くて不便だと考えておりますが、対策は。ま
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た、観光案内所も考えているようですが、業者の選定はどうなるか。 

 （４）、災害の影響を受けなかった豊間根、船越の両駅も放置されたままで外観も美しいとは言えま

せん。対応策はあるのか。 

 ３つ目、観光振興についてです。 

 （１）、鯨と海の科学館も完成し、公園も整備されました。利用客をふやすためにも飲食店や商業施

設等が建てられるように国に要望してはどうでしょう。 

 （２）、船越半島周遊の観光道路計画の進捗状況は。 

 （３）、交流人口を増加させることが町の発展につながると考えております。町として通年での観光

者を呼び込む計画が必要であると思いますが、町の考えは。 

 以上、壇上よりの質問といたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 山崎泰昌議員のご質問にお答えさせていただきたいと存じます。 

 １点目の水産振興についてお答えします。１つ目のアワビ等種苗放流事業の検証と効果については、

漁獲されたアワビのうち放流貝が占める割合を調査する混獲調査を実施しております。調査結果につ

いては、震災後２年間放流ができなかったことから、混獲率は年々減少していましたが、平成25年度

から種苗放流が徐々に再開されたこともあり、28年度からは増加に転じており、種苗放流の一定の効

果はあるものと認識しております。 

 なお、ナマコについては、天然物と放流物の選別が困難であり、専門的な調査が必要となることか

ら、混獲調査は実施しておりません。 

 ２つ目の水産課の復活についてですが、復興完遂後を見据えた行政組織の見直しは必要であると認

識しております。水産課の復活を含め、町の活性化の推進や社会経済情勢の変化に的確に対応してい

くための機構改革については、全体的な職員体制等も踏まえ、今後検討してまいります。 

 ３つ目の外国人労働者の受け入れについてですが、制度上外国人実習生の受け入れは、中小企業団

体や公益財団法人等に限られていることから、町が受け入れ団体になることはできないと判断してお

ります。 

 なお、課題である宿舎の確保については、地域基幹産業人材確保支援事業により、引き続き支援し

てまいります。 

 ２点目の町内のインフラ整備についてお答えします。１つ目の私道整備の住民周知についてですが、

制度の内容をより多くの町民の皆さんにご理解いただけるよう４月１日号の町広報紙で周知すること

としております。 

 次に、申請件数についてですが、平成29年度は１件の申請があり、事業は完了しております。 
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 ２つ目の下水道への接続状況についてですが、平成28年度の新規接続は、公共下水道360件、漁業集

落排水処理事業90件であります。29年度の新規接続は、１月末現在で公共下水道176件、漁業集落排水

処理事業58件であります。これにより下水道に接続している総数は、公共下水道1,307件、漁業集落排

水処理事業804件となっております。高台団地など下水道を供用開始している区域に新しく建設された

住宅は、全て下水道に接続されており、順調に接続件数は伸びているものと考えております。 

 ３つ目の跨線橋、観光案内所の業者選定についてですが、跨線橋については、エレベーターの設置

を検討しましたが、跨線橋の構造、エレベーター設置費、維持費等を総合的に勘案し、設置を断念し

たところであります。今後は、ホームとホームを結ぶスロープの設置について国交省東北運輸局と協

議を進めてまいります。 

 また、切符販売を兼ねた観光案内所の業者選定については、その業務の性格を考慮し、適切な業者

を選定してまいります。 

 ４つ目の豊間根駅、船越駅の外観についてですが、両駅は、ＪＲ東日本から町へ譲渡される見込み

であることから、現況を確認し、必要に応じた修繕を行ってまいります。 

 ２つ目の観光道路計画の進捗状況についてですが、みちのく潮風トレイルの船越半島区間は、ルー

トの策定が完了し、平成31年３月の全線開通に向け、環境省や県と連携してコースの補修や案内標識

の設置等の整備を進めているところであります。 

 また、開通後にはコースの維持管理が必要になることから、住民参加型のイベントの開催等により

協力者を募り、環境整備を行うための体制構築に取り組んでまいります。 

 ３つ目の交流人口の増加についてですが、交流人口を創出するためには、町の自然や暮らし・文化、

地域産業の魅力を発信し、多くの方に足を運んでいただくことが重要であると考えております。この

ことから、これまでの観光資源活用に加え、町の魅力を町民が歩いて紹介する復興街歩きツアーなど、

人の魅力を生かした通年で実施できる体験プログラムの企画を行ってまいりました。今後も魅力ある

観光地域づくりを目指し、体験プログラムの提供を進めてまいりたいと考えております。 

 失礼申し上げました。16ページを飛んだようでございます。申しわけございません。お答えいたし

ます。16ページです。３点目の観光振興についてお答えします。 

 １つ目の鯨と海の科学館及び公園の利用客をふやすため、飲食店等を建設できるようにするため、

国に要望してはどうかについてですが、都市公園内の機能の増進に資すると認められる場合等は、飲

食店及び売店等の設置ができることとなっております。 

 大変失礼いたしました。 

〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 
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 最初は、水産業からです。国の方針として、水産業にも経済活動を目的として一般企業が参入でき

るというふうな方向性が示されましたけれども、町として、それが山田町に適応しているのか。まず

最初、そこからどういう認識なのかをお聞かせください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今のご質問でございます。一般企業の参入がというところでございます。国のほうでは、その部分、

必要であるということでの考え方かなと思っておりますが、町としても改めて今この時点で一般参入

を町のためになるのかということで考えてはございませんが、もしその部分が町のためになると思わ

れるのであれば、国が示しているとおり考えていかなければあるいはならないのかなと。現時点では、

考えてはございませんが、そういうふうになっていくものなのかなというふうな認識はあります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 そこで宮城県のほうでは、そういうふうな活動も出ていますが、このリアス式海岸という特異な海

岸を持つ岩手と宮城に関しては、どうしても漁業活動、生産を行う人口単位がどうしても散らばって

しまうのです。そこをうまくケアしていかないと、もう水産業は衰退の一途をたどる、労働人口が減

っているのですから、これはもう明確なのです。そこを町としてどういうふうにケアしていくのか、

これが今後の課題だと思うのですけれども、ちょっと話今のを聞いていると、ちょっと違うのですけ

れども、そういう認識はないのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 鈴木副町長。 

〇副町長（鈴木 裕） 

 ちょっと質問が町の範囲も超えて、水産業全体の話に及んでいることもあるので、私から答弁させ

ていただきます。 

 多分議員がおっしゃりたいのは、宮城と岩手の浜のほうのその企業の受け入れのスタンスなり、そ

ういうことすらちょっと違っているのではないのかと、岩手県はおくれているのではないのかという

印象を持たれているということと、おっしゃるとおり湾が多い、大分浜が小間切れと言ったらちょっ

と表現はおかしいのですけれども、小さい単位の港が漁協がたくさんあるというのは、岩手県の特徴

だということは認識しております。ここ一界、県全体としてどういうふうに取り組んでいくのかとい

うことは今後検討していかなくてはいけないところでありますけれども、町としては、まず山田町が

そういうものにどう取り組んでいくのか、どういうスタンスで臨むのかということを決めて方針を周

辺、県漁連等々ともご相談しながら進めていくということになろうかと思います。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 プロパーとして申し上げたいと思います。私は、ここで生まれてここで育ったので、ずっと漁業の

歴史もわかっているわけです。漁業者の今までの経営体あるいは感情的なものもございます。宮城県

の場合ですと、県知事が積極的に受け入れて、ある一部の漁業団体から反発を食ったという現実があ

ります。このようなことを参考にすれば、簡単に一般企業の受け入れというわけにはいかないだろう

と考えております。その反面、現状だと将来的な発展を見込めないというジレンマもあります。がし

かし、地元の皆さんのご意見あるいはそこをリードして行政のほうが導くというふうなスタンスで山

田の漁業の発展を考えていきたいということで、まず地元の漁業者、漁協あるいは県漁連、これらの

意見を大いに参考にして進めてまいりたいと、そのように考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 何か話を聞いていると勘違いしているのですけれども、私とすれば細かいところを守ってくれとい

うのを言いたくて今の質問をしたのです、実は。宮城県みたいにそういうふうにカキやあれで一部の

漁民から反対されているのは知っていますし、実際実情に私は大規模というのがここにはそぐわない

と感じている一人です。今鈴木副町長が言ったとおり、山田としてのスタンスをしっかり決めて、そ

れを周りに発信していくとか、一番いいのはモデルケースみたいな地区になってもらえれば、私とす

ればもう万々歳なのですけれども、この水産業のことに３つ質問を出しましたけれども、今の話から

いって、やっぱり専門的な課が必要になるのではないかなと。いろんな漁民からのニーズもあります

し、実情ももうご存じのとおり変わってきていますので、その辺についての認識をもう一回お伺いを

いたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 鈴木副町長。 

〇副町長（鈴木 裕） 

 私も、済みません、何か私の発言に誤解があったかもしれませんけれども、まずもってそういう今

まで与えられた環境で、そこで育まれてきた今までの歴史、そういうものを踏まえた中でしか将来は

当然ないわけでございますから、そういった意味でも山田、船越、ここのまず地域としてどう守って

いくのかと同時に、この先どういうふうに進んでいくのかということを検討しなくてはいけないとい

うことは間違いないと思います。それに漁業者の方々、漁協の方々、一生懸命毎日日々の生活を営む

ためにお仕事されているところを役場としても正面からきちっと受けとめる、そして一緒に議論する、

役割に応じていろんな活動を行っていくと、そういったことは必要であろうというふうに考えている
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ところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 震災前に漁協として、漁協は漁協のことを守るのだけで手いっぱいだという流れだったのです。漁

民のことまでは悪いけれども、手が回らないと。それはもうここの議会でも答弁いただきましたけれ

ども、そうなったときに、これからの、漁協ではないです、一般漁民の漁業収入を高くするためには、

養殖及びこういう放流事業が大事だということで町としても種苗の放流の補助金を出してきているわ

けです。全体で40万個近いアワビの放流をしている。その中の約13万6,000、これが町としての補助で

賄っている。これをどういうふうに放せばもっととれ高が上がるのか。町長答弁にもあったけれども、

専門的な調査が必要になってくる。これが水産課が必要な私は一つの理由にもなると思う。ただ放せ

ばいいわけではない。現在の放流の仕方は、昔の餌が豊富だったときにまいていきましょうと。ご存

じのとおり現在はいそ焼けとか、水温の関係で成長が著しくないと。こういうところまでは皆さん把

握していると思いますけれども、ではこれからどうすればいいのだと、そういうふうな専門機関がこ

れからはもう必要になってくる。 

 県のほうでもアワビの放流ひとつとっても、今まで放流直後に13から31％の種苗が死亡していると。

原因は捕食によるもの、あとは放流方法の問題点、この放流問題、昔はただばらまいていた。ひっく

り返って落ちたのは、もう全部死ぬと。そこから改良してきたわけなのです。改良してきたのだけれ

ども、もっと改良の余地があるということで今度は養殖している板からそのままおろして自然にはわ

せて、何の負荷もかけないで放流しましょうと。いろんなことを試さなければ成果が出てこない。そ

れを先ほども言いましたけれども、漁協としてはやれない、協力はできるかもしれないけれども、で

きない。町だけでもできないのだったならば、県と組んでもいいし、そこまで話を持っていかないと、

根本的に水産業は復活できないと思うけれども、どうですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 アワビの種苗放流については、ずっとこれまでもいろいろ研究、放流後の調査をしてきたわけです。

これは県を中心としてやってきております。場所によっては、水揚げに大きくつながって成功してい

る地区もあります。我が山田町は、いそ焼け等、あるいは水温の問題、あるいはタコが大量に発生し

たときに捕食されるとか、いろいろなそのときそのときの課題があってうまくいっていないこともあ

りました。かつては、山田町の種苗センターでいろいろなアワビの種苗生産、放流、それらも研究し

てきたわけですが、一町ではとてもこれに取り組んでいく財力、人材がないということで県の栽培セ

ンターあるいは試験場に依頼をしてやってきた経過があります。こういうことを参考にすれば、水産
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課をつくって山田町で取り組むというのには非常に無理がございます。 

 そのようなことから、これは県、国等の試験研究機関に情報を提供しながら、山田町の海域の状況、

調査あるいは種苗の放流の仕方等についてもいろいろ研究して、その成果を町のほうに提供してもら

うやり方が合理的なのではなかろうかなと思います。町ではちょっと難しいと、金、人材面でそうい

うことが言えると思います。 

 いずれこのことについては、県のほうあるいは国のほうといろいろ協議、相談をしてお願いすると

ころはお願いして、現状を訴えていきたいと、そのような方向で目指して活動してまいりたいと思い

ます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 確かに町単独ではもう無理なことは承知なのです。だからそういうふうな、今はアワビだけしか言

いませんでしたけれども、外国人労働者の受け入れの体制についてもそうなのです。そういうふうな

受け入れの組合があるのは、もう前にも聞いて、私も調べてわかっているのですけれども、そこから

各業者が勝手にと言ったらおかしいけれども、自分たちで呼べばいい、それはわかっている。わかっ

ているのだけれども、では組合としてだとか、一般の漁民が、個人経営者です。では呼べるのかと。

こういうことなのです。どうしても、前にもお話ししましたけれども、宮城県では、宮城県のカキ養

殖の人たちが組合をつくって、労働者を受け入れたのです。各個人、個人に１人ずついたったのです。

それをどこが受け入れたのだか、ちょっと私もわからなかったので困っていたのですけれども、そこ

の受け入れを町がどこかの業者でもいいです。そこと組んで１回受け入れて、それを手が足りなくて

困っている人たちに使ってもらうというふうなシステムがいいのではないかなと私はずっと考えてい

るのですけれども、町としてこういうことって可能なものですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 鈴木副町長。 

〇副町長（鈴木 裕） 

 今のケースについては、済みません、ちょっと存じ上げていない部分もあるので、一回勉強させて

ください。おっしゃっている趣旨はよくわかります。一度大きく人材を確保して、その上でそういう

情報を持ちながら、個々の事業者に接するようなことができないかというご趣旨だと思います。ちょ

っと労働者に関しては、外国人というのも係り、労働のあっせんのほうも係るので、ちょっと制度的

に調べさせていただきたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 
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 なぜこれずっと言っているかというと、もう統計的に10年後には漁業者は半減するというふうなデ

ータが出ているのです。船越組合も三陸山田も、もう60以上の人が主力です。５年たったならば、も

う満足に沖に出られなくなる。沖に出られなくてもいいから、地元の言葉で言えば、手元がいれば、

知識、ノウハウは持っているのです。それを教えて、例えばその人が教えている人が育たなくてもい

いのです、実は。育たなくてもいいけれども、今の生活を65になってもやれるようなシステムをつく

る、そうすると、それを見て何歳まで働けるのだとか、では戻って家を継ぐかとか、そういうふうな

考え方にもなってくる、ある程度の収入を得られれば。だからこれをずっと言っているわけです。今

手を打っておかないと、もう山田の水産所得は向上がない。逆に言えば、町としてどこで抑えるか、

私はもうそこまで考えなければならないような時期に来ていると思うのだけれども、そういう認識は

ありますか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 漁業者の後継問題、人口減に絡んで漁業者も半減していくということですが、方向性は間違いなく、

その方向性に進んでおります。この高齢化した漁業を営んでいる方々をどのようにしていくのかとい

うことでいろいろ頭を抱えておるわけですが、いろいろやっぱりその家々でいろいろ考え方がありま

して、じいちゃん、ばあちゃんでやっていると。そこに息子を引っ張ってくると。だけれども、これ

もなかなかうまくいかない。それで、じいさんとばあさんがいて、そこに賃金を払ってよその人を連

れてくると、これもなかなか受け入れる漁家と受け入れないで自分たちでやれるところまでやろうと

いう、いわば排他的な自分たちだけでやっていこうという方もあります。そういった中で、よそから

来た人、山田町以外の人、外国人も含めて手元として受け入れてやっていけるかどうかというのは、

漁家一軒一軒を聞いてみないとなかなかわからないという現状です。それは、そういう考えを持つ人

もあれば、いや要らないと、排他的に考えて自分たちだけでやるという、こういう漁家もあるので、

今ご提言のあったようなことは、考えなければなりませんが、現実的には漁家を調査しないと何人受

け入れていいのかという、その辺の答えが出てこないので、その辺は今後検討、調査をしてまいりた

いというふうに考えます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 今２つのことしか言わなかったのですけれども、この運営、２つの問題でもちょっと難しい話がい

っぱいあるわけです。そうなったときに、今の水産商工課でこれから観光のこともやらなければなら

ないですし、商業のこともやらなければいけない。人員的な問題は確かにありますけれども、そこで

水産でも、商業でも、工業でもある程度のスペシャリストみたいなのをつくっておかないと、県とか
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国とも要望はしなければならないでしょうし、今のうちに育てられるものは育てておかないと対応で

きなくなるのではないかなと思うのだけれども、どうでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 漁業に限らず全般的におっしゃるとおりであります。役場職員の一般事務、総合事務においてもそ

ういうことが言えております。そういった人材を育てていくということは、非常に大事であります。

一方、現実では各自治体が採用試験をして、年齢にかかわらず募集しているわけですが、集まってこ

ないというのが現状であります。隣近所、県を超えてほかの県も同じ傾向にあるようですが、そうい

う現状にある中で、その辺は一生懸命頑張って取り組んでいきたいと。水産関係の部分の専門家、こ

れも何度か今まで挑戦してきているのですが、なかなか思うような人材を獲得できないということが

ございます。これについても引き続き頑張ってまいりたいと思います。 

 そうした中で刻々と変わっていく現状に対して、今までもそうだったのですが、行政改革で組織機

構を見直して、いろいろ課を分列させたり、統合させたり、やりくりをして現実的な対応をとってき

たところであります。なので、そういうことは考えてできる範囲で一生懸命取り組んでまいりたいと。 

 ただ今言ったように、人を集めるのが難しいという現状にありますので、どうぞそこはご理解をい

ただきたいと、そのように思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 日本全国人を集めるのが難しいのだから、そこはもうわかっていますのでいいのですけれども、一

つ聞き忘れたのですけれども、アワビの放流の件なのですけれども、2.5センチ、３センチで今放流し

ているわけだけれども、町として補助する分は、昔みたいに４センチから５センチというふうに大き

くしてからやりたいというふうな要望みたいなのは、漁協に対して出せないのか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今議員おっしゃったとおりで25ミリから30ミリの放流を続けているわけですが、話として大きくし

て育ててから放流すれば効果としてはあるのかなとは考えておりますが、これも難しい話で2.5とか３

であれば、４とか５よりは、購入する際に金額が抑えられるといったようなこともございますので、

ここは難しいかなとは正直思っています。ただ議員のおっしゃるのは、大きくして放せばいいのかな

というのは、そういうふうに私も思ってはございます。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 理屈的には、もう絶対大きいほうがいいに決まっていると思うのだ、私は。ただ今1,500万円なら1,500万

円の補助金で約13万6,000が、では半分になりますと。それでも生存率が上がったならば、今こうやっ

て、今の現状が磯焼けで餌がなくてみんなやせている、やせていると、２年も３年も騒いでいるのだ

から、そういうところを考えなければないのではないかなと思う。何回も言うけれども、そのために

は、やっぱりそれに特化した人が必要ではないのかというのが考え方なのです。だから今のはもう一

回答弁もらわなければ。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 議員おっしゃるとおり放流稚貝が大きければ大きいほど水揚げにつながって、生産率も伸びるわけ

です。これは何もアワビに限ったことではなくて、ホタテもそうです。ホタテの稚貝も小さい稚貝を

買ったのと半生貝で買って放流したのでは、収穫率が全然違います。ただ、金額で見て、果たしてそ

れが効率がいいのかどうかというのは、これは漁家それぞれの半生がよかったり、小さい稚貝がよか

ったりして、漁家がそれぞれ決断をしてやっているという状況を見ても明らかなのです、効率がどっ

ちがいいかと。その効率の問題がありますので、その辺をちょっと見きわめ、検討をして、漁協とお

話をしてどうなのかという、役場でやったらどうですかとか言えば、当然出てくるのは経費がかかる

から補助金をくれませんかという話になるのでしょうから、やみくもに出すわけにいかない、効率と

いうものがあるので、その辺はちょっと検討、調査してまいりたいと。専門家の意見も聞いて、その

ように思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 それを言っているわけです。そこをちゃんと費用対効果を検証できるようにしてくださいというこ

とだから、それはそれで。 

 次に移らせていただきますけれども、私道整備です。ちょっと調べてみて、今回１件しかないと言

いますけれども、今後多分出てくると思います。それなりの予算は用意しておいたほうがいいと思う

のですけれども、どうでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 30年度の当初予算については100万円の予算措置をしております。申請の状況を見ながら補正で対応
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するなり、検討はしていきたいというふうに考えます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 補正の対応というので、そこは確実にできるようにお願いします、そこは。 

 次の下水道への接続です。関連で漁集のことも聞くかなと思ったのですけれども、ここに出ていま

したので、助かりました。これで全て新しく建てた建物は接続されたと、接続される。これはここは

間違いなくこれでいいですね、全部が全部、確認です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 上下水道課長。 

〇上下水道課長（後藤清悦） 

 高台団地等に新しく建ちました新設の住宅については、全てが接続されております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 そうすれば、これからの費用のこととかも周知はしてあると、そこは。済みません、確認で申しわ

けないですけれども。 

〇議長（昆 暉雄） 

 上下水道課長。 

〇上下水道課長（後藤清悦） 

 費用というのは下水道料ということであれば、当然下水道を接続すれば下水道の使用料がかかると

いうことについても説明はしてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 次は、山田駅の件です。前のときもこれは同僚議員が質問して、エレベーターとかはつかないとい

うことは聞いていましたけれども、東、西とあるわけですけれども、ちょっと伺ったところでは、西

口のほうからもちゃんと乗降できるというのでいいですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 議員おっしゃったとおり西口からも乗りおりできるように進めております。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 そうすれば、跨線橋をわざわざ通らなくても、ちょっと不便だかもしれないけれども、体の満足で

はない人たちも楽に行けるということで、そこは安心しました。 

 また、観光案内所の業者の選定ですけれども、これはもう町のほうで検討していくしかないとは思

いますが、いろんな最初の話を聞けば、複合施設的なところも含まれるのではないかなと思うのです

けれども、今の駅舎の大きさで対応できるかできないかというところまでちょっと聞きたいです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 まず駅舎の基本的な考え方は、切符販売をしてくれという要望がございましたので、切符販売をす

るということが一つございます。それから、やはり鉄道で来る方々の最初の入り口になるわけですか

ら、観光案内も行うと。それで震災前にご承知のとおり観光案内所を観光協会のほうでやってくださ

いました。その流れでいけば、その観光案内も必要だろうということでございます。 

 その建物の規模なのですが、これは予算と密接につながってまいりまして、予算の範囲内でできる

建物にならざるを得ないと。実は、今でも復興庁のほうと協議中でございます。最低切符を売る人と

案内する人考えても２人はいなければならないよということで復興庁と今協議中でございます。そう

いう状況でございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 あそこの土地に昔の山田駅のことを言いましたけれども、観光協会は簡易的な建物を建てていたわ

けです。あそこにまたつけ足しと言ったらおかしいけれども、そういうふうなことはできるのか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 あそこは、いろいろ図書館と山田駅を複合的に使って待合機能とかを満たしていきましょうという

考え方でございます。それから、ふだんについては、前のほうを広めにとって和んでいただくといい

ますか、休んでいただくスペースというふうに考えておりますので、さらに増築をするということは

考えていません。その中で、駅舎の中で案内業務を行っていきたいというのが基本でございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 
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 今交渉中であるというのはわかりましたけれども、対応できなかったならば、増築するしかないの

ではないか、絶対２人は必要なわけだ。その中での業務として、ではお客さんを受け入れられるのか

というところを、確かにまだ大きさが私も正確にわからないから、対応できるのかできないのかわか

りませんけれども、もしそこだけでできないとなったならば、何らかの策は考えなければならないは

ずです。そこまでのことをちょっと聞いているのですけれども、回答ありますか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 復興庁のほうでは、その２人配置というのを否定しているところではなくて、詳しく言いますと、

ＪＲからもらった分と復興庁が出す分のやりとりを今詰めているということで、２人を置くというこ

とについては、特に異論はございません。議員おっしゃるとおり、当面は２人でやってみて、不足し

ていれば、何らかの方法で補充するということになろうかと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 わかりました。次は、船越駅と豊間根駅の件です。豊間根駅に関しては、ほかの議員も出ています

けれども、前々から船越駅にもトイレをつけてくれと、そういうふうな提言がありました。これから

本格的に観光業に力を入れるというふうな場合には、確かにトイレが、船越、豊間根両駅、そばにな

いのです。これは、最高の価値があると思いますけれども、どうですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 まずご質問についてお答えしますけれども、ＪＲからの移管については、29年度で土地、30年度で

そのほかの建物、構築物の移管を受けるということになってございます。したがって、作業的には、30年

度で進めてまいります。今ある駅舎については、正直言って、中もまだ見ていない状態なので、外、

中を確認した上で、修繕すべきところは修繕するということに考えています。 

 次、トイレについては、次、同じ質問がございますけれども、駅舎に対してのトイレか、あるいは

おっしゃるとおり観光客に対してのトイレか、これの考え方だけでも違ってくると思っています。そ

れから、地域の中で公衆トイレ云々という話になれば、また違ってくるということで、どういう扱い

にするかでちょっとこっちこっちというふうに考え方、さまざま出てくるであろうと思っております。 

 ただ、皆さんがおっしゃるとおり観光を進めていく中で、トイレがないというのは確かにどうかな

と思う部分もあります。ただ一方では、費用、いつも費用の話をして申しわけないのですが、つくっ

た後の管理等々も同時に検討していかなければならないということで、町全体の中で検討をすべきも
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のというふうに現時点では捉えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 できれば何かいい補助金のメニューを見つけて一番いいやつでつくっていただければ、皆さんが喜

ぶと思いますので、これは要望で終わります。 

 次は、観光振興の鯨と海の科学館のところです。この答弁書の中で飲食店及び売店等の設置ができ

るというふうになっていますけれども、これは館内でという意味ですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 都市公園施設内、船越公園の中という意味でございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 そうなると、ちょっと話が違ってきて、今までずっとこの問題は言ってきているわけ。鯨と海の科

学館単体ではもうお客さん呼べないべ、何かもう一つ補えるようなものを建てましょうと何度も提言

したはずです。今までの答弁は、公園の中だから建てられないと、これがずっと答弁できた。今回オ

ランダ島、環境省が手をつけてもいいよと。今までは国の役所がだめです、都市公園法ですと。そう

いう話だった。今になってこの話はない、何年たっていると思う、これは。どこまでもおくれていく。

ちょっとこれは俺は問題だと思うけれども、答弁が。そこはどう考えているか、もう一回答弁してく

ださい。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 過去10年以上前からこの話は出ております。実は、公園法で公園の面積から出てくる建ぺい率とい

うのがございまして、当時はマリンパークとか、マリンパークのいろんな建物、倉庫だとか、鯨館も

建ぺい率の中に入るのですが、あと入江田沼の向かい側のほうにも池を管理するために建てられたも

の、あるいは食堂レストランもございました。これらの面積を総合して建ぺい率に抵触する、あるい

はぎりぎりだというふうな状況があって、公園法上制約を受けるというふうなことで答弁してきた、

そういう記憶が私にはあります。なので、飲食店を建てられるか、建てられないかという問題ではな

くて、建物を建てられるか、建ぺい率を守れるかどうかと、そういう問題点で議論して答弁してきた

結果であります。 
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 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 副町長には悪いけれども、それは震災前には確かにさくら亭とかあったり、レストハウスみたいな

のもあって、震災後、今回も公園を整備するというときにもどうにかならないのかという話はしたは

ずだ。そのときの答弁がそれだ、変わらないで建てられません。ちょっと本腰入れて観光拠点をつく

るのだったならば、今までだめだったところを、ではどうにかして手直しして人が集まるようにしま

しょうと考えるのが行政だ。一個これで目玉が減るといったらおかしいけれども、マイナスです。あ

そこに飲食店でもつくったならば、震災前のとおり、子供たちが遊びに来て、おじいさん、おばあさ

んが孫を連れてきて、あの中でお昼も食べられる、ジュースも飲める、町の経済を考えたって町に落

ちてくるお金があるはずだったのがなくなっている。今後行政のほかに一般の商業者が、ではあそこ

に建てさせてくれといったならば、それは可能なのか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 そういう飲食店、売店等の建設については、公園内の機能の増進に資するというふうに認められれ

ば、建設は可能ということになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 今の件に関しては、私の知り合いでもあそこに、もしそういうのがあったならばやりたいなと言っ

た人もいたから、もしそういう人がまだやる気があるようだったならば、善処していただきたいと思

いますし、別に反対する必要もないわけだから、了解。ただちょっと今までの答弁に関しては、ちょ

っと反省を促します。 

 もう一点、次の件は、観光ルート、これについてです。この整備、みちのく潮風トレイルです。31年

度３月の全線、これはいい。あともう一個、観光道路的なことも聞いていました。そっちのほうはど

うなっていますか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 こちらにつきましては、過去にも議員からご質問があった件でございます。今回ルートを決めるに

当たりまして、ルート上歩いて確認というのがありまして、環境省、県、町で歩いてみたのですけれ
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ども、歩く際に、そこまで乗りつけるといいますか、行くということの確認もしてございますが、そ

ういったルートの踏査をした際に、道路を車が通行するのには特には支障なく走れたのかなというふ

うには確認してございます。あくまでみちのく潮風トレイルに関しての話になりますが、ルート上に

車で参るための道路としては問題ないのかなというふうには考えてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 では、潮風トレイルの件でいけば、日本旅行業協会戸川和良という人が提言しているのだけれども、

この潮風トレイルを成功させるためには、単年度でなく長期的な計画、時間軸で予算を確保し、産官

で連携し進めると、これが１つ。 

 済みません、時間なので終わります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番山崎泰昌君の質問は終わりました。 

 昼食のため休憩をいたします。 

                  午前１１時５６分休憩 

                  午後 １時００分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 ６番木村洋子さんの質問を許します。６番。 

〇６番木村洋子議員 

 ６番木村洋子です。壇上より質問いたします。 

 １点目は、子供の医療費助成現物給付化について、就学前までの医療費助成の現物給付化は歓迎さ

れており、小学生まで拡大すべきであります。拡大されれば保護者の経済的かつ精神的負担軽減とな

り、子育て世帯への大きな支援となります。町の対応を問います。 

 ２点目、災害公営住宅の家賃軽減と除雪について。所得超過世帯はどれくらいあるのか。また、家

賃負担が大きいため退去した世帯はあるか。 

 次に、被災者の生活再建を後押しするという意味で家賃の軽減は歓迎されます。町としての対応を

問います。 

 次に、災害公営住宅の入居者は、高齢化率が高い傾向にあります。降雪時除雪の人手が足りないた

め敷地内の通路の除雪ができず、緊急時やデイサービス搬送時などに不安を感じております。町とし

て除雪の支援をするべきではないでしょうか。 

 ３点目は、壁面タイプの水道メーター設置についてです。積雪と低温凍結で水道メーターの検針困
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難の状況が見受けられます。詳しい内容をお知らせ願います。検針できない場合、使用料の請求はど

のようになるのか。また、従来の地面設置タイプのメーターは、泥水が流入したり、検針しにくい場

合があります。検針が正確にできて利用者の安心にもつながる壁面タイプのメーターに切りかえてい

くべきではないでしょうか。 

 ４点目、仮設施設の７月退去についてです。仮設から本設へ移行できた事業者数は。 

 ７月いっぱいで仮設から退去と言われた事業者数と本設移行への課題は。 

 事業継続を希望する個々の事業者に対し、寄り添ったきめ細やかな対応をしているか。 

 ５点目は、織笠大橋の歩道設置について。織笠大橋に歩道がないため、以前より歩道を設置してほ

しいとの町民の声があります。歩行者などの安全確保のため、歩道の設置を国や関係機関に要望する

べきではないか。町の考えを問います。 

 以上、壇上よりの質問といたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 木村洋子議員のご質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 １点目の子供の医療費助成の現物給付化についてお答えします。現物給付化については、子育て支

援の有効的な手段であると考えられることから、県に対し、各種団体などから対象の拡大について請

願、要望が出されているところであります。これを受け、現在小学生までの対象拡大について各市町

村の意向調査が実施されているところであり、今後県を中心として協議、調整が行われる見通しとな

っております。これらの結果を踏まえ対応してまいりたいと考えております。 

 ２点目の災害公営住宅の家賃軽減と除雪についてお答えします。１つ目の所得超過のための退去世

帯についてですが、災害公営住宅に入居の場合は、入居から３年経過するまでの間は、収入超過世帯

として認定されないことから、現時点で収入超過世帯はなく、家賃負担が大きいため退去した世帯は

ありません。 

 なお、使用料については、毎年度の所得の状況等において算定されるものでありますが、仮に平成29年

度の使用料算定に用いた所得が今後も継続した場合、31年度に１世帯、32年度に３世帯、33年度に５

世帯が収入超過世帯と認定されることになります。 

 ２つ目の家賃軽減に対する町の対応についてですが、公営住宅の使用料については、国が定める公

営住宅法に基づき決定するものであります。 

 東日本大震災に係る災害公営住宅の使用料については、国が別に定める家賃低減事業に準じて入居

してから最長で10年間は軽減が図られており、町として同制度に沿って対応しているところでありま

す。 

 ３つ目の災害公営住宅敷地内の除雪の支援についてですが、敷地内通路等のお住いの区分について
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は、入居者の皆様の協力のもとで除雪をお願いしているところであり、今後もご理解をいただきたい

と存じます。 

 なお、既存の町営住宅においても、これまで入居者間の相互協力のもとで敷地内の除雪作業が行わ

れております。 

 ３点目の壁面タイプの水道メーターの設置についてお答えします。ことし２月の検針では、積雪と

低温凍結のため約400カ所が検針できませんでした。検針ができない場合の水道の使用料の請求は、前

３カ月の平均水量から算定した額を請求し、翌月の検針で調整することとしております。また、壁面

タイプのメーターへの切りかえについては、従来の地面設置タイプと比較して購入単価が約５倍と高

額であり、壁面へ設置するための費用も増額となること、あわせて積雪により検針できなかったのは、

ここ10年間で３回と少ないことから、壁面タイプへの切りかえは考えておりません。 

 ４点目の仮設施設の退去についてお答えします。１つ目の仮設から本設へ移行できた事業者の数に

ついてですが、これまでに161事業者が仮設施設に入居し、そのうち本設した事業者は、平成30年１月

末現在で45事業者であります。 

 ２つ目の退去が必要な事業者についてですが、30年１月末現在で仮設施設に入居している107事業者

へ退去の周知をしております。課題としては、事業の継続を決めかねている方、再建の意向があるも

のの再建先が見つからない方がいることが挙げられます。 

 ３つ目の事業継続を希望する事業者への対応についてですが、事業継続を希望する事業者に対して

は、それぞれが抱える問題について随時相談に応じるなど、町有地の公募状況やグループ補助金等の

支援制度を説明するなど、個々の事業者ごとに必要な対応を行っております。 

 ５点目の、織笠大橋の歩道設置についてお答えします。三陸国道事務所によりますと、現状で歩行

者等の利用が少ないこと、改修には多額の費用が見込まれることから、実現は困難であると聞いてお

ります。 

 歩道設置の要望については、今後の状況を見ながら判断していきたいと考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。６番。 

〇６番木村洋子議員 

 子供の医療費の助成の現物給付化についてなのですが、９月の県議会でこの小学生の医療費の現物

給付化の意見書が採択されまして、県のほうでは各自治体に意向を聞いて、その結果で実施したいと

いう考えのようなのですが、１月末に県のほうから意向調査が来たのですが、山田はどのように返事

をしたかお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 
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 お答えします。県による１月末の意向調査、これは各市町村の保険者に対する意向調査ということ

でございます。設問で対象拡大についての設問でございます。反対か、賛成かの問いということでの

調査でございます。町とすれば、拡大に賛成であるというふうに回答をしております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 ありがとうございます。ここで本当に一番大事なのは、各自治体の意向ということで本当に山田は

賛成してくださって本当にありがたいと思います。１週間ほど、四、五日前か、県議会のほうの同じ

要件でも、やはり賛成の自治体が多かったということで、これは実施する可能性が高くなっておりま

す。やはり小学生の医療費の窓口負担がなくなるということは、保護者や医療従事者、自分も含めて

なのですけれども、そういう願いが本当にかなう可能性が本当に大きくなりましたので、大変うれし

く思っています。町のほうに感謝いたしまして次に進ませていただきます。 

 次は、災害公営住宅の家賃の減免の件ですが、そういう超過世帯というのは、今のところないとい

うことなのですけれども、今後そういう出てくるということを示されましたが、やはり所得超過世帯

といっても、お金持ち世帯というわけではなくて、みんなの給料を合わせたり、年金を合わせたりし

た結果がこうだったということなので、やはりそういった意味では、この超過世帯に対する減免とい

う部分を進めてほしいのです。やはり子育て世帯もあれば、介護を担っている世帯もあれば、こうい

う状況になれば、本当に助かりますので、そこをよろしくお願いしたいと思います。ここは要望でい

いです。 

 災害公営住宅の除雪についてなのですが、自分たちでやってほしいというお返事なのですけれども、

除雪に対して、これは織笠アパートのほうからの要望書とかも出ていまして、本当にこれ切実なので

す。内容は、もう高齢者が多くて半分近くが高齢者だと。それで若い人が出ていった後の高齢者の人

たちの除雪の大変さが本当に事細かに書かれているのです。そこで除雪機が欲しいという願いを役場

にも持ってきましたが、その願いがなかなか通らなくて、再来年にしか、再来年なのです、来年では

なく、来年度ではなくて再来年度にしかその除雪機が来ないということなのですが、そこはどうして

そうなったのかをお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 コミュニティーのほうから要望があった件でございますので、私のほうから回答いたします。 

 若干ちょっと話の行き違いがあるようでございますが、先ほども出ましたけれども、役場の予算以

外の助成事業がございます。それの30年度要望調査というのがございまして、議員おっしゃるとおり
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あったら大変助かるということでございましたので、事前申請をしたものでございます。いろいろ事

情があって、不採択ということで30年度は見送りということになってしまいました。再来年度は改め

て申請をするということでございまして、再来年度で約束されたものではない。財源等の関係があり

ますので、一般財源以外の財源を見つけて、そこに申請をしたものでございます。これは役場を経由

してコミュニティーがもらうという事業でございます。したがって、役所が云々というものではござ

いませんが、申請書等の作成については、支援員がお手伝いをしたという経緯がございます。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 申請書のそういう不備とか、行き違いとかがあってそうなってしまったのは仕方がないことではあ

りますが、やはりそこに対しての何らしら支援というのが必要だと思うのです。先ほども言いました

けれども、高齢者だけの除雪、人の力では限界だから除雪機が欲しいという要望書とかが出たわけな

のですけれども、やっぱり私がすごく心配なのは救急の部分とか、救急車も入られない状況がある。

高齢者が多くて、やはり救急車を要請したこともあるということで、会長さんは、やはりみんなの命

を守りたいがために一生懸命なわけなのです。やはりそこのところに支援というのをやらなくては、

やっぱりこれはコミュニティーの再生という部分で、構築という意味では、すごい大事なことだと思

うのです。ただコミュニティーが大事、心のケアが大事と言いながらも、やはりそこら辺に具体的な

部分で支援を町のほうでやっていただかないと、会長さんも本当にかわいそうな状況になると思うの

ですが、そこら辺のことを含めてお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 確かに議員おっしゃるとおり高齢者が多くて大変だということでございます。うちのほうの支援員

も雪が降ったときに、それは現場に行って確認をしております。その上での要望があったので、その30年

度の配置にチャレンジをしたということでございます。ですので、その必要性云々というのは、コミ

ュニティーというのを通じて考えると必要だと、何とか配置をしたいということで事業に申請をした

わけでございます。これを単独でということになりますと、また費用の話ばかりして申しわけないの

ですが、町全体として県営、町営の公営住宅あるいは既存の公営住宅に対してどうするかということ

も検討しなければなりませんので、その点はご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 
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 先ほど言ったのは、織笠アパートの件なのですが、これは北浜のアパートでもすっかり同じような

状況で高齢者の方々が午後まで一生懸命雪かきする姿も見ております。やはりまた織笠アパートに戻

りますけれども、やはりこの１年間だけなのです。再来年からは除雪機が来るから、それはもうそち

らにお任せということはできるとは思うのですが、その間の除雪ということで、除雪車に道路だけで

も、細かいところはあれだけれども、救急車が入る程度のそこら辺だけでもやってもらうとか、そこ

ら辺をできないものかどうかお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 敷地内の通路、駐車場等の除雪のお話でございますが、基本的には大型の重機が入るということが

大変難しく、そこの敷地内の除雪ということは、人力による作業にはならざるを得ないということで

除雪車での除雪というのは、なかなか難しいと考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 その災害公営住宅に行くとわかるのですが、非常に敷地が広いのです。ですから、そこを手がきと

いうのは、本当に大変な作業であります。そして先ほども言いましたけれども、コミュニティーの再

生のところで、その会長さんが大変な状況があって、ふと思うことは、除雪機があれば、除雪機がど

うしても必要であると強く思うときです。住民一心同体で除雪機を希望いたしますと、こういうふう

な感じで、もう切実な状況で訴えているのです。やはりそういう意味でコミュニティーの再生とか、

そういう部分でもやっと一心同体、そういう言葉も使っていますけれども、みんなで本当に考えなが

らそうやってコミュニティーを構築しているのだなというのがこれ見てわかるのです。そこら辺に何

とか支援していただきたいと思うのですが、最後によろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 除雪機の貸し出しについてということで具体的なご提案をいただいておりますが、まずそれも一つ

の方法だと思います。来年度から予定している公営住宅の指定管理事業の中で可能かどうか検討はさ

せていただきたいと思います。ここで確約めいたお話はできないのですが、なるべく実現するように

工夫はしてまいりたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 
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〇６番木村洋子議員 

 それでは、その点はよろしくお願いいたします。 

 次に、水道メーターの壁面タイプの水道メーターについてなのですが、この点は、一自治体でどう

こうしようというか、何ともならないことだなとは思うのですが、だからこそこの400カ所という、結

局測定ができなかったというところなのですけれども、ことしは特に雪も多かったし、凍結もすごく

多かったので、そういう状況だったのかなとも思うのですが、自分の住んでいるところは、毎年同じ

ような状況を繰り返しております。それでやはりこういう場合は、一自治体でどうしようもないので

はありますけれども、やはりそういう時だからこそ国とか県とか、そういうふうにこういう状況があ

るというのをやっぱり申し入れるべきだと思うのです。これからそういう異常気象でこういう状況と

いうのは、本当に今後も出る可能性が高いのです。こういう地面タイプではなく壁面タイプにすれば、

いろんなことでメリットがあるけれども、お金がすごくかかるということなのですが、やはりこうい

う400カ所もあるような、そういう状況を担当課でどういうふうな感じで意見交換ではないですけれど

も、お話されているのかどうかちょっと伺います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 上下水道課長。 

〇上下水道課長（後藤清悦） 

 担当課内といたしましては、回答いたしましたとおりに、ここ10年数回程度の大量に検針ができな

かったということに加えまして、先ほど町長の答弁のとおりに費用が大きくかかってくるということ

で、このままでの切りかえのほうは難しいということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 そういう担当課での話し合いの内容があったのかどうかを聞きたかったのですけれども、考えとし

ては、何か検針員の人たちにはご苦労ですがと、それで済ますという、そういう考えではなく、やは

りもうちょっと考えを進めてほしいと思うのです。何か前近代的なような、そういうそのまま我慢、

我慢というようなことだけではなくて、もっと声を出す、400カ所もあるということ自体ちょっとなと

思うのです。やはりここら辺の改善を求めて新築の家とか、全部というわけではないですけれども、

そういう水没とか雪で埋没の危険があるようなそういうところには、やはり壁面タイプのメーターに

切りかえていくように求めたいのですが、もう一度答弁をお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 上下水道課長。 

〇上下水道課長（後藤清悦） 

 新たな新設のところからというお話もありますけれども、メーター機というのは８年ごとに交換が
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必要でございまして、そうしますと、そのまたメーターに取りかえなければなりません。その費用に

つきましては、皆様方がお支払いになっている水道料金、こちらのほうにかかわってくるものでござ

います。一概にこちらのほうに切りかえるということにはいかないことをご理解いただきたいと思い

ます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 それでは、新築を外しまして、そういう水没とか、そういう被害に危険があるようなところは、も

う水道員さんたちももうチェックしているし、そういうのも地域的にもわかっているので、少しずつ

でもいいから、そういう方向にしてほしいと思います。もう一度お願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 上下水道課長。 

〇上下水道課長（後藤清悦） 

 先ほどから申しますとおり件数が少なくても、その分の費用等は、当然かかってくるものでござい

ます。ということで１件当たり概算ではございますけれども、経費にしますと、１件当たり１万2,000円

ぐらいかかっていくと、それがふえていくと、それだけ水道料金を圧迫していくということになりま

すので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 そういう事情もあるので、それは一つの自治体では難しいということで上のほうにも声を上げてほ

しいと思います。 

 次に、仮設施設の７月の退去についてお願いいたします。本設に移行できたのは45事業者で事業の

継続を決められないでいる方、再建の意向があるものの再建先が見つからない方が少なからずいると

思うのですが、その件数をお願いしたいです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ただいまの件でございます。再建を予定している方につきましては、１月末現在で73件でございま

す。 

 それから、再建の先がいまだ未定である方につきましては14件でございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 
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〇６番木村洋子議員 

 73件が移設というか、移る予定だということなのですけれども、その73件の中の業者の人のお話を

聞いても、７月退去というのは、すごく無理をしながらやっているということなのです。自分には土

地があるから、移る土地があるからまだいい方なのだけれども、まだ決められていない人がいるのは

大変そうだという、そういう声も聞かれます。そういうふうに力があったり、条件が整っている事業

者は次に進める、そういうふうな人たちもいるのだけれども、そうでない人もいると。 

 商工会の陳情書、きょうテーブルの上にあったのですけれども、こういうふうにやはり大変な状況

が山田にはあるということなのです。この仮設の７月退去という期限ですけれども、いろんなすごい

大変な状況を見ていると思うのですが、これはこういう被災が大きかった山田に実情に合っているか

どうかというところをお聞かせ願いたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ７月の退去というのが町として実情に合っているかということでございます。まず７月という基本

線を出したのは、境田の仮設店舗がございますが、境田の仮設店舗が建っているところが、実は低地

部で工事を進めなければならない区画となってございます。工事を進めるために導き出した期限とい

たしまして、30年７月というふうに導き出してございます。ほかの仮設の方につきましても同様に仮

設店舗であるということでございますので、同じ扱いをして進めるということで30年７月という退去

にしたところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 先ほどの取り壊しの仮設施設の取り扱いに対しても、すごい不合理な点が多いと思うのです。区画

整理の中で仮設から仮設への移動を強いられました事業者の方々は、それだけでも非常に負担は大き

かったと思うのですが、今回は経済的な理由とかで店を新しく建てられないから仮設施設を払い下げ

を受けるということにしている、そういう事業者の方です。１回解体する、そしてそれを撤去する、

更地にして公募があるということなのですけれども、土地の公募が。そこに移るわけなのですけれど

も、公募で当たった土地にまたそれを組み立てて、建物をばらしたやつをまた組み立てて建てるわけ

なのですけれども、これというのは、すごく合理性に欠けていると思うし、またもしかしたらスペー

ス的にそこの土地に、また同じところに行くかもしれないです。何かこれ税金の無駄遣いではないか

と、こう思うときがあるのですが。 

 それと、その間ばらしてしまいました。公募もどこに決まるかわからないですけれども、そういっ

た間の収入はどうなのですか、どうなるのか、収入が途絶えることになるかもしれないし、その点は
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どう考えているのかお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ただいまの議員のご質問ですが、多分土地が町有地ということなのかなとお聞きしていました。町

有地の公募をかける場合につきましては、今おっしゃった例で言いますと、上に仮設の店舗、リース

ですとかだと思いますが、建っている件で下を公募するというようなことに今理解したわけですが、

その場合、土地の公募をする場合には、上に建物がない状態で公募をかけるということになってござ

います。ですので、今おっしゃられたように、一旦ばらしてどこかに移して手を挙げてから建てると

いうのは、ちょっと今の仮設店舗のこちらで本設等のお話をする際に出てきているものとはちょっと

違うのかなというふうに思ってございます。 

 それでのお話だと思うのですが、その間の収入はということですが、それにつきましても、今の件

ですと、ちょっと考えられないのかなというふうに思っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 ちょっと話が食い違っているのですが、私もいろいろと情報を集めながらやっていて、こういうこ

とがあるということなので、もうちょっときちっと研究というか、考えを深めてほしいなと思います。

やはり７月退去というのは、山田のこの状況から言って合っていないと思うし、時期尚早なのではな

いかと思うのです。私は、ここで自治体の役割というのも何ですけれども、そこを伺いたいのですけ

れども、やはり国とか県から７月撤去だ、退去だという感じで示されたとは思うのですが、今年度の

退去ですけれども、自治体の権限で７月、９月というのは設定はできるのですが、やはりそういう国

から、県から、そういうのが示されて、やっぱり自治体の役割というのは、言われたとおりにするの

ではなくて、やっぱり現地での地域の実情をきちっと見据えて、ちょっと無理なときは、やはり上に

伝える、そういう任務がすごく大事ではないかなと思うのですが、そこら辺は私が言うまでもないで

すが、そういうふうにやはりふだんからそのほうは大丈夫ということなのですけれども、そこの認識

のほうはどうでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今の部分、繰り返しになりますが、仮設店舗の退去につきましては、一つのところが短いとか、一

つのところが長いというようなことがあっては、仮設店舗全体の不公平ということにもつながります

ので、まず町としては同じスタンスで考えてきているところでございます。 



- 57 - 

 それから、最後におっしゃられた部分につきましては、各事業所さんの意向につきましては、随時

相談に乗って聞いておりまして、その中で県等の確認が必要なものがあれば、そこについては相談は

進めております。議員のおっしゃられたとおり、その辺についてはさせていただいているところです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 個別に相談とかは、本当に丁寧にやっていただいているとは思いますが、やはり退去ありきでやっ

ているから、何か本当に大変な人の気持ちがなかなか反映されないというのでしょうか、大変な状況

に追い込まれているというところが見えますので、ことしの１月になってから７月退去だと言われた

事業者が本当に苦しい胸の内を言って、本当自殺まで考えるというような、本当にそういうような状

況に追い込まれているような状況が見られたのです。やはりそれを何とかしてほしいということを担

当課にも言って、申請とか、そういうのもお願いしたいなということを伝えたのですが、こういう状

況は、はっきり言ってどういうふうに伝えたのですかと言ったら、電話だけということなのですけれ

ども、やはりそちらのほうから要望書も出ているわけです。そこの大変な状況をきちっと見て、県と

か国とかに要望書なり、そういうのを出してやるのがやっぱり自治体の役目ではないかと思うのです

けれども、そこら辺、ここ本当事業者の正念場という私は時期だと思うのですが、その意識がちょっ

と低いのではないかなと思うのですが、そこどうでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 答弁者に申し上げます。質問の内容を精査して、例えばこのとおりやっていますというのを、今言

っている内容が答弁が違うような感じがするので、このとおりやっていますからこうだという説明願

います。水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今の件でございますが、先ほども答弁申し上げたとおり、県に確認をして意向者の意向を踏まえら

れるかといったようなことは当然してございます。それで電話でということでございます。当然電話

で、あるいは行って話をするということでございますが、要望書というのは、一つには町のほうで要

望を上げるというのはございますが、これは大きな全体にかかわるものについては、進めていただき

たいということで要望等で水産課の分もそうですが、町としてまとめて上げているところでございま

す。 

 今議員おっしゃられた部分につきましては、当然県とも何度も協議しておりますし、要望を上げろ

ということがなじむかどうかはありますけれども、いずれ言われたことにつきましては、こちらのほ

うとしましては、相談者の意向を踏まえて進めておるところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 
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〇６番木村洋子議員 

 電話で言ってくれたということなのですが、疑うわけではないのですけれども、やはり口頭がだめ

ら文書でという、そういう意識も持ってほしいと思いますので、そこはお願いです。 

 それで、こういった仮設施設事業者の課題は、山田町に限ったことではなくて、被災の大きかった

市町村で同じように抱えているということなのです。それで国のほうも動き始めていまして、入居期

間の延長とかも検討に入っているということではっきりした方向はちょっとわからないのですけれど

も、検討に入っているということは、何かしらのもっと前向きな部分が出てくるのではないかと思い

ますが、それは７月の退去までにはとても間に合いそうにないのです。ですから、私は山田のやり方、

時期尚早ではないかと言ってはおりますが、一人一人の仮設事業者に寄り添った対応とは、私この間

のいろんなところを見ていまして、一生懸命やっているのはわかるのですけれども、何かずれている

部分があるので、やはり国の姿勢とか、国にも訴える、やっぱり住民のこともきちっと見る、そうい

うふうに寄り添った対応をお願いしたいと思います。 

 それと水産関係の事業者も入っているわけです。やはり継続できなくなれば、町の水産業の衰退に

もなるし、町の勢いがなくなるということにもなるので、ここは力を入れて事業者に本当に寄り添っ

た形で対応してほしいと思います。もう一度お願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 個々の事業者でそれぞれ抱えている問題があります。それにつきましては、答弁を繰り返させてい

ただいておりますが、随時相談をいたしまして、常に今議員おっしゃられたように寄り添った形で今

後も協議して何とか進めていけるように努力はするつもりでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 本当に大変な時期だと思うので、よろしくお願いしたいと思います。 

 最後に、織笠大橋の歩道についてなのですが、なかなか厳しい状況だということで、この願いとい

うのは、私も以前からずっと聞いていまして、震災前からも聞いていたのですけれども、震災があっ

て、この願いはやっぱり置いておこうというような住民の人たちがいますけれども、やはりここで少

しずつ復興して、何とかここに歩道があったらなという願いがあります。ただそれにはちょっとお話

を聞けば、内側という部分もありますけれども、その内側というのは、車両とかのいろんなあります

ので、ちょっとそこら辺はきちっとしたというか住民に本当に望まれるような対応にしてほしいと思

います。 

 最後に、山下技監に山田にいらしたので、今後とも織笠大橋を含めて山田を支援していただけるよ
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うにお願いしたいと思いますが、一言お願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 山下技監。 

〇技監（山下真徳） 

 議員おっしゃるとおりで、国道、いろんなふぐあいの部分もまだございます。いずれ予算の面での

制約もまだあるわけですが、いろんな状況を見ながら今後とも取り組んでまいりたいと思います。整

備局のほうも恐らく同じような考えを持っていると思いますので、ご了解をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番木村洋子さんの質問は終わりました。 

 １番阿部幸一君の質問を許します。１番。 

〇１番阿部幸一議員 

 １番、新生会、阿部幸一。通告に従い壇上より質問をいたします。 

 第１点、道路整備について。各種道路整備について計画どおり順調に進んでいるようだが、これま

で整備した道路などにおいて、不都合な部分はなかったのか。また、あったとしたら、今後どのよう

に整備する計画なのか詳しく説明してください。 

 第２点、環境整備について。昨年の台風被害で岸壁に揚げた流木について現在もそのまま放置して

いるようだと。いつまで放置するのか。今では一般廃棄物と産業廃棄物も捨てられているようだが、

わかっているか答えてください。 

 第３点の林地開発について。浦の浜地区の林地開発について、岩手県による現地調査が終了したよ

うだが、その結果について詳しく示せ。また、それに伴い発生した抜根の処理内容についても詳細に

示してください。 

 第４点、山田町の経済について。平成30年度の町の経済はどのようになる見通しか、町の考えを示

せ。 

 第５点、下水道について。供用から３年以内の下水道接続工事に対し、補助金を出すようだが、こ

の制度はいつから始まり、いつまで実施するのか対象者、補助率を示してください。 

 第６点、コミュニティーについて。地域コミュニティーの再構築の支援や地域活動の後押しを行う

ようだが、どのような形でどのように支援するのか詳しく示してください。 

 細浦地区の広場整備についても詳細に示してください。 

 以上、壇上より終わります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 
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 阿部幸一議員のご質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 １点目の道路整備についてお答えします。整備した道路等の不都合な部分についてですが、整備完

了後、周辺の宅地整備に伴い、大型車両が頻繁に通行していることから、八幡地区の区画道路にゆが

みが生じている箇所が見受けられます。補修については、周辺工事の収束を見ながら、舗装の打ちか

えを行うこととしております。 

 ２点目の環境整備についてお答えします。大沢漁港や船越漁港に陸揚げされた流木については、県

で平成30年５月をめどに処分するとのことであります。時間の経過とともに、タイヤやロープ類など

のごみが流木の仮置き場所に捨てられていく状況であったことから、早急に処分するよう県に要請を

続けてきたところであります。 

 ３点目の林地開発についてお答えします。宮古農林振興センター林務室からの情報によりますと、

船越地区における林地開発行為１件について、昨年末に１ヘクタールを超える林地開発違反行為と認

定し、現在違反行為者に対し、行政指導を行っているとのことであります。また、それに伴い発生し

た抜根の処理については、開発事業者が行ったことから、町としては把握しておりません。 

 ４点目の町の経済の見通しについてお答えします。現在の景気動向を示す指標の一つである求人倍

率については、平成29年12月現在の宮古管内の有効求人倍率が1.52倍と28年度の平均1.41倍を上回る

水準となっております。また、住宅建設については、山田地区の宅地完成により、引き続き堅調に推

移するものと見込んでおります。 

 しかしながら、復興事業が徐々に完了し、関連業種の受注の縮小や町内の事業従事者の減少により、

町の経済規模が縮小することが予想されます。町税収入も31年度から減少すると見込まれることから、

その動向に十分注意しながら町政の運営に当たってまいりたいと考えております。 

 ５点目の下水道についてお答えします。下水道接続促進事業補助金は、平成29年度から実施してい

る制度であります。下水道山田処理区の供用に係る工事は、37年度に完成する計画としていることか

ら、その３年後の40年度までこの制度は実施する予定です。補助対象者は、専用住宅または併用住宅

にみずから居住している方で、対象工事は、下水道が供用開始してから３年以内に既存のくみ取り便

所または単独処理浄化槽を廃止して下水道に接続する35万円以上の工事を対象とし、最大10万円まで

補助することとしております。 

 ６点目のコミュニティーについてお答えします。地域コミュニティーの再構築に向け、平成29年度

に引き続き山田町社会福祉協議会などと連携し、コミュニティ形成支援事業により、入居後のさまざ

まな課題や取り組みを話し合う住民交流会を複数回開催するなど、コミュニティー組織の構築を支援

してまいります。また、組織の結成後もコミュニティー形成支援員を配置し、地域活動の企画運営や

資金計画などのアドバイスを行うなど、活動の支援に努めてまいります。 

 次に、細浦地区の広場整備についてですが、山田・織笠地区高台住宅団地を含む当該地域のコミュ

ニティー活動、スポーツ・レクリエーションなど多目的に利用できる広場として多目的グラウンド、
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公園遊具、駐車場、トイレ等を整備する計画で進めており、30年度末の完成を予定しております。 

 なお、多目的グラウンドについては、30年８月までに完成し、供用開始したいと考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。１番。 

〇１番阿部幸一議員 

 以上で終わります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 １番阿部幸一君の質問は終わりました。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

                  午後 １時５５分休憩 

                  午後 ２時１０分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 ５番田老賢也君の質問を許します。５番。 

〇５番田老賢也議員 

 ５番、政和会、田老賢也です。通告に従い壇上より一般質問いたします。 

 １点目、健康と福祉の充実についてです。（１）、医師の招聘活動継続とあるが、同様の活動継続で

医師は確保できそうか。 

 （２）、医療費適正化対策とあるが、どのような対策をとるのか。 

 ２点目、移住、定住支援についてです。（１）、配置される移住コーディネーターの業務内容はどの

ようなものか。 

 （２）、空き家を移住希望者受け入れに有効活用するとあるが、どのような仕組みを予定しているか。 

 ３点目、観光の振興についてです。各種観光への海童丸の活用予定はあるのか伺います。 

 ４点目、教育行政についてです。配置される地域と学校をつなぐコーディネーターの業務内容は、

どのようなものでしょうか。 

 ５点目、町ホームページについてです。町ホームページを改修する計画があるようですが、どのよ

うなホームページにする予定でしょうか。また、構築、管理等は誰が行う予定でしょうか。 

 ６点目、まちなか交流センターの管理運営についてです。現在、まちなか交流センターの利用には、

数日前の予約が必要なため、急な利用等ができず、また予約するために役場への来庁が必要で利用者

からすると不便な状況であります。管理運営について見直す予定はないか伺います。 

 以上、壇上より一般質問終わります。再質問は自席より行います。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 田老賢也議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 １点目の健康と福祉の充実についてお答えします。１つ目の医師の招聘活動についてですが、町で

はこれまで県に対し、県立山田病院の医師確保について継続して要望してまいりました。また、山田

町の地域医療を守る会とともに、町にゆかりのある医師などを訪問し、山田病院の現状や医師の募集

に関する情報などをお伝えしながら地域医療を支える人材の発掘にも取り組んできたところでありま

す。 

 同様の活動継続で医師は確保できそうかということでありますが、県内の公的病院では、医師不足

が深刻化してきており、中でも沿岸地域の県立病院においては、ここ15年間で常勤医が167人から132人

となり、２割以上も減少しているという状況にあります。新たな医師の確保は、容易ではないものと

認識しておりますが、これまでの活動を粘り強く展開し、成果に結びつけていきたいと考えておりま

す。 

 ２つ目の医療費適正化対策についてですが、直接的な対策として資格管理の適正化及びレセプト点

検を重点的に行い、これとあわせて間接的な対策として、医療費分析などの調査、研究また医療費通

知、事業運営状況の情報公開などによる被保険者指導等を行うこととしております。 

 今後有効な対策があれば、積極的に取り入れ、医療費の抑制に努めてまいりたいと考えております。 

 ２点目の移住、定住支援についてお答えします。１つ目の移住コーディネーターの業務内容につい

てですが、移住希望者向けの情報発信や移住体験の実施、就職支援や住居支援などの相談業務などを

想定しております。 

 ２つ目の空き家を有効活用する仕組みについてですが、空き家の所有者の意向や空き家の状況など

を踏まえつつ移住体験時の宿泊や移住用の住宅として利活用希望者とのマッチングの仕組みを構築し

たいと考えております。 

 ３点目の海童丸の活用についてお答えします。海童丸については、町が運航主体となり、イベント

等で活用しているとのところでありますが、湾内を利用する観光客の受け入れやオランダ島へ定期的

に運航ができるようにするため、航路事業申請などの準備を進め、観光での活用ができるよう取り組

んでまいりたいと考えております。 

 ５点目の町ホームページについてお答えします。改修を計画している町のホームページは、情報を

容易に入手でき、かつわかりやすい構成にしたいと考えております。また、構築、管理等については、

事務の効率化や専門性などを考慮し、委託する方向で検討しております。 

 ６点目のまちなか交流センターの管理運営についてお答えします。申請業務については、使用許可

の事務手続を伴うことから、町が受付を行ってきたところであります。今後の管理運営については、

施設において申請の受付ができるようにするなど、可能な限り見直してまいります。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 教育長。 

〇教育長（佐々木茂人） 

 ４点目のコーディネーターの業務内容についてお答えします。 

 学校支援地域コーディネーターは、地域資源を活用した体験学習や郷土学習等の地域学校協働活動

を推進することを目的に、学校と地域をつなぐための連絡調整をするものです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。５番。 

〇５番田老賢也議員 

 まず町のホームページについてからお伺いします。ホームページの改善に向けて動きが出たという

ことは、大変喜ばしいことであると思いますし、また管理とか構築というのを委託する方向だという

ことなので、これも今の現状を考えれば、すばらしいことだなと思います。ホームページに関しては、

ＣＭＳに関してなど聞きたいことがあるのですけれども、まずは今後の町ホームページに必要だと思

う項目について幾つか伺いたいなと思います。 

 まずＳＮＳとの連携についてなのですけれども、山田町では2012年からツイッターでの情報発信を

行っています。ただ町のホームページとの連携が一切できていない状況です。せっかくツイッターで

情報発信を行っているのに、ホームページなどでの宣伝が一切ないので、町がツイッターを使って情

報発信をしているということを多くの人が知らない状況、非常にもったいないなと思っております。

ですので、ツイッターをホームページのトップに埋め込むという仕様は最低限必要だと思うのですが、

その辺いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 それでは、田老議員からは以前にもご質問いただいたホームページの内容で改修ということでござ

いました。ツイッターのほうをホームページの全面にということでございますけれども、今後新しく

構築を進めていくわけでございますけれども、それぞれの皆様からの意見等取り入れながらわかりや

すい、使いやすいようないわゆるシステムにしてまいりたいというふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 ツイッターとかの情報発信は、ある程度簡単にできるので、町のホームページのページを直接編集

するというよりもかなり簡単になると思います。なので、今総務課長がおっしゃったようなわかりや

すい情報ということを、わかりやすい情報を発信する、そういうことを考えるのであれば必要だと思
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うのですが、どうでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 そういった内容につきまして、これから構築をする中で検討を進めていきたいというふうに考えて

おります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 ホームページ自体編集しなくても簡単に情報発信を行えるというので必須だと思いますので、ここ

の部分、確実に設置するように検討をお願いしたいなと思います。 

 次に、町管理施設の予約等についてなのですけれども、今船越のオートキャンプ場とか、ケビンハ

ウス、それからまちなか交流センターなどの町で直接管理している施設、これらがインターネットで

の予約はおろか、その予約の状況、今どうなっているかという空き状況の確認なんかも一切できない

という形になっています。オートキャンプ場とかケビンハウスというのは、工事関係者の利用が減少

した結果、今客数が大幅に減っているという状況だと思います。こういった状況なので、利用促進の

ためにインターネットでの予約ですとか、予約状況の確認というのはできるようにすべきと思います

が、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 ホームページの活用についてでございます。情報を発信する、提供するだけではなくて、そういっ

た意味での情報の受け入れということであると思います。関係課のほうともいろいろちょっと協議を

しながらこの辺についても検討してまいりたいというふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 これに関してもネットでの予約とかというのは、今後観光とかを推進していくという上でも最低限

の機能だと思いますので、ここもぜひ実行していただきたいなと思います。 

 次、外部サイトとの連携についてなのですけれども、今山田町では町以外に独自のホームページを

持っている関連の団体というのが幾つかあると思います。例えば道の駅やまだですとか、あとは観光

協会、それから体験観光の部分もそうですが、そういった町の直接の団体ではない団体が持っている

ホームページ、そういったものとの連携はどのように行っていく予定でしょうか。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 今現在議員おっしゃるとおり、例えば観光協会ですとか、商工会、道の駅やまだなど町内の主な観

光施設であったり、そういうところとリンクを張っておるわけですけれども、それ以外の例えば観光

の分野ですとか、産業の分野ですとか、そういった形でリンクを張れる、あるいは外部のほうに飛ん

でいけるような内容につきましても、ちょっと繰り返しで申しわけないのですけれども、今までのホ

ームページが若干おくれているというか、古い部分ありましたので、これから追いつくというか、追

い越すというか、そういった部分については、引き続き検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 そのように進めていただければなと思います。観光関連の団体とかのページをまとめたものを町で

後で別に新たにつくるのか、もしくは大槌みたいに町のホームページと他団体のホームページのリン

クをまとめたポータルサイトなんかをつくるという案もあると思います。あるいは今後地域商社もで

きますので、そういう意味では、町ではなくてそっちの管轄でもう観光関連では一括でやるという考

えもあるのかなと思います。その辺について、今今後検討ということだったのですけれども、その辺

何か考えがあれば、お願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 これにつきましても、例えば観光関連は観光関連のほうで、あるいは商工のほうは商工のほうで、

それぞれ分野を区切って大見出しといいますか、大きい部分でサイトをつくって、そこから細部に流

れていくというような考え方もあろうかと思いますし、いずれホームページ、トップのほうからわか

りやすく欲しい情報が検索できるようにというような考えで進めていきたいというふうに考えており

ます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 その方向で動くのであれば、それはそれでいいと思います。何せ今各団体がもう独自に全く別のホ

ームページで動いてしまっているという状況なので、もういろんな情報が分離されててんでばらばら

な状況ですので、使う側の利便性を考えてインターネット上でもまず全体で連携をとって動いていく
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ようにしていただければなと思います。 

 ここからちょっとホームページの構築とか管理について幾つかお尋ねしたいなと思うのですけれど

も、ホームページの構築とか管理のシステムソフトウエアというのはある程度決めているというか、

めどはついているのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 今までもですけれども、県内の市町村の導入実績とかいろいろ聞き取りをしまして、導入実績の多

いソフトについて導入をまず考えながら、それ以外でいいところがあれば、そういうところも取り入

れたいというふうには考えておりますけれども、欲を出すと経費がかかってくるのも現実でございま

す。今後やっぱり費用対効果の部分も見ながら進めていきたいというふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 先日聞き取りに行った際には、・・・・・・・・・・・・・・・を使うことも検討しているという

ことだったのですけれども、そこの部分は全く白紙なのでしょうか、それまだ全然想定していないの

かどうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・入れてお

ります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 ということであれば、ＣＭＳといって町の役場の誰でも編集とか、好きな情報をアップできるとか、

各課で考えて情報提供できるようになるということだと思いますので、そこの部分に関しては、そう

いう方向で動くのは非常にいいかなと思います。 

 さっき話したウエブ予約の件、ここの部分とかに関してもある程度メジャーなものを使わないと、

今後の維持管理の部分で問題が出てくる可能性もあると思います。さっきいろんなものをなるべく取

り入れたいという話はしていたのですけれども、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・そ

ういった話というのは、課の中で上がっているのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番議員さん、申し上げます。専門的なことは恐らくわからないと思うので、予算委員会で係長、

補佐が来た時点で質問を願えば、方向だけを総務課長に質問していただければ幸いですが、５番。 

〇５番田老賢也議員 

 わかりました。では、これに関しては予算委員会もあるので、補佐の方とかがいるときに詳しくお

伺いしたいなと思います。いずれにせよどういうホームページをつくりたいかというのをしっかり方

向性をつくってから外に委託するということにしないと、結局できてからまたこういうのができなか

った、ああいうのができなかったとかとなって、結局元の同じような形になる可能性だって大いにあ

りますので、どういう情報を出していきたいのかどうか、どういう形にしたいのかというのをあらか

じめ想定して外に出すというふうにお願いしたいと思います。 

 これに関しては後でやると言ったので、最後に１つだけお伝えしておきたいのですけれども、山田

のホームページを新たに立ち上げる際に、福島のいわき市のホームページをぜひ参考にしていただき

たいなと思っていまして、先ほど来から述べていたいろんな条件も満たしています。かなり見やすく

できていると思いますので、山田のホームページがいわきのクオリティに負けないようにというか、

追い越すように構築できることを期待して１点目の質問に関しては終わりたいと思います。 

 ２点目、観光の振興についてです。観光の振興についてなのですけれども、海童丸に関して、今年

度も何度かイベントでは利用しているようなのですが、これ申請して限定的に許可されるという形で

の運用になっていると思うのですが、それで間違いないでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ただいま議員おっしゃられたとおり、イベントに決まったものに対応するために臨時的に申請をし

て運用しているものでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 答弁にあるように、今後許可の取得とかというのも考えていくということなのですけれども、これ

はいつごろから使えるような想定をしていますでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 
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 これについては、昨年できてから運用についてどのようにするかということで随時考えてはおった

のですが、いわゆる臨時的な航路の取得については、申請をして１カ月程度でいいですよという形に

はなるのですけれども、いわゆる常に使うためには航路という申請をして使わなければならないので、

その辺でどういったことをしなければならないのかなということでちょっとその辺を調べてきていた

ところでございます。できれば、30年の間には、その辺がクリアにできるような形で進めてまいりた

いと思いますが、何分にも航路は申請をして許可行為でございますので、その辺については考えてい

きながら進めてまいりたいとは考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 今いつごろかという質問だったのですけれども、30年度をめどにということですか。30年度中に使

えるようにということですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 30年度に申請ができるようにしたいなと考えてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 30年度中には申請するということなので、そのように動いていただければなと思います。いろんな

ところ、観光協会なりからも話が上がっているのですけれども、今例えば体験観光の団体の申し込み

が来るとか、あとは教育旅行、そういったものの申し込みが来たときに、マリンツーリズムの漁師さ

んとかで対応しているというような状況だと思うのですけれども、やっぱり人数が多くなってくると

対応できないですし、あとは急な予約になってくると、漁師さんの都合がつかなくてなかなかできな

いということもある。そういうのに関しても海童丸が使えるようになれば、かなり便利になりますし、

機会を逃さないという意味でも、できるだけ早い段階で使えるように整備を進めていただきたいなと

思います。これに関しては、以上で終わります。 

 ３つ目、まちなか交流センターの管理運営についていきたいと思います。せっかくつくった交流セ

ンターなのですけれども、壇上で述べたとおり今の時点でちょっと利便性に劣っていて、町民の仕様

意向を余り取り込めていないのかなと思います。まず事前の予約が必要な件なのですけれども、ここ

の部分に関してどういうやり方での改善を考えているのか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 
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〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 そのことにつきましてです。利用の予約については、７日前までにということで定めております。

実は、これにつきましては、町長答弁でもございましたとおり、申請に対して使用の許可の事務手続

が伴うということで、その決定までに必要なおおむねの日数として７日必要かなということで定めて

ございます。これにつきましては、他の施設でも同様に定めているところでございますが、この辺に

ついては、今すぐにというふうにはなかなかいかないかなと思ってございます。施設の管理をしてい

ただいている関係で管理人の管理スケジュールというのが１週間前にこういった使い方をされますと

いうことで管理スケジュールを決めている関係もございまして、ここについては今すぐにとはなかな

か難しいかなというふうに考えてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 済みません、今の点でちょっと確認なのですけれども、あそこって管理スケジュールでいるか、い

ないかが決まるというのは、午後５時以降の話ではないのですか。昼間は基本的にはいると思うので

すけれども、そこの部分、ちょっとお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 夜の利用の部分についても含めまして１週間のスケジュールを確認させていただいて対応している

というところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 であれば、その昼の部分に関しては、基本的には出ているということなので、当日とか近い時間で

利用したいという意向があれば、それをくみ取ることもやり方によっては可能なのかなと思います。

例えば事前に申請して、何か登録しておいて会員証ではないけれども、そういうのを用意しておいて、

それを提示して使用可能にするとか、そういった方向で考えることってできないのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ここにつきましては、ほかの役場で持っている施設の申し込みの日数等のかかわりも全体的にある

かなと思っています。議員おっしゃられるとおり昼に管理人がいるので対応可能ではないかというこ

とですので、ちょっとその辺は今すぐにとは申しませんが、ちょっと勉強はしていきたいなというふ
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うに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 今ほかとのかかわりというのも出ましたけれども、ほかとのかかわりがあるからできないと言いま

すけれども、結局別な施設なわけなので、そこに関しては、そっちで早くやれるようにしたら、ほか

のところもやらなければいけないようになるとか、そういうところも考えているのかもしれませんけ

れども、利便性を考えたらできるところは、やっぱりやったほうがいいにこしたことはないので、今

勉強するというお話も出ましたけれども、そこの部分に関しては検討していっていただきたいなと思

います。 

 料金の支払いなのですけれども、今料金も銀行に出向いて振り込まないといけない形で、これも利

便性を下げている一つの要因かなと思うのですけれども、ここの部分については、担当課としてどう

考えていますでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 これも管理の部分にかかわってくると思いますが、現在の管理方法でございますと、施設で直接そ

ういったことができない体制で今現在やってございますので、ご不便かもしれませんが、支払い方と

しては、今議員がおっしゃられたことになろうかなと考えてございます。いずれできるところからの

見直しは、町長答弁でもございましたとおり進めていきたいなと。これは以前にも同じようなことを

８番議員さんのほうからもお話はされていましたので、可能なところからというふうには考えてござ

います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 できるところからやるということなので、例えば公金管理の部分も委託するとか、いろいろやり方

はあるのかなと思いますので、その辺も含めて考えていっていただければなと思います。 

 まちなか交流センターに関しては、最後予約の部分なのですけれども、これもまたちょっとホーム

ページの部分にかかってきてしまうので、これも後からになるのかなと思うのですけれども、今やっ

ぱり役場に来庁して、もしくは電話して予約しなければならないということで、そこの部分もホーム

ページとかでできるように、ぜひ総務課の管轄にはなるのでしょうけれども、していっていただけれ

ばなと思います。以上でまちなか交流センターに関しては終わります。 

 次が移住、定住の支援についてです。（１）の移住のコーディネーターについて伺います。業務内容
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を見ると、かなり専門的であって分野も多岐にわたります。それから、先ほど同僚議員の質問に対す

る答弁でもあったのですけれども、Ｕターン希望者であれば望ましいとか、移住経験者であれば望ま

しいとか、そういう条件もあるようです。ただこの移住コーディネーターに関して広報やまだに記載

してあった内容を見ると、月額の給料が11万6,000円と書いてありますので、これがちょっと業務内容

に見合っていないのではないかなと思うのですが、この部分に関していかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 議員おっしゃるとおり、先ほど答弁しました募集については、このような内容で11万6,000円、これ

は日当から逆算して週30時間で日数を掛けると、大体11万6,000円という、多分最低の線だと思います

が、一旦それで募集させていただきました。おっしゃるとおり安いと、なので応募がなかったのでは

ないかなと今思っていますので、今後総務のほうと話をしながら見合う費用、実はこれは特別交付税

の対象になるのです、コーディネーターというのは。特別交付税の算定基礎となるものがあります、

１人当たり幾らというのは。そこら辺を基礎にして再検討をさせていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 給料を上げるとか、あるいは町から持ち出しが難しいのであれば、補助金の出る地域おこし協力隊

とか使ったらいいのではないかなと思っていたのですけれども、特別交付税とかの対象とかという話

も出ましたので、できる限りでやっぱりある程度上げていかないと、先ほど望む人材ではなかったの

で、不採用という話も出ましたけれども、そういう部分の対応もなかなかできなくなってくるのかな

と思いますので、ここの部分に関しては、業務内容に見合った人材ができる、登用できる条件を検討

していっていただきたいなと思います。 

 （２）については、ちょっと後回しにします。 

 教育行政についてお伺いします。答弁の中で業務内容についての質問だったので、業務内容だけ書

いてあるのですけれども、これに関して高校を対象にするというか、念頭に置いて考えているのでし

ょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（中屋佳信） 

 田老議員の地域と学校をつなぐコーディネーターについてお答えいたします。この学校支援地域コ

ーディネーターにつきましては、平成30年度より始まるコミュニティ・スクールと連携、協働してい
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くという格好になります。それで、このコーディネーターの仕事とすれば、中学校の校区ということ

になっていますので、高校までは入れないということになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 高校までは対象になっていないということなのですけれども、何とかして高校の部分も絡めてこう

いう業務ができないかなと思っていまして、中学校とか小学校に対してもかなり重要だと思うのです

けれども、今後の町の状況とか、そういうのを考えれば、山田高校にこそこういう地域とのつながり

とか、そういったプログラムではないけれども、そういったものが必要になってくるのかなと思いま

す。 

 先日いつだったか忘れましたけれども、山田高校を存続する町民集会というのも開催されましたけ

れども、やっぱり山田高校がかなり危機的な状況になっていると思います。山中の１年生の生徒が今

もう100人を切ってしまっているのはご存じだと思いますけれども、今山高の定員が１学年80人という

ことで、それを考えると、やっぱり最低でも半数ほど山田高校に行ってくれないと、クラスが減って

しまう。これは、正直に言ってかなり厳しい状況になっていると思います。こういう状況下なので、

高校と密にやっぱり連携をとってやっていかなければないかなと思うのですけれども、高校の部分も

対象に入れてできないのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（中屋佳信） 

 この学校支援地域コーディネーターですけれども、新規の事業ということで正直ある意味手探り、

いろいろ経験しながら進めていくということになります。それで山田高校という話が出ましたけれど

も、例えば共同理解でもないですけれども、山田高校についてのお話を中学校のほうで聞きたいとい

うふうな場合は、コーディネーターのほうが高校の先生あるいは実際高校生を呼んで中学校でお話を

してもらうとか、そういった部分については、学校支援地域コーディネーターがかかわれるかと思う

のですけれども、高校そのものになると、まだちょっと難しいところがあるのかなというふうに思い

ます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 わかりました。今手探りの状況ではあるけれども、高校の先生が中学校に行って教えるとか、そう

いう部分に関してはできるということなので、少しずつでも活動を高校の部分にも広げてやっていっ

ていただきたいなと思います。 



- 73 - 

 山高の生徒数が減っているということなのですけれども、中学校から高校に行くくらいになると、

新しい出会いとか、そういった外とのつながりというのが結構欲しくなってくると思うのですけれど

も、現状山田高校に行く生徒というのは、そういうのがほとんどないです。９割以上が山田からの、

９割５分ぐらいが山田からの進学ということなので、そういう意味でやっぱり地域とか周りとのつな

がりがないと、山田高校に行く価値というのは、なかなか見出せなくなってきているのかなと思って

います。なので、学生、生徒のそういう意向ですとか、そういうのも取り入れて事業を進めていって

いただきたいと思うのですが、そこの部分に関して、ちょっともう一度お願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育次長。 

〇教育次長（箱山智美） 

 先にこの事業そのものは文部科学省のほうが立ち上げました。学びを通した被災地の地域コミュニ

ティー支援事業というところ、10分の10でございます。その中の謝金を活用して進めていこうという

ことで立ち上がったところです。初めは、新しいものをつくるというよりは、これまで小中学校がや

ってきた地域と関連した事業のコーディネートをまずはやっていきたいと。そのことを深めながら、

先ほど話したように、高校とのかかわりが見えてくるような部分については、少しずつ広げることは

可能なのかなと思っています。ただ軸足のほうは小中学校のそうした学びを中心にということでまず

は進めていきたいと。 

 この事業を進める中で、今度は今やっているものが充実したら、次新しいものにというふうにいく

タイミングが出てくるのかなと。そうしたときにまた高校とそうしたつながりをしながら山田高校の

魅力にも、もちろん町内の小中学校の魅力というのが山田高校の魅力にもつながるとは考えておりま

すので、つながっていければいいなと期待している部分でございます。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 わかりました。そのようにやっていただければなと思います。本来の目的の部分が小学校、中学校

とかというところなので、そこの部分に関しても予定どおりというか、活動していただければなと思

います。以上で教育行政については終わります。 

 健康と福祉の充実についてでお伺いします。１つ目の医師の招聘活動についてなのですけれども、

町としては、常勤医が必要、山田に住んで山田でずっと医療に当たってくれる方を念頭に招聘活動を

しているのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 健康子ども課長。 
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〇健康子ども課長（野口 伸） 

 まず常勤の医師も当然必要でありまして、それについても第一に要望していると。あとは、現体制

は、病院の職員が常勤医師が３名程度ということで当直医も足りないというところで応援の医師につ

いてもお願いしているというところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 当直医の部分がかなり厳しい状況ということなのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 健康子ども課長。 

〇健康子ども課長（野口 伸） 

 人数的な部分で当直医が必要だということで、それ以外にも当然応援の診療ということで週数回、

整形外科とか小児科とか眼科の診療を行っているというところで、いずれ医師は不足しているという

状況でございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 今お話にあったように、科によっては応援の人を呼んで週に何度か診療をしていただいているとい

うことなのですけれども、そういう部分で週に何度か来てくれるというようなところを重点的にとい

うか、力を入れてやっていったほうが、今の状況だと医師というのは集まりやすいのかなと思います。

地域によっては、常勤の医師を募集という方向ではなくて、今話も出た非常勤ではないですけれども、

応援の医師を週に何回か呼んでやるという方向にかなり力を入れて成果を上げているような自治体も

出てきているみたいです。なので、そっちのほうで力を入れて、都市部、今特に沿岸の地域の県立病

院において医師が減っているという返答もありましたけれども、であれば内陸とか都市部のほうから

医師を招聘して週に何回かやってもらう。そっちのほうにかなり軸足を置いて、重きを置いてやって

いただければなと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 健康子ども課長。 

〇健康子ども課長（野口 伸） 

 議員のおっしゃっていることは理解できますが、今の体制からすると、なかなか沿岸部、特に宮古

病院でも医師の数は減っているし、その下部にある山田病院でも医師が減っているというような状況

の中で、まず贅沢は言えないというところが正直な気持ちでございまして、いずれ山田病院の診療体

制を維持するための最低でも医師を確保していただきたいというのは根底にはございます。 
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 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 宮古も沿岸地域ですので、宮古も減っていて、いろいろ贅沢は言えないというのはわかりますけれ

ども、内陸とかのほうから引っ張ってくるように頑張っていただきたいなと思います。 

 健康と福祉の充実についてで２つ目の医療費の適正化対策についてお伺いします。レセプト点検と

かを重点的に行って、それで医療費の抑制に努めていくということなのですけれども、これに関して

山田病院との連携とか、各病院との連携がかなり大事になってくると思うのですけれども、ここの部

分に関してどのように進めているのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 レセプト点検における各診療機関との連携ということでございますけれども、レセプト点検の前に、

まず診療機関のレセプトについては、国保連のほうに物が行きまして、そこでまず審査をする。国保

連で審査したレセプトについて各市町村でレセプトの点検調査をするという流れでございます。した

がいまして、特定の診療機関に対して今のご指摘の内容で連携とかというような形にはなってござい

ません。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 病院のほうとのレセプトの関係での連携はやるようになっていないということなのですけれども、

実際に薬を出したりとか、そういうところの部分では、やっぱり病院側の協力を大いにいただいて進

めていかないと、なかなか難しいところかなと思いますので、そこの部分に関してこれまで以上に力

を入れてやっていただきたいなと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 議員ご指摘のとおり30年度から国保の広域化によってまずこういった取り組みもこれまで以上に取

り組んでいかなければならないと、そういう認識でおりますので、そのように取り組んでいきたいと

思っております。 

 以上です。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 町の予算の中でも福祉関係の予算というのはかなり大きいものになっていると思うのですけれども、

その中でも医療費って相当な部分を占めていると思いますので、力を入れて対策をしていっていただ

きたいなと思います。 

 以上で終わります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番田老賢也君の質問は終わりました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 以上で本日の日程は全て終了しましたので、これをもって散会いたします。 

                  午後 ２時５６分散会 
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         平成３０年３月５日 

           平成３０年第１回山田町議会定例会会議録 

             午前１０時００分開議 

               （議事日程等別紙） 

 

                  午前１０時００分開議 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 ただいまの出席議員は13名であり、定足数に達していますので、会議は成立しました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 それでは、これより直ちに本日の会議を開きます。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 ここで、５番田老賢也議員から発言を求められておりますので、これを許可します。５番田老賢也

議員。自席でいいです。 

〇５番田老賢也議員 

 ３月２日に行った一般質問の中で・・・・・・・・質問した部分がありましたので、これを取り消

します。議事録からの削除に関しては議長に一任いたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ５番議員からの申し出のとおり、固有名詞など不穏当な発言がありましたので、発言に係る部分を

取り消すことに決定します。なお、議事録の該当部分の削除については、本職に一任願います。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 それでは、３番佐藤克典君の質問を許します。３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 ３番、政和会、佐藤克典です。通告により６点質問いたします。 

 １点目、大沢浜川目地区の海岸防潮堤についてであります。震災から７年目が経過しようとしてい

ますが、浜川目地区の排水処理施設付近から西側数百メートルの防潮堤が被災したままの状態で、い

まだ復旧の兆しがありません。地域住民は、このまま置き去りになるのではないかと懸念している次

第です。未着工の原因は何なのか、今後復旧の計画はあるのか、また町内にこのような被災箇所がほ

かにもあるのか、あわせて伺います。 
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 次に、農林業の振興についてであります。農業委員会、農地中間管理機構と一体となり、農地の集

積、遊休農地の解消を推進するとのこと。このことは、農地を守るには必要不可欠なことと私自身認

識しております。28年第３回定例会において、遊休農地解消のため、田名部地区の小規模圃場整備の

実施について質問しましたが、その後の町の動きはどうなっているのか伺います。 

 次に、野菜について。新品種の導入や収穫時期を調整するなどして所得向上につなげたいとのこと

ですが、どの品種の導入計画か、また収穫時期の調整の具体について伺います。 

 ３つ目、移住定住支援についてであります。山田町に興味、関心を持っている方々が一人でも多く

移住、定住に前向きになっていただけるよう、移住コーディネーターを配置し、きめ細やかな相談、

支援ができる体制を構築するとのことですが、この移住コーディネーターの身分は町の職員としてそ

の職責を担うのか、また職務内容について伺います。 

 ４つ目、交通網について。三陸沿岸道路山田北インターのフルインター化は、町民、特にも豊間根

地区住民や豊間根地区で働いている宮古市民にとって悲願であります。実現のため、宮古市と連携し、

国に働きかけるとのことですが、どのような形で要望活動を行うのか伺います。 

 ５つ目、住環境の整備についてであります。町営住宅の管理については、入居者の問い合わせなど

に迅速かつきめ細かく対応するため、民間事業者を活用した町営住宅指定管理事業を導入するとのこ

とですが、指定管理者にはどのような組織を考えているのか、またどの職務を担うのか、あわせて伺

います。 

 最後に、学校教育についてであります。学校運営や学校の課題に対して、広く保護者や地域住民が

参画できるコミュニティ・スクールを導入するとのことですが、詳しい内容について伺います。 

 以上、壇上からの質問とさせていただきます。再質問は自席より行いますので、よろしくお願いい

たします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 佐藤克典議員のご質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 １点目の浜川目地区の防潮堤についてお答えします。県は、浜川目地区の防潮堤災害復旧工事につ

いて発注済みで、現在機能補償工事として上下水道の切り回しを行っており、平成30年６月から、被

災した防潮堤の撤去及び新防潮堤の築造工事を行う予定とのことであります。 

 また、町内の防潮堤災害復旧工事は全て発注済みであり、作業工程上、部分的に解体していない防

潮堤はありますが、倒壊したままの状態で残る防潮堤はありません。 

 ２点目の農林業の振興についてお答えします。１つ目の田名部地区の小規模圃場整備事業について

は、現在農地の集積についてのアンケートとあわせ、土地所有者から圃場整備事業についての意向の

確認を実施しているところであります。この結果をもとに、農地の貸し借り及び集積の意向と圃場整
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備の実施の可否などについて総合的に分析し、県等関係機関と協議、検討しながら進めてまいりたい

と考えております。 

 ２つ目の野菜についてですが、野菜の新品種としましては、本町にゆかりのあるオランダとのつな

がりを関連づけて、ヨーロッパ原産とされる芽キャベツの栽培を試験的に実施したいと考えておりま

す。 

 また、収穫時期の調整については、近年注目されているブロッコリーの栽培を主要生産地の端境期

に出荷できるよう調整し、所得の向上につなげていきたいと考えております。 

 ３点目の移住定住支援についてお答えします。移住コーディネーターについては、町の非常勤職員

としての雇用を考えており、２月１日号の町広報紙にて職員を募集したところであります。職務内容

については、移住希望者向けの情報発信や移住体験の実施、就職支援や住居支援などの相談業務等を

考えております。 

 ４点目の交通網についてお答えします。三陸沿岸道路山田北インターのフルインター化については、

山田町三陸沿岸道路推進室と宮古市復興道路推進室が連携することとしております。要望活動につい

ては、岩手県三陸沿岸道路整備促進期成同盟会などとも連携しながら進めていきたいと考えておりま

す。 

 ５点目の町営住宅指定管理事業の導入についてお答えします。指定管理者として指定する事業者に

ついては、県内に事業所等を有し、公営住宅の指定管理業務の実績のある事業者を対象として考えて

おります。 

 また、業務内容については、入退去に伴う申請事務、住宅施設に関する問い合わせ対応、施設の維

持管理等を予定しております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育長。 

〇教育長（佐々木茂人） 

 ６点目のコミュニティ・スクールについてお答えします。コミュニティ・スクールは、学校と地域

の方々が子供の教育に対する課題や目標を共有し、地域一体となって学校づくりを進めていくもので

す。コミュニティ・スクールに指定された学校には学校運営協議会が設置され、校長が作成する基本

方針や学校運営について意見を述べることができることとなっております。委員の構成や人数、任期

については、教育委員会規則で定めることとなっており、詳細については現在町校長会等から意見を

いただき、検討しているところであります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 １点目の浜川目地区の海岸防潮堤について、再度質問いたします。 
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 これは、県管理の工事だと思うのですが、なぜ７年間未着工のままだったかというのが答弁にはご

ざいません。どういう状況なのか伺いたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今の部分でございます。町長答弁でございましたとおり、発注については終わっているわけですけ

れども、あそこにつきましては防潮堤の脇を県道が走っていまして、その部分について今そちらも着

工しています。切り回し、道路に入っている下水道の部分、これを先に移動しなければならないとい

うことで、道路の絡みと、あとそれを先にしなければならないということで、堤体そのものを壊して

いくという作業に入れないというふうに伺っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 わかりました。30年６月から行うということなのですが、いつごろを目途にこれはできるのか。 

 あと、新防潮堤の高さはどれぐらいになるのか、再度お伺いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 まず、最初の部分でございますが、道路マップが昨年新たに示されてございます。県の海岸防潮堤

につきましては、完成は全ての地区において32年度末を目標にしてございます。それぞれの地区で今

下の部分について手がけてございますが、30年度に入りますと堤体等の工事に入れる見込みであると

いうことは確認してございます。ですので、おおむね30年に入りますと堤体に工事着工しまして、目

に見えてくる形になるのかなというふうに考えてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 防潮堤の高さ。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 防潮堤の高さについては、山田湾内と、あと船越湾内と、それぞれ高さが違ってございます。 

        （何事か呼ぶ者あり） 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 
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 申しわけございません。今手元のほうに資料を持ってきていませんでしたので、後で回答させてい

ただきます。失礼いたしました。9.7メートルの高さになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 では、１番目のほうはよろしいです。 

 次に、圃場整備というか、田名部地区についてお伺いします。いつか集まりを持ったときがあった

と思うのですが、そのときに何人集まって、どのような意見が出されたのかお伺いしたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 ただいまの質問にお答えします。 

 ちょっとその会議に私出席できなかったので、約10名ほど集まって、おおむね実施したいという意

見だったという内容を聞いております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 その会議というか、集まりはいつごろで、それ以後実施はしていないのかどうか伺います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 実施時期については、昨年の暮れごろという記憶がございますが、それ以降はしておりません。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 昨年の暮れということは、去年の12月ということですか。要するに２カ月か３カ月前ということで

すか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 最終的な集まりはそうだったと記憶しております。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 去年の12月、おととしでなくて。 

〇議長（昆 暉雄） 

 待ってください。大事な問題ですので、何なら資料を取り寄せてやってください。大丈夫ですか。 

〇農林課長（川口徹也） 

 資料がございませんので。 

〇議長（昆 暉雄） 

 用意できますか。なければ、後で。 

〇農林課長（川口徹也） 

 時間をいただきたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番、そういうことですので、ご理解賜って、次のほうに進んでください。３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 私のつかんでいる情報は、かなり前だったというふうに聞いているのですが。 

 まず、農林課長もご承知のとおり、田名部地区の水田は小規模、不整形。極端なところは１アール

から２アールの水田が数枚で１筆というところもあります。しかも、大半が湿田、いわゆる谷地です。

極端な話、米以外の作物はつくれない。転作作物にほとんど向かない圃場です。手をかけないと、ア

シ、やがては柳が生えてきて、瞬く間に原野、山林化になってしまう農地です。現状のままだと、農

地中間管理事業で貸し手はあっても借り手はない。そのような状況です。確かにこの田名部地区には、

数回中山間事業を導入して圃場整備を計画しましたけれども、残念ながら一定の合意が得られず事業

は見送りになったという経緯があります。あれから十数年たち、豊間根地区の圃場整備が施され、そ

してことしから荒川地区の圃場整備が実施されようとしています。そして、この機運は高まりつつあ

ると思われますので、そのことを踏まえて今後の計画に臨んでいただきたいと思いますが、いかがで

すか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 ただいまの質問にお答えします。 

 ただいま土地所有者の方々からアンケートを実施しておりますので、その結果をもとに、貸しても

いいよと、中間管理機構でそれを一旦受けて、担い手の方々、私がやりたいというような方々とマッ

チングできるようであれば、実施に向けて関係機関といろいろ話をしていきたいと考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 まず、やれない理由を探すのではなくて、前向きにどうすればコンセンサスが図られるのか、事業

実施ができるのか、このことを念頭に事業を進めていただきたいと思います。 

 次に、野菜についてでございます。品種は芽キャベツということなのですが、10アール当たりの収

量、粗収益はどれくらいになるのかお伺いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 収量については、把握しておりません。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 農林課長、収量、収益というのは基本でしょう。それがなくて、どうして農家に勧めることができ

ますか。違いますか。例えば私たちはこれを推奨したい、そうしてからに農家から聞かれますよ。聞

かれて、「どれぐらいとれますか、どれぐらいの収入があるのですか」、「わかりません」、誰もしませ

んよ、そんなことだったら。これは、勧める上で基本中の基本ですよ。もう一回答弁。 

〇議長（昆 暉雄） 

 暫時休憩いたします。 

                  午前１０時２４分休憩 

                  午前１０時４０分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 執行部の皆さんに申し上げます。時間をちゃんと守ってください。 

 暫時休憩いたします。 

                  午前１０時４０分休憩 

                  午前１０時５１分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 当初11時までの休憩と発言しておりましたが、執行部より申し出がございましたので、会議を再開

いたします。 

 執行部より、３番佐藤克典議員への答弁に対して、もう少し時間が必要とのことでございますので、
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時間の関係上、佐藤議員に対し、この質問をやらなければ次に進めないというのであれば続行します

けれども、もしよければ保留していただいて、次に進ませていただきたいのですが、いかがでしょう

か。３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 よろしいです。そのように進めたいと思いますけれども、ただ一般質問通告でも、これは２月19日

に私通告していることですから、結構時間はあったと思いますので、これについては反省を促したい

と思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 お座りください。甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 ３番議員の質問に応答できなかったことを深く反省いたします。大変貴重な時間を費やして、議員

の皆様には大変申しわけないと思っております。今後このような事態がないよう、一生懸命勉強して

まいりたいと思います。大変申しわけございませんでした。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番の質問を続行します。３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 この芽キャベツなのですが、当町で作付している農家はほとんどないと思われます。栽培の指導体

制、販売体制は万全ですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 指導体制につきましては、普及センターさんからの指導を仰ぎやっていきたいと考えております。

販売につきましては、ことしは試験的ということで、産直団体さんのところで出す方向で、加工して

出すというような形をことしは考えております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 わかりました。 

 あと、種苗の確保は十分ですか。例えば作付希望者に対して、苗等の現物支給、あるいは一定の助

成を考えているのか伺います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 
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〇農林課長（川口徹也） 

 苗等の支給ということですが、種の支給を考えております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 わかりました。よろしくお願いしたいと思います。山田町、過去においてはキュウリ、レタス、雨

よけホウレンソウ、寒締めホウレンソウ、三陸菜花「春の輝き」、ピーマン等々、町、農協、普及セン

ターが一体となり、推奨して取り組んできましたけれども、絶対量のないことから、残念ながら特産

品と呼べるものはございませんでした。生産者も高齢化により、生産量も激減しております。新たな

品種の導入についても、一定の生産者の確保は必要不可欠です。その点についてはどうですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 ことしの試験的栽培を通して、作付する方々がふえていけばいいというふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 関係機関は、指導体制、流通体制を強固なものにして、生産者と一体となって山田町の特産野菜と

なるよう、力を注いでもらいたいと思います。 

 次に、ブロッコリーについてお伺いします。主要生産地の端境期に出荷できるようとなっています

けれども、主要生産地というのはどこですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 このあたりだと宮城県が主要生産地となっているところでございます。端境期については、５月か

ら６月、宮城県からの出荷量が低くなると、そこを狙っていければいいなと思っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 わかりました。農業関係については以上で終わりたいと思います。 

 次に、移住、定住について質問させていただきます。この移住、定住なのですが、かつて平成19年、

20年、私も役場にいたとき、この担当をいたしました。そのとき、３人からの、３組ですか、問い合
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わせがあり、１人は北海道から来た方で、60歳代後半の方だったのですけれども、ご夫婦だったので

すが、スローライフを楽しみたい、この海のある山田町に住みたいということで、その方は実際住み

ました。ですが、震災後転出したようでございます。 

 あと１件、この方は関東の大手ゼネコンに勤めている方でした。50歳代後半だったと記憶している

のですが。山田町でシイタケを栽培して生計を立てたいと。実際ほだ場を案内したり、シイタケ生産

者の人たちの話を聞いたりして、前向きに取り組むような感じだったのですが、シイタケは植菌して

から２年間収入がありません、発生しません。しかも、初期投資に結構費用が費やされるのです。で

すから、残念ながら実現には至らなかった。 

 あと、山田で養殖漁業をしたいという方もございました。残念ながら漁業権の問題云々かんぬんで、

この方も物にはなりませんでしたけれども、移住交流には当然住むところも必要なのですけれども、

やはり生活するために働かなければならない。そのようなのが大きなハードルになります。移住コー

ディネーターだけがこの職務を担うというのはかなり厳しいものがあるのではないかなと私は思いま

す。関係各課で支援、協力体制の構築が必要と思われますが、いかがですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、住む場所、仕事が必要な人には仕事、あるいは教育関係、さまざまな対応

が必要かと思います。おっしゃるとおりございます。このコーディネーター、我々が狙っているのは、

情報発信、それから山田に来たいという人の窓口になって、今おっしゃられるような課題をお聞きし

て、それを解決する支援を行うというためのコーディネート業務でございます。議員おっしゃるとお

り、各課での対応というものは必要になってくるものと理解しているところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 それにはやっぱり私は空き家バンク事業というのも、これは必要なのではないかなと思います。農

業にしても、漁業にしても、第一歩を移住交流者が踏み出すには、町や関係機関の協力は必須です。

このことを踏まえて進めていただきたいと思います。 

 次に、三陸沿岸道のフルインター化でございますけれども、要望活動については三陸沿岸道路整備

促進期成同盟会などと連携しながら進めていきたいということなのですが、具体的にどのような形で

進めるのか、お伺いしたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 
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〇建設課長（川守田正人） 

 フルインター化につきましては、宮古市長からもフルインター化に向けて協力するという話をいた

だいております。ですので、宮古市の復興道路推進室と連携をとりながら、期成同盟会も活用して、

要望活動は実施していきたいというふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 フルインター化に伴って、例えば地域で署名活動をやってほしいと言えば、これは私は惜しみなく

協力したいと思います。あとは地元選出の代議士を使うというのが一つの手法だと思います。救急車

両が三陸沿岸道路を往来するのを結構私目にします。救急車が豊間根地区から三陸沿岸道路を利用し

て宮古病院まで行くことができれば、時間が短縮され、助かる命もあるのではないかなと私は思って

います。まさに命を守る道路だと思っていますので、国に対しても町のほうからは切に要望すること

をお願いしたいと思います。いかがでしょう。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 議員おっしゃるとおりだと思います。地元代議士の力もかりながら、うまく進めていければなとい

うふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、町営住宅の指定管理についてお伺いしたいのですけれども、答弁では施設の維持管理等を予

定しているとなっているのですが、修繕等もここの団体にお願いするということですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 軽微な修繕につきましても、指定管理事業の中で考えてまいりたいと考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 そうすれば、当然直すためにはお金が必要ですから、その予算化についても、予算化というか、指

定管理事業者にその財源を与えるような格好になるのですか。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 修繕料の金額的なものにつきましては、今現在詰めているところでありまして、まだ決まってはお

りません。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 わかりました。入居者が使い勝手がいい、やりやすいような方向で進めていただければいいのかな

と思います。 

 ６点目のコミュニティ・スクール事業の、こういう感じというのがあるのですか。例えばこのよう

な感じと、具体例を出していただきたいのですが、いかがですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育次長。 

〇教育次長（箱山智美） 

 推進の具体例ということになりますと、従来学校には学校評議員制度というのがありまして、校長

が意見を欲しいと言って、校長が要望したときに限り、個人的な意見を言うことができると。今まで

こうしたことを学校評価であったりとかに使ってきたわけです。今度学校運営協議会を設置すること

によって、保護者、地域住民の方々が話し合いを持ったりとか、学校はこういうことをやっていきた

いぞと校長さんが学校運営の方針を出すと、そのことについてみんなで話し合いをして、理解を深め

ながら、ではこういうことが協力できるねといったような、今までよりも一層深いかかわりができる

のかなと。学校運営協議会のほうは、年間３回の運営をしたいなというふうに今考えて、校長会のほ

うと協議しているところです。 

 また、新たに新しい人を選ぶとなると、地域等々も限られた人材の中の負担があるので、今までの

学校評議員さんをその運営協議会の中に入れたりか、教振と合わせたりとか、そうしたことを学校の

実態に合わせながら進められるような方向で今動いておりました。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ３番。 

〇３番佐藤克典議員 

 わかりました。そうすれば、評議員を協議会の中に加えることもあるかもしれないということです

ね。わかりました。 

 以上で私の質問を終わります。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 ３番佐藤克典君の質問は終わりました。 

 ７番尾形英明君の質問を許します。７番。 

〇７番尾形英明議員 

 ７番、新生会の尾形英明です。平成30年第１回定例会で質問が許されましたので、通告書のとおり

質問いたしたいと思います。 

 東日本大震災から間もなく７年の歳月がたとうとしております。発災以来、最初の３年間は復旧期、

次の４年間は再生期と位置づけ、基盤整備などを行ってまいりました。平成30年度からは発展期とし

て踏み出すようですが、復興完遂に向けて整備促進を望んでおりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 では、質問に入りますが、今回もすばらしい答弁を期待しております。 

 まずは、１問目、豊間根三鉄駅舎付近に公衆用トイレの設置についてお伺いします。2019年３月移

管となる豊間根の三鉄駅舎付近に公衆用トイレの設置を望む。その理由として、付近にスーパーマー

ケットやコンビニがないため、列車に乗らない一般客でも公衆用トイレを探している状況です。ＪＲ

東日本からの移管金などを利用しての設置を望むが、当局の考えをお伺いします。 

 ２問目は、山田北インターのフルインター化についてお伺いします。この件については、平成26年12月

定例会で私が質問してから、同僚議員など何度も質問しております。先日の施政方針の中で、実現に

向けて宮古市と連携しながら、国に対し働きかけると言っているが、どのような対策や取り組みなど

を考えているのかお伺いします。 

 ３問目は、町道白山・船石線の歩道整備についてお伺いします。町道白山・船石線は、全体的に幅

員が狭いと思うが、どのような構造で計画するのかお伺いします。 

 ４問目は、火災予防対策についてお伺いします。消防水利の不足する地域とはどこの地域なのか。

計画は、消火栓や貯水槽の不足分だけなのか。消防水利には河川や海も含まれております。河川の河

道整備やしゅんせつなどを望むが、当局の考えをお伺いします。 

 ５問目は、応急仮設住宅集約化計画の見直しについてお伺いします。今掲げている計画の何をどの

ように見直すのかお伺いします。 

 ６問目は、豊間根地区の排水路整備計画についてお伺いします。豊間根地区排水路整備を30年度は

勝山地区の工事着手と言っているが、今年度残り１カ月で全体計画が決定するのかお伺いします。 

 ７問目として、教育行政に関する所信より、外国語指導助手や学校支援員の増員についてお伺いし

ます。外国語の授業時数の増加や児童生徒などの多岐にわたる対応のために増員するようですが、こ

の人数で教育環境の充実が図られるのか、このことについて納得したのか、教育長、教育委員会の考

えをお伺いします。 

 以上、壇上からの質問を終わらせていただきますが、再質問は自席より行わせていただきます。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 尾形英明議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 １点目の豊間根駅舎付近への公衆用トイレの設置についてお答えします。ＪＲ東日本からの移管協

力金の使途は決まっており、その中で利用促進費として、山田線沿線４市町にそれぞれ500万円の配分

がありますが、開業イベント費、駅舎整備費の一部に充当することから、公衆用トイレ設置への充当

はできかねるところです。駅舎あるいはその付近への公衆用トイレの設置については、地域の課題と

して捉えております。 

 ２点目の山田北インターのフルインター化についてお答えします。フルインター化の対策や取り組

みについてですが、山田町三陸沿岸道路推進室と宮古市復興道路推進室が連携することとしておりま

す。要望活動については、岩手県三陸沿岸道路整備促進期成同盟会などとも連携しながら進めていき

たいと考えております。 

 ３点目の町道白山・船石線の歩道整備についてお答えします。道路構造等の詳細設計は、平成30年

度の発注を予定しており、現時点では詳細な計画内容は決定しておりませんが、豊間根地区の歩道整

備事業と同じように、現道幅員を維持した上で歩道部を設置し、車両のすれ違いを考慮し、待機所を

整備したいと考えております。 

 ４点目の火災予防対策についてお答えします。消防水利の不足する地域は、主に豊間根地区となっ

ておりますので、今後も計画的に整備を進め、解消していきたいと考えております。 

 河川のしゅんせつ等による消防水利の利用については、水量が少なく取水が困難でありますので、

特に考えておりません。また、海水については、ポンプへの影響などを考慮し、水利の対象とはして

おりません。 

 ５点目の応急仮設住宅集約化計画の見直しについてお答えします。現在の計画は、平成28年３月に

策定したものでありますが、その後町の復興工事のスケジュール変更があり、該当する入居者の再建

時期が変わることとなりました。各地区の基本的な集約方法に変更はありませんが、再建時期の延伸

によって集約、撤去時期に若干のおくれが生じてくることから、その内容について見直すものであり

ます。 

 ６点目の豊間根地区の排水路整備についてお答えします。排水路整備の全体計画については、平成29年

10月と30年１月に開催した地区住民説明会での意見を受け、国道を横断し豊間根川へ排水するルート

と荒川川へ排水するルートの２系統を整備する計画に変更しております。計画変更に伴う修正設計を

30年度に実施し、荒川川への排水路工事は年内に着手する予定で進めてまいります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育長。 
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〇教育長（佐々木茂人） 

 ７点目の外国語指導助手や学校支援員についてお答えします。 

 外国語指導助手については、これまで年間各小学校に12日、中学校に40日程度派遣しておりました。

新たな外国語指導助手を増員することにより、各小学校への訪問がそれぞれ21日ふえ、約33日派遣で

きると見込んでおり、授業時数増加への対応は可能であると考えております。 

 また、学校支援員については、各学校の特別な支援を要する児童生徒数に応じて配置しております

が、２名増員することにより週４日配置できる学校が２校から５校になり、今まで以上に教育環境の

充実は図れるものと考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。７番。 

〇７番尾形英明議員 

 すばらしい答弁なのかどうなのかわかりませんが、とりあえず最初から再質問させていただきます。 

 あえて三鉄と入れなかったのだと思うのですが、昔のＪＲのトイレに、普通の人は駅といえば大体

トイレがあるものだという認識でいると思うのですが、豊間根についてもそのとおりだと思うのです。

周辺に何もないのに、トイレをやるところがないために、あっち行ったりこっち行ったり探している

ような状況なのです。その辺について、今ＪＲからの移管金は使えない。誰がどういうような形で決

定しているのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 使えないというのは、対象にならないという意味ではございませんで、500万円の使途については、

まず開業費、開業費に充てるということで今進めていると。トイレについては、足りないのではない

かなという認識でございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 足りないのではないかというのは、何が足りないの。お金が足りないということですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 各４市町に利用促進費として500万円ずつ配分されまして、それを使ったらいかがかというご質問に

対して、その500万の使途はまず開業費、開業イベントに使うと、それから陸中山田駅の若干の備品、

これは全部駅整備費でそろえられないものですから、そこに若干使うと。豊間根駅の、金曜日もご質
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問がありましたけれども、駅舎の内観、外観で不足しているところがあれば、ペンキ等の修繕が出て

くるだろうと思っております。 

 ご質問のトイレの整備でございますが、500万から残る予算ではトイレの設置は厳しいという答弁と

なりますので、ご理解をお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 ということは、つくれないということではないのですね、お金がないということですよね。では、

お金の工面をして建てる気はないですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 状況については、議員おっしゃるとおりで、もう少しお話ししますと三鉄は独自でトイレをつくる

気はないと、列車の中にトイレがあるので、それを使えというスタンスでずっと来ております。しか

らば地域はどうかというのが議員のご質問であろうかと思います。金曜日の議員さんの質問にもあっ

たとおり、トイレという課題が出てくるというのは承知しております。そのトイレが駅のトイレなの

か、地域の皆様のトイレなのか、あるいは観光客のトイレなのかによって位置づけ、規模が変わって

くることもあるだろうということで、少し今検討させてくださいという答弁をさせていただきました。

豊間根地区においてもさまざまな課題がある中で、議員おっしゃるとおり必要とする人がいますよと

いうのであれば、それは地域の課題であって、解決しなければならない。ただ、いつも繰り返します

けれども、全体計画の中で税金をどう配分していくかというのは改めて検討させていただきたいとい

うところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 何となくわかったような、わからないような答弁なのですが、いわく、私が文章の中で「など」だ

とかうたっているのは、付近とか、限定したものでないということでこういう言葉を使っているので

すが、要するに公衆用トイレとして駅の付近につくってほしいよと。それは、どんなお金を使うかわ

からないですが、地元としてそういうのを望んでいるのですよということが質問の趣旨なのです。そ

れが答弁によると、ＪＲからの移管金ではできない、何とかではできない、それを望んでいるのでは

ないのです。三鉄でやってくださいとか、ＪＲの移管金でやってくださいと言っているのではない。

「など」と言っているのです。いろんなのがあると思うのですけれども、それなりに。公園管理も含

めてです。要するに都市公園だとか何かの公園管理のトイレについてだって、そういう形のものがで
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きるわけです。その辺でつくる気はないですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 いずれ答弁については、議員さん、具体的な例を掲げておりましたので、この資金についてはこう

ですよという答弁になっております。 

 つくる気があるかないかというご質問ですけれども、いずれそういう要望があり、課題があるとい

うことは承知しているということでございます。当然それはあったほうがよいわけで、付近の皆様、

あるいは観光客の皆様も使えれば、それにこしたことはない。ただ一方では、いろいろな課題とかが

あるわけなので、その辺も含めて、事情は理解しますけれども、今この場でつくりますという答弁は

なかなかできないということをご理解いただきたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 できないということをご理解というのは、納得しないのだけれども、要するにどんなお金を使って

やるかは別にして、その気持ちの中でこういうのだったらばつくれるよとかというような案はないの

ですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 今現在で具体的にこの補助金とか起債とかというのは、なかなか出てまいりません。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 では、その辺を考えながらやっていただきたい。ただ、ＪＲの移管金の使い道が明確に我々も把握

していませんけれども、何に使うかわからないのですが、それも含めて、こういうのに使うためにで

きないとか、こういうのをやめればできるとかというような具体的な部分を後で提示していただきた

いなと思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 議員おっしゃるとおり、今までの答弁のとおり、これに使いたいというお話だけさせていただいて、

具体的に金額等はまだ定めておりませんので、その辺が固まり次第、補正予算あるいは別な場所でご
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説明をさせていただきたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 よろしくお願いします。この件については、これから数あるたびにやると思います。私があえて言

っているのは、あくまでも公衆用トイレという題名で言っていますので、駅舎の中のトイレという話

ではないので、その辺で使い道がおかしくなっているのかもしれませんが、それも含めて考えていた

だければなと思います。よろしくお願いします。 

 次のフルインター化についてなのですが、私が何回もやっているのはそのとおりなのです。26年12月

の建設課長答弁だと、山田町のお金を投資しなければならないみたいな返答を受けている部分がある

のです。そのときから、私は宮古市長といろんな会話をするたびに、何でできないのやという話の中

でやったらば、山田町から一言も我々に相談がないと、この間もそう言われました。今まで何をやっ

て、どういう形の中で私が質問したのを考えていたのか、その辺。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 昨年12月の定例会の一般質問を受けまして、宮古市長のほうからもフルインター化については宮古

市としても協力していくと、連携して進めていきましょうというお話をいただいておりますので、そ

の辺は宮古市と実際に協力、連携しながら進めていきたいということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 答弁によると、三陸沿岸道路整備促進期成同盟会、これは最初からありましたよね。そんな中で宮

古市の復興道路推進室というのが当時から宮古にはあるのです。山田町にもあると書いてありますが、

いつつくったのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 町の沿岸道路推進室というのは、三陸沿岸道路の計画が決まった時点から町のほうに設置されてお

ります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 
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 その部分について、宮古市と連携はしていなかったのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 これまではそれぞれの、町の三陸沿岸道路推進室、宮古市は宮古市の復興道路推進室、それぞれで

活動は行っております。その中で、期成同盟会というのがありまして、それぞれの市町が沿岸12市町

村会員になっておりますので、その期成同盟会の中で連携をとりながら要望活動等を進めてきたとい

うことでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 進めてきたというのを今聞きましたが、本当ですか。何で宮古市長が山田町に電話よこしたかわか

りますか。今まで一度も、きのうのきのうまで、電話するまで、一度も相談されたことがないと言っ

ていました、同盟会の中で。それで私は言うのです。26年に私が言ったときに、三国の監督官等は29年

に開通しなければならないので、今さら変更はできない、だったらばどうすればいいのですかという

伺いをとりました。その後に、同盟会と一緒になって陳情なりなんなりすれば、何とかなるのではな

いかなという濁したような返事しかもらえなかったのですが、だったらばという話の中で動いたわけ

です。でも、山田町は全然動いていなかったのです。個人的に動いているだけだと怒られてきた。ど

うなっていたのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 昨年の第４回定例会でも一般質問ありまして、申し上げたとおりでございます。開通後、地域の皆

さん等からフルインター化の要望が多く出されているということで、これについては町としても積極

的にフルインター化に向けて要望活動を実施していきますということで答弁しているところでござい

ますので、それに向けて宮古市とも連携をこれからとっていこうということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 だから、前回質問して、こうやりますと言ったでしょう、６番議員だったかの質問に。先ほどの５

番議員への返答もそのとおりだと思うのですが、宮古市のほうからこうしましょうよと誘いが来てか

ら動いているような状況なのです。それだけ山田町は危機感を持っていなかったのだ。現在例えばエ

フビーだとか、宮古のほうから働きに来る人たちがどうとか、この間岩手日報にも上がったのですが、
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ホームワンサトー、固有名詞出して言うのもあれだけれども、その人たちも言っているわけです。盛

岡からの商社も何でという話になっているのです。そういうものを含めて、私は26年のときから言っ

ているのです。何で宮古市長のほうから電話が来てからでなければ動かなかったのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 この件については、ずっと以前から動いていたのでありますが、物事には表に出せるものと出せな

いものがありますので、そこを理解した上で聞いてほしいのですが、尾形議員が発言した当時、町側

のほうも動きました。そして、事前に東北地整のほうにもいろいろな働きかけ、事務レベルでの問い

かけをやっておりました。当時の技監も一生懸命動いてくれましたが。そういった中で、まだこの部

分が開通していないときにそういうことをされると非常に困る面もあると。しかも、このインターチ

ェンジをするときに住民説明会も開いていると。これは、尾形議員もここで前建設課長がいて議論し

たので、記憶はしていると思いますが、そういったことで、動かないのではありません。動いていま

した。ただ、たまたま宮古市長が途中から出てきて、さも宮古市長がどうのこうのというふうに聞こ

えますが、実態は全く別であります。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 実態は別という意味がわからないです。どういう意味なのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 宮古市長から電話があってから動いたということではないと、そういうことです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 その前に何をやっていたのですか、そうしたらば。それに向けて何をやったというの。そういうこ

とではないです。ある程度一緒になってやらなければならないのだよということを宮古市長は言って

いると思うのです。だから、山田だけの問題でないよ、全体的におらほうもこういう問題でいっぱい

要望しているよと、何で宮古から行った人は豊間根におりられないのだというのがいっぱい来たから、

市長もそれなりに、何となったのやというような話になっているわけです。それを今さら、宮古市長

から電話が来たので連帯をとってやりますというような、施政方針で掲げるような問題なのですか、
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今さら。その辺聞きたい。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 よく理解してほしいのですが、26年あるいは25年、そのときに動いていたのは事実なのですが、そ

のときに東北地整の回答は要望されるのは非常に好ましくないというふうな方向でした。国交省は一

生懸命つくっているわけです、これを。そういった中で、まだ開通もしていない折にそういうことを

されるとというふうな雰囲気がありました。仮に宮古市がそう思っていたというのであれば、そのと

きに言ってもらっても結構だったのですが、そうすればこういう事情ですよと、こっちのほうから説

明することになったのではないかと思いますが、逆に言えば一切あっちのほうからは何もなかったと。

うちのほうではいろいろ下で動いていたのです。ぜひそこは理解してほしいです。宮古市長さんとあ

あだ、こうだとけんかするわけにはいかないので、この辺で事情の報告はとどめたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 そういうわけですので、今後施政方針の中で掲げた部分、要するに連携をとって頑張っていただき

たいと思います。そのためにも、職員配置も含めてやらないとどうしようもないのではないかなと思

うのですが、その辺についてどういう配備をするか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 豊間根のインターは、もともとは厳しいというところで、距離の関係があって厳しいと、金浜があ

ると、山田がフル化するという中において、相当強い要望であそこはつくってもらった道路なのです。

まず、そのところも前提としてお考えいただきたいと思います。 

 そして、宮古の市長さん、先ほど一生懸命宮古、宮古と言っておりますが、開通してから不都合が

出たので、やはり宮古市民の中のほうで、通勤する方々でしょうか、ぜひ何とかフル化をしてほしい

ということを最近言われて、宮古のほうでもそれならばそうだなということで私のほうに協力させて

いいでしょうかということで電話があったのです。いや、これは阻むものではありませんと、今後の

地元の動向なり、皆様方のお考えを聞いて進めていきたいと、そのときにはぜひ力になっていただき

たいということで、今までのそういう努力も実はあったということでございます。最初から私のほう

で協力するから、山田のほうから私に協力しないから協力してやらなかったと、こういうことではな

いのです。地域がそれぞれしっかりと違っておりますので、それぞれの中において精いっぱい努力を

していると、このことだけはご理解いただきたいと、そう思います。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 話があれになると切りがないのですが、町長の考えもそのとおりだと思うのですが、もともとあそ

こは困難、豊間根の北インターというのは困難という意味ではないのです。最初からハーフなのです。

それを何でハーフにしたのかというのは、地元と説明会をやったという話だったのです。それは、地

元全体ではないのです。用地地権者だけなのです。それがその後動いているのです。地権者は、計画

の中でここですよと言われたのに対して、そのぐらいだったらば売ってもいいよ、手放してもいいよ

という話。最初からフル化になっていれば、何も問題ない。それなりの用地を売ると思っているので

す。それが最初から、計画の前からハーフで説明やっているために、そういう、ただ単なるそれであ

れした経緯なのです。その辺を理解していただきたいと思います。全員が納得した部分のフル化でも

ないし、もともとつくらなかったということでもない。つくるのはつくるのだけれども、計画上げた

のがハーフだったわけ。それではだめだよということで、26年のときに言っているのです。用地問題

なのですか、何なのですかと言っているのです。それもうやむやになって今になっているのですけれ

ども。そういうことですので、今後30年度は宮古市と一緒になって、フル化に向けて頑張ってほしい

と思います。よろしいでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 ここの答弁にあるように、連携しながらいろんな機関と、交通量調査等も含めながらしっかりと進

めていくということを申し上げているところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 ぜひ実現に向けて頑張っていただきたいと思います。 

 では、次に移ります。町道白山・船石線なのですけれども、これの計画が設計を委託する。いつも

こうなのですけれども、全体計画を立てた上での委託ではないのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 白山・船石線の歩道整備部分については、荒川地区の歩道整備事業によって創設された用地を町が

取得して実施していくということです。圃場整備側で示された用地幅及び面積で今後30年度で詳細設

計を実施して、どのような形で整備していくのかというところを新年度で実施していくということで
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ございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 どっちが先かわからないけれども、圃場整備の創設換地を期待しているのでしょう。創設換地の面

積というか、その形をこういうものをつくるからこのぐらい欲しいよというような話をしなかったら

進まないのではないですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 歩道分の設置として２メートルの歩道をつくっていきたいということで、このぐらいの創設換地を

割り当てるということで、その中で今後の設計を進めていくということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 そういうのは、今現在小学校側をやっているように、全体計画も立てないで、ただ単なる形だけを

つくって、創設換地の中だけで処理する。あそこだって途中で終わりですよね。歩道というのは何の

ためにつくるのですか。創設換地のところだけ歩道をつくればいいのですか。そうではないでしょう。

歩道計画をつくって、交通安全事業でやるか、何でやるかは別にしても、そういう形をつくらなかっ

たならば、意味がないではないですか。新田のところだってそうでしょう。畠山商店の角のところだ

けつくって、あと残り何とするのですか。用地が決まらない、そんな問題ではないのではないですか。

その辺も含めて。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 荒川地区の歩道整備事業についてなのですけれども、千治屋商店の先のほう、そこから金塚までの

区間については、圃場整備によりまして用地を創設してもらって、歩道を整備するということで考え

ております。金塚から先のほう、そこの部分については支障物件が相当あります。南側については、

高低差があって非常に難しい状況ということもありまして、実施できる区間は千治屋商店の先のあた

りから金塚までの区間ということで決定しているところでございます。それ以降の豊間根地区の歩道、

できていない部分についてですが、あくまでも用地協力がないとどうしてもできない部分でございま

す。そこで、何とか用地の協力をお願いしてきたところですが、そこがうまくまとまってこなかった

という経緯はございます。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 だから、言っている。全体計画を示して、ここからここまでつくりたいですよ、だったらどうした

らいいのですかから始まらないで、ただ単なる出たところ勝負だけなのです。創設換地をやってくれ

るから、圃場整備でやってくれるから、ではつくりましょうと、萬平の前まで。そんな話で歩道計画

をやっているのです。今回もそうだ。金塚までが歩道でいいのですか。船石線というのは、福士に行

くのと船石に行くのが分かれるまでが船石線ですよね。すごく狭いです。だから、私がどんな構造で

というのは、計画的にはみ出し歩道だとか、あとは創設換地の部分ですけれども、水路がありました、

そこに。水路の上にふたをかけてやるのか、そういう形をつくらないと圃場整備と一緒になってやれ

るあれがないでしょう。全体計画をこうしたいというのをやってから換地の、あとは道路に面してい

る人だけが全て圃場整備に賛同しているかといえば、これは違うと思うのです。途切れ途切れになっ

てしまう。圃場整備だけの話だと、創設換地だけの道路だと10メーターつくって休んで、また20メー

ターつくって休むという歩道つくるのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 事業には多面性がございまして、例えばこの圃場整備なのですが、創設換地とは言っておりますが、

これは町の予算で買い上げた土地であります。一方、事業者のほうは、圃場事業を実施するために財

源が必要なわけです。だから、そういうことで道路用の土地を売って、その事業の進捗も進めると、

こういう面もあるのです。したがいまして、計画的な全体のというよりも、そっちのほうを今回の場

合は優先して便宜を図って、圃場整備のほうの推進に協力したというのが実情であります。先ほど建

設課長から申し上げました、用地の提供があれば、地権者が提供してくれるのであれば、歩道整備も

思うように任せるのですが、なかなか現実はそうはいかないということもあります。全体計画をつく

るまでということにすれば、圃場整備の創設換地と言っている部分、実際は買収なのですが、この部

分もできませんよ。なので、部分的にでも圃場整備の推進をするためにやったという事情があります。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 ちょっと言っていることがおかしいのではないかなと。創設換地というのは、あくまでも減歩する

部分の精算金の支払いを負担するための形でやっているはずなのです。全体的に工事費を上げるため

に寄附して、それを買い取ってもらって、それを工事費に充てるという部分は創設換地ではないと思
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う。これも言ってもどうしようもないと思うのですが、ただ私が言うのは、圃場整備の場所、金塚ま

でという歩道計画を町道白山・船石線というような整備計画、名称をつくるそのものがおかしいので

はないかと。やるのだったら、ちゃんと船石までの計画をつくって、そしてこういう場所は用地買収

しなければならないです、こういうところは構造的に難しいからはみ出し歩道をつくらなければなら

ないというような形から含めて、可能性から含めて、設計委託するべきではないかなと。いつも中途

半端な形で終わってしまう、目的を十二分に発揮しないうちにやめてしまう、そういう形の計画とい

うのはないのではないですか。その辺を考えながら設計していただきたいと思います。 

 では、次の火災予防の関係なのですが、主に豊間根地区と言っておりますが、豊間根地区でないと

思う。表現の中で不足部分と書いてあるのですが、不足ではないのです、基準に達していないのです。

その辺の考え方、答弁願います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 消防水利につきましては、不足している地域ということで、これは基準に合っていない水利も含め

た部分で豊間根地区が不足しているということになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 これは、不足しているのは豊間根地区だけではなく、全地区だと思います。それをいかに計画を立

てて、基準に達する個数にするか。半径70メーターですか、直径であれば140メーター内に１カ所なけ

ればならないというような話になっているのですが、そういう基準も含めて、その中で河川のしゅん

せつ等を考えて、水量が少ないとか、取水がどうのこうのというのは百も承知です。ただ、そういう

たまる場所をつくっておかないで、はい、そうですかとは言えない。ですから、私は水が多いか少な

いかの問題でなく、たまり場所をつくっておいて、いざというとき水があるかないかは、それは二の

次。消防水利というのはそういうものですよね。だから、海は塩害があるから考えていない、・・・

・・・・・・・・・・・塩害も関係ないですから。要するに水利の中には海も入っているのですから。

だから、そういうのを考えながら、基準どおりやってほしいのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 確かに海につきましては以前は指定水利にしておりましたけれども、現在はポンプへの悪影響とい

うところを考えて基準から外しているという状況でございます。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 それは内規の部分でしょう。ヘリコプターで水を運ぶとき、海から運んではだめなのですか、そう

したら。そうではないでしょう。水利の中の一つなのだから。そういうので海は対象外と、私も対象

外にしたいのよ、本当は。ただ、水利の中にちゃんとあるのだ、うたってあるのだから。それはそれ

でいいの。ただ、俺が言うのは河川の、水がないからつくらないのだ、そういう問題ではないのでは

ないかなと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 河川につきましては、活用しないということではなくて、定期的に地水利調査を実施して、災害時

に活用できるものは積極的に活用していきたいと思っております。ただし、宮古広域管内の市町村に

おいて、河川を水利として指定している箇所というのは、宮古市の川井地区の７カ所だけです。この

７カ所につきましても、昨年の台風10号の被害によって全て洗掘されている状況にあります。現在使

用できないということですので、河川につきましては年間を通して必要な水量というのが確保できな

いという状況から、恒常的に維持していくことが困難であると考えております。 

        （「議長、進行について」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 今の７番の質問に・・・・・という発言があったのだけれども、・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・はっきりしてよ。・・・・・・・・・・・・・・・ 

〇議長（昆 暉雄） 

 議事進行について、12番から質問がありました。間もなく12時になります。昼食の時間ですが、７

番議員の一般質問が終わるまで延長いたしたいと思います。 

 消防防災課長に申し上げます。今７番議員が質問した・・・・・というものについて、根拠を示し

て答弁願います。消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 申しわけありません。その・・・・というの、もう一度質問の内容をお願いしたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 私が言うのは、海水について水利の中に含んでいないという話というのは、これはあり得ないこと。
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実質的に水利の計画の中でちゃんと海まで含まれていますので、この辺の返答を私は言ったのです。

水利の中に入っていないというのであれば、私は撤回します。多分入っているのです。入っているで

しょう。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 基準水利としては指定しておりませんけれども、当然大災害となれば河川、海の部分も活用してい

くということになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 内規の部分でいうのでなく、要するに全体的に消防水利の中には必ず含まれている。井戸も含まれ

ているし、プールまで含まれている。そういうのがみんな消防水利の中に入っているのです。だから、

俺はそれを言うの。ただ、内規の中で、ポンプに影響があるから海から余りとらないようにしようと

か、そういうのは内規で決めている中であって、全体的に水利の中にはあるのですから。その辺は今

後の考え方で。ただ、要するに水量がないからとか、こうだからだという意味ではなく、消防水利と

して必要最小限、水がたまるところはしゅんせつして、何らかの部分で水はここにあるだろうという

想定を含めた形の中の計画というのは立てられないのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長に申し上げます。７番議員が質問している中で、そのようなものがないけれども、い

いかどうかというところを含めて答弁を願います。消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 国のほうに報告している指定水利としては、海は含まれておりません。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 本当か。いや、それをどうのこうのではないけれども、ちゃんと入っているから後で調べてくださ

い。もう言ってもだめだから、次に移ります。 

 応急仮設の集約化は、先ほどのあれで大体わかったので、はねます。 

 排水計画についてですが、29年度の事業なのだけれども、残りの金額というのはまだまだ繰り越す

のですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 
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〇建設課長（川守田正人） 

 豊間根地区の排水路整備事業でございますが、住民説明会の要望を受けまして、整備計画が変更に

なりました。ですので、新年度で再度その修正設計を行いたいということで、29年度分の事業費につ

いては減額いたしまして、30年度に新たに予算としてとっております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 私が聞いているのは、繰り越すのかと。前回も多分繰り越しているはずだと思うのだ、計画の中で。

それを今回もまた繰り越すか、それとも下げて新たにとるのか、それを俺は伺っているのだ。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 29年度で予算措置した分については、補正で減額ということになります。30年度に新たに予算措置

してございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 減額というのは、変えるというだけなのだね。それについてもそうなのですが、最後に荒川川への

排水路工事は年内にというの、年内というのは30年度という意味ですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 荒川川の部分については、年内に着手いたしまして、30年度内に完成したいということでございま

す。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 そうすると、豊間根川排水という、豊間根川と書いてあるのはどういう形なのか。 

 あと、最後に教育委員会のほうの話なのですが、１人だとか２人と限定して上げているようですが、

この２名増員だけで充実が図れるのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 
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 豊間根川の放流部分については、国道を横断して豊間根川に排水するという計画でございます。事

業については、平成31年度を予定してございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育長。 

〇教育長（佐々木茂人） 

 先ほどのご質問ですが、子供たちは学校の中でいろいろな子供たちがおりまして、やっぱり行動の

出方というのはいろいろと変わってきております。ですから、さまざまな状況がある中で、私どもと

してはまず２名で増員をかけました。そして、もしも今後状況が変わってきたりした場合には増員等

も考えていきたいと。山田の子供たちのためには最大の努力を払っていきたいと、そういうふうに考

えております。 

 以上です。 

        （「英語のほうは」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育次長。 

〇教育次長（箱山智美） 

 英語の指導助手のことについてお答えいたします。 

 １名入って、ふえた分全部可能かというと、これはなかなか難しい部分になるかなと。ただ、１名、

今度は英語の免許を持っている者を小学校を中心に配置しようと思っておりますので、学校と協力し

ながら今後の授業づくりであったりとか、そういうことを含めながら進めていくことができれば、教

育の充実には十分反映できるものと考えております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 これはお願いですが、財政の査定の部分についても教育委員会のほうからの要望を十二分にお聞き

して、納得のいくような人員配置をお願いしたいと思います。 

 終わります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番尾形英明君の質問は終わりました。 

 昼食のため休憩いたします。 

                  午後 零時０２分休憩 

                  午後 １時００分再開 

〇議長（昆 暉雄） 
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 会議を再開いたします。 

 ここで、３番佐藤克典議員に対する答弁保留について、もう少し時間をいただきたい旨申し出がご

ざいます。また、12番議員より提示されました７番議員の不穏当発言については、現在調査中でござ

いますので、しばらくの間お待ち願いたいと思います。 

 それでは、午前中に引き続き一般質問を行います。 

 10番坂本正君の質問を許します。10番。 

〇10番坂本 正議員 

 10番、新生会、坂本正でございます。 

 それでは、１番目、道路整備についてお尋ねします。各種道路整備については、計画どおり順調に

進んでいるようでございますが、これまで整備した道路等において、不都合な部分はなかったのか。

また、織笠・外山線、新田、草木線は今後このように整備する計画なのか、詳しくご説明願いたいと

思います。 

 ２番目に、観光振興について。前山田病院を新たな観光拠点として取得するようでございますが、

その財源を含め、活用計画を具体的にお示しください。 

 ３つ目として、思いやり政治について。思いやりのある政治のもと、諸問題について正面から向き

合っていきたいとあるが、どの信念で、どのように向き合っていくのか示してください。 

 ４番目、コミュニティーについて。地域コミュニティーの再構築、地域活動の後押しを行うようだ

が、どのような形で、どのような支援をするのか、詳しくお示しください。また、細浦地区の広場整

備について詳しく説明してください。 

 ５番、火災予防対策について。消防水利の不足する地域に対して、地下式消火栓及び耐震性貯水槽

を計画的に設置していくようだが、町に何カ所ぐらいそういうところがあるか示してください。 

 以上、壇上より質問いたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 坂本正議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 １点目の道路整備についてお答えします。整備した道路等の不都合な部分についてですが、整備完

了後、周辺の宅地整備に伴い、大型車両が頻繁に通行していることから、八幡地区の区画道路にゆが

みが生じている箇所が見受けられます。補修については、周辺工事の収束を見ながら、舗装の打ちか

えを行うこととしております。 

 次に、町道織笠・外山線の整備計画についてですが、現時点で整備計画はありませんが、バス路線

として重要な路線であると認識しており、幅員が狭く、通行に支障を来している箇所については、検

討を進めていきたいと考え手おります。 
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 町道織笠・新田線の整備計画については、織笠川堤防右岸側の道路区間が大雨のたびに冠水する状

況にあることから、改良に向けた検討を進めてまいります。 

 草木地区の三陸沿岸道路側道の整備については、三陸国道事務所から平成29年８月に管理移管を受

け、現在道路のかさ上げと舗装工事を行っているところであります。 

 ２点目の観光振興についてお答えします。柳沢地区の前県立山田病院跡地については、平成30年度

中に取得し、新たな観光と物産の中心となる施設として整備したいと考えております。現時点での構

想としては、三陸沿岸道路にサービスエリア、トイレが設置されないことに着目しており、立ち寄り

目的を持つ拠点施設を描いております。財源については、施設の内容により検討を進めてまいります。 

 ３点目の思いやりのある政治についてお答えします。私は、山田町長として２期目のかじ取りを担

うに当たり、思いやりのある政治を政治理念として掲げ、町政運営を進めてまいりました。思いやり

のある政治とは、復興事業の完了で終わることなく、住み続ける町民の皆様方一人一人の思いと心の

復興を大切にし、町政を進めることであるとの思いでございます。このことは、すなわち山田町総合

計画で掲げている「個性豊かに ひとが輝き まちが潤う町」づくりであり、魅力と活力に満ちたま

ちづくりであります。思いやりのある政治は、私の基本的な取り組み姿勢であって、個々の事務事業

に限られるものではありません。今後もまちづくりのため、町政運営全体にわたって正面から向き合

っていく考えであります。 

 ４点目のコミュニティーについてお答えします。地域コミュニティーの再構築に向け、平成29年度

に引き続き、山田町社会福祉協議会などと連携し、コミュニティ形成支援事業により、入居後のさま

ざまな課題や取り組みを話し合う住民交流会を複数回開催するなど、コミュニティー組織の構築を支

援してまいります。また、組織の結成後もコミュニティ形成支援員を配置し、地域活動の企画運営や

資金計画などのアドバイスを行うなど、活動の支援に努めてまいります。 

 次に、細浦地区の広場整備についてですが、山田・織笠地区高台住宅団地を含む当該地域のコミュ

ニティー活動、スポーツ・レクリエーションなど多目的に利用できる広場として、多目的グラウンド、

公園遊具、駐車場、トイレ等を整備する計画で進めており、30年度末の完成を予定しております。な

お、多目的グラウンドについては、30年８月までに完成し、供用開始したいと考えております。 

 ５点目の火災予防対策についてお答えします。消防水利については、現在地下式消火栓や耐震性貯

水槽の設置を進めておりますが、平成30年１月１日現在で93カ所不足しております。今後も計画的に

整備を進め、解消していきたいと考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。10番。 

〇10番坂本 正議員 

 では、１番目から再質問させていただきます。 

 織笠・外山線、これ今計画がないということでございますが、当然バスが通って１車線で、霊堂前
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から通学路にもなっていますし、幅員も狭いということで、ここら辺、全部ではないけれども、あそ

こら辺の霊堂前の整備を何とかしてもらいたいと。これは、住民からの要望でございますので、私今

回……５年ぐらい前も私質問しております。それに対して、今のところそのままでやるという回答の

ようでございますが、生徒等も中学校、高校等に自転車で歩いている様子を見まして、道路も頻繁に

あそこを走っている車が多いものですから、そしてガードレールもなく、雪降りになるというと毎年

二、三台、車が落ちています。それを踏まえた中で、こういう回答はちょっとおかしいのではないか

なと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 議員おっしゃるとおり、龍泉寺のところから霊堂地区の部分については道路が非常に狭いというこ

とで、車のすれ違い等に非常に不便、支障を来しているという状況は認識してございます。どのよう

な解消方法があるかというところを今検討しておりまして、例えばサケふ化場に通じる農道の部分、

その道路も活用できないかなというふうなところで今検討を進めているところであります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 検討は、それは誰でも検討するのだが、実質的にいつごろの見通しで検討する予定なのか。予算も

とらなければならないのだし、そして隣地の方々にもお願いする場面が出てくると思うのです。防火

水槽があそこの角にあるのですが、最後にこれも質問しておりますので、はっきり言ってあそこは今

使えません。全然壊れていて、火事があった場合困ると思うので、それは最後のほうにお話ししたい

と思いますが、あそこの貯水池、確かにあそこが一番ベターなのかなと私も思います。そのまま行っ

ても狭いから、うちもあるし。だから、いつごろそれを考えてもらえますか。予算、設計もあると思

いますので、大体いつごろからいつごろの間というふうに言っていただければありがたいのですが。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 ざっと見ましても結構な事業費がかかってくるのかなというふうに考えております。この部分につ

いては、総合計画のほうにのせるような形で、復興企画課とも相談しながら進めていきたいというふ

うに考えます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 
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 私、優先順位はあそこら辺は町内でも一番だと思うのです。バスも通っているし。そこら辺を含め

た中で今聞いているのだけれども、町長さんもきのう行ってみて、どうでした。白石、田子の木に行

ってきたはずだが、あそこの道路を通ったはずだけれども、大変危ないと思って通りませんでしたか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 あそこを行きまして、膨らんでいるところに他人様の建物で、少しくずおれているような建物もあ

って、非常に見通しが悪いということは今気づいたわけではありません。そのような中で、議員のほ

うからはいつなのだというお話でございますが、その辺のところは事業費等もかかってくるというと

ころでのお話であろうかと、そう思っているわけでございまして、確かにあの道路はなかなか安全性

という面から見て、そしてまた降雪時には脱輪するというお話もあるようでございますので、ひとつ

検討させていただきたいと、そう思っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 できない方向ではなく、できる方向で検討していただければと。それも早急にお願いしたいものだ

なと思います。それは、ひとつそういうふうにお願いで終わりたいと思います。 

 次に、草木、新田等、新田の道路に関しては、震災７年になるのだけれども、全然、固有名詞を使

ってはまずいのですが、何も悪くないことをしゃべるから、山屋さん、あそこの下が全然震災以降手

をつけていないと。これは何回しゃべってもわかんねえけ、何とすればいいんだべ。私は、できない

理由を聞いては困るのです。それは絶対できない理由は言わないでください。できる方向でお話しし

ていただきたいのです。あそこ、前にお願いしたとき、農免道路、あれをつくるときつくりますよと

いうふうに前に回答をいただいておるのですが、いまだかつて農免道路はできても、あそこの道路だ

けはできないと。そこを今後どういうふうにするか、ちょっと教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 確かに町道織笠・新田線については、大雨のたびに冠水して、通行どめをしている状況があります。

この分については、一度圃場整備のほうで県のほうに排水路の整備等をお願いしたところがあったの

ですけれども、それも機能していない状況がありました。どうしても圃場のほうが道路より高くなっ

ているので水が集まってくるというような状況がございますので、道路のかさ上げも考えながら改良

は進めていきたいというふうに考えております。単純にかさ上げしますと、既存の民家に影響する部

分もございますので、そこも慎重に考えながら進めていきたいというふうに考えております。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 確かに今そのままかさ上げ道路にするというと、民家が水没するというのはわかっています。だけ

れども、これも何か方法があるのではないですか。ないのですか。やっぱり町民の安全、安心を町の

執行部のほうでは一番優先的に考えなければならないということにおいては、それはちょっと、この

件に関しては全然前に進んでいないということはいけないと思うのです。やっぱりそこら辺をある程

度自分の立場において、自分のところがそこであったらどうするのだというふうな温かい心で見てあ

げなければまずいのではないかということでございます。そこは早急に何とかしてください。 

 それから、昨年度来、洪水で草木地区、新田地区の道路が冠水して、半日ぐらい通れない時期があ

ったと。今後もこのとおりであれば、それは続くのではないかなと。当然今まで田んぼの造成、田ん

ぼ自体が今まで低かったから、それに今までたまっておったわけだが、今田んぼが道路より高くなっ

ているということで、新田から来る水、これは今までそういうところに流れておったやつがまるっこ

で今の新田側の川に来るということで、あそこは真っすぐであれば一番いいのですが、そちこち曲が

っておるものだから、今後そういうことがあるのではないかなと思うのです。それに関してどう思い

ますか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 草木地区の道路の事業については、水がたまらないように道路に横断側溝を３カ所ぐらいつけて、

排水できるように現在考えているところです。 

        （「新田川のほう」と呼ぶ者あり） 

〇建設課長（川守田正人） 

 新田川については、土砂の撤去、しゅんせつが完了しております。県のほうでも、新年度早々には

福士牧場付近の河道整備を実施するということに聞いておりますので、今後新田川のほうは大雨の状

況も見ながら注視していきたいというふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 まず、それでは、これ以上話ししたってうまくないから、次に進みたい。とりあえずそこのやつ、

今後注視して見ていただいて、その都度何かあったら行ってみながら、今後の対策を練っていただく

ようにお願いします。 

 次に、観光振興についてお尋ねします。今の返答であれば、あそこにサービスエリア等々トイレも
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ないから、そういうのをつくりたいと、そういうふうに回答になっているわけですが、具体的にどう

いう格好で、どういうやり方でしたいのだという具体性が見えませんので、ひとつそこら辺教えてく

ださい。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 まず、せんだっての全員協議会で土地を取得するというご説明をさせていただきました。そのとき

に、着目点はということで今のお話をさせていただきました。具体的な構想といいますか、当然具体

的にこういうのをやるというのはまだまだなのですけれども、構想としましては、テーマは観光と物

産ということになります。今後の町づくりを考えたときに、内需だけではなくて、外から外貨をいか

に稼ぐかということになってこようと思います。したがいまして、山田町の物産を売るということと

観光客を呼び込むと、そういう施設を目指しているところでございます。そのためには町の魅力、資

源というものをできるだけあそこに結集をさせたいと。テーマも物産と観光ございます。例えば農林

水産物の、あるいは加工品の直販、通販をする場所、あるいは食べさせるところ、あるいは体験観光

の集まり場所、内陸部との交流をする場所、あるいはもっと進んで外国の方と交流をする場所、同時

に情報発信するところ、イベントを行うところ、当然道の駅機能も頭には入っているところでござい

ます。というふうにさまざま案があるわけなのですが、現時点で皆様にこれをやるということはなか

なかお示しできない状況でございまして、町長が施政方針で述べたことによって、山田町の方々、あ

るいは町外の方々と実現へ向けて議論を進めていくと、そういう考えで施政方針として上げさせてい

ただきました。よろしくお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 これ取得するのは30年内というふうに記載されておるわけでございますが、基本的な計画を今から

しておかなければ、ことし取得するのだと、これは取得するに当たって今現在の建物はどういうふう

な格好になるの。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 現在の建物は、壊して、更地の状態で一から練り上げてまいります。施設規模についても、そのと

ころでどのようなことをするかによって、建物の位置、大きさ、デザイン等が決まってきますので、

現時点では更地にするというのが第一番というふうに考えているところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 だから、30年に取得するということであれば、今大まかな計画を教えていただいたのですが、明細、

これをやるのだと、それで今ちょこっと触れましたけれども、道の駅ということになるわけでござい

ますが、そうなれば先回全協でもおっしゃっておったのですが、道の駅となれば、こっちの道の駅あ

るわけですが、そこら辺はどういうふうに考えているのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 道の駅については、議員ご承知のとおり、国への登録によって道の駅指定がなされます。それには

条件等々がありまして、そもそも同じ町内に複数存置登録できるのかどうかというのもまだ定かでは

ございませんので、その点も含めて関係省庁と協議を進めると。したがいまして、土地を取得する、

建物を壊す、準備を進める、それから道の駅等々の議員おっしゃるとおり疑問点があればそれを解決

しながら、同時並行で進めていきたいと考えているところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 道の駅に関しては、例えば岩泉にも２カ所道の駅はあるわけでございますが、これは国交省のいろ

んな認可が必要でしょうから、そこら辺はどういうふうに今後進めていくのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 現時点で船越に道の駅やまだというのは存在しておりますので、これともう一つの道の駅がつくれ

るのかどうか、あるいは認められなくて移転するのかどうかとか、さまざまなパターンがあるようで

すので、早急に国のほうの機関と詰めるというか、協議をしたいと。その上で関係各者に相談をした

いと思っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 そうすると、そこら辺のことはまだ煮詰まっていないと。だって、ことし取得するに煮詰まってい

ないということはないと思うのだよね。大体２カ所できるかできないかというのもまだ未確定だとい

うことはちょっとおかしいのではないですか。それはちゃんと調べているのでしょう。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 調べるといいますか、基本的には議員ご承知のとおり、指定されるためにはトイレとか、駐車場、

それから産業振興、道路情報というのが必ずなければならないのがあって、そのほかに施設と施設の

距離要件というのがあるようなのです。その距離要件が微妙な位置にありますので、その点を確認に

行きたいということでございます。ただ、両方、２カ所にするのがいいのか、１カ所にするのがいい

のかという議論までは現時点では行っておりませんが、勉強はさせていただいております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 勉強した結果、２カ所でやるということですか、それとも１カ所でやるということですか。まして

や、例えば５キロ以内とか、５キロ以外とか、そういうルールがあるようでございますが、それに抵

触するのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 私どもが調べた範囲では10キロというのがあるようでございます。ただ、その10キロが9.5だからい

いとかだめとか云々があるようなので、これは現実的に登録を行っている国交省関係のほうに出向か

ないと確認ができないという状況でございます。繰り返し言いますけれども、２カ所がいいのか、１

カ所がいいのかについては、それぞれのところで今検討しております。これは、ちょっと結論は出て

おりません。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 わかりました。いろいろ検討していただいているようでございますが、課長であれば、大丈夫でき

ると思いますので、頑張ってやってください。 

 それから、これ私、町長さんのほうにちょっと言いたいのですが、町民の感覚でやるのだと、今ま

でそういう格好で来たのですが、初めて執行部のほうでこういうふうに震災以降、今まで例えば学校

給食等々、コミュニティー等々あるのですが、これはもともと凍結されたものを解除しただけの話で、

今回新たに執行部のほうで新しい企画ということで、震災後初めて私は評価するものでございます。

今まで執行部でやってきたのは全部、震災のためにいろいろな面でやってきたのだというふうに思う

わけでございます。だから、とりあえずこれをぜひ成功させていただくということで、そして町民の

ために、そしてここの三陸道を走る運転手のためにも、頑張ってこれはやっていただきたいと、そう



- 116 - 

いうふうに思います。 

 次に移ります。思いやりのある政治についてと、思いやりのある政治というのはどういうのが思い

やりあるのかなと思って、自分でもちょっとわからないところがあるのですが、一言で言って、町長

さん、これはどういうことなのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 大変大きな問題でございますが、先ほど坂本議員のほうの質問の中で、温かい心を持って物に接し

なさいということだと思っております。しかしながら、ここで気をつけなければならないのは、やは

り政治でございます。思いやり、そして優しい心というものを兼ね備えた上でのなかなか難しい決断

というものもあるわけでございまして、全ての方々に広くあまねくということは基本でありますが、

なかなか復興の中においていろんな問題がございます。法律にかなわない部分とかもございます。そ

のようなところで決断が思いやり等があり過ぎた場合において、非常に難しい場合もありますので、

ひとつその辺のめり張りといいますか、そのようなものをしっかりと見ながら、本当にお困りの方、

その辺のところを見きわめながらのまさしく温かい心を持った、優しさを持った思いやりの政治を進

めていきたいと、そう思っています。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 余り思いやりがあって、織笠地区に今9.何ヘクタールの土地があるわけですが、震災以降の土地で

すね、準工業地帯にしたところ。私あのとき、町長さんが当初当選した暁に、上林くんに、元の財政

課長ですか、ソーラー発電、これ私は何回も勧めたのです、何とかやれと。当初三十何円ですか、売

電、三十二、三円ですね、今二十何円になっているはずです。あのときやれば一番今裕福な町になっ

ていたのかなと、それを売電すれば。だから、思いやりのある政治もよろしいですが、たまに鬼にな

って政治をしてもらわなければ、あれは最高の町に対して失敗だったのかなと、そう思っています。

私も３業者ぐらい連れてきて、相談して、パンフレットもあげたのですが、なかなか前に進まない経

過があったものですから、それが残念でなりません。それは過ぎたことでございます。そういうこと

でありますので、鬼になるときもなければならないのかなと、町長さん、そういうことでございます

ので、ひとつそこら辺を踏まえた中で政治をしていただきたいというふうに思います。 

 次に移りたいと思います。細浦地区の広場整備について、ちょっと詳しくお知らせ願いたいです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 
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 細浦地区の広場整備についてですけれども、中身的には織笠地区、あと山田地区の高台住宅団地に

住む人、あとこの地域に住む人のコミュニティー活動とか、スポーツ・レクリエーション活動のため

に多目的に利用できる広場を建設していくというものでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 以前もお聞きしたのですが、全協でお聞きしたのですが、これ駐車場が狭かったのではなかったか

なと思って、私以前質問したのですが、今どういうふうな設計になっていましたか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 全員協議会で駐車場台数少ないのではないかという意見を受けまして、全員協議会の際には25台と

いうことでしたけれども、現在は駐車場台数40台で計画しております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 40台と今言っていますけれども、ここは山田の中心で、いろんな競技等々をやる場になると思うの

ですけれども、40台でも足りないのではないかなと思うのですが、そこら辺はどういうふうに考えて

いましたか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 この多目的広場の上のほうに、教育委員会のバス置き場がございます。そのバス置き場も利用でき

るようにということで、教育委員会とは調整しておりまして、そこのバス置き場を通常使う場合には

さらに64台の駐車が可能ということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 これも給食センター等々の絡みで、そっちにこういう結果でなったと思うのですが、何でこれ７年

たってから今ごろ、と言えば語弊がありますが、以前にもこういう計画で早くやったら給食センター

も早くできたのではなかったのかなと思うのですが、そこら辺はどうなのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 
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〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 お答えいたします。 

 あそこの多目的広場については、そもそもは防集元地でございます。移転したところ。町の計画と

すれば、まず防集移転地から出ていただいて、高台をつくると。その後で、防集元地をどのように使

うかということでございました。したがいまして、まずは高台のほうをつくって、最後のあたりに防

集元地を整備しましょうと。整備をするといってもなかなかないわけなのですが、あるとすれば企業

誘致のための産業用地、なければこのような公園の目的を持った多目的グラウンドぐらいしかなかっ

たものですから、それで最終年度あたりに工事ができるようにしましょうということで進めてきたも

のでございます。その間、道路工事の残土置き場、これも遠くになれば費用がかかるものですから近

くに置くというところで、あそこのあたりを利活用していただいたと。そうしているうちに、正直申

し上げて再編がおくれていると、災害公営住宅と宅地の引き渡しが遅くなったと、これによって仮設

住宅の移転がおくれることとなったと、これは事実でございます。説明しているとおりでございます。

その影響によって給食センターの工事開始も遅くなることが見込まれたと。しかしながら、給食セン

ターの給食開始については、これは町全体の要望、要求であって、一日でも早く子供たちに給食をと

っていただきましょうということで一致したことでございますので、何とかして予定どおりやりたい

ということになりましたので、それでは前倒しであそこを整備しましょうということで、急遽復興庁

と協議をしまして、前倒しでお願いをして、通常のプロセスよりは早く決定をさせていただいて進め

てきたというところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 何だか通常より早目にやっているのだと…… 

        （「その部分だけ」と呼ぶ者あり） 

〇10番坂本 正議員 

 その部分だけはね。ただ、はっきり言って、町長が選挙のとき、開口一番、これを建てるのだと、

それでもう１年何ぼ、２年何ぼか、２年になるのですが、そうしたらその時点で動かなければならな

いわけだ。そうなった場合、私とすれば早くでなく、遅かったのでないのと、逆で。その時点で執行

部でぱっとそういう格好で話ししたら、それに付随して早く動かなければならなかったのではないか

なと、遅いぐらいでないかと私は思うのだけれども、いかがですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 確かに今の時点になると、遅かったのではないかというのはあるのかもしれませんが、先ほど説明
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した中で、では急いでやりましょうという原因は、仮設住宅がどうも遅くなりそうだということを受

けての一つの考え方として、あそこを活用しましょうと。通常１年とか２年協議にかかるのですが、

そこを前倒しでやった分、早くできたと思っています。 

 いつ変更したかというのは、建築住宅課長のほうから答弁させます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 当初町民グランドの仮設住宅の集約を進めることで、給食センターの建設に進もうという計画であ

ったものですが、30年３月に引き渡す予定であった防集第１団地が７月に引き渡すというふうに、町

の復興工事のスケジュールの変更がございました。そうしまして、結果的に仮設住宅の集約移転がお

くれるという事情が出てまいりましたので、今回山中下のほうに広場を整備することで、給食センタ

ーの建設を図ろうというふうになったものでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 仮設住宅がどうのこうのと、仮設住宅はもともと前からおくれているのはわかることでしょうよ。

何でそこで今ごろ仮設住宅がどうのこうのと言わなければならないの。それは、もう事前に前からわ

かっていることでしょう。そういうのを理由にしてどうのこうのと、私納得しませんよ。だって、事

前にそれはおくれるというのはわかっているのだもの。それを理由にされては困ります。あと１回ど

うぞ。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 議員、前からわかっているというのがいつのお話かちょっとあれなのですけれども、役所のほうで

の話は29年の当初でございました。おくれると、順々にいくとどうも間に合いそうもないということ

で、どちらかというと交付金のほう、いわゆる多目的広場のほうの工事を早めれば対応できるという

結論を出したのが今年度の当初のあたりでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 当初から新聞等で、町長いわく、半年から１年ぐらいおくれているところもあると、そういうふう

に出ているものを、おめさん、俺にそんなことをしゃべったってだめではないの。新聞でそう言って

いたもの。だから、そこら辺を踏まえた中で、そういうのを理由にしないで別な理由でしゃべったほ



- 120 - 

うがいいよ、次から。まあ、いいや、それはそれで。時間がないから次に移ります。 

 最後になりますけれども、火災予防対策についてと。地下式の消火栓や耐震性の貯水槽が現在町内

に93カ所不足しているというご返答をいただいたのですが、時間がないですから率直に伺いたいと思

います。例えば織笠第１団地、あそこに地下式消火栓が何ぼあるのか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 第１団地ですけれども、あそこには防火水槽が１基、そして地下式の消火栓２基となっております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 そうすると、それであの広大な場所を網羅できるのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 はい、網羅できると考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 では、役場前はどういうふうになっていましたか。消火栓。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 中央町、長崎など、かさ上げ、区画整理事業等により、今後地下式の消火栓20基程度、あと耐震性

の貯水槽５基程度、整備される予定となっております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 それでは、まだついていないということなのですね、今後つくるということは。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 一部完成しているところもございますけれども、順次整備されていく予定となっております。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 順次というのはいつごろなのですか。もうこんなに住宅も建っておるのですが、万が一のことがあ

ったら大変ではないかなと思って私聞いているのですけれども。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 工事の進捗状況等もございますので、速やかに整備できればと思っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 要するにこれは後からつくるというのはおかしいのではないの。道路等ができて、その上に穴を掘

らなければならないのだよね。道路ができる前につくるのが普通ではないですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 説明の仕方が悪くて申しわけありません。工事と同時進行で進めているものでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 それでは、心配なく見守っていきたいと思います。 

 それから、霊堂地区、先ほど私指摘したのですが、農道に曲がるところ、田村さんのところですか、

あそこは。あそこに貯水槽があるわけですが、あれ今使うにいいのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 使用できるものと把握しております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 見て言ってもらわなければ困るが、全然あそこは泥がたまってできません。水もたまっていません。

だから、そこを踏まえた中で私質問しているのだけれども、あそこは整備しなければだめではないか
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なと思うのです。だから、とりあえずあそこに地下式の消火栓をつくったほうがいいなと。あれは無

理ですから、あれやるぐらいなら地下式の消火栓をつくったほうがお金がかかりません。後で見て、

見ないでそんなことを言わないでくださいよ。私が見ているから言っているのだから。あそこは全然

水もたまりませんし、泥がいっぱいたまっています。何かあった場合は困りますよ、あれでは。そう

いうことでございますので、ひとつそこら辺をどうぞ。 

〇議長（昆 暉雄） 

 消防防災課長。 

〇消防防災課長（小林達広） 

 随時現場のほうを見ながら対応していきたいと考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番。 

〇10番坂本 正議員 

 それでは、早速つくってください。 

 以上で終わります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 10番坂本正君の質問は終わりました。 

 暫時休憩をいたします。 

                  午後 １時５０分休憩 

                  午後 ２時００分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 ４番黒沢一成君の質問を許します。４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 ４番黒沢一成です。通告に従い、壇上より質問いたします。 

 まず、紳士協定についてです。原子力発電環境整備機構では、放射性廃棄物の最終処分場を探して

おります。地層処分に関する科学的特性マップの提示もしております。それによりますと、全国の沿

岸地域ほぼ全域が適性があるということになるようです。しかし、万が一の事故のときには広範囲に

被害が及ぶことは、東日本大震災時の福島の事故から明らかであります。本町のみならず、近隣への

誘致は絶対あってはならないことだと思います。 

 そこで、あらかじめ予防のために、広範囲に汚染や被害の可能性のある施設誘致において近隣……

ここに「四市町村」と書いていますが、この「四」は間違いですので、削っていただきたいと思いま

す。近隣市町村に配慮する条例（紳士協定）を制定するべきと考えます。その内容としては、施設誘
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致においては近隣市町村の同意を得なければならないこと、また施設の稼働については施設側との条

件の提示及び交渉について、近隣市町村にも同様の権利を与え、交渉に参加させなければならないこ

とを内容とするものです。無論、同様の条例を近隣市町村にも制定していただく必要があります。執

行部の見解を問います。 

 ２番目に、津波記念碑等についてです。（１）、山田地区中心部の公園内に津波記念碑を建設する考

えのようですが、中心部の公園とはどこで、どのような碑になるのか、公園と一体化するものなのか。

また、亡くなられた方全員の名前を刻むべきと考えますが、どうでしょうか。 

 （２）、震災の規模を残すという意味で、津波到達点、津波到達高さを示す表示を町内各所に設置す

べきと考えますが、いかがでしょうか。 

 その次に、仮設、みなし仮設等の状況についてです。（１）、アパートを借りたくてもあきがないた

め困っている方がいるようです。みなし仮設として利用されているアパート、空き家の状況はどうな

っているのでしょうか。そして、新居が定まらないうちは仮設を追い出されることはあってはならな

いことと考えますが、大丈夫でしょうか。 

 （２）、豊かな浜の担い手育成事業で新規就業者に対する助成もあるようですが、町外からの体験な

どの受け入れを考えたとき、住むところがないのが実情です。仮設住宅の一部を残して、住むところ

として対応することはできないでしょうか。 

 （３）、仮設備品の譲渡については、県では照明、エアコン等も無償譲渡の対象と考えているようで

すが、条件として建物撤去時まで残っている方に限るようであります。現実的に今後は新たな入居は

ないと思われます。現在仮設に残っているのは、復興が後回しになった山田中心部の方がほとんどで

す。これから仮設を出る方には持ち出しを可としてよいと思いますが、いかがでしょうか。 

 ４つ目に、町民体育祭の開催についてです。山谷の総合運動公園に人工芝のラグビー・サッカー場

が整備され、今後の利用促進が期待されるところです。その利用の一つとして町民体育祭を行っては

どうでしょうか。山田中心部は、まだ復興半ばで、人集めも難しいと思いますが、他地区はある程度

落ちついてきているように思えます。町民グランドが以前の形に戻るにはまだ四、五年はかかると思

われますので、人工芝のグラウンドの一般町民へのお披露目も兼ねて町民体育祭を企画してはいかが

でしょうか。 

 以上、壇上よりの質問といたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 黒沢一成議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 １点目の質問についてお答えします。昨年７月に、国が高レベル放射性廃棄物の最終処分候補地に

関する科学的特性マップを公表した際に、岩手県知事は「県として最終処分施設を受け入れる考えは
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ない」との方針を表明しております。このことから、ご指摘の施設誘致における近隣市町村に配慮す

る条例の制定については、県を初め県内の各自治体の今後の動向を注視してまいります。 

 ２点目の津波記念碑等についてお答えします。１つ目の津波記念碑を建設する公園については、山

田地区震災復興土地区画整理事業区域内に計画されている御蔵山の公園を予定しております。どのよ

うな碑にするか、建立位置などについては、これから検討を進めてまいりますが、鎮魂、追悼の思い

を込めるとともに、震災から学んだ教訓を後世に伝える場になるよう、公園整備と調整を図りながら

進めてまいります。 

 亡くなられた方々の名前を刻むかについては、遺族の方の意向を踏まえて慎重に検討してまいりま

す。 

 ２つ目の津波到達点を示す表示板については、これから予定している避難誘導看板等の整備にあわ

せて設置をしたいと考えております。なお、場所等については、今後の復興状況を見つつ検討してま

いります。 

 ３点目の仮設、みなし仮設の状況についてお答えします。１つ目のみなし仮設住宅となった町内の

民間賃貸住宅については、平成23年10月時点で308戸ありましたが、住まいの再建が進むに従って入居

者の退去も進み、30年１月時点で63戸まで減少しております。 

 みなし仮設を追い出されることはないかとの質問ですが、みなし仮設住宅の供与期間終了後は、特

定延長制度により一定の要件に該当する方に限り１年の延長を認められております。該当しない方で

あっても、直ちに退去を強制されるものではなく、以後、家賃負担が生じることとなりますが、改め

て貸し主との契約の上、引き続き入居することは可能です。 

 ２つ目の豊かな浜の担い手育成事業に係る仮設住宅の利用についてですが、応急仮設住宅は災害救

助法に基づいて設置しており、建築基準法上も仮設の建物として確認申請の許可を得ているものであ

ります。他用途へ転用する場合は、本設の建物として基礎工事が必要となるなど、多額の費用がかか

ることになり、その使用目的終了後においては撤去を進めていくこととなりますので、ご理解をお願

いいたします。 

 ３つ目の応急仮設住宅の備品の譲渡についてお答えします。県が示す方針は、議員ご指摘のとおり

でありますが、町として検討した結果、入居者の退去時期の違いによって譲渡を受けられる、受けら

れないという不公平感が生じないよう、個人に対しての備品譲渡は行っておりません。仮設住宅の管

理においては、退去の後先にかかわらず、入居者間における公平性を保つことが大事であると考えて

おり、ご理解をお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育長。 

〇教育長（佐々木茂人） 

 ４点目の町民体育祭の開催についてお答えします。 
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 町民体育祭は、町内各地区代表により組織された実行委員会において、各地区の参加有無を確認し、

開催の可否を決定しております。各地区コミュニティーの再構築についてはこれからと認識しており、

現時点では町民体育祭の開催は難しいと思われます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 再質問は前から順に行います。 

 まず、紳士協定のところですけれども、県知事が県として最終処分場を受け入れる考えはないとい

う方針を表明しているというのは、それはそれでいいのですけれども、町は町として紳士協定のよう

なものをつくっておくべき、周りの様子を見るというのは、それはそれで一つですけれども、率先し

てつくるということも一つの方向かと思うのですが。 

 私は、放射能関係に限って提案したのですけれども、環境に関する全てにおいて、近隣市町村に影

響がありそうな、例えばごみの最終処分場にしてもそうですし、においが関係があるとか、においで

あれば流れていくとか、海であれば、海はつながっていますし、空気もつながっていますし、そうい

う環境全般に関する紳士協定として、近隣に影響がある場合は近隣の同意を得るというものが必要か

と思うのですが、それに関して改めて答弁をお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 ただいまの放射性廃棄物の処理施設の受け入れ等に関するご質問ということでご回答をさせていた

だきたいと思います。 

 まず、議員ご質問のとおり、候補地に選定される前に施設受け入れに関する宣言や、あるいは条例

の制定を行うべきという趣旨は十分に理解をしております。ただ、今国の状況等を見ますと、法に基

づく調査、今後の動向も不透明な部分はございます。県でも、当面はこれらの動向に注視するととも

に、受け入れ拒否の姿勢を明確にすることについては、どのような時期にどのような方法で行うのが

最も効果的なのか検討している段階としておりますので、町もこれに準じて対応していくべきもので

はないかというふうに考えております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。マイクを使って話をしてください。 

〇４番黒沢一成議員 

 答弁は答弁でもっともなことではあるのですけれども、北海道、市町村名までは忘れましたけれど

も、よそでは既にこういう条例をつくっているところもあります。そういう条例をつくるということ
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がある意味環境に関して、私の町は周りに対して配慮いたしますというアピールをするという意味も

あるかと思うのですけれども、そのアピールも含めて前向きに考えていってほしいのですが、いかが

でしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 放射性廃棄物をめぐる国内の動きということで言えば、調べましたところ、近くでは平成元年に釜

石市議会が最終処分地の受け入れを拒否する宣言を決議しております。北海道も平成12年に、北海道

における特定放射性廃棄物に関する条例を制定して、受け入れ拒否を宣言しております。こういった

各自治体の取り組みも行われております。そういった時期等をこれから検討していかなければならな

いのではないかなというふうにも考えております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 当初この質問を出したときは、あるいはそのような条例、議会の側で率先して出してくださいとい

うような答えが返ってくるのかなとも思っていたのですけれども、そういう分も含めて、今後前向き

に考えて、お互いに、議会の側もそうですし、執行部側もそうですし、考えていくべきことだと思い

ますので、これに関しては以上でよろしいです。 

 次に、津波記念碑なのですけれども、御蔵山ということで、適地として考えられるのはあそこかな

というのはそのとおりで。よそを見てみると、北海道の奥尻のように、公園全体を一つのモニュメン

トのような感じにしてつくっていて、すぐそばに記念館があったのですけれども、そういう大がかり

なものもあるし、あるいは宮城県のどこでしたか、浜辺なのですけれども、津波がこの高さまで来ま

したよというでっかい石の碑があって、その両脇に亡くなった方の名前が全部刻まれているという、

ある程度簡単な形のものもあるのですけれども、御蔵山の大きさを考えるとそんな大規模なのはでき

そうにないなと、あと予算的にも大きなのをつくると厳しいので、大規模なのはつくれないとは思う

のですけれども、ただ一人一人の名前というのが必要だと思うのです。なぜかというと、知り合いの

方が訪れましたとか、家族の方が訪れました、そのときにやっぱり一人一人名前を探すのです。探す

ときに、こんなに大勢の方が亡くなったのだなというのを改めて感じるというのがあると思うのです。

そういう意味も含めて、一人一人名前を刻む形にしてほしいと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 
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 お答えいたします。 

 町長答弁と重なるのですけれども、それも含めて今後の検討ということになります。町長は取材等

にもお答えしていますが、津波があったということが風化しないようにするということが第一番とい

うふうにもお答えしておりますので、それがまず第一番で、議員おっしゃるとおり、個人情報の関係

で明らかにできないところもありますので、それを碑にしてよいかどうか、あるいは碑にすることに

よってわかるというのも一面ではありますので、これは慎重に検討する必要があると思っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 東日本大震災の前の明治とか昭和にも大きな津波があって、その碑が各所残っていたりするのです

けれども、その碑だと個人の名前はなくて、人数だけが載っていたりするのですけれども、やはりそ

れだけだと弱いと思うので、個々の名前を刻むことについては前向きに検討していただきたいのと、

あるいは遺族の中には反対する方もいるかもしれないのですけれども、前向きに考えてほしいなと思

います。 

 次に行きます。津波の到達点等の表示の部分です。震災から７年がたとうとしていて、覚えている

ようで、結構忘れてしまう部分がありまして、宮古に行くと、宮古の役所のそばですね、あそこは震

災当時、津波の写真とかよく使われていたのですけれども、実際どれぐらいだったっけと思い出そう

としても思い出せないのですけれども、あそこの歩道橋には今表示がついているのです。あの表示を

見ると、この高さまで来たのだよなというのを改めて確認できるというか、という部分があって、宮

古のような例はいいことやっているなと感じているのです。 

 山田は、今のところ鯨館のところに印があるだけなのですけれども、あちこち道路があるところ、

道路のどこまで行ったとか、あるいはここの地点では高さ３メートルだったとか、４メートルあった

というのを時間がたつと忘れてしまうので、そういう表示は必要だと思うのですけれども、検討して

いくということなのですけれども、もうちょっと具体的にはっきり答えてほしいのですけれども。例

えば小谷鳥とか大浦、道路がありますけれども、この道路のここまで水が来ましたよというの、今で

あればわかるのです。時間がたつと忘れてしまうかもしれないけれども。境田にしても、山中に上が

っていく道路、ここまで水が来ましたよと、今だったら覚えている人いるけれども、そのうち忘れて

しまうという。覚えている人がいるうちに、ある程度具体的に決めていったほうがいいのではないか

と思うのですが、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課主幹。 

〇総務課主幹（倉本收郎） 

 このご質問については、たしかおととしの12月議会で別の議員さんからご質問があって、そのとき
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はどっちかといえば後ろ向きなご回答を差し上げたと思います。その後、課内で検討して、復興事業

の効果促進で行う事業の中に避難経路とか避難場所の看板設置、そういう事業があると、その中で検

討して、設置できるのではないかということで、そのときお話しされた道路とか国道沿いとか観光地、

いわゆる海水浴場とか、そういうところどうですかということでお話しされたので、どのぐらいの数

になるか、宮古はかなり大規模にやっていますが、国道にもありますし、鯨館にもありますし、主な

ところ、数は多くはならないかというふうに思いますけれども、今どこに必要かということをこれか

ら検討して、31年度事業で行いたいというふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 効果促進でできるということは、町の持ち出しが少なくて済むという意味でいいのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課主幹。 

〇総務課主幹（倉本收郎） 

 効果促進事業については、復興事業ですので、町の持ち出しがないというふうに理解しております

が、避難看板等々がこれからどの程度必要かということも検討していかなければならないので、そち

らと調整をとりながらやりたいというふうに思っております。ご理解をお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 町の持ち出しが少ない事業でするというのは、それはそれでいいことなのですけれども、何といっ

ても風化が一番怖いというか、心配されるし、体験した私たちが後世に残さなければならないものが

風化しないようにするということなので、到達点等についてはふだん人が通るようなところ、目立つ

ところにすぐわかるような形のものを各所にぜひ残していただきたいと思います。これについては要

望ということで、次に行きます。 

 みなし仮設の状況についてなのですけれども、23年10月時点で308戸あったみなし仮設が、今は63戸

まで減少しているということなので、逆に考えれば、その当時使われていた部分が、アパート等があ

いてきているというふうに受け取れるのですけれども、でも私がもといた仮設に住んでいる方で、ア

パートを探している方がいるのですけれども、その人の話を伝え聞くにはなかなかアパートが見つか

らないよということなので、みなし仮設としてではなく、普通のアパートとして使われて、結局あき

がないということなのかもしれないのですけれども、ちょっと私の質問の仕方が悪かったのかもしれ

ないのですけれども、みなし仮設を追い出されることはないかとの質問ですが、みなし仮設……とい

うふうにつながっていくのですけれども、みなし仮設を追い出されるのではなくて、普通の仮設住宅
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から出てアパート等に入りたい場合に、アパート等があいていないので、結局出られないという状況

が生まれているので、そういう方に関しては行き先がはっきり決まるまでは、仮設等を追い出される

ことがないようにすべきだと思うのですが、その点について改めて答えをお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 民間のアパートで新居が定まらない場合というご質問でありますが、基本的には民間のアパートが

ないためという理由では特定延長の対象にはならないというふうに解釈をしております。県からもそ

のような回答をいただいております。民間のアパートを探すということよりも、災害公営住宅の入居

を検討していただきたいと考えております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 その災害公営住宅に入居できる要件の方であれば、それも一つの手なのですけれども、そうではな

い可能性もあるので、何しろ行き先が定まらないうちに出ていけというのはやってはいけないことだ

と思うので、要件としてそういう要件はないということなのかもしれないのですけれども、とにかく

追い出すことはないようにしていただきたいのですけれども、改めてお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 特定延長制度につきましては、入居者の再建方法、それから時期をお示ししていただいて、仮設住

宅の入居の延長が認められるものという前提がございます。再建が明らかなことが条件でありますの

で、民間のアパートは、先ほど申したとおり、県のほうでは特定延長の対象とはならないということ

でございますので、基本的には退去の対象となるのです。ただ、強制的に出ていってくださいという

前に、まずは個別具体の事案がそれぞれあるので、相談においでいただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 相談してほしいということなので、相談に乗るということなので、追い出されることはないという

ふうに受け取りますので、そのようにお願いします。 

 次に、豊かな浜の担い手事業で、よそから来る方のすみかとして仮設住宅を転用できないかという
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点に関しては難しいということなのですけれども、仮設住宅でリースのものは譲渡できないけれども、

リースではない、県で買い上げたものは、例えば山田町に払い下げというか、ができるように思うの

ですけれども、具体的に山田町にある仮設住宅で、県がリースで借りていて譲渡ができないものと、

譲渡ができるところというのはどこになるのでしょうか。何カ所ぐらいあるのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 リースの仮設住宅は、山中のところと多目的広場の２棟と把握しております。ただ、譲渡の話が出

ているので、県の譲渡の考えは１棟単位で譲渡を市町村が受けて、新たに建築確認申請を提出して、

再度基準法の規定に基づいて基礎工事等を施工して使用してくださいということになるので、基本的

に他用途への転用につきましては多額の費用が発生すると、今のままで利用するということはできな

いということであります。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 リースされているのが町民グランドと多目的広場だけですか。例えばタブの木仮設とかは、町で欲

しいと言えばもらえるものなのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 町のほうで譲渡の申請をすれば、県から譲渡を受けることは可能であります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 であれば、例えばタブの木の仮設は、メーカーさんがつくった仮設ではなくて、住宅メーカーさん

がつくった仮設住宅なので、結構つくりはいいと思うのですけれども、基礎の部分が木だったか、そ

れとも鉄骨を並べて、その上に建物をつくったような気もするのですけれども。あそことかは、町で

譲渡を受けて何かに使えるのではないかと思うのですけれども、例えば豊かな浜の担い手事業、よそ

から時々来る方に貸すようにしていったほうがいいのではないかと思うのですけれども。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 
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 まず、応急仮設住宅の建築基準法の取り扱いを答弁しなければならないのですけれども、あくまで

も災害救助のための仮設建築に対して法の基準を適用しないということで、基準法上の県全域を区域

として指定して、もろもろ緩和されているものであります。その対象の建築物は、被災者がみずから

使用するために建築するものというふうに、被災者と限定されているものです。他用途に転用する場

合は、今の建築基準法上で仮設の建物としているものを要は本設として申請し直さなければならない。

今はタブの木の具体的な仮設住宅のご提案をいただいているものですけれども、あそこも基礎がない

ので、基礎を回さなければなりません。よって、基礎工事が必要となるということは多額の費用が発

生するということで、簡単に今のままで利用するというわけにはまいらないということであります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 以前に似たような質問を誰かがしたときには、ケビンハウス等を利用するような答えが返ってきた

ような気がするのですけれども、ケビンハウス等は本来観光客のためのものなので、ちょっと使い方

が違うなと思った記憶があるのですけれども。実際何かのときに泊まるところが必要だというときに、

改めてつくることを考えれば、今ある仮設を解体してしまうのはもったいないとどうしても思ってし

まうので、基礎工事からすると多額のお金が、どの程度なのかはちょっとわからないですけれども、

今出してくださいと言っても出てはこないと思うのですけれども、もうちょっと仮設の建物を有効利

用という観点も含めて検討していただきたいなと、これも要望しておきます。 

 では、次に行きます。仮設住宅の備品の個人への譲渡に関してですけれども、不公平感が、退去の

時期によって譲渡される方とされない方がいると不公平だということで、個人に対して備品譲渡は行

っておりませんという答えなのですけれども、もらう、もらわないだけで考えれば不公平感はありま

すけれども、ただ最初に出た方というのは高台等が最初に整備されて、早く自宅再建できて、出られ

た方なのです。今残っている方というのは、町で行った宅地の整備等がおくれて、公営住宅にしても

そうですけれども、町で整備がおくれたから結局残っている方なので、それを考えれば不公平という

ことはないと思うのですけれども、最初に出た方はもらえなかったけれども、後から出た方は、欲し

いという方には上げてもいいと思うのですけれども、いかがなのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 この備品の譲渡につきましては、確かにさまざまなご意見を頂戴しているところです。先ほど議員

ご指摘のとおり、復興がおくれたから、その部分も不公平のところで考えてあげてはいかがだろうか

ということでありますが、一方で既に仮設を退去した方からは、後の人がもらうことがないように公

平性だけは保ってほしいという逆のご意見もいただいているところ、事実です。町としては、譲渡を
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進めることで不平等感を生じさせてしまうことを考慮して、個人への譲渡については行わないことと

しておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 先に出た方が、後から出た方がもらえるのはずるいとかというのもちょっと了見が狭いような気が

するのですけれども。とりあえず現時点では譲渡しないと決めているようですけれども、でももった

いないですよね、正直。捨てられてしまうのだったらば、使えるものは使ったほうがいいなと思うの

で、この譲渡に関しては、特に今残っている方は自宅再建等おくれている方なので、欲しいという方

には上げられるようにして、前向きにこれ検討していただきたいと思います。これについては以上で

す。 

 最後の町民体育祭に関してです。町民体育祭、確かに以前は町内各地区代表で構成された実行委員

会で開催していたのはそのとおりなのですけれども、名目上はそうだけれども、実質的に事務行為を

行っていたのは役場の生涯学習課というか、そちらの体育関係の方が行っていたように思うのです。

町内各地区の代表は、各地区からメンバーを選ぶとき、あるいは実行委員長とか副委員長とかありま

すけれども、そういう部分、それは各地区代表が行っていたように思うのです。地区コミュニティー

の再構築はこれからと認識しておりということ、それはそれでわかるのですけれども、でも正直言っ

て町民体育祭、人集めは大変だったけれども、盛り上がったなという記憶が強いのです、私は。せっ

かく人工芝のいいグラウンドができたのだから、そのお披露目も含めて、人選は大変だと思いますけ

れども。体育祭の規模自体も、震災前のような大きな規模でなくてもいいと思うのですけれども、も

うちょっと小ぢんまりしていてもいいと思うのですけれども、やってみるのも町を元気にする一つの

方法かと思うのですけれども、いかがでしょうか、前向きに考えてもらえないでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（中屋佳信） 

 黒沢議員の質問にお答えします。 

 震災前のように、町民体育祭、にぎわいをという思いはわかりますけれども、担当課とすれば２つ

の面で開催は難しいのではないかなと考えております。１つは、ラグビー・サッカー場ということで

すけれども、あそこのグラウンドはラグビー、サッカーに適した面積、使用面積しかありません。以

前体育祭をやった町民グランドは、サッカーのグラウンドの周りに400メーターの陸上のトラックがあ

って、それも６レーンぐらいあって、またその周りにもスペースがあって、そこに町内11地区から1,200人

が集まったということで、面積的には半分以下、町民グランドの半分以下ですので、広さ的にまず無

理であるというふうに考えます。 
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 また、規模を縮小してという話もありましたけれども、２つ目は、教育長の答弁にもありましたけ

れども、今各地区のコミュニティーができていない、再構築の中、また中心部については住宅がまだ

できておりません。そういった中で、一般町民の方が町民体育祭を開催したいというふうな機運には

まだなっていないというふうに考えますので、そのような状況から判断するに、今現時点で町民体育

祭を開催するのは非常に厳しいというふうに考えております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 ２つの点で無理ということなのですけれども、面積の部分に関して言えば、競技内容等を考えれば

十分対応可能かなとは思うのですけれども、高齢化が進んでいますので、以前のように走り回るよう

なのは難しくなってきているのではないかと思うので、面積に関しては大丈夫ではないかなと。 

 もう一つが町民の機運がそういうふうな状況ではないでしょうということなのですけれども、それ

はそれでわかるような気もするのですけれども、でも震災があって、その後例えばお祭りやるかどう

かというときに、お祭りなんかやっている場合ではないよねという考えと、いや、こういうときだか

らお祭りやって元気を出すのだというような２つの考え方があって、結局お祭りというのはやってき

たと思うのです。だから、町民体育祭についても似たような意味合いもあるのかなと私は思うのです

けれども、事務方は大変かもしれないし、人集めも大変かもしれないけれども、あえて行うことで町

が元気になるのではないかなと思うのです。執行部の答弁は答弁で、これ変わらないとは思うのです

けれども、これも最後要望になってしまうのですけれども、町に元気を出すという意味も含めて、も

うちょっと検討していただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番黒沢一成君の質問は終わりました。 

 11番菊地光明君の質問を許します。11番。 

〇11番菊地光明議員 

 11番、新生会、菊地光明です。通告により質問いたします。 

 １点目、男女共同参画について。今回の施政方針について、これまで歴代の首長は女性の社会進出

や活躍に対しての思いを発信してきましたが、今回の施政方針には一行もなく、残念でした。特にも

今回開催されたオリンピックで活躍しているアスリートの中にも女性が多い中、町は女性の社会進出

についてどう考えているのか、詳しく示してください。また、担当部署についても教えてください。 

 ２番目、施設の長寿命化について。各種集会所について、長寿命化を図るようだが、同じように体

育館を初めとするスポーツ施設はどうするのか。特に屋根のさびが目立つのは、高規格道路から見え
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る桜野地区の体育館です。また、被災した大沢、山田、織笠、船越地区の集会所の再建について着手

するようだが、詳しく示してください。被災しなかった織笠の集会所も、被災した集会所と同様の再

建方法なのか教えてください。 

 ３番目、産業振興について。（１）、各種イベントなどを通じて殻つきカキのブランド再生に取り組

むようだが、これからはみずからの力でブランド化再生並びに出張販売に取り組んでいる漁家の皆様

に交通費等の補助制度を考え、振興を推進するべきであると思うがどうか。 

 （２）、アワビ、ナマコの種苗放流事業の継続は大変よいことであるが、現在までの放流事業の効果

調査をしているのか。また、調査内容により将来計画すべき問題点は何か詳しく示してください。 

 （３）、漁具等倉庫復旧整備支援事業により、現在まで何人の漁家が活用して、今後何人の予定があ

るのか。また、支援事業の補助率等を詳しく示してください。 

 （４）、新規就業者に対しての助成について、現在まで何人が利用して、何人が就業しているのか、

詳しく示してください。 

 （５）、今後のブランド化の取り組みについて詳しく示してください。 

 ４番目、観光振興について。（１）、前山田病院を新たに観光拠点として取得するようだが、この観

光拠点となる施設の目的や規模等、財源を含め、活用計画等を具体的に示してください。 

 （２）、山田湾は、国立公園で最北の海域公園地区に指定されるようだが、この指定についてメリッ

ト、デメリットについて詳しく示してください。 

 ５番目、奨学金について。32年度までの期間限定で返還不要の給付型奨学金を設定しているようだ

が、この奨学金について29年度何人募集に対し何人応募したのか。また、希望しても漏れた方のその

後のケアはどうだったのか。その反省の上に立って総括したのか、詳しく示してください。また、こ

の制度が何年間継続可能か、その見通しも示してください。 

 ６番目、埋蔵文化財について。恒久的な埋蔵文化財収蔵施設の整備に着手するとのことですが、い

つからどこに計画しているのか、詳しく示してください。 

 以上、壇上よりの質問を終わります。再質問は自席より行います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 答弁を求めます。町長。 

〇町長（佐藤信逸） 

 菊地光明議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 １点目の男女共同参画についてお答えします。まちづくりには、政策や方針の決定過程に女性の視

点や意見を取り入れることが重要であると認識しており、さまざまな分野において女性の参画を推進

しております。昨年３月に策定した第２次キラリやさしいまちだ男女共同参画推進プランでは、審議

会等委員の女性登用を目標値30％に設定した取り組みを進めており、平成29年４月１日現在では23.4％

となっております。今後においても積極的に登用を図りたいと考えております。 
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 なお、男女共同参画についての担当部署は、生涯学習課となっております。 

 ２点目の施設の長寿命化についてお答えします。集会施設と同様に、体育館を初めとするスポーツ

施設については、適正な管理に努め、長寿命化を図ってまいります。桜野地区の健康増進センターに

ついては、改修が必要であると認識しておりますが、事業費が多額になることが予想されることから、

十分な検討が必要であると考えております。 

 次に、被災した大沢、山田、織笠、船越地区の集会所の再建についてですが、大沢地区では下条地

区に108平方メートル、浜川目地区に64平方メートルの集会所を、山田地区では長崎地区に240平方メ

ートルの集会所を、織笠地区では織笠第１団地に451平方メートルの織笠コミュニティセンターを、船

越地区では船越第５団地で64平方メートルの集会所の再建を計画しており、平成29年度に着手する予

定で進めております。 

 長崎地区の集会所は、ＦＩＤＲからの寄附金と過疎債を充当いたしますが、いずれも復興交付金を

活用して再建することで進めております。 

 なお、織笠コミュニティセンターは、被災はしていませんが、織笠第１団地の整備に伴い、解体し

ております。 

 防集事業、区画整理事業、災害公営住宅整備事業において生活再建する被災者に加え、既存宅地住

民の一体的なコミュニティー活動の中心となる施設として整備することで、他の被災した集会所と同

様に、復興交付金を活用した再建で進めることとしております。 

 ３点目の産業振興についてお答えします。１つ目のブランド化の推進については、漁業者が６次産

業化の取り組みとして行う加工販売や、町外での販売を通じて、加工品や水産物のＰＲを行っており、

町としても物産展などの各種イベントでブランド化の推進に取り組んできたところであります。ご質

問の交通費等の補助制度については、現時点では考えておりません。 

 ２つ目のアワビ、ナマコの種苗放流事業の効果についてですが、漁獲されたアワビのうち、放流貝

が占める割合を調査する混獲調査を実施しております。調査結果については、震災後２年間放流がで

きなかったことから混獲率は年々減少していましたが、平成25年度から種苗放流が徐々に再開された

こともあり、28年度からは増加に転じており、種苗放流の一定の効果はあるものと認識しております。 

 なお、ナマコについては、天然物と放流物の選別が困難であり、専門的な調査が必要となることか

ら、混獲調査は実施しておりません。 

 種苗放流事業は、27年度から31年度まで５年間を計画しておりますが、放流効果を検証した上で事

業の継続を検討していきたいと考えております。 

 ３つ目の漁具等倉庫復旧整備支援事業についてですが、これまでに本事業を活用している漁業者は

21人で、今後も年間10人程度の申請を想定しております。事業内容については、漁業者が被災した漁

業用の倉庫や作業場を復旧する場合は費用の２分の１、限度額60万円を補助するもので、申請期間は

平成32年度までとなっております。 
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 ４つ目の新規就業者に対する助成についてですが、震災後に創設した町単独事業の豊かな浜の担い

手育成支援事業により、これまでに新規就業者30人に対して助成を行っており、全員が就業しており

ます。 

 ５つ目のブランド化の取り組みについてですが、殻つきカキを初め、水産物のブランド化を推進す

るためには、安心、安全で質のよい水産物を生産するとともに、消費者に広く周知し、信頼を得るこ

とが重要であると考えております。引き続き漁協と連携して、水産物の付加価値向上に努めるととも

に、各種イベントなどを通じて周知を図ってまいります。 

 ４点目の観光振興についてお答えします。１つ目の柳沢地区の前県立山田病院跡地についてですが、

平成30年度中に取得し、新たな観光と物産の中心となる施設として整備したいと考えております。現

時点の構想としては、三陸沿岸道路にサービスエリア、トイレが設置されないことに着目しており、

立ち寄り目的を持つ拠点施設を描いております。財源については、施設の内容により検討を進めてま

いります。 

 ２つ目の海域公園地区の指定についてですが、海域公園地区は海域の景観と生物資源を保護するた

め、国立公園、国定公園内に設けられる特別な海域で、山田湾はリアス式海岸の湾部にあるすぐれた

内湾景観が評価され、指定されることになったものです。工作物の設置や海面の埋め立てなどの開発

行為に対して、一定の制限をかけることで景観などを保護するほか、海域公園地区という名称をブラ

ンドとして使用できるメリットがあります。 

 なお、この指定により漁業や船舶の運航、マリンスポーツ等、これまで湾内で行われてきた活動が

制限されることはありません。 

 ５点目の奨学金についてお答えします。平成29年度の山田町育英会への応募者数は、大学生枠５人

に対し12人、短大及び専門学校枠２人に対し14人、高校生３人枠に対し４人でありました。 

 残念ながら採用にならなかった方については、不採用通知でお知らせしておりますが、その後の問

い合わせ等はありません。 

 また、この制度は、今年度から実施したところであり、総括については６月開催予定の山田町育英

会総会において協議してまいります。 

 なお、33年度以降については、今後制度のあり方等も含め検討してまいります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育長。 

〇教育長（佐々木茂人） 

 ６点目の埋蔵文化財についてお答えします。 

 復興事業に伴う発掘調査により出土した多数の遺物を恒久的に保存管理する収蔵施設の整備につい

ては、平成30年度事業着手を目指し、建設場所及び設備内容等について復興庁と協議を進めていると

ころです。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 再質問を許します。11番。 

〇11番菊地光明議員 

 最初からいくと時間がなくなるので、今回は最後からいきたいと思います。 

 埋蔵文化財について、30年度事業着手を目指し、建設場所、建設内容等について復興庁と協議を進

めているところですと、30年度というのは来月からですよね。29年度中に協議が終わって、30年度か

ら着手するということでいいのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（中屋佳信） 

 答弁のほうでは、現在復興庁と協議中ということで詳しくは答弁していないわけですけれども、現

在建設場所を２案に絞って復興庁のほうと協議しております。その場所が決まれば、その後は30年度

に入ってから基本設計、それから30年度中に建設工事というふうになります。建設のほうは、収蔵庫、

簡単な建物というわけではないですけれども、建物のほうについては年度内に完成ということになる

かと思いますけれども、収蔵保管するための備品関係がいろいろありまして、特に鉄製品については

温湿度の管理を厳密にする必要があるとかということで、備品管理については31年度というふうにな

る見込みで今進めているところでございます。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。であれば、２案というのはどことどこか、まず教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（中屋佳信） 

 １案については、鯨と海の科学館付近の西側の線路に面したほうのちょっと高くなったところ、以

前松林がありましたけれども、あそこの町有地になります。それから、２案は、大沢の前の消防庁舎

の敷地、建物の前の部分、訓練場というのですか、そこで協議を進めております。町のほうとすれば、

大沢のほうに絞ってというふうに今内部的に話を詰めているところでございます。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 
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 わかりました。であれば、そのことはいいのですが、これ当初予算に計上しているのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（中屋佳信） 

 当初予算に計上しております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 であれば、今協議を復興庁と進めるといって、どういう建物になるかということになれば、予算委

員会で今度は委員の方々から質問が来ると思います。提案している予算書の中に物がまだわかりませ

んという提案はできないと思うので、私はこれで納得しますけれども、もしかしたら予算委員会で皆

さんから質問が来ると思うので、ちゃんとしておいたほうがいいと思います。 

 ２点目の奨学金についてです。まずお伺いしたいのは、32年度までとした根拠を教えてほしいので

すけれども。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育次長。 

〇教育次長（箱山智美） 

 ここは、総会の中で復興完遂期に向かう町のスケジュールに合わせて子供たちの背中を押していき

ましょうということ、特にも仮設から本設に移る子供たちがこの期間に多くなっていくだろうという

ことで、この期間が決定したところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 奨学金の原資がなくてそうしたということではないということですね。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育次長。 

〇教育次長（箱山智美） 

 この原資についても、当然参考にしなければならない部分でした。人数を決める中でも、この原資

をもとに積算しながら人数であったり。ただ、期間については、町長の思いもございまして、この復

興完遂期に合わせた期間ということで出したところです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 
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 町長の思いがあってそうしたということであれば、33年度以降についても、私の提案です。今震災

７年目です。震災のとき、混乱した中、小学校に入学した子供たちがことし中学校になります。その

子供たちが高校終わるときまであと６年です。一番苦労したのが今度中学校に入る子供たちで、右も

左もわからない状態で、運動会もろくにできないで卒業した子供たちです。その子供たちが大学に行

くときまで、せめてそういう、育英会で検討するということですけれども、そういう検討はないので

しょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育次長。 

〇教育次長（箱山智美） 

 今議員おっしゃるとおり、一年でも長く、一人でも多くの子供たちにこうしたことができれば本当

にいいなというふうに思うのですが、次は基金の原資の問題になるのです。議員の質問のところに何

年度まで継続可能かを数値化していなかったのは、２つの要素なのです。実は今、貸与型で戻ってく

るお金もあると、あと基金として残っているお金もあると、これが今後どう合わさっていくのかの見

通しも含めながら。ただ、全て戻ってくるだろうということで予想しますと、平成35年度までは今と

同じ形でできるかなと。ただ、今と同じ形をとると、平成36年度は基金がマイナスになるということ

で、全く今と同じ形であれば35年度で基金が底をつくという形になります。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 基金が枯渇するというのはわかりました。 

 では、参考までに、山田町役場職員で会員というのは何人いるのですか。 

        （「山田町職員だけ」と呼ぶ者あり） 

〇11番菊地光明議員 

 大体でいいですよ。 

〇議長（昆 暉雄） 

 教育次長。 

〇教育次長（箱山智美） 

 済みません。町職員だけの会員は、ちょっと今手元にないのですが、本年度の会員数全てでいくと145名

が会員ということで、会費のほうをいただいているところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 
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 わかりました。145名ということで、山田町役場の職員だけでも200名近くいると思いますので、大

体わかります。町長の思いを全職員が酌んで、皆さんが一人でも多く会員になることを期待していま

す。これはいいです。 

 では、次に行きます。山田湾が海域公園になるというメリットはわかったのですが、これについて

はデメリットはないということでよろしいのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 町長答弁でお答えしたとおりで、これまでと従来の使い方が変わるものではないと認識してござい

ますので、デメリットはないものと思ってございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 私は、これができたので、もしかしたら海域公園なので、新たに山田町に対して航路の設定なども

できるのかなと思ったのですけれども、航路は設定できないということでいいのですね。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 利用の目的というところもかかわってきます。町長答弁でもございましたが、あくまで利用の仕方

に一定の制限をかけられるということで、開発行為等の乱開発等がないということがメリットでござ

いますので、町として航路等の申請等はできるということになってございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 今町として航路の申請ができるということなのですけれども、それ答弁間違いでなく、できるので

すね、確認しておきますけれども。航路ができる、できないは、大きい問題になるので。本来山田湾

は、漁船用の漁業者の航路と県北バスさんが行っている観光船の航路しか私は記憶にないのですけれ

ども、昔は大浦に向かうモーターボートの航路もあったのですけれども、それ以外にも町として申請

できるという、確認しておいていいのですね。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 申しわけございません。答弁がかなり舌足らずでした。金曜日の日にご質問があった海童丸等を町
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として利用する場合は、町としてとれるということで、今議員おっしゃられたように、漁業者が使っ

たり、あとは運航事業のために航路をとらなければならないという従来のやり方はそのとおりでござ

います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 であれば、さっきの答弁を訂正しておいたほうがいいと思います。あくまでも臨時的に活用すると

きは航路ができると。これとれると皆さんに出しますと、漁業者から猛反発が来ますよ。漁業者用の

航路を町が占用できるということになりますが、本当にいいのですね。 

〇議長（昆 暉雄） 

 確認をとってください。協議をして。水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ただいま議員におっしゃられたとおりですので、一番最初にお話しした件については訂正させてい

ただきます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。あとは、これにより埋め立て等の開発行為が禁止となるということなのですが、そ

うした場合、今現在防潮堤で埋め立てするのは該当になるのですか、ならないのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 山田湾の海域というふうにお話ししておりますが、厳密には陸地に触れる部分については、今おっ

しゃられたような部分での工事等の施工があると想定されてございましたので、湾部の中の陸地に近

いところについては海域公園からは外されてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 それだと全然話が違ってくるのではないの。都合がいいところは外れるといったら、ちゃんとその

ように説明してもらわないと。 

 では、逆な質問で、きょう３番議員が質問した浜川目の防潮堤、あそこを直すということだが、あ

そこは完全に海になっていますよね。海の中にあります。それは、どうなるのですか、そういうとこ

ろは。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 山田湾の中に海域公園という指定をされてございますが、これ詳しく申しますと、ポイント、ポイ

ントで結ばれた線の中において海域公園という指定がされてございます。議員がおっしゃられた部分

での防潮堤等の工事で海際が使われるという部分については、海域公園の中からは外されてございま

す。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。であれば、養殖いかだがあるところは海域公園から外れているということでいいの

ですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 その部分につきましては、先ほど申したとおり、漁業活動等については従来どおり使えますので、

外れている部分も部分的には出てきますが、海域公園に指定されている中にいかだがあるものについ

ても、従来と使い方は変わらないというふうになってございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 そうでなく、いかだが並んでいる、これからもいかだがふえるかもしれませんけれども、そのいか

だがあるところは海域公園の指定から外れているという考えでいいのかということです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 区域の中に一部入ってございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 一部入っているということで、一部入っているのもあると。ただ……それ以上強く言ってもあれな

ので、ではこれは一部入っているということで、納得します。 

 観光振興についてお聞きします。これについては、同僚議員が質問したので大体わかるのですけれ
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ども、これから山田病院跡地について議論するとき、道の駅という前提で議論を進めていいのかどう

かだけ確認させてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 お答えいたします。 

 私どもが目指しているのは、観光と物産の新たな拠点でございます。ですから、もう少し大きいイ

メージで持っていければいいなと思います。その中の一つが道の駅の機能を持つというイメージで進

めたいと思っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 であれば、道の駅だけではなく、それをもっと、道の駅はごく一部であって、そういうエリアで、

これから多分皆さんが次のいろいろと議論になると思うのです。ですから、議論するとき、答弁が、

皆さんが困らないように、本来であれば道の駅であれば道の駅というのであれば議論もしやすいし、

それ以外にも大きいのがあれば大変だなと思って、それで確認したのです。ですから、道の駅が一部

分でなく、道の駅が９割ぐらいとか、半分ぐらいであれば、それらを教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 おっしゃるとおりでございます。えてして道の駅をつくるという議論になりがちでございますけれ

ども、もう少し大きい範囲で、町長も夢のある政策とおっしゃっていますので、夢のある政策を皆さ

んとともに実現したいと。 

 ９割になるか、８割になるかは、今後皆さんも含めて議論していきたいと思っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 では次に、産業振興についてお伺いします。 

 まず、６次産業化の取り組みについては、各種進めていきたいということですけれども、例えば商

社をつくって進めるのもいいのですけれども、そういうのに加入しないで独自に６次化というか、加

工販売している方々、これから自分が生きるためにもそういう方々がふえてくるのではないかと思う

のです。そういう方々に後押しするという考えはないのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 議員が今おっしゃられた部分につきまして、町長答弁にもございます漁業者の方がそれぞれ取り組

んでいるというところについても、一つの活動になるのかなというふうには捉えてございます。ただ、

ご質問ありました補助につきましては、漁業者の個々に対して補助に当たると、個々の助成になると

いうことになろうかと思いますので、現時点では難しいということで考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 現時点では難しいという考えですけれども、例えば東京や何かに観光協会などを通じて町の職員も

行きますよね。その観光協会さんと一緒に行っている民間の業者さんもいっぱいいますよね。そうい

うときの取り扱いというのは、その取り扱いに対して町として一生懸命応援していますよね。それも

手助けの一つだと思うのです。そういうものをほかにも広げていけないかと。ただ単に交通費の補助

ではなく、そういういろんな補助の仕方もあるのではないかということなのです。だから、観光協会、

役場と一緒に行った方々はそれで済むし、自分独自で行っている人たちはないので、それらの整合性

はいかがかなということです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今議員おっしゃられたとおりで、町が進めているもの、あるいは観光協会を含めてＰＲしているも

のにつきましては、今おっしゃられたとおり、観光協会、あくまで委託した格好で進めておりますけ

れども、それと漁業者が行うもの全て含めて、ブランド化に向けての活動になるのかなというふうに

は考えてございます。ただ一方で、これも繰り返しになりますが、個々への補助という部分のところ

については考えていかなければならないのかなというふうに思ってございます。現時点では答弁とい

たしましては難しいのかなというふうに答えさせていただきます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 では、わかりました。 

 次に、アワビ、ナマコの放流についてですが、28年度からは増加に転じており、種苗放流の一定の

効果があると認識しているということですけれども、まずアワビから、それであれば放流効果、混獲

調査はしているのでしょうけれども、混獲割合、110号、111号、112号の割合はどうなっていますか。 

〇議長（昆 暉雄） 



- 145 - 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 震災後にアワビの混獲率については調査を進めてございまして、震災以前につきましては112号の調

査を行ってございまして、112号につきましては混獲率が28.8となってございます。それから、111号

につきましては、混獲の調査を始めたのが28年となってございまして、その間行ってございません。110号

につきましても、同じように現在行っていないところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 混獲調査を行っていますと言って、111号は28年度したと、110号は全然していないというのはどう

いうことですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。マイクを使って話をしてください。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 答弁いたした部分につきましては、混獲調査を実施している部分について述べさせていただいてご

ざいます。ちなみに、112号につきましては、震災後におきましても調査してございます。混獲率が順

次、24年が34％、25年、24％というふうに落ちてございまして、27年で7.4％まで混獲率が落ちてござ

います。28年度から混獲率が、28年度が8.4、29年度が17.4と上がってございまして、こちらについて

は放流をしなかったときのものが放流サイズになる年に混獲率が落ちており、放流を始めたものが徐

々に漁獲サイズになっているというふうに捉えてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 だから、山田町にとっての漁業権は110号から112号まででしょう。混獲調査は一部しかやっていな

いという理論ではないですか、これだと。違いますか、震災後。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 110号につきましても、体制がなかなかとれない中、役場の職員が開口日に出向いて、実際に混獲率

はつくってございますが、一斉に各地区で上がったものをとれなかったということがございまして、

データとしては乏しいということで発表ができないということで、実際しているのは111号と112号と

いうことで答弁をさせていただいております。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 データが乏しいというのは、そういう答弁でいいのかどうかわかりませんが、混獲調査は町だけで

なく、実際に受益を受ける漁協さんと一緒にしないのですか、これは。違うのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 しっかり答弁してください。マイクを使いながら、わかるように答弁してください。水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 船越湾漁協につきましては、震災後から一緒に漁協とともにしてございます。ですので、今回ご提

示できるような調査のデータが残ってございます。一方で、三陸やまだ漁協にも同じように混獲の調

査ということで進めていくのは当然なのですけれども、なかなか震災からの中での人的なものもござ

いまして、進められなかったというのが正直なところです。実際混獲の調査をしたいということで、

この話は漁協にも話をしてございまして、何とか漁協とともに進めていきたいというふうに思ってご

ざいます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 漁協と一緒に進めていきたいというのは、ことしからという理解でよろしいでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 27年度から放流し始めてございますが、町の補助でも。30年度の分につきまして、漁獲サイズにな

るものと思ってございます。30年度からの混獲調査、金曜日の日に12番議員さんにも言われましたけ

れども、混獲調査だけが全ての調査ではないのですけれども、一つの指標にはなるということで、何

とか三陸やまだ漁協にも、補助の効果があるかどうかというのは30年度からの漁獲になってくると考

えてございますので、そこは何とか一緒に進めてまいりたいというふうに考えてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 混獲調査も一緒に進めたいと。では、放流はどのようになっていますか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 放流につきましては、27年度から町の補助での放流というのを開始してございます。27年度19万
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6,000個、28年度が16万6,000個、29年度が23万4,000個というふうに放流を実施してございます。 

        （「質問と答弁が」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長に申し上げます。今調査をしてどのような効果があるかという話をしていますので、

例えば三陸やまだ漁協に何ぼ、船越何ぼとか、そうやって、110号に何ぼとかというのがわかれば教え

てやってください。答弁してください。 

        （「議長、いいです」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 であれば放流はということは、例えば放流するときは漁協だけですか、役場も行っていますか、両

者で行っていますかと。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 申しわけありません。今議員がおっしゃられたように理解、うまくできませんでした。 

 放流に関しましては、三陸やまだ漁協及び船越湾漁協、それぞれ独自に放流を任せてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 独自に放流したのを、費用対効果を調べるのだから、町が行ってやらないとだめでしょう。例えば

ことしはこの地区に放流したと、来年はこの地区に放流するとか、そういうのをした場合、12番議員

さんも言ったいそ焼けとか、餌がないとか、そういうのを見ながら放流すべきでしょう。漁協がどこ

に放流しているのかわからないで、費用対効果を調べられますか。だから、ことしはここの地区にし

たと、例えば赤平のところにしたとか、来年はここにしますというのを、そういうのを追跡調査して

いかないとだめではないかと思うので、放流はどうなっていますかと聞いたのです。それは、従来ど

おり漁協にお任せするのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 既に放流をしてから３年過ぎまして、残りの期間ございますが、放流効果があらわれてくるのがこ

としの漁期の分からということでございますので、その辺は議員おっしゃられるように、漁協とまく

場所等について一緒に進められるかどうかについては考えていかなければならないかなというふうに
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思ってございます。 

        （何事か呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 暫時休憩をいたします。 

                  午後 ３時２６分休憩 

                  午後 ３時４０分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 11番議員におかれましては、すばらしい質問を行っておりますが、今後予算委員会等がございます

ので、予算委員会には専門職員が来ますので、本日は政策論争だけお願い申し上げたいと思います。

ご協力のほどお願い申し上げます。 

 質問を許します。11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。答弁は要りませんので、次に進みます。 

 次は、ナマコですが、これ見るとナマコの混獲調査は難しいということなのですけれども、今ナマ

コはアワビ、ウニと同じように最高級食材なのです。それは皆さんご理解していたと思うのですけれ

ども。大体売るのにはどのくらい、一番わかりやすいのは売るのに成長する期間というのは何年ぐら

いなのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 議員のご質問ですが、申しわけございません、把握してございません。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。であれば、提案ですけれども、せっかく放流するのだから、本来何グラム以上はと

ってはならないということになっているらしいのですけれども、せめて５センチとか何ぼ以下は、ア

ワビは９センチ以下はとってはならないとか、そういうのを組合と協議しながら、町長の思いで補助

金を出しているのですけれども、そういう協議の場を設けて進めていってほしいのですが、それはど

うでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 
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〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今議員おっしゃられた部分については、私も含めその辺知らなければならない部分でもございます

ので、進めてまいりたいと考えてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 では次に、新規就業者についてだけ、これまでの新規就業者30人に対して助成を行って、全員が就

業しておりますと言うのですけれども、これの内訳というのは把握していますか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ただいまの新規就業の形態でございます。漁業形態が養殖である者が３、漁船漁業である者が５、

それから養殖漁船兼業である者が２、最後に定置が20ということで、合わせて30となってございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。これについては、これ以上追求しません。全員が就業しておりますという答弁を正

確にそのとおりとりますけれども、私が知っている情報とは違いますので、これはもうこれ以上追求

しません。それらについては追求しませんので、しっかり調べておいたほうがいいと思います。 

 次に、長寿命化につきまして、特に健康増進センターですけれども、私はその当時建築に携わった

職員として、屋根を赤くしたったべかなと思ったのですけれども、あの当時そんな奇抜なのをつくる

はずがないなと思って、よくよく調べたらさびでした。やはり高規格道路に乗ると一番最初に見えて

くる町のでっかい施設です。やはりあれは何とか早急に直す工夫をお願いしたいと思いますが、その

考えはないでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 今議員おっしゃられたように、復興道路からも見えますし、下の道路からも見える状況でございま

す。雨だれも茶色いのがぽつぽつと落ちている状況でございますので、前向きに検討していきたいと

考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 
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 わかりました。これ以上は言いません。 

 それと、集会所はわかったのですけれども、私が一番心配したのは、被災した集会所となっていた

ので、私が聞きたかったのは織笠コミセンなのです。織笠コミセン、やはり小さい集会所をつくるの

が正しいのですけれども、中核施設を最初につくってあげないとまずいのではないかと思ったので、

それらについての考えをお聞かせください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 確かに議員おっしゃるとおり、被災をしたで全て網羅されるかというと、そうではないというのが

現実でございます。特にも織笠のコミュニティセンターは被災をしておりません。あそこの織笠の高

台団地をつくる際に解体をしたという事実でございます。おっしゃるとおり、中核的な施設でござい

ますので、まずは織笠のコミュニティセンターをつくって、そこを中心にコミュニティ協議会が活動

していただくというのが基本的なところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。わかりましたが、何年度をめどに建築する計画があるのか教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 織笠コミュニティセンターについては、地元と複数回、検討協議を重ねておりまして、大体設計図

はできておりますので、速やかに入札等にかけて建設をしてまいりたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。速やかにという言葉はいいので、それが何十年度が入ってこないので、速やかにと

いうことで、わかりました。早くしないと、皆さんが。 

 それから最後に、男女共同参画につきまして、担当部署が生涯学習課というので生涯学習課長に聞

いたらいいのかどうかわからないのだけれども、県では女性活躍推進員というのを配置する予定なの

です。これは、企業訪問だの研修会などもして女性の登用を図るという、県では配置する予定なので

すけれども、これらについては生涯学習課長が答弁でいいのかな。これらについて、町とすればどう

いう考えを持っているのか、お聞かせください。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（中屋佳信） 

 男女共同参画推進プランにつきましては、申しわけありませんが、今菊地議員が言った委員につい

てはちょっと詳しいところはわかりませんけれども、いずれ男女共同参画推進プランについては、各

分野、町の最上位の総合発展計画に位置づけまして、あとはそれぞれの分野を横断するということで、

政策、産業、福祉、教育、町民生活、それぞれの分野ごとに担当課が関係課と連携を図りながら進め

ていくというふうな格好になっております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。これについては、県も２月の定例会で発表していますので、本来であれば私は、こ

れは総務課でないかなと思ったのですけれども。 

 それで最後に、山田町における幹部職員の女性登用というのが計画では何％になっていますか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 それでは、町職員のことですので、総務課のほうからお答えします。 

 ここの部分につきましては、具体的な目標値というものは設定しておりませんけれども、今年度当

初の女性の占める割合というのは19％ほどになっております。 

        （「19％というのは職員の中の19％、幹部職員の中」と呼ぶ者あ 

          り） 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 幹部職員の中で女性職員が占める割合ということです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。 

 以上をもって終わります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番菊地光明君の質問は終わりました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 



- 152 - 

 以上で本日の日程は全て終了しましたので、これをもって散会いたします。 

                  午後 ３時５０分散会 
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         平成３０年 ３月 ６日 

           平成３０年第１回山田町議会定例会会議録 

             午後 １時００分開議 

               （議事日程等別紙） 

 

                  午後 １時００分開議 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 ただいまの出席議員は13名であり、定足数に達していますので、会議は成立しました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 ここで執行部側の出席者について申し上げます。 

 佐々木教育長は、忌引きのため欠席していることをご報告します。 

 次に、日程の変更についてお諮りいたします。本日の日程第１としておりました一般質問は昨日で

終了していることから、これを日程から削除し、お手元に配付の日程のとおり変更したいと思います

が、ご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、お手元に配付の日程のとおりとします。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第１、報告第４号 小谷鳥漁港災害復旧（28災43号南防波堤）工事の請負変更契約の専決処分

の報告についてを議題とします。 

 報告を求めます。水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 報告第４号 小谷鳥漁港災害復旧（28災43号南防波堤）工事の請負変更契約の専決処分の報告につ

いて、その概要についてご説明申し上げます。 

 本工事は、平成29年第１回山田町議会定例会において議案第29号として請負金額5,994万円で議決を

いただき、大坂建設株式会社が施工中の工事であります。 

 それでは、変更の概要について説明いたしますので、資料２をごらんください。工事内容は、陸上

で製作した消波ブロックを海上運搬し、南防波堤の赤で着色した部分に据えつけるものです。今回の

変更は、消波ブロックの製作場所を変更したことに伴い、消波ブロックの運搬方法及び運搬距離を変
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更するものです。当初県との調整により、消波ブロックの製作場所として大浦漁港を想定していまし

たが、より施工性のよい船越漁港が確保できたことから、消波ブロックの製作場所を船越漁港に変更

し、運搬方法を当初予定していたトレーラーによる陸上運搬と起重機船による海上運搬から、起重機

船のみの海上運搬に変更したものです。 

 次に、請負変更契約についてですが、資料１をごらんください。変更前の請負金額5,994万円から消

費税込み金額198万3,960円を減じた金額5,795万6,040円で、去る２月５日に請負変更契約を締結した

ところであります。 

 以上、報告としますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。７番。 

〇７番尾形英明議員 

 変更時期が２月５日ですか。その前に変更できなかったのですか。製作場所が決定した時点で、も

う変更ができるのではないですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 変更につきましては、先ほどご提案したとおりでございまして、今回の部分につきましては製作及

び据えつけだけでございますので、ほかに変更要素がないということで、最後に修正するということ

で進めてまいりました。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 そんな変更はないのではないですか。要するに、つくる場所が変わるということは、全体的な段取

りが変わってくるのです。それを考えた上で業者は動くのだから、そういう変更をやっていなければ

おかしくなる。高くなるのであれば、俺は何も言わない。安くなる部分というのは、業者はすごく困

るのです、後で。そういうのをちゃんと明確にしておかないで、あとは変更するのがないから、最後

になってやりますというようなのはおかしい。おかしくないか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 暫時休憩をします。 

                  午後 １時０５分休憩 

                  午後 １時０６分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 
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 答弁を求めます。水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 議員ご指摘の件についてでございますが、工事を施工して始めるに当たりましては、変更指示書の

中で業者と確認をして進めてございます。ですので、今回上げたところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 以上で報告第４号を終わります。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第２、報告第５号 山田町新斎場建設工事の請負変更契約の専決処分の報告についてを議題と

します。 

 報告を求めます。建築住宅課主幹。 

〇建築住宅課主幹（佐々木政勝） 

 報告第５号 山田町新斎場建設工事の請負変更契約の専決処分の報告について、その概要について

ご説明申し上げます。 

 本工事は、平成29年第１回山田町議会定例会において議案第31号として請負金額４億7,952万円で議

決をいただき、株式会社佐々木組が施工していた工事であります。 

 それでは、変更の概要についてご説明いたしますので、資料２をごらんください。今回の変更は、

湧水対策として排水用暗渠管、ピット排水用ポンプ等を設置したことによる変更で、①と③で表示し

た部分となります。また、雨水対策としてといを設置したことによる変更で、②で表示した部分とな

ります。 

 次に、請負変更契約についてですが、資料１をごらんください。変更前の請負金額４億7,952万円に

消費税込み金額284万2,560円を加えた金額４億8,236万2,560円で、去る２月６日に請負変更契約を締

結したところであります。 

 以上、報告としますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 以上で報告第５号を終わります。 
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                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第３、議案第４号 山田町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 議案第４号 山田町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例につい

て、その制定の提案理由と概要についてご説明申し上げます。 

 今回の条例の制定は、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備

等に関する法律（平成26年法律第83号）において、介護保険法（平成９年法律第123号）が一部改正さ

れたことに伴い、居宅介護支援事業者の指定権限が都道府県から市町村に移譲されることから、居宅

介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定めるため、この条例を制定しようとするもので

あります。 

 それでは、資料の山田町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の

概要でご説明申し上げますので、資料をごらん願います。１、条例制定の趣旨については、先ほど申

し上げたとおりでございますが、後段部分の条例の制定に当たっては、厚生労働省令の基準に従い定

めるもの（従うべき基準）と厚生労働省令で定める基準を参酌するもの（参酌すべき基準）が規定さ

れております。 

 ２、国で定める基準を参酌して山田町が独自に定める基準ですが、居宅介護支援事業は既に県が定

める条例によって運営されておりますが、第32条、記録の整備において山田町独自の基準を設けてお

ります。サービス提供等の記録文書の保存期間を、地方自治法第236条により地方公共団体の金銭債権

の時効が５年と規定されていることから、国基準の２年から５年とすることとしております。 

 ３、指定権限の移譲とともに改正となる国の基準に合わせ、町で定める基準として、第６条第２項

で居宅介護支援事業所の管理者要件を見直し、主任介護支援専門員であることを管理者の要件として

おります。また、附則において、その経過措置として平成33年３月31日までは介護支援専門員を管理

者とすることを可能としております。 

 第16条第20号で、訪問介護の回数について国が基準を定め、かけ離れた回数の訪問介護については、

居宅サービス計画の市町村への届け出を規定しておりますが、附則において６カ月の周知期間を設け、

30年10月１日から施行することとしております。 

 ４、条例の構成ですが、実線のアンダーラインを引いている箇所が従うべき基準、点線のアンダー

ラインを引いている箇所が山田町独自の基準となっております。第１章、総則を４条、第２章、人員

に関する基準を２条、第３章、運営に関する基準を26条、第４章、基準該当居宅介護支援に関する基

準を１条、第５章、雑則を１条とし、条項数34条と附則で構成されております。 
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 ５、附則の施行期日ですが、第１項ではこの条例は平成30年４月１日から施行するとしております。

ただし、第16条第20号の規定は平成30年10月１日から施行するものとしております。 

 第２項で、管理者に係る経過措置として、平成33年３月31日までの間は、第６条第２項の規定にか

かわらず、介護支援専門員を第６条第１項に規定する管理者とすることができると規定しております。 

 以上、条例制定の提案理由と概要について説明いたしました。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 １点だけ確認させてください。 

 資料のところで言えば、附則のところです。訪問介護の回数です。これは、条例のほうを見ると、

その利用の妥当性を検討するとあるのですけれども、数多くお願いしたいという場合はどういうふう

な扱いになるのか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 この訪問介護の回数ですけれども、国のほうが４月に基準を設定するとなっておりますけれども、

回数が多い場合にはやはり町への届け出をしてもらって、ケアプランの確認等をして決めるというこ

とになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 働き方によっては、どうしても必要性が出てくると思うのですけれども、そういうのは各家庭の事

情においては、幾ら国が決定したからといっても、町のほうに移譲されているからどうにでも対応で

きるというふうなことでいいのかな。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 国で定めているのはあくまでも基準ですので、あとはその家庭家庭によって必要であれば、その回

数等については相談することができると思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 
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 指定居宅介護事業者ですけれども、当町では何件あって、名称のほうもお願いしたいです。 

 それと、事業者へのこの条例の内容の説明、伝達の部分なのですけれども、周知期間６カ月設ける

ということなのですが、こういう周知の部分で山田のほうではどのようにやっていくのかをお願いい

たします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 山田町にあります居宅介護支援事業所ですけれども、現在８カ所ありますけれども、今１カ所休止

中になっております。具体的な名称といいますと、まず社会福祉協議会さん、それからヘルパーはう

すさん、あすなろさん、晃生会、あゆみ訪問看護ステーション、すずらん介護事業所、山崎タクシー

等がその事業所となっております。 

 それから、６カ月間の周知期間に関することですけれども、各事業所とは定期的な会議を開いてお

りますので、その場でお知らせすることと、それから文書でもお知らせすることとしております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 そのほかにですけれども、基準どおりにこの条例が遂行されているというチェック機能というか、

そういうのはどのようになされているのかをお願いしたいのですけれども。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 居宅介護支援事業所のチェックですけれども、県のほうがチェック機関となっております。それは、

定期的に指導とか監査という形で行われております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 県から市町村へ移譲されるための条例制定のようですが、市町村の職員、山田町の職員の増員とい

うか、そのようなのは考えていますでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 職員の増員ということで、職員の人事のほうは総務課で預かっておりますので、総務課のほうから
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答弁させていただきます。 

 県のほうから移譲される事務が町のほうにおりてくるということにつきましては、総務のほうでも

承知しております。あとは、全体の職員配置の中で検討してまいりたいというふうに考えております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 というのは、32条の第２項で５年間保存という文言が出てきたので、果たしてそれに伴う保存、き

ちんとできるかどうか、人員も事務分掌等ふやせば解決するのかなとは考えるところですが、とりあ

えず体制というのはきちんととらなければ大変かなと思って、その辺はいかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 保存期間ですけれども、今までも山田の場合は５年間ということで保存しております。また、保存

場所については課題は少しあるかと思いますけれども、大丈夫かと思われます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を終わります。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４号 山田町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条

例を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第４、議案第５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 議案第５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について、その提案理由と改正
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内容についてご説明申し上げます。 

 今回の改正は、児童福祉法及び地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、所要の改

正をしようとするものであります。 

 それでは、新旧対照表により改正内容をご説明申し上げます。資料をごらんください。アンダーラ

インを引いている部分が改正しようとする箇所であります。第２条の２の改正は、この条文の中に記

載されている児童福祉法第６条の４が全部改正されたことに伴い、整合性を図るため改めようとする

ものです。 

 第３条第６号の育成休業を再度取得する場合、第４条の育児休業期間を再度延長する場合及び第10条

第７号の育児短時間勤務を再度取得する場合の改正は、条例で定める特別な事情として保育所等にお

ける保育の利用を希望し、申し込みを行っているが、当面その実施が行われないことをそれぞれ加え

ようとするものです。 

 次に、改正本文をごらんください。附則でありますが、この条例は平成30年４月１日から施行しよ

うとするものです。 

 以上、提案理由と改正内容についてご説明申し上げました。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第５号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第５、議案第６号 火葬場条例の一部を改正する条例を議題とします。 
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 提案理由の説明を求めます。町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 議案第６号 火葬場条例の一部を改正する条例について、その提案理由と改正の概要についてご説

明いたします。 

 今回の条例の一部改正は、移転新築となる火葬場の平成30年４月１日からの供用開始に伴い、所要

の改正をするものであります。 

 それでは、新旧対照表によりご説明いたしますので、資料をごらんください。アンダーラインを引

いている部分が改正しようとする箇所であります。第２条は、火葬場の名称及び位置を規定している

ものでありますが、山田町斎場、山田町織笠第15地割59番地１を、やまだ斎苑、山田町山田第１地割10番

地に改めるものであります。 

 第４条は、火葬場の使用料について規定しているものでありますが、使用料の見直しにより区分ご

との使用料についてそれぞれ改めるものであります。本町に住所を有する者が使用する場合又は死亡

時に本町に住所を有していた者を火葬する場合の１体当たりの使用料については、区分１の16歳以上

の者5,000円を１万5,000円に、区分２の16歳未満の者4,000円を１万円に、区分３の死産児及び区分４

の上記以外のそれぞれ3,000円をそれぞれ6,000円に改め、その他の者が使用する場合については区分

１の16歳以上の者１万5,000円を２万円に、区分２の16歳未満の者１万2,000円を１万5,000円に、区分

３の死産児及び区分４の上記以外のそれぞれ１万円をそれぞれ１万2,000円に改めるものであります。 

 改正条例本文に戻っていただきまして、附則において本条例の施行日を新施設の供用開始日とする

平成30年４月１日とするものであります。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第６号 火葬場条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 
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 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第６、議案第７号 山田町国民健康保険条例及び山田町国民健康保険事業財政調整基金条例の

一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 議案第７号 山田町国民健康保険条例及び山田町国民健康保険事業財政調整基金条例の一部を改正

する条例について、その提案理由と改正の概要についてご説明いたします。 

 持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律が平成30年４月

１日から施行されることに伴い、国民健康保険法において市町村の国民健康保険運営協議会に係る規

定が改正され、また国民健康保険事業費納付金に係る規定が追加されることとなりました。これを受

け、国民健康保険運営協議会の設置規定を整備し、その中で協議会の名称を明らかにすること、また30年

度から国民健康保険事業費納付金が主要な支出の一つとなることから、国民健康保険事業財政調整基

金条例の改正を行う必要が生じたものであります。今回の改正は、主としてこのことに対応するため、

それぞれの条例の関係条項について改めようとするものであります。 

 それでは、新旧対照表によりご説明いたしますので、資料１をごらんください。アンダーラインを

引いている部分が改正しようとする箇所であります。まずは、一部改正条例第１条による改正につい

てであります。第１条の２は、当町における国民健康保険運営協議会の設置及び名称について明確に

するため、新たに規定するものであります。 

 第２条は、第１条の２の見出しについて、第３条までの共通見出しとしたため、見出しを削り、ま

た国民健康保険運営協議会の定数を定めることについての根拠を明らかにするため、各号列記以外の

部分を改めるものであります。 

 第３条は、第２条と同様の理由から見出しを削り、また国民健康保険運営協議会に関する規定が直

前の１条から２条になることに伴い、字句を改めるものであります。 

 第９条は、第１条の２において国民健康保険法を略称したことに伴い、字句を改めるものでありま

す。 

 資料２をごらんください。一部改正条例第２条による改正についてであります。29年度をもって老

人保健関係業務の全てが終了となること、また先ほど申し上げたとおり30年度から国民健康保険事業

費納付金が主要な支出の一つとなることから、第１条について字句を改めるものであります。 

 改正条例本文に戻っていただきまして、附則でありますが、本条例の施行日について、冒頭の当該

一部改正法律の施行日と同日とするものであります。 
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 以上、提案理由の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第７号 山田町国民健康保険条例及び山田町国民健康保険事業財政調整基金条例の一

部を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第７、議案第８号 山田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 議案第８号 山田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について、その提案理由と

改正の概要についてご説明いたします。 

 平成30年４月１日から施行される持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一

部を改正する法律により、上位法である高齢者の医療の確保に関する法律に国民健康保険住所地特例

者に対する後期高齢者医療保険の住所地特例の適用に関する規定が新たに設けられました。 

 制度改正の骨子についてですが、現行制度では県外の病院等に入院等をし、国民健康保険の住所地

特例を受け、前住所地の被保険者となっている方が75歳到達等により後期高齢者医療保険に加入する

場合に、管轄する広域連合が異なり、後期高齢者医療保険における都道府県間の住所地特例が適用さ

れないことから、これを見直すものであります。今回の条例改正は、主としてこのことに対応するた

め、関係条項について改めようとするものであります。 

 それでは、新旧対照表によりご説明いたしますので、資料をごらんください。アンダーラインを引
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いている部分が改正しようとする箇所であります。第３条は、保険料を徴収すべき被保険者について

の規定でありますが、新たに第５号として、上位法の新規定に基づき国民健康保険住所地特例者に対

し後期高齢者医療保険の住所地特例を適用させるため、その適用を受ける被保険者についての規定を

加えるものであります。 

 国民健康保険と後期高齢者医療保険では、資格の適用を住所地で行うことを原則とし、被保険者が

施設等に入所し、住所変更をした場合でも前住所地の被保険者の資格が引き継がれる、いわゆる住所

地特例制度を設けておりますが、今回の見直しにより県外の病院、施設に入院、入所する国民健康保

険住所地特例者が後期高齢者医療保険に加入した場合でも、都道府県間の住所地特例が引き継がれる

こととなります。 

 次に、順序が戻りますが、第５号の追加に伴い、現行の後期高齢者医療保険の住所地特例者につい

て定める同条第２号から第４号までの規定を第５号で新たに規定した被保険者に準用するため、それ

ぞれ必要な規定を加え、また第２号及び第４号については当該規定の追加に伴い、字句の整理が必要

となる箇所についてそれぞれ改めるものであります。 

 附則第２条は、平成20年度における保険料の徴収に係る経過措置に関する規定であり、現在経年に

よりこれを要しないものと認められることから削るものであります。 

 同第３条は、同第２条を削ることにより、１条繰り上がるものであります。 

 改正条例本文に戻っていただきまして、附則でありますが、本条例の施行日について、冒頭の当該

一部改正法律の施行日と同日とするものであります。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第８号 山田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 
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 よって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第８、議案第９号 山田町介護保険条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 議案第９号 山田町介護保険条例の一部を改正する条例について、その提案理由と改正内容につい

てご説明申し上げます。 

 今回の改正は、介護保険法の改正により、平成30年度から32年度までを計画期間とする第７期介護

保険事業計画における第１号被保険者の保険料率等の関係条項を改めようとするものであります。 

 それでは、新旧対照表によりご説明申し上げますので、資料をごらん願います。アンダーラインを

引いている部分が改正しようとする箇所であります。第３条は、保険料率を規定しているものであり

ますが、平成30年度から32年度までの各年度における保険料率は、次の各号に掲げる第１号被保険者

の区分に応じ、それぞれ当該各号に定める額とし、介護保険法施行令第38条第１項第１号に掲げる者

の保険料を３万円から３万2,300円に、第２号に掲げる者の保険料を４万5,000円から４万8,400円に、

第３号に掲げる者の保険料を４万5,000円から４万8,400円に、第４号に掲げる者の保険料を５万4,000円

から５万8,100円に、第５号に掲げる者の保険料を６万円から６万4,500円に、第６号に掲げる者の保

険料を７万2,000円から７万7,400円に、第７号に掲げる者の保険料を７万8,000円から８万3,900円に、

第８号に掲げる者の保険料を９万円から９万6,800円に、第９号に掲げる者の保険料を10万2,000円か

ら10万9,700円に改めようとするものであります。 

 次に、第15条中、第１号被保険者を被保険者に改め、被保険者の資格等に関する調査対象者を拡大

し、これらの者が正当な理由なしに調査に応じない場合等において、過料を科す規定の適用対象を拡

大しようとするものであります。 

 次に、条例本文に戻りまして、制定附則に次の１条を加え、平成30年度から32年度までの保険料率

の特例として、第８条第３条第１号に規定する者についての保険料の減額賦課に係る平成30年度から

32年度までの各年度における保険料率は、同号の規定にかかわらず２万9,000円とすると規定するもの

です。 

 次に、改正附則の施行期日ですが、この条例は平成30年４月１日から施行する。ただし、第15条の

改正規定は公布の日から施行する。 

 改正後の山田町介護保険条例の規定は、平成30年度以降の年度分の保険料から適用し、平成29年度

分までの保険料については従前の例によると規定しております。 

 以上、提案理由と改正内容の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第９号 山田町介護保険条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第９、議案第10号 山田町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例

を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 議案第10号 山田町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例について、

その改正の理由と概要についてご説明申し上げます。 

 今回の改正は、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する

省令（平成30年厚生労働省令第４号）の施行に伴い、関係条項を改めようとするものです。 

 大きな改正点は、医療、介護の連携強化、共生型居宅サービスの創設などであります。 

 なお、改正条例本文１ページの第１条は、山田町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部

改正にかかわるもの、２ページ目の第２条は、山田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定める条例の一部改正にかかわるもの、11ページの第３条は、山田町指定地

域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正にかかわるものとな
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っております。 

 一部改正にかかわる資料説明は、資料１から３の新旧対照表と資料４でございますが、本日は資料

４、山田町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例の概要により、主な改

正条項と概要についてご説明申し上げますので、資料４をごらん願います。改正条例第１条、山田町

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正ですが、改正条項第７条第３項では、入院時に

おける医療機関との連携を促進する観点から、介護予防支援の提供の開始に当たり、利用者等に対し、

入院時に担当介護支援専門員の氏名等を医療機関に提供するよう依頼することを義務づけております。 

 第33条第14号の２では、平時からの医療機関との連携促進のため、介護予防サービス事業者等から

伝達された利用者の口腔に関する問題や服薬状況、心身状態等について、介護支援専門員から主治医

等に必要な情報伝達を行うことを義務づけております。 

 同条第21号の２では、利用者が介護予防訪問看護や介護予防通所リハビリテーション等の医療系サ

ービスの利用を希望する場合は、主治医等の意見を求めることとされておりますが、この意見を求め

た主治医等に介護予防サービス計画を交付することを義務づけております。 

 次に、２ページ目の改正条例第２条、山田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準等を定める条例の一部改正ですが、改正条項第５節、第59条の20の２及び３では、共生

型地域密着型サービスに関する基準として、障害福祉制度における生活介護、自立訓練、児童発達支

援、放課後デイサービスの指定を受けた事業所であれば、共生型通所介護の指定を受けられるものと

して基準を設けております。 

 第117条第７項では、認知症対応型共同生活介護の取り扱い方針において、身体的拘束等のさらなる

適正化を図る観点から、身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を３カ月に１回以上開

催するとともに、その結果について介護職員その他従業者に周知徹底を図ること、身体的拘束等の適

正化のための指針を整備すること、介護職員その他の従業者に対し、身体的拘束等の適正化のための

研修を定期的に実施することを規定しております。 

 次に、３ページ目の改正条例第３条、山田町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準等を定める条例の一部改正ですが、第78条では、指定介護予防認知症対応型共同生活介護にお

ける身体的拘束のさらなる適正化を図る観点から、検討委員会の３カ月に１回以上の開催とその結果

について介護職員等に周知徹底を図ること、身体的拘束等の適正化のための指針を整備すること、介

護職員その他の従業者に対し、研修を定期的に実施することを規定しております。 

 次に、条例本文の12ページをごらんください。附則において、この条例は平成30年４月１日から施

行すると規定しております。 
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 以上、条例改正の提案理由とその概要についてご説明いたしました。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 当町において、この身体的拘束、これが可能な施設というのはあるのか、それとも今後こういうの

が発生する可能性もあるのかどうか、そこをちょっと教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 この身体的な拘束につきましては、ここで述べているのはグループホームのことを指しております。

実際身体的拘束というのは、必要に応じて行われるものですけれども、そのような例は、見ています

とないようです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を終わります。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第10号 山田町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例を

採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第10、議案第11号 山田町と宮古市との間における宮古地区地域生活支援事業等の事務委託に
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関する規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 議案第11号 山田町と宮古市との間における宮古地区地域生活支援事業等の事務委託に関する規約

の一部変更の協議に関し議決を求めることについて、その提案理由と変更内容についてご説明申し上

げます。 

 本規約は、山田町と宮古市との間における宮古地区地域生活支援事業等の事務の委託について、障

害を理由とする差別の解消の推進に関する法律第17条の協議会に関する事務を追加することとし、山

田町と宮古市との間における宮古地区地域生活支援事業等の事務の委託に関する規約の一部を別紙の

とおり変更することについて宮古市と協議を必要とするため、議会の議決を求めるものであります。 

 それでは、資料の新旧対照表をごらん願います。アンダーラインを引いている箇所が追加部分でご

ざいます。第１条中、第32条第２項に関する事務の次に、並びに障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律第17条の協議会に関する事務を加えようとするものであります。 

 次に、別紙、規約本文をごらんください。附則において、この規約は平成30年４月１日から施行し

ようとするものであります。 

 以上、提案理由と変更内容についてご説明いたしました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第11号 山田町と宮古市との間における宮古地区地域生活支援事業等の事務委託に関

する規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        
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〇議長（昆 暉雄） 

 日程第11、議案第12号 岩手県市町村総合事務組合における共同処理する事務の変更及び岩手県市

町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 議案第12号 岩手県市町村総合事務組合における共同処理する事務の変更及び岩手県市町村総合事

務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについて、その提案理由と改正内容についてご

説明申し上げます。 

 岩手県市町村総合事務組合は、県内の全市町村、一部事務組合及び広域連合で組織され、常勤の職

員に係る退職手当の支給に関する事務、議会の議員、その他非常勤職員に係る災害補償に関する事務、

消防団に係る損害補償に関する事務、住民の交通災害共済に関する事務などを共同で処理する目的で

設立された組合であります。今回の提案は、平成30年３月31日をもって紫波、稗貫衛生処理組合に常

勤の職員が配置されなくなることから、常勤の職員に係る退職手当の支給に関する事務を共同処理す

る団体から除くこと及び岩手県市町村総合事務組合規約別表第２において所要の整備をしようとする

ものです。 

 それでは、新旧対照表により改正内容をご説明申し上げます。資料をごらんください。アンダーラ

インを引いている部分が改正しようとする箇所であります。別表第２中、共同処理する団体から紫波、

稗貫衛生処理組合を除くため、例外規定である括弧書きの中に加えようとするものです。 

 次に、別紙をごらんください。附則でありますが、この規約は平成30年４月１日から施行しようと

するものです。 

 規約等を変更しようとする場合には、地方自治法第286条第１項の規定により関係地方公共団体との

協議が必要であり、また同法第290条の規定により議会の議決が必要となることから、今回提案するも

のであります。 

 以上、提案理由と改正内容についてご説明申し上げました。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第12号 岩手県市町村総合事務組合における共同処理する事務の変更及び岩手県市町

村総合事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第12、議案第13号 岩手県市町村総合事務組合の財産処分の協議に関し議決を求めることにつ

いてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（佐々木真悟） 

 議案第13号 岩手県市町村総合事務組合の財産処分の協議に関し議決を求めることについて、その

提案理由をご説明申し上げます。 

 今回の提案は、平成30年３月31日をもって紫波、稗貫衛生処理組合を常勤の職員に係る退職手当の

支給に関する事務を共同処理する団体から除くことに伴い、岩手県市町村総合事務組合の財産を処分

することについて協議を行うものであります。 

 それでは、別紙、財産処分に関する協議書をごらんください。紫波、稗貫衛生処理組合が岩手県市

町村総合事務組合に納付した負担金の総額が支給した退職手当の総額を超える場合は、岩手県市町村

総合事務組合はその超える額に相当する額のうち、組合の構成団体であり、退職手当支給事務を共同

処理していない盛岡市の持ち分額に相当する額を紫波、稗貫衛生処理組合に還付し、負担金の総額が

支給した退職手当の総額に満たない場合は、紫波、稗貫衛生処理組合はその満たない額に相当する額

を岩手県市町村総合事務組合に納付するという内容の財産処分であります。 

 財産を処分しようとする場合には、地方自治法第289条の規定により関係地方公共団体との協議が必

要であり、また同法第290条の規定により議会の議決が必要となることから、今回提案するものであり

ます。 

 以上、提案理由についてご説明申し上げました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 
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 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第13号 岩手県市町村総合事務組合の財産処分の協議に関し議決を求めることについ

てを採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

 休憩をいたします。 

                  午後 ２時０２分休憩 

                  午後 ２時２５分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き議案審議を行います。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第13、議案第14号 財産の貸付けに関し議決を求めることについてを議題とします。 

 ここで地方自治法第117条の規定により、１番阿部幸一君、10番坂本正君、12番山崎泰昌君の退場を

求めます。 

        （１番阿部幸一議員退場） 

        （10番坂本 正議員退場） 

        （12番山崎泰昌議員退場） 

〇議長（昆 暉雄） 

 提案理由の説明を求めます。水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 議案第14号 財産の貸付けに関し議決を求めることについて、その提案理由をご説明いたします。 

 震災により被災した商工業者等に対し、独立行政法人中小企業基盤整備機構、略称中小機構が整備

し、町へ贈与された仮設施設を貸し付けており、引き続き無償で貸し付けるものです。 

 無償の理由としては、中小機構からの施設の贈与に当たり、貸し付けに当たって町は収益の稼得を
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目的としないという贈与時の条件があることから、引き続いて施設の無償貸し付けを行うものです。 

 貸し付ける財産及び相手方は、別表のとおり15カ所、43業者で、貸し付ける期間については平成30年

４月１日から平成30年７月31日までであります。 

 以上のとおり提案理由の説明といたします。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。６番。 

〇６番木村洋子議員 

 貸し付けの期間なのですけれども、約４カ月ということなのですが、何か細切れのような気がする

のですけれども、これ以降の貸し付けはどうなっていくでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ただいまの質問でございます。貸付期間を平成30年７月31日までとしてございますが、これにつき

ましては仮設店舗からの退去期間を定めておって、７月31日としたもので、現在おのおのの事業者と

７月退去に向けてそれぞれ事情に応じまして協議をしているところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 この中の業者にも、ちょっとお話を二、三日前に伺ったのですけれども、全然話を聞いていないと

いうことで、そちらまでまだお話しに行っていないということだとは思うのですが、ちょっと準備期

間が余りにも短いような気がするのですが、そこら辺は業者の方は納得されるのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ただいま議員からご質問ございました件につきまして、ことしの７月退去という話につきましては、

昨年度境田の仮設店舗の退去の期限をご説明するに当たりまして、中小企業の仮設に入っている方々

についても同じように説明をし、そこからおのおの相談のほうには応じてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 認識していない方なのかもしれませんけれども、実際にこの境田の方の中では、全然その考えがな

いという方もいましたので、そこら辺は説明を十分にしていってほしいと思いますので。要望ですけ

れども。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 期限が７月31日までとなっているわけですが、この７月31日以降、８月１日から皆さんいなくなっ

た後に、この建物というのはどのようになるのか。壊すのか、それともとっておくのか、年度末まで

に壊すのか、そのことと、あと先ほど同僚議員が質問したように、次に行くところが決まっている方

々だけなのか。今度この解約する人たちは、次に行くところが決まっているのかどうか。そして、全

てが決まっているか。それとも決まっていないのであれば、何業者が決まっていないのか、その辺を

お聞きしたいと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 まず、１点目についてです。仮設から退去されて、仮設につきましては解体ということになってご

ざいます。 

 それから、現時点で再建先が定まっていないという方は７件ほどございますが、こちらにつきまし

ては先ほどご説明申し上げましたとおり、７月の退去に向けておのおのの事情を確認しながら、退去

に向けた協議を進めているところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 今後協議を進めながら進めるということですが、４月１日から７月といったら３カ月しかないので

すけれども、その間に本設の土地を全ての人が持っているとは、この名簿からも感じ取られない。例

えば長崎地区の仮設があるのですが、あの辺はたしか完成するというか、土地の引き渡しがあるのは

次年度、30年度の５月とか７月ぐらいに…… 

        （「関係ないんじゃないか。７月31日まで貸すのだから」と呼ぶ 

          者あり） 

〇８番関 清貴議員 

 議長、いいですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 はい、どうぞ。 

〇８番関 清貴議員 

 今私が質問しているときに、関係ないとかなんとかという話が聞こえてくるのですが、これは…… 
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〇議長（昆 暉雄） 

 質問してください。 

        （「議決に関係ないんじゃないですか」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 どうぞ質問してください。８番。 

〇８番関 清貴議員 

 議決に関係ないのですかという意見ももろに聞こえ…… 

〇議長（昆 暉雄） 

 それは関係ありませんから、質問してください。 

〇８番関 清貴議員 

 その辺を、議長、よろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 はい、わかりました。 

〇８番関 清貴議員 

 ということで、大変議論が白熱してくれば、このやじというのは結構貴重な意見になるかとも思い

ますが、私が聞きたいのは長崎地区に本設を予定している人もあるようですが、この方々についても

細心の相談をしているかどうかというのを確認いたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 まず１つは、今議員おっしゃられた４月からということの短さというふうにお話しされていますが、

先ほどのご質問にもありましたとおり、昨年からこの話についてはかなり足を運びまして、おのおの

の方々と協議は進めておるところでございます。 

 それから、長崎地区につきましては、今議員おっしゃられたとおり復興事業のほうの引き渡しのス

ケジュールと再建のスケジュールというところも多少あるかと思いますが、その辺も含めて、今残っ

ている方々とは７月退去に向けた協議をしておるところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 わかりましたが、細心の注意を払って協議しているように、今ここの場ではお聞きしますが、ただ

協議されている相手方が果たしてそのように、町のほうと密接に次の行き場所とかなんとかをきちん

と話をしているのが少し見えないようなこともお聞きしますので、それを確認いたしました。それは

わかりました。 
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 そして、まだ本設ができていない方もあると思うのですが、その場合、一旦仮設の店舗というか事

業所をつくりますが、荷物を置いたり何なりする。そして、本設ができた後に、改めてまた仮設から

本設のほうに移って、そこで完了ということになるわけですが、例えばそのように仮設に移る場合の

引っ越し費用というか、移動費用とか、設備とか、そのようなものはどうなのか。どうなのかという

より、費用負担は事業者が全て賄うのか、それとも町のほうでも原因つくったので持ちますよという

ことでやるのか、その辺を確認したい点と、あと７月31日という期限を決めていますが、８月１日以

降、実はここをまだ借りていたかったという声が出ないかどうか、その辺が懸念されるのですが、そ

の辺の心配はないですか。 

 以上。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 １点目の引っ越しの費用についてという件でございますが、議員がおっしゃられたのは多分町のほ

うでの事情があってというふうに捉えてお話ししますと、町の事情で移るのを余儀なくされたという

場合は、そこは検討が必要かなと思っております。ただし、今この中小機構のほうでの話につきまし

ては、７月の退去に向けた協議を既にしておりまして、その中で７月退去に向けた協議ということは

してございます。 

 それから、８月１日以降残るのではないかという件につきましては、これも何遍も繰り返しになっ

て申しわけございませんが、現在７月退去に向けて協議を進めておるところでご理解をいただきたい

と思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 この仮設が建っているところの土地、７月以降すぐ何かに使うというのならばわかるのですけれど

も、そうでないところもあるかと思うのですけれども、そういう場所は残しておくことはできないの

でしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 ただいまの４番議員のご質問ですけれども、仮設店舗の利用の目的が終わった場合ですけれども、

その場合は解体ということになってございます。その解体につきましてもかなりの費用になるという

ことで、実は平成30年度までが中小機構のほうで解体の助成をする期間となってございまして、基本
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的には解体をするということで考えてございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 その解体費用が、30年度までならば中小機構のほうで出してくれると。それ以降になると、町の費

用で解体しなければならないということなのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今の件は、議員おっしゃられたとおりでございます。ただ、解体の時間がもしかしたら間に合わな

い可能性も出てくるのではないかなということで、中小機構のほうには年度を延ばすようにお願いし

ようかなということも含めて検討してございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ４番。 

〇４番黒沢一成議員 

 それは、期間延ばすお願いはしてほしいのですけれども、何よりこの入っている方が、本設が完成

する前に出てくださいとなるのが一番大変かと思うのですけれども、その土地自体がすぐ別の工事始

まる予定があるというならまだわかるのですけれども、そうではない場所については、あるいは解体

費用の負担の延長を願いしながら建物は残して、すぐ工事が始まるような場所に入っている方の引っ

越し等も可能にしながら、少しでも本設ができるまでの間、仮設を使えるようにしていったほうがい

いと思うのですけれども、いかがなのでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 鈴木副町長。 

〇副町長（鈴木 裕） 

 質問が相次いでいるので、ちょっと仮設店舗の考え方についてご説明させていただきます。 

 ７月31日という期限を切ったというのは、いろんな仮設の店舗、所在地ありますけれども、そこと

の全体の工事スケジュールの中でも、一つ示さなくてはならない期限だったということであります。

今回の議案は、まずそこまではお貸しいたしますと、責任を持ってお貸しいたしますという議案でご

ざいます。 

 当然本設する場所の整備の都合もありますし、今仮設が建っている部分の土地の工事のスケジュー

ル、取り扱いのスケジュール、さまざまある中で、場所によって退去期限をばらばらにして、人によ

ってばらばらにしてご案内していくということは、ちょっと公平性保てない部分も出てくるのではな

いかということで、まず７月31日という期限を示させていただいて、今回そこまでは安心して入って
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いただけますよということをお示しするというものでございます。 

 当然黒沢議員おっしゃるとおり、下が公園に戻すとか、民地であったりとか、工事対象さまざまあ

りますけれども、皆さんにまず目標としてこの期日まで再建に向かって検討を進めていこうというこ

とを町も事業者様と一緒に考えていくと、そういう仕掛けになっております。ご理解のほう、よろし

くお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

 ９番。 

〇９番阿部吉衛議員 

 ちょっと喉が悪いので、なかなか通りにくいと思うのですが、ある方から電話がありまして、田名

部の工業団地、その中で７月までということで、その後家賃が発生しますということで、家賃のほう

はどのような割合で基準を決めて出しているのか。また、あいている部屋があるということで、貸し

出すことはできるのかどうなのか、この２点をお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今の点でございます。田名部につきましては、今議員おっしゃられたとおり賃貸を望む方があれば

ということで、前お話ししていましたとおりその辺は検討しておりました。 

 賃貸については、退去後の８月からということで考えてございますが、賃貸の金額につきましては

建設費用等を含めた中で適正な価格というところを決めまして、それで今提案をしてお話ししている

ところでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を終わります。 

 討論ございますか。 

 ６番、反対討論ですか、賛成討論ですか。 

〇６番木村洋子議員 

 反対討論です。 

 ６番木村洋子です。この議案には賛成しかねます。 

 まず、事業者との協議も不十分ではないでしょうか。行き場がまだ定まらない業者もあります。７

月退去は時期尚早ではないでしょうか。貸付期間の延長がこの場合には一番よい選択だと思います。

国のほうも検討の期間に入ったということもありまして、この期間を延長することを望みます。 

 以上、この議案に対しての反対討論を終わります。 

〇議長（昆 暉雄） 
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 本案に対する反対の討論が終わりました。 

 次に、本案に対する賛成者の討論を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論を終わります。 

 これから議案第14号 財産の貸付けに関し議決を求めることについてを採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定するに賛成の諸君の起立を求めます。 

        （賛成者起立） 

〇議長（昆 暉雄） 

 起立多数です。 

 よって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

 ここで１番議員、10番議員、12番議員の入場を許可します。 

        （１番阿部幸一議員入場） 

        （10番坂本 正議員入場） 

        （12番山崎泰昌議員入場） 

〇議長（昆 暉雄） 

 １番阿部議員、10番坂本議員、12番山崎泰昌議員に申し上げます。 

 議案第14号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第14、議案第15号 財産（土地）の処分に関し議決を求めることについてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 議案第15号 財産（土地）の処分に関し議決を求めることについて、その提案理由と概要について

ご説明申し上げます。 

 処分の目的は、岩手県立山田病院用地として売却するものです。 

 それでは、概要について説明いたしますので、資料をごらんください。売却対象位置図となります。

山田中学校北側の赤色で表示している部分で、所在地は下閉伊郡山田町飯岡第１地割21番１、地目は

宅地、面積は１万1,019.16平方メートル、坪にしますと約3,333坪となります。 

 次に、売却金額についてですが、議案本文をごらんください。価格は１億9,283万5,300円、相手方

は岩手県盛岡市内丸10番１号、岩手県です。 

 以上、提案理由と処分の概要についてご説明申し上げました。ご審議のほどよろしくお願い申し上
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げます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第15号 財産（土地）の処分に関し議決を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第15、議案第16号 字の区域の変更に関し議決を求めることについてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 議案第16号 字の区域の変更に関し議決を求めることについて、その提案理由と概要についてご説

明申し上げます。 

 本議案は、現在山田地区内で整備が進む震災復興土地区画整理事業などにより住居表示区域となっ

ている整備区域内において、道路などの位置や街区割りに変更が生じたことから、これに合わせ住居

表示区域における字の区域を変更するため、地方自治法第260条第１項の規定により議会の議決を求め

るものであります。 

 それでは、概要についてご説明いたします。変更する字の区域でありますが、表の左側が変更対象

の字名であり、上から北浜町、八幡町、中央町、川向町、長崎三丁目、長崎一丁目及び境田町となり

ます。これらの字の区域に表の中央にある区域がそれぞれ編入されることとなり、別図１に示す現行

の字の区域を別図２のとおり変更しようとするものであります。 

 次に、３枚目の別図２をごらんください。住居表示実施区域の字界の変更案でありますが、字界と

していた道路などの位置等の変更に合わせ、隣接し合う字の区域を見直すもので、赤色の点線部分が
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今回変更となる箇所で、新字界として表示してあります。 

 なお、住居表示の変更に伴う一連の所要の手続として、さきの平成29年第４回議会定例会において

住居表示の実施区域の変更議案の議決をいただいた後、去る１月５日から２月３日までの30日間、今

回の字区域の変更案についての告示を行っており、この告示期間を経た上での議会提案となりますこ

とを申し添えます。 

 以上のとおり、提案理由と概要についてご説明申し上げました。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第16号 字の区域の変更に関し議決を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第16、議案第17号 山田町林産物展示販売施設の指定管理者の指定に関し議決を求めることに

ついてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 議案第17号 山田町林産物展示販売施設の指定管理者の指定に関し議決を求めることについて、そ

の提案理由をご説明申し上げます。 

 平成27年山田町議会第１回定例会において指定管理者の指定の議決をいただき、管理運営してまい

りました山田町林産物展示販売施設の指定管理者であります山田町特産品販売協同組合の指定期間が

本年３月31日をもって満了することから、引き続き同組合を指定することについて、地方自治法第244条
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の２第６項の規定に基づき議会の議決を得ようとするものであります。 

 議決事項でありますが、公の施設の名称は山田町林産物展示販売施設であります。 

 指定管理者となる団体の名称は、山田町特産品販売協同組合であります。 

 指定の期間は、平成30年４月１日から平成33年３月31日までの３年間であります。 

 なお、本施設は平成18年４月１日から現在まで指定管理者として同組合を指定しております。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第17号 山田町林産物展示販売施設の指定管理者の指定に関し議決を求めることにつ

いてを採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第17、議案第18号 柳沢北浜地区土地区画整理事業排水路築造（その２）工事の請負契約の締

結に関し議決を求めることについてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 議案第18号 柳沢北浜地区土地区画整理事業排水路築造（その２）工事の請負契約の締結に関し議

決を求めることについて、その提案理由と工事の概要についてご説明申し上げます。 

 本工事は、柳沢北浜地区土地区画整理地内の宅地、道路等の雨水排水を処理するため整備するもの

です。 

 それでは、工事概要について説明いたしますので、資料２をごらんください。赤色で表示している
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部分が施工箇所で、プレキャストカルバート工229メートルを施工するものです。 

 次に、請負契約についてですが、資料１をごらんください。本工事は、条件つき一般競争入札によ

り行うこととし、山田町営建設工事発注基準に基づき平成29年12月26日に町ホームページ等に掲載し、

入札公告を行ったものであります。その結果、有限会社川村建設、有限会社藤沢組、２者の応札があ

り、１月23日に開札を行い、落札候補者に有限会社藤沢組を指名いたしました。その後、資格の確認

を行い、１月26日に落札者に決定し、２月１日に仮契約を締結したところです。 

 契約金額は、消費税額及び地方消費税額357万8,400円を加えた金額4,830万8,400円で、工期は平成

30年３月13日から平成30年10月15日までとしております。 

 以上、提案理由と工事の概要について申し上げました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。７番。 

〇７番尾形英明議員 

 ちょっと確認なのですけれども、本線の函渠工の断面と集水ますの断面、集水ますのほうの断面が

大きいというのはどういう意味なのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 集水ますの断面については、ＪＲ側に布設してあります伏びの径に合わせた形での断面としており

ます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 ということは、この工事はＪＲとの関係がある工事、要するに近接工事になっているのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 ＪＲのほうでは、伏びは設置されておりまして、その伏びからの排水を迎えに行くということで、

集水ますは設置してございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 それはわかるのですけれども、こんなに大きい集水ますが必要なのですか。だって、本管飲み切れ

ないでしょう。それだったら、変な話。ＪＲのほうの水がこのぐらいの量が来ますよということでつ
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くった断面なのであれば、要するに本管のほうの管渠の断面を２メートルぐらいにしなければならな

い。その辺の理屈通るように返答してください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 ＪＲの設置されている伏びの径は、600ミリのものが入っておりまして、それに合わせる形で集水ま

すの大きさを決めているということでございます。幹線となるプレキャストカルバート工の排水につ

いては、流域計算を行いまして十分飲める形での設計としております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 私が言うのは、ＪＲが何ぼの水量で、流域面積が何ぼで、600ミリの側溝が必要だったよと。600ミ

リから持ってくるのだったらばいいのだ。要するに、本管の管渠断面が１メートルなのに、深さが１

メートル40だとかというような集水ますをつくっていいのかということです。全然合っていない、断

面と。理屈が通らないのではないか。40センチたまるのだ、水が、それだと。納得するように説明し

てください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 皆さんがわかるように説明してください。建設課長はわかっているけれども、皆さんが採決するの

ですから、理屈が通るような説明をしてください。今言っている内容は、素人の方に説明をしている

から、全部説明してください。 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 線路の高さは、宮古方面から釜石方面に下る形となります。伏びのほうも、その傾斜に合わせた形

で釜石方面に向かって下がっていきますので、集水ますの深さというのを設定しております。それか

ら、幹線のプレキャストカルバート工は、その集水ますの位置よりちょっと深いところにありますの

で、水はＪＲの伏びを通して集水ますのほうに集まってくるということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 難しい議論はわかりませんけれども、そもそもこの案件は何で議決案件として提案されているので

しょうか。地方自治法で、私が知っている限りは、5,000万円以下は議決案件ではなくて、町長に任さ

れている範疇だと思っていたのですけれども、そういう説明もないので、私はこの案件は取り下げる
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べき案件ではないかと思うのですが、いいのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 議決案件は、設計額5,000万円以上ということになっております。入札の結果で5,000万円を下回っ

たということですので、議決案件になってくるということになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 わかりました。では、提案理由が何もなかったので、そういう誤解を招くのではないですか。要ら

ぬ議論を起こさないように、町長に任されている分は本来であれば議論はなくてもよかったのではな

いかと思うので、やはりこれからのこともあるので、そうであればこういう厳しいところは、地方自

治法で幾ら以上で、こういうことでしたというのをちゃんと説明しないと、皆さんが納得しないと思

いますので、お願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を終わります。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第18号 柳沢北浜地区土地区画整理事業排水路築造（その２）工事の請負契約の締結

に関し議決を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第18号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第18、議案第19号 町道の路線の認定に関し議決を求めることについてを議題とします。 
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 提案理由の説明を求めます。建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 議案第19号 町道の路線の認定に関し議決を求めることについて、その提案理由についてご説明い

たします。 

 認定の目的は、山田地区防災集団移転促進事業により整備する山田第３団地内道路について町道認

定するものです。 

 それでは、位置図によりまして説明してまいります。資料をごらんください。山田第３団地内の道

路５路線についてです。緑色で表示している山田第３団地１号線、延長236メートル、幅員６メートル、

水色で表示している山田第３団地２号線、延長118.4メートル、幅員６メートル、黄色で表示している

山田第３団地３号線、延長126.7メートル、幅員６メートル、黄緑色で表示している山田第３団地４号

線、延長21メートル、幅員６メートル、紺色で表示している山田第３団地５号線、延長26.2メートル、

幅員４メートルとなります。 

 以上、町道の路線の認定についてご説明いたしました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第19号 町道の路線の認定に関し議決を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 以上で本日の日程は全て終了しましたので、これをもって散会いたします。 

                  午後 ３時０８分散会 



- 190 - 

 

 
平成３０年第１回山田町議会定例会会議録（第２３日） 

招 集 告 示 日   平成３０年 ２月 ７日 

招 集 年 月 日   平成３０年 ２月１３日 

招 集 場 所   山田町役場５階議場 

開 閉 会 日 時 
及 び 宣 告 

開 議 平成３０年 ３月 ７日午前１０時００分 議 長 昆  暉雄 

散 会 平成３０年 ３月 ７日午後 １時５６分 議 長 昆  暉雄 
 
応（不応）招議員 
及び出席議員並び 
に 欠 席 議 員 

 

  出席 １３名 

  欠席  ０名 

  欠員  １名 

  凡例 出席 ○ 

     欠席 △ 

   （不応招）× 

議 席 
番 号 

氏    名 
出 席 
等の別 

議 席 
番 号 

氏    名 
出 席 
等の別 

 １ 阿 部 幸 一 〇  ８ 関  清 貴 〇 

 ２    ９ 阿 部 吉 衛 〇 

 ３ 佐 藤 克 典 〇 １０ 坂 本  正 〇 

 ４ 黒 沢 一 成 〇 １１ 菊 地 光 明 〇 

 ５ 田 老 賢 也 〇 １２ 山 崎 泰 昌 〇 

 ６ 木 村 洋 子 〇 １３ 吉 川 淑 子 〇 

 ７ 尾 形 英 明 〇 １４ 昆  暉 雄 〇 

会議録署名議員 ３番 佐 藤 克 典 ４番 黒 沢 一 成 ５番 田 老 賢 也 

職務のため議場 
に出席した者の 
職氏名      

事務局長 福 士 雅 子 書  記 齋 藤 絢 介 

 

 

地 方 自 治 法 第 

１２１条により 

説明のため出席 

した者の職氏名 

 

 

  凡例  出席 〇 

     欠席 △ 

職  名 氏   名 出欠 職  名 氏   名 出欠 

町  長 佐 藤 信 逸 〇 長寿福祉課長 菊 池 ひろみ 〇 

副 町 長 甲斐谷 義 昭 〇 健康子ども課長 野 口  伸 〇 

副 町 長 鈴 木  裕 〇 建設課長 川守田 正 人 〇 

技  監 山 下 真 徳 〇 建築住宅課長 芳 賀 道 行 〇 

総務課長 佐々木 真 悟 〇 建築住宅課主幹 佐々木 政 勝 〇 

総務課主幹 倉 本 收 郎 〇 上下水道課長 後 藤 清 悦 〇 

財政課長 古 舘  隆 〇 消防防災課長 小 林 達 広 〇 

復興企画課長 甲斐谷 芳 一 〇 教 育 長 佐々木 茂 人 〇 
会計管理者兼 
税 務 課 長 白 𡈽 靖 行 〇 教育次長 箱 山 智 美 〇 

農林課長 川 口 徹 也 〇 生涯学習課長 中 屋 佳 信 〇 

水産商工課長 武 藤 嘉 宜 〇    

町民課長 昆  健 祐 〇    

議 事 日 程   別 紙 の と お り 

会議に付した事件   別 紙 の と お り 

会 議 の 経 過   別 紙 の と お り 

 



- 191 - 

             平成３０年第１回山田町議会定例会議事日程 

                    （第２３日） 

 

                        平成３０年 ３月 ７日（水）午前１０時開議 

 

 

日 程 第 １ 議案第 20号 平成 30年度山田町一般会計予算 

日 程 第 ２ 議案第 21号 平成 30年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 

日 程 第 ３ 議案第 22号 平成 30年度山田町後期高齢者医療特別会計予算 

日 程 第 ４ 議案第 23号 平成 30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）予算 

日 程 第 ５ 議案第 24号 平成 30年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算 

日 程 第 ６ 議案第 25号 平成 30年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計予算 

日 程 第 ７ 議案第 26号 平成 30年度山田町公共下水道事業特別会計予算 

日 程 第 ８ 議案第 27号 平成 30年度山田町水道事業会計予算 

日 程 第 ９ 意見第１号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについて 

日 程 第１０ 意見第２号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについて 

日 程 第１１ 意見第３号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについて 

追加日程第 １ 議案第 28号 平成 29年度山田町一般会計補正予算（第７号） 

追加日程第 ２ 議案第 29号 平成 29年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第 

              ２号） 

追加日程第 ３ 議案第 30号 平成 29年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号） 

追加日程第 ４ 議案第 31号 平成 29年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）補正予算 

              （第１号） 

追加日程第 ５ 議案第 32号 平成 29年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号） 

追加日程第 ６ 議案第 33号 平成 29年度山田町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 
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         平成３０年 ３月 ７日 

           平成３０年第１回山田町議会定例会会議録 

             午前１０時００分開議 

               （議事日程等別紙） 

 

                  午前１０時００分開議 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 ただいまの出席議員は13名であり、定足数に達していますので、会議は成立しました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 これより直ちに本日の会議を開きます。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番尾形英明議員から発言を求められておりますので、これを許可します。７番。 

〇７番尾形英明議員 

 ３月５日に行われた一般質問の再質問の中で、不適当な表現がありましたので、これを取り消して

もらいたいと思います。取り消します。なお、議事録からの削除については、議長に一任します。よ

ろしくお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番議員からの申し出のとおり、不適当な表現に係る部分を取り消すことに決定します。なお、議

事録の該当部分の削除については、本職に一任願います。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 次に、３月５日に行われた３番佐藤克典議員の一般質問中、答弁保留したものについて、答弁した

い旨申し出がありますので、これを許可します。農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 ３月５日の３番議員さんに対する答弁が保留になっておりましたので、貴重な時間をおかりしまし

て、この場でご報告させていただきます。 

 まず、基盤整備関連の会議打ち合わせについてですが、平成29年５月15日に土地改良区で、平成29年

９月12日に田名部林業担い手センターで、平成29年12月４日に役場庁舎でそれぞれ開催いたしており

ます。圃場整備事業につきましては、豊間根工区を見て圃場整備が必要だなと必要性を感じた方もい

ると思いますので、現在実施しているアンケートの結果を踏まえ、検討、協議してまいりたいと考え
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ております。 

 次に、野菜の反収についてですが、芽キャベツの反収については、１反歩当たり約１トン、卸売価

格が１キログラム約950円となっておりまして、１反歩当たり約95万円ということになっております。

ブロッコリーにつきましては、１反歩当たり約820キログラム、１キログラム当たりが約420円で、１

反歩当たり約35万円となっております。 

 以上です。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 次に、日程の変更についてお諮りいたします。 

 お手元に配付のとおり、追加日程として議案６件が提出されましたので、その日程のとおり変更し

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、お手元に配付の日程のとおりとします。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第１、議案第20号 平成30年度山田町一般会計予算、日程第２、議案第21号 平成30年度山田

町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算、日程第３、議案第22号 平成30年度山田町後期高齢者医

療特別会計予算、日程第４、議案第23号 平成30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）予算、日

程第５、議案第24号 平成30年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算、日程第６、議

案第25号 平成30年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計予算、日程第７、議案第26号 平成30年

度山田町公共下水道事業特別会計予算、日程第８、議案第27号 平成30年度山田町水道事業会計予算

を一括議題とします。 

 以上８件は、全て当初予算にかかわるものですので、一括上程し、提案理由の説明を求めることに

したいと思いますが、順次説明を求めます。 

 最初に、日程第１、議案第20号 平成30年度山田町一般会計予算について、提案理由の説明を求め

ます。財政課長。 

〇財政課長（古舘 隆） 

 議案第20号 平成30年度山田町一般会計予算についてご説明いたします。 

 なお、皆様のお手元に資料としてお渡ししております平成30年度山田町一般会計当初予算の概要に

沿ってご説明いたしますので、ごらんいただきながらよろしくお願いいたします。 

 １ページをお開きください。総論でございます。平成30年度一般会計当初予算案の総額は、歳入歳
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出それぞれ278億3,587万3,000円で、前年度当初予算総額359億5,197万9,000円と比較し、マイナス

22.6％、81億1,610万6,000円の減と前年度を下回りましたが、震災以降７年連続で数百億円規模の大

型予算となっております。30年度もこれまでに引き続き、東日本大震災からの復興事業を中心とした

予算編成となっています。 

 次に、予算編成の基本的な考え方についてであります。前段は、政府予算や国の地方財政対策に係

る部分であり、省略させていただきます。 

 後段の部分をごらんください。本町の平成30年度一般会計当初予算案は、これら地方財政を取り巻

く状況を踏まえ、復興を最優先に山田町総合計画の実現や町政に求められる課題解決を図りつつ、健

全な財政運営の維持に努めることを念頭に予算編成を行いました。 

 次に、主要な施策についてであります。本資料の16ページ以降に詳細を掲載しておりますが、平成30年

度一般会計当初予算案は、前年度までに引き続いて東日本大震災からの復興事業を中心とする予算に

なっています。 

 次のページをお開きください。予算の枠組みについては、次のとおりとなります。なお、事業の名

称などは記述のとおりでありますので、省略いたします。 

 山田町総合計画事業では、総合計画に基づき計画的に実施する各種事業を85事業、22億7,000万円程

度を計上しています。復興交付金事業では55事業、161億5,000万円程度を、災害復旧事業では９事業、

３億4,000万円程度を、復興関連事業では50事業、27億6,000万円程度を計上しています。 

 次に、歳入についてご説明いたします。１款町税の総額は11億1,383万7,000円で、前年度と比較し

て伸び率は0.7％、792万円の増となっています。１項町民税は５億446万1,000円で、前年度比874万

7,000円の増となっています。個人の所得割及び法人税割の増加などを見込んだことによるものです。 

 ３ページをごらんください。２款地方譲与税では、１項地方揮発油譲与税は前年度比20万円減の

1,630万円、２項自動車重量譲与税は前年度比210万円増の3,970万円となっています。 

 ３款から５款については省略いたします。 

 ６款地方消費税交付金は、前年度比1,130万円増の２億7,190万円となっています。なお、社会保障

財源分としては１億1,200万円程度を見込んでいます。 

 ７款から９款については省略いたします。 

 10款地方交付税の総額は65億1,609万7,000円で、その内訳は普通交付税が27億7,300万円、特別交付

税が6,000万円、震災復興特別交付税が36億8,309万7,000円となっています。普通交付税は、国の地方

財政計画においても減とされていることから、前年度比マイナス3.8％、１億1,000万円の減と見込ん

でいます。なお、平成29年度の交付決定額29億3,495万8,000円と比較しますと、マイナス5.5％、１億

6,195万8,000円の減となっています。特別交付税は、前年度と同額を計上しています。震災復興特別

交付税は、復興交付金事業や災害復旧事業の町負担相当額などが算入対象となるもので、前年度比11億

1,505万1,000円の減と見込んでいます。 
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 なお、復興事業費の一部地方負担については、３事業で400万円程度と見込んでいます。 

 ４ページをお開きください。11款は省略いたします。 

 12款分担金及び負担金の総額は7,263万3,000円で、伸び率は6.3％、432万円の増となっています。

これは、保育料の増などによるものです。 

 13款使用料及び手数料の総額は8,193万円で、伸び率は27.9％、1,788万8,000円の増となっています。

これは、災害公営住宅使用料の増などによるものです。 

 14款国庫支出金の総額は13億401万5,000円で、伸び率はマイナス61.6％、20億9,420万2,000円の減

となっています。増減の主なものは記述のとおりでありますので、省略いたします。 

 15款県支出金の総額は12億1,267万8,000円で、伸び率は4.9％、5,609万7,000円の増となっています。

増減の主なものは記述のとおりでありますので、省略いたします。 

 16款財産収入の総額は４億3,367万2,000円で、伸び率はマイナス32.4％、２億780万6,000円の減と

なっています。これは、防災集団移転促進事業により整備した宅地の売り払いなどの不動産売払収入

の減などによるものです。 

 17款寄附金の総額は、ふるさと応援寄附金を含めて前年度同額の8,000万3,000円となっています。 

 次のページをごらんください。18款繰入金の総額は151億4,314万円で、伸び率はマイナス23.2％、45億

7,341万9,000円の減となっています。これは、復興事業の進捗に伴い復興交付金管理運営基金からの

繰入金が減少したことなどによるものです。基金ごとの内訳は記述のとおりでありますので、省略い

たします。 

 19款は省略いたします。 

 20款諸収入の総額は１億3,486万8,000円で、伸び率はマイナス23.6％、4,155万3,000円の減となっ

ています。これは、町民総合運動公園ラグビー・サッカー場改修工事の完了に伴う助成金の減などに

よるものです。 

 21款町債の総額は13億9,270万円で、伸び率はマイナス5.3％、7,840万円の減となっています。町債

の増減事由や事業債別の区分については記述のとおりでありますので、省略いたします。 

 以上、歳入科目別に申し述べてまいりましたが、歳入の一般財源総額は91億3,013万4,000円で、歳

入総額に占める一般財源の割合、いわゆる一般財源比率は32.8％と、前年度を5.4ポイント上回ってい

ます。 

 ６ページをお開きください。次に、歳出についてご説明いたします。性質別区分による予算額では、

減額となった主な理由は、復興事業の進展により普通建設事業費が58億1,900万8,000円の減、災害復

旧事業費が19億8,913万8,000円の減となっています。なお、詳細は13ページ以降に掲載しております。 

 義務的経費を見ると、公債費は減となったものの、職員の新規採用などにより、人件費が7,370万円

の増となり、また扶助費も3,165万7,000円の増となったことから、伸び率は2.8％の36億6,360万4,000円

となりました。 



- 196 - 

 目的別では、１款議会費の総額は8,547万1,000円で、前年度当初予算額と比較して、伸び率マイナ

ス6.6％、603万8,000円の減となっています。 

 ２款総務費の総額は19億1,418万1,000円で、伸び率はマイナス13.1％、２億8,798万9,000円の減と

なっています。構成比6.9％は教育費と並び土木費、民生費に次いで３番目となります。 

 各款ごとの項及び目の内容は、それぞれ記述のとおりでありますので、以降各款の総額についての

み申し上げ、読み上げは省略はいたします。 

 ７ページをごらんください。３款民生費の総額は24億3,692万8,000円で、伸び率はマイナス0.7％、

1,802万7,000円の減ですが、構成比8.8％は土木費に次いで２番目となります。 

 ４款衛生費の総額は５億3,908万円で、伸び率はマイナス55.6％、６億7,495万2,000円の減となりま

した。 

 ５款労働費の総額は95万9,000円で、伸び率はマイナス5.5％、５万6,000円の減となりました。 

 ８ページをお開きください。６款農林水産業費の総額は16億7,261万9,000円で、伸び率はマイナス

29.4％、６億9,633万7,000円の減となっています。構成比6.0％は土木費、民生費、教育費、総務費に

次いで５番目となります。 

 ７款商工費の総額は３億9,796万6,000円で、伸び率は21.4％、7,017万4,000円の増となっています。 

 ９ページをごらんください。８款土木費の総額は172億5,827万円となっています。伸び率はマイナ

ス25.0％、57億6,642万1,000円の減となりましたが、構成比は最も高い62.0％となっています。 

 10ページをお開きください。９款消防費の総額は４億7,833万円で、伸び率は19.8％、7,894万5,000円

の増となっています。 

 10款教育費の総額は19億2,847万4,000円で、伸び率は157.6％、11億7,987万8,000円の増となり、構

成比6.9％は総務費と並び土木費、民生費に次いで３番目となります。 

 11款災害復旧費の総額は３億3,777万8,000円で、伸び率はマイナス85.5％、19億8,913万8,000円の

減となっています。 

 11ページをごらんください。12款公債費の総額は７億7,081万6,000円となり、前年度当初予算と比

較してマイナス0.8％、614万5,000円の減となっています。 

 13款諸支出金は、整理科目として1,000円を計上しています。 

 14款予備費は、前年度同額の1,500万円を計上しています。 

 本資料の12ページ以降には予算額の比較資料や事業一覧などを掲載しておりますが、内容の説明に

ついては省略させていただきます。 

 また、当初予算の審議に当たって参考としていただくため、別に当初予算のあらましも配付させて

いただいておりますので、あわせてご一読くださるようお願いいたします。 

 以上のとおり、平成30年度山田町一般会計予算の提案理由の説明といたします。よろしくご審議い

ただきますようお願い申し上げます。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 次に、日程第２、議案第21号 平成30年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算、日程第

３、議案第22号 平成30年度山田町後期高齢者医療特別会計予算についての提案理由の説明を求めま

す。町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 議案第21号 平成30年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算についてご説明申し上げま

す。説明については、平成30年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）当初予算の概要で申し上

げます。 

 １ページをごらんください。予算編成の基本的な考え方についてであります。平成30年度における

国民健康保険事業は、今般の制度改革に伴い、予算総額の72.8％を占める保険給付費と25.1％を占め

る新たに創設された国民健康保険事業費納付金が骨子となっており、予算編成に当たってはこれまで

どおり事業を適正かつ円滑に執行していく上で、診療報酬改定などによる医療費の動向などを踏まえ

た保険給付費の算定に主眼を置いております。歳出については、保険給付費の的確な推計、経常経費

の効率化及び適正な執行、歳入については国民健康保険税の適正な賦課、県支出金の的確な把握、そ

の他収入の確保などに留意し、予算編成を行っております。 

 予算の総額についてであります。歳入歳出予算案の総額は23億3,207万2,000円で、前年度当初予算

と比較し７億1,745万3,000円、率にして23.5％の減となっております。これは、主に制度改革に伴い、

高額医療費共同事業と保険財政共同安定化事業が廃止されたことによるものであります。主なものに

ついて前年度当初予算と比較しますと、歳入については国民健康保険税は3.8％の減、県支出金は

1,102.3％の増、繰入金は7.1％の減となっております。国民健康保険税の減額は被保険者数の減、県

支出金の増額は国民健康保険事業費納付金などの創設に伴う増、繰入金の減額は被保険者数の減に伴

う財政安定化支援事業分の減を見込んだことによるものであります。歳出については、保険給付費は

9.6％の減、国民健康保険事業費納付金は皆増となっております。保険給付費の減額は被保険者数の減

少、国民健康保険保険給付費等交付金は新たな創設によるものであります。 

 それでは、歳入歳出の款別に100万円以上の主なものについてご説明申し上げます。会計の性格上、

歳出から説明してまいります。 

 ２ページをごらんください。１款総務費についてであります。総務費は、国保事業を行っていくた

めの事務費等に要する経費で、１項総務管理費は1,920万1,000円、２項徴税費は652万2,000円を計上

しております。 

 ２款保険給付費についてであります。１項療養諸費と２項高額療養費は、厚生労働省方式の推計方

法により、平成27年度から29年度までの自然増減率と退職者医療制度移行分を加味するなどして推計

をしております。 

 １項療養諸費は、１目一般被保険者療養給付費15億2,160万6,000円、２目退職被保険者等療養給付
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費1,629万1,000円、３目一般被保険者療養費671万6,000円、５目審査支払手数料345万1,000円など、

合計で15億4,856万4,000円を計上しております。 

 ２項高額療養費は、１目一般被保険者高額療養費１億3,612万8,000円、２目退職被保険者等高額療

養費200万円など、合計で１億3,853万6,000円を計上しております。 

 ３ページをごらんください。４項出産育児諸費は、１目出産育児一時金、１件42万円の20件分で840万

円を計上し、合計で840万5,000円としております。 

 ５項葬祭諸費は、１目葬祭費、１件３万円の50件分で150万円を計上しております。 

 ３款国民健康保険事業費納付金についてであります。国民健康保険事業費納付金は、都道府県が交

付する国民健康保険保険給付費等交付金の交付に要する費用や、前期高齢者納付金を初め、都道府県

の国保事業に要する費用に充てるため、市町村が保険税などを財源として都道府県に納付するもので

あり、その納付金の区分ごとの計上となっております。 

 １項医療給付費分は、１目一般被保険者分４億158万6,000円、２目退職被保険者等分217万2,000円

で、合計で４億375万8,000円を計上しております。 

 ２項後期高齢者支援金等分は、１目一般被保険者分１億2,522万9,000円など、合計で１億2,616万

3,000円を計上しております。 

 ３項介護納付金分は、１目介護納付金分5,429万5,000円を計上しております。 

 ４款保健事業費についてであります。１項特定健康診査等事業費は、平成20年度から始まった40歳

から74歳までの国保被保険者の健診事業で、1,781万5,000円を計上しております。 

 ５款基金積立金、６款公債費については省略いたします。 

 ４ページをごらんください。７款諸支出金についてであります。諸支出金は、国保税の還付金等で

あります。１項償還金及び還付加算金は、１目一般被保険者保険税還付金の329万円など、合計で345万

円を計上しております。 

 ８款予備費についてであります。予備費は、前年度当初と同額の300万円を計上しております。 

 以上、歳出合計は23億3,207万2,000円となっております。 

 次に、５ページをごらんください。歳出を補うための歳入についてであります。歳出合計23億3,207万

2,000円から歳入の２款から９款までの合計19億3,167万9,000円を差し引いた額４億39万3,000円が国

民健康保険税に求められることとなります。 

 １款国民健康保険税についてであります。29年度の本算定額などのデータをもとに積算し、収納率

を一般被保険者分、退職被保険者分ともに93％と見込みました。１項国民健康保険税、１目一般被保

険者国民健康保険税は３億9,593万3,000円を計上、前年度当初予算と比較し862万4,000円の減となっ

ております。内訳は、１節医療給付費分現年課税分が２億4,868万3,000円、２節後期高齢者支援金分

現年課税分が9,187万7,000円、３節介護納付金分現年課税分が4,177万7,000円、４節医療給付費分滞

納繰越分が965万6,000円、５節後期高齢者支援金分滞納繰越分が238万9,000円、６節介護納付金分滞
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納繰越分が155万1,000円となっております。 

 ２目退職被保険者等国民健康保険税は446万円を計上、前年度当初予算と比較し718万5,000円の減と

なっております。内訳は、１節医療給付費分現年課税分が244万1,000円、２節後期高齢者支援金分現

年課税分が90万2,000円、３節介護納付金分現年課税分が89万8,000円などとなっております。 

 ２款使用料及び手数料については省略いたします。 

 ３款国庫支出金についてであります。国庫支出金については、制度改革により、これまで市町村の

取り扱いとなっていた療養給付費等負担金など主要なものについて県の取り扱いとなり、市町村が取

り扱うものが一部のものに限定されました。 

 ６ページをごらんください。このため１項国庫補助金、１目災害臨時特例補助金1,000円のみの計上

となっております。 

 ４款県支出金についてであります。県支出金については、制度改革により、新たに創設された国民

健康保険保険給付費等交付金が主要なものになり、このため大幅な変更となっております。１項県補

助金、１目保険給付費等交付金は17億3,479万円を計上し、内訳は１節普通交付金14億8,371万2,000円、

２節特別交付金２億5,107万8,000円となっております。普通交付金は、出産育児諸費などの任意給付

分を除く保険給付費、特別交付金は主に国民健康保険事業費納付金の財源となるものであります。２

目一部負担金特例措置支援事業費補助金は1,846万5,000円を計上しております。 

 ２項１目財政安定化基金交付金は、財源不足が生じたとき、一定の基準を満たした場合に県から交

付されるもので、1,000円を計上しております。 

 ５款財産収入については省略いたします。 

 ６款繰入金についてであります。１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金は、保険基盤安定繰入金

の保険税軽減分として7,753万5,000円、同じく保険者支援分として3,810万4,000円、嘱託徴収員報酬、

レセプト点検員報酬などの事務費等繰入金として2,383万6,000円、出産育児一時金等繰入金として

560万円、財政安定化支援事業繰入金として3,140万円、合計で１億7,647万5,000円を計上しておりま

す。 

 ７款繰越金については省略いたします。 

 ８款諸収入についてであります。２項雑入は、１目一般被保険者第三者納付金100万円など、合計で

101万1,000円を計上しております。 

 以上、歳入合計は23億3,207万2,000円となっております。 

 続きまして、議案第22号 平成30年度山田町後期高齢者医療特別会計予算についてご説明申し上げ

ます。説明については、平成30年度山田町後期高齢者医療特別会計当初予算の概要で申し上げます。 

 １ページをごらんください。予算編成の基本的な考え方についてであります。岩手県後期高齢者医

療広域連合議会での議決に基づき、保険料徴収分、低所得者等保険料軽減額相当分の繰入金を歳入に、

制度を運営していくための事務費並びに広域連合規約に基づいて徴収した保険料、延滞金及び保険基
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盤安定負担金を納付金として歳出に予算計上することを基本としております。 

 予算の総額についてであります。歳入歳出予算案の総額は１億7,042万5,000円で、前年度当初予算

と比較し955万8,000円、率にして5.9％の増となっております。 

 それでは、歳入歳出の款別に100万円以上の主なものについてご説明申し上げます。歳入についてで

あります。１款後期高齢者医療保険料についてであります。１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴

収保険料は、年金から天引きされるもので、6,830万6,000円を計上しております。２目普通徴収保険

料は、年金から天引きできない分を保険料総額の33.29％とし、収納率98.15％を見込み、3,345万5,000円

を計上しております。 

 ２款使用料及び手数料については省略いたします。 

 ２ページをごらんください。４款繰入金についてであります。１項一般会計繰入金、１目事務費繰

入金は、歳出の総務費に充当するもので、487万2,000円を計上しております。２目保険基盤安定繰入

金は、低所得者等の保険料軽減額相当分の４分の１を市町村が、４分の３を県が負担することとなっ

ており、県の負担分を一般会計で受け、町分と合わせてこの特別会計へ繰り入れるもので、5,900万

7,000円を計上しております。 

 ５款繰越金については省略いたします。 

 ６款諸収入についてであります。２項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金は、後期高齢者医

療保険料の過年度分の還付を勘案し、前年度と同額の100万円を計上しております。 

 ３項１目雑入は、広域連合が保険者として負担すべき後期高齢者健康診査事業に対する補助金294万

2,000円を計上しております。 

 以上、歳入合計は１億7,042万5,000円となっております。 

 ３ページをごらんください。次に、歳出についてであります。１款総務費についてであります。１

項総務管理費、１目一般管理費は412万円を計上しております。主なものは、保険料算定適正化に係る

後期高齢事務支援システム改修委託料64万3,000円、後期高齢者医療制度事務支援システムリース料

328万6,000円などとなっております。 

 ２項１目徴収費は106万3,000円を計上しております。普通徴収納付書の印刷代が主なものでありま

す。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金についてであります。１項１目後期高齢者医療広域連合納付金

は、特別徴収保険料、普通徴収保険料、保険基盤安定負担金などを納付するもので、１億6,077万8,000円

を計上しております。 

 ３款後期高齢者健診事業費についてであります。１項１目後期高齢者健診事業費は、後期高齢者健

診等委託料の331万9,000円など341万4,000円を計上しております。 

 ４款諸支出金についてであります。１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金は、過年度分の

保険料の還付金として歳入の保険料還付金と同額の100万円を計上しております。 
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 以上、歳出合計は１億7,042万5,000円となっております。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 次に、日程第４、議案第23号 平成30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）予算、日程第５、

議案第24号 平成30年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算について、提案理由の説

明を求めます。長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 議案の提案の前に、提出しておりました平成30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）予算書の

訂正がございます。70ページの５款地域支援事業費の説明欄に印刷誤りがありました。まことに申し

わけございません。訂正の内容は、皆様のお手元に配付のとおりでございます。今後このようなこと

がないよう十分注意してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 議案第23号 平成30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）予算についてご説明申し上げます。

説明につきましては、平成30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）当初予算の概要で申し上げま

す。 

 １ページをごらんください。予算編成の基本的な考え方についてであります。全国的に高齢化が進

む中、平成30年度の山田町における高齢化率は37.6％と推計されます。団塊の世代が75歳に達する2025年

に向け、保険財政が健全かつ円滑に執行されるよう、３カ年の介護保険事業計画に基づき、介護給付

・予防給付等の歳出と第１号被保険者の介護保険料、国や県の公費負担分等の歳入の均衡に留意する

とともに、高齢者が可能な限り住みなれた地域で生活を続けることができるよう、地域包括ケアシス

テムの構築に向け、地域支援事業をさらに重視した予算編成としております。 

 予算の総額であります。歳入歳出予算の総額は18億3,320万9,000円で、前年度当初予算額と比較し

4,171万4,000円、率にして2.2％の減となっております。主なものについて前年度と比較しますと、歳

入については介護保険料収入は6.8％の増、国庫支出金は1.1％の減、支払基金交付金は6.7％の減、県

支出金は2.4％の減、繰入金は5.9％の減となっております。歳出については、総務費が11.3％の減、

保険給付費は3.1％の減、地域支援事業費は24.4％の増となっております。 

 それでは、歳入歳出の款別に主なものについてご説明申し上げます。会計の性格上、歳出から説明

してまいります。 

 ２ページをごらんください。１款総務費についてであります。１項総務管理費は、介護保険システ

ム改修等委託料657万8,000円など1,300万2,000円を、３項介護認定審査会費は主治医意見書作成料

432万9,000円など1,500万7,000円を、合計で2,843万9,000円を計上しております。 

 ２款保険給付費についてであります。１項介護サービス等諸費、１目介護サービス給付費は、居宅

介護、地域密着型介護、施設介護、福祉用具購入、住宅改修、居宅介護サービス計画の各サービス給

付費で、15億7,198万円を計上しております。 

 ２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費は、介護予防、地域密着型介護予防、
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介護予防福祉用具購入、介護予防住宅改修、介護予防サービス計画の各サービス給付費で、3,340万円

を計上しております。 

 ３項１目その他諸費は、審査支払手数料、高額介護サービス費、高額合算介護サービス費、特定入

所者介護サービス費など、１億1,293万7,000円を計上しております。 

 ３款財政安定化基金拠出金、４款基金積立金については省略いたします。 

 ５款地域支援事業費についてであります。１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は1,962万

7,000円、２目介護予防ケアマネジメント事業費は672万円、合計で2,634万7,000円を計上しておりま

す。 

 ２項１目一般介護予防費は578万6,000円を計上しております。 

 次のページをごらんください。３項包括的支援事業・任意事業費、１目包括的支援事業費は1,573万

9,000円、２目在宅医療・介護連携推進事業費は138万1,000円、３目生活支援体制整備事業費は2,207万

円、４目認知症総合支援事業費は625万5,000円、６目任意事業費は640万7,000円を計上しております。 

 ６款公債費については省略いたします。 

 ７款諸支出金についてであります。１項償還金及び還付加算金、１目還付金及び返還金は、第１号

被保険者保険料の還付金など100万1,000円を計上しております。 

 ８款についてであります。予備費は、前年度当初と同額の100万円を計上しております。 

 以上、歳出合計18億3,320万9,000円となっております。 

 次に、４ページをごらんください。歳出を補うための歳入についてご説明申し上げます。１款保険

料についてであります。１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料は３億4,750万円を計上しており

ます。内訳は、年金から天引きとなる特別徴収保険料３億1,500万円、天引きできない直接納付となる

普通徴収保険料を収納率90％を見込み3,100万円、滞納繰越分を150万円としております。 

 ２款使用料及び手数料については省略いたします。 

 ３款国庫支出金についてであります。１項国庫負担金、１目介護給付費負担金は３億472万円、２項

国庫補助金、１目調整交付金は１億2,210万9,000円、２目地域支援事業交付金（総合事業）は、地域

支援事業費のうち介護予防・生活支援サービス事業費等643万7,000円、３目地域支援事業交付金（包

括的支援・任意事業）は2,012万円など、計１億4,964万6,000円を計上しております。 

 ４款支払基金交付金についてであります。１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金は、第２号

被保険者の保険料に係る分で、介護給付費の27％の４億6,394万6,000円を計上しております。２目地

域支援事業交付金は、総合事業に係る第２号被保険者負担分で、事業費の27％の869万1,000円を計上

しております。 

 次のページをごらんください。５款県支出金についてであります。１項県負担金、１目介護給付費

負担金は２億5,373万4,000円を計上しております。 

 ２項県補助金、１目地域支援事業交付金（総合事業）は402万3,000円、２目地域支援事業交付金（包
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括的支援・任意事業）は1,006万円、３目利用者負担補助金は被災者の利用者負担の免除に対する補助

金140万円を計上しております。 

 ３項財政安定化基金支出金、４項委託金は省略いたします。 

 ６款繰入金についてであります。１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金は２億1,478万9,000円、

２目地域支援事業繰入金（総合事業）は402万3,000円、３目地域支援事業繰入金（包括的支援・任意

事業）は1,006万円、４目低所得者保険料軽減繰入金は390万3,000円、５目その他一般会計繰入金は

2,745万9,000円、合計で２億6,023万4,000円を計上しております。 

 ２項１目基金繰入金は2,912万円を計上しております。 

 ７款繰越金、８款諸収入は省略いたします。 

 以上、歳入合計18億3,320万9,000円となっております。 

 続きまして、議案第24号 平成30年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算について

ご説明申し上げます。説明につきましては、平成30年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）

当初予算の概要で申し上げます。 

 ６ページをごらんください。予算編成の基本的な考え方についてであります。町地域包括支援セン

ターは、指定介護予防支援事業所の指定を受け、予防給付のケアマネジメント業務を行っております。

このことから、サービス事業勘定予算を設け、予算管理を行っております。歳入については、予防支

援サービス事業量の推計、歳出については予防支援事業所の業務運営に必要な経費の適正な把握に留

意し、予算編成を行っております。 

 予算の総額についてであります。歳入歳出予算の総額は217万4,000円で、前年度当初予算額250万

4,000円と比較し33万円の減、率にして13.2％の減となっております。 

 それでは、歳入歳出予算の款別にご説明申し上げます。歳入についてであります。１款サービス収

入は、１項予防給付費収入、１目予防支援サービス計画費は217万2,000円を計上しております。 

 ２款繰入金、繰越金、３款諸収入は省略いたします。 

 歳出についてであります。１款サービス事業費、１項１目居宅介護支援事業費は、予防給付ケアマ

ネジメント委託料155万1,000円など、合計で217万4,000円を計上しております。 

 以上、歳入歳出予算合計217万4,000円となっております。 

 以上で平成30年度介護保険特別会計（事業勘定）、（サービス事業勘定）予算の説明とさせていただ

きます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 次に、日程第６、議案第25号 平成30年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計予算、日程第７、

議案第26号 平成30年度山田町公共下水道事業特別会計予算、日程第８、議案第27号 平成30年度山

田町水道事業会計予算について、提案理由の説明を求めます。上下水道課長。 

〇上下水道課長（後藤清悦） 
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 議案第25号、平成30年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計当初予算の概要についてご説明申し

上げます。 

 当初予算の概要１ページをごらんください。総論についてであります。山田町漁業集落排水処理事

業は、大浦地区と大沢地区の処理施設を管理運営しております。平成30年度予算につきましては、適

切な維持管理及び経費の節減に努め、健全な事業経営を目指すことを基本として編成いたしました。 

 当初予算案の総額は、歳入歳出それぞれ１億5,989万2,000円で、前年度と比較して1,858万7,000円

の増、伸び率は13.2％となっております。 

 それでは、歳入の主なものについてご説明いたします。１款事業収入、使用料収入は総額2,713万

4,000円で、前年度と比較して伸び率は7.0％、177万7,000円の増となっております。大浦排水処理施

設使用料は現年度分853万円、大沢排水処理施設使用料は現年度分1,860万2,000円です。また、大浦、

大沢両処理区とも滞納繰越分として1,000円ずつ計上しております。 

 ２款県支出金、漁業集落環境整備事業費補助金は330万円の計上で、農山漁村地域整備交付金を活用

した大浦終末処理施設の機能保全計画策定委託料に充当します。 

 ３款繰入金、一般会計繰入金は１億1,564万7,000円で、前年度と比較してマイナス0.3％、29万円の

減となっております。歳入不足を調整する財源であり、主に人件費、公債費に充当しております。 

 ２ページをごらんください。４款繰越金及び５款諸収入は省略させていただきます。 

 ６款町債、集落排水事業債は330万円の計上で、大浦終末処理施設の機能保全計画策定委託料に充当

いたします。公営企業会計移行事業債は1,050万円の計上で、公営企業会計移行に係る委託料に充当い

たします。 

 歳出の主なものについてご説明いたします。１款経営経常費は、漁業集落排水処理事業を運営する

ための人件費、各施設の維持管理費等を計上しております。総額は5,834万6,000円で、前年度と比較

して伸び率は25.3％、1,178万6,000円の増となっております。 

 １目総務費は、前年度と比較して894万5,000円増の2,163万9,000円を計上しております。公営企業

会計移行事業委託料の増によるものであります。２目大浦排水処理区事業管理費は、前年度と比較し

て52万8,000円増の1,182万3,000円を計上しております。消耗品費の増額等によるものであります。３

目大沢排水処理区事業管理費は、前年度と比較して231万3,000円増の2,338万4,000円を計上しており

ます。復興事業によりマンホールポンプ場が増設されたことから、維持管理費の増額を見込んだもの

であります。４目整備事業費は、前年度と同額の150万円を計上しております。 

 ３ページをごらんください。２款漁業集落排水事業費は、大浦漁業集落排水整備費660万円で、大浦

終末処理施設機能保全計画策定委託料を計上しております。 

 ３款公債費の総額は9,494万6,000円で、前年度と比較して伸び率は0.2％、20万1,000円の増となっ

ております。これは、町債の元金償還金及び利子償還金を計上しております。 

 以上、平成30年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計当初予算の提案理由の説明といたします。 
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 続きまして、議案第26号 平成30年度山田町公共下水道事業特別会計当初予算の概要についてご説

明申し上げます。 

 当初予算の概要１ページをごらんください。総論についてであります。山田町公共下水道事業は、

船越・田の浜地区の処理施設の管理運営を行いながら、新たな処理区である山田処理区の供用区域の

拡大を目指し、整備を進めております。平成30年度予算につきましては、山田処理区の下水道施設の

整備と適切な維持管理及び経費の削減に努め、健全な事業経営を目指すことを基本として編成いたし

ました。平成30年度は、山田地区の復興事業区域内において、復興事業にあわせて下水道の整備を進

めるとともに、復興事業区域外においては長崎地区及び境田地区の整備を進め、供用区域の拡大を図

ります。 

 当初予算案の総額は、歳入歳出それぞれ４億6,058万7,000円で、前年度と比較して3,447万9,000円

の増、伸び率は8.1％となっております。 

 それでは、歳入の主なものについてご説明いたします。１款事業収入、使用料収入は総額4,306万

3,000円で、前年度と比較して伸び率は19.6％、706万5,000円の増となっております。船越処理区下水

道使用料は現年度分3,055万4,000円、山田処理区下水道使用料は現年度分1,250万7,000円です。また、

船越、山田両処理区とも滞納繰越分として1,000円ずつ計上しております。 

 ２款国庫支出金、１目下水道費国庫補助金は１億900万円の計上で、前年度と比較して伸び率は

57.5％、3,980万円の増となっております。山田処理区の下水管整備等に係る国庫補助金であります。 

 ３款繰入金、一般会計繰入金は１億6,231万3,000円で、前年度と比較して伸び率はマイナス29.8％、

6,898万6,000円の減となっております。復興交付金対象事業費の減に伴い、復興交付金及び震災復興

特別交付税等の繰り入れが減となったものです。 

 ２ページをごらんください。４款繰越金及び５款諸収入は省略をさせていただきます。 

 ６款町債、１目下水道事業債は１億4,620万円の計上で、前年度と比較して伸び率は63.2％、5,666万

円の増となっております。山田処理区の整備に係る地方債借り入れです。 

 次に、歳出の主なものについてご説明いたします。１款下水道管理費は、公共下水道事業を運営す

るための人件費、各施設の維持管理費等を計上しております。総額は7,866万8,000円の計上で、前年

度と比較して伸び率は26.3％、1,638万3,000円の増となっております。１目一般管理費は、前年度と

比較して1,498万6,000円増の3,491万3,000円を計上しております。主に公営企業会計移行事業委託料

の計上による増額であります。２目事業管理費は、前年度と比較して139万7,000円増の4,225万5,000円

を計上しております。山田処理区の供用区域が拡大したことにより、新たなマンホールポンプ場がふ

え、汚水量もふえたことから維持管理費が増加するものであります。３目整備事業費は、前年度と同

額の150万円を計上しております。 

 ２款下水道事業費、１目施設費は、山田処理区の下水管整備事業等に係る事業費であります。総額

２億5,647万5,000円、前年度と比較して伸び率は7.9％、1,883万9,000円の増となっております。 
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 ３ページをごらんください。３款公債費の総額は１億2,544万4,000円で、前年度と比較して伸び率

はマイナス0.6％、74万3,000円の減となっております。これは、町債の元金償還金及び利子償還金を

計上しております。 

 以上、平成30年度山田町公共下水道事業特別会計当初予算の提案理由の説明といたします。 

 続きまして、議案第27号 平成30年度山田町水道事業会計当初予算の概要についてご説明いたしま

す。 

 当初予算の概要１ページをごらんください。総論についてであります。給水収益については、復旧

復興事業の進捗に伴い、東日本大震災前の収益額まで回復してきましたが、今後人口の減少及び復旧

復興事業の終了による関連する従業員宿舎等の廃止に伴い、減収していく見込みです。このことから、

効率的な施設運営及び施設の維持管理に努めることで、経営の健全化を図ってまいります。 

 投資的事業については、被災した北浜町の山田第１水源地の本復旧工事に着手するなど、水道施設

の復旧復興事業に引き続き取り組み、さらなる安全で安心できる良質な水道水の供給を図ります。 

 次に、主要な事業についてであります。１つは柳沢地区の配水管布設工事、２つ目は被災した水道

施設の復旧や復興計画に係る水道管の管路見直しに伴う業務委託等で、復興事業の進捗に合わせ施設

の復旧に努めてまいります。 

 ２ページをごらんください。収入及び支出の収益的収入であります。１款水道事業収益、１項営業

収益、１目給水収益の総額は３億1,032万1,000円で、前年度と比較して伸び率は0.8％、231万6,000円

の増となっております。収入額につきましては、平成29年度の調定件数、使用水量の実績見込みを参

考にして算定をしております。２目受託工事収益につきましては省略をさせていただきます。３目そ

の他の営業収益は260万1,000円で、前年度と比較して伸び率はマイナス0.8％、２万2,000円の減とな

っております。収入額は、平成29年度の給水工事件数の実績見込みを参考にして算定しております。 

 ２項営業外収益、１目受取利息及び配当金については省略をさせていただきます。２目他会計補助

金は188万7,000円で、一般会計からの企業債利息償還金補助金及び児童手当給付補助金の収入を見込

んでおります。３目長期前受金戻入は4,114万5,000円、前年度と比較して伸び率は4.1％、163万2,000円

の増となっております。昨年度の災害復旧事業に伴い、減価償却資産に係る国庫補助金等の収益化額

が増額となったものです。４目雑収益の総額は1,059万1,000円で、前年度と比較して伸び率は2.1％、

21万6,000円の増となっております。下水道使用料徴収事務受託料、兼務職員人件費負担金収入及び飲

料水供給施設管理業務受託料の収入を見込んでおります。 

 ３ページをごらんください。３項特別利益につきましては省略をさせていただきます。 

 収益的支出であります。１款水道事業費用、１項営業費用は、営業活動を行うための費用で、人件

費、修繕費、動力費等が主なものであります。１目総務費の総額は5,280万3,000円で、前年度と比較

して伸び率はマイナス1.9％、102万1,000円の減となっております。２目原水及び浄水費の総額は4,447万

円で、前年度と比較して伸び率はマイナス2.9％、133万6,000円の減となっております。３目配水及び
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給水費の総額は7,754万9,000円で、前年度と比較して伸び率は11.4％、791万円の増となっております。

４目減価償却費は１億3,431万2,000円で、前年度と比較して伸び率は4.5％、576万3,000円の増となっ

ております。５目資産減耗費は1,500万円で、前年度と同額を計上しております。配水管布設がえなど

の復旧、復興事業に伴う資産の除却費であります。６目受託工事費、７目その他の営業費用につきま

しては省略をさせていただきます。 

 ２項営業外費用は、各種事業の財源とした企業債の利息並びに消費税及び地方消費税の納付が主な

もので、１目支払利息及び企業債取扱諸費の総額は2,130万円で、前年度と比較して伸び率はマイナス

15.1％、379万3,000円の減となっております。２目雑支出については省略をさせていただきます。４

ページをごらんください。３目消費税及び地方消費税は2,000万円で、前年度と比較して伸び率はマイ

ナス9.1％、200万円の減となっております。減額の理由は、消費税等の額から控除される資本的支出

建設改良費分の課税仕入額の増額によるものであります。 

 ３項特別損失については省略をさせていただきます。 

 次に、資本的収入についてであります。１款資本的収入、１項１目企業債の総額は9,010万円で、前

年度と比較して伸び率は9.5％、780万円の増となっております。建設改良費の支出に係る国庫補助金

等以外の町負担財源です。 

 ２項他会計借入金については省略をさせていただきます。 

 ３項１目他会計補助金は6,455万5,000円で、前年度と比較して伸び率はマイナス30.8％、2,879万

5,000円の減となっております。災害復旧事業費に対する震災復興特別交付税相当分の一般会計繰り入

れ分であります。 

 ４項他会計負担金につきましては省略をさせていただきます。 

 ５項工事負担金は619万2,000円となっております。岩手県から受託する災害復旧事業に対する工事

負担金です。 

 ６項寄附金につきましては省略をさせていただきます。 

 ７項補助金、１目国県補助金は６億7,197万7,000円で、前年度と比較して伸び率は34.9％、１億

7,380万6,000円の増となっております。水道施設災害復旧事業の国庫補助金であります。 

 ５ページをごらんください。８項固定資産売却代金につきましては省略をさせていただきます。 

 ９項他会計繰入金は851万6,000円で、前年度と比較して伸び率は2.4％、20万円の増となっておりま

す。旧簡易水道事業の企業債元金償還に係る一般会計からの繰入金であります。 

 次に、資本的支出についてであります。１款資本的支出、１項建設改良費、１目配水施設拡張工事

費、２目施設費、３目土地購入費、４目固定資産購入費、５目改良費につきましては省略をさせてい

ただきます。６目老朽管更新事業費は、長林地区配水管布設替工事の詳細設計で600万円を計上してお

ります。７目柳沢・北浜地区配水管布設事業費は、柳沢・北浜地区区画街路配水管布設工事費で5,000万

円を計上しております。８目災害復旧事業費の総額は７億8,913万3,000円で、前年度と比較して伸び
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率は31.5％、１億8,914万5,000円の増となっております。 

 ２項１目企業債償還金は9,692万8,000円で、前年度と比較して伸び率は4.2％、392万5,000円の増と

なっております。各種事業の資金として借り入れた企業債元金の償還金であります。 

 以上のとおり、平成30年度山田町水道事業会計当初予算の提案理由の説明といたしますので、よろ

しくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 以上で説明が終わりました。 

 ここでお諮りします。日程第１、議案第20号から日程第８、議案第27号までは、山田町議会先例58に

より、議長を除く議員全員による予算特別委員会を設置し、委員会に付託することにしたいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、日程第１、議案第20号から日程第８、議案第27号までの予算は、議長を除く議員全員によ

る予算特別委員会を設置し、委員会に付託することに決定しました。 

 なお、３月８日木曜日、午前10時から山田町中央コミュニティセンター２階集会室において予算特

別委員会を開催いたします。 

 暫時休憩いたします。 

                  午前１１時１８分休憩 

                  午前１１時３０分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き議案審議を行います。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第９、意見第１号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについてを議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 意見第１号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについてご説明申し上げます。 

 現在人権擁護委員であります菊地久美子さんが平成30年６月30日をもって３年間の任期満了を迎え

るため、その後任の推進について、過日盛岡地方法務局より依頼がありました。 

 ついては、現職の菊地久美子さんを再任候補者として推薦するに当たり、人権擁護委員法第６条第
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３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。 

 それでは、候補者の略歴についてご説明いたします。資料をごらんください。氏名、菊地久美子、

生年月日、昭和26年３月８日生まれ、現在66歳です。住所、岩手県下閉伊郡山田町船越第６地割52番

地17。最終学歴、学校法人常磐学園短期大学卒業。主たる経歴、社会福祉法人三心会豊間根保育園園

長を経て、平成24年４月１日からは人権擁護委員の委嘱を受け、現在２期目であります。 

 再任候補者の推薦に当たっての留意事項は、年齢が任命時点で75歳未満であること、任期中の活動

状況が良好であることなどであります。菊地久美子さんは、これらの条件を満たしておりますので、

ここに推薦しようとするものであります。 

 なお、委嘱に係る事務負担の軽減及び効率化を図ることを目的に、本年から１月、４月、７月、10月

の年４回の委嘱発令回数が１月と７月の年２回に変更され、４月と10月発令の委員の任期は、次の委

嘱日まで自動的に３カ月延伸されることになりました。このため、４月発令の菊地久美子さんの現在

の任期は、平成30年３月31日までの３年間でありましたが、次の発令日が７月１日となることから、

６月30日まで延長されるため、本定例会での提案とするものであります。ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 なお、討論は山田町議会先例65により省略します。 

 これから意見第１号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見第１号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについては原案のとお

り可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第10、意見第２号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについてを議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 
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 意見第２号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについてご説明申し上げます。 

 現在人権擁護委員であります佐々木實さんが平成30年６月30日をもって３年間の任期満了を迎える

ため、その後任の推薦について、過日盛岡地方法務局より依頼がありました。 

 ついては、現職の佐々木實さんを再任候補者として推薦するに当たり、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めるものであります。 

 それでは、候補者の略歴についてご説明いたします。資料をごらんください。氏名、佐々木實、生

年月日、昭和21年12月11日生まれ、現在71歳でございます。住所、岩手県下閉伊郡山田町織笠第14地

割32番地172。最終学歴、岩手県立山田高等学校卒業。主たる経歴、山田郵便局長を経て、現在山田町

民生児童委員を務められており、平成24年７月１日からは人権擁護委員の委嘱を受け、現在２期目で

あります。 

 なお、再任候補者の推薦に当たっての留意事項は、年齢が任命時点で75歳未満であること、任期中

の活動状況が良好であることなどであります。佐々木實さんは、これらの条件を満たしておりますの

で、ここに推薦しようとするものであります。よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 なお、討論は山田町議会先例65により省略します。 

 これから意見第２号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見第２号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについては原案のとお

り可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第11、意見第３号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについてを議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 意見第３号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについてご説明申し上げます。 
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 現在人権擁護委員であります佐々木正弘さんが平成30年６月30日に任用期限…… 

〇議長（昆 暉雄） 

 ちょっと待ってください。「マサヒロ」でなく「マサアキ」でない。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 失礼しました……「マサヒロ」です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 はい、わかりました。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 失礼しました。 

 現在人権擁護委員であります佐々木正弘さんが平成30年６月30日に任用期限を迎えるため、その後

任の推薦について、過日盛岡地方法務局より依頼がありました。 

 ついては、佐々木正弘さんの後任として、沼﨑弘明さんを新任候補者として推薦するに当たり、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。 

 それでは、候補者の略歴についてご説明いたします。資料をごらんください。氏名、沼﨑弘明、生

年月日、昭和31年８月４日生まれ、現在61歳です。住所、岩手県下閉伊郡山田町織笠第11地割211番地

３。最終学歴、岩手県立釜石南高等学校卒業。主たる経歴、山田町役場復興推進課長を経て、現在は

山田町社会福祉協議会常務理事として勤務しております。 

 なお、新任候補者の推薦に当たっての留意事項は、年齢が委嘱時点で68歳未満であること、任期中

の活動が十分期待できることなどであります。沼﨑弘明さんは、これらの条件を満たしておりますの

で、ここに推薦するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 なお、討論は山田町議会先例65により省略します。 

 これから意見第３号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見第３号 人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求めることについては原案のとお
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り可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 追加日程第１、議案第28号 平成29年度山田町一般会計補正予算（第７号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。財政課長。 

〇財政課長（古舘 隆） 

 議案第28号 平成29年度山田町一般会計補正予算（第７号）についてご説明いたします。 

 今回の補正予算は、年度末を控えて現時点でのそれぞれの収入見込み額や執行予定額をもとに予算

調整を行うことを目的に編成を行ったものであります。 

 歳入歳出の補正では、歳入歳出予算の総額からそれぞれ39億8,937万5,000円を減額し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ365億2,862万5,000円としようとするものであります。 

 歳入歳出予算の説明の前に、５ページをお開きください。第２表、繰越明許費補正であります。ま

ず、追加分であります。記載のとおり、事業名、ＩＣＴ基盤整備事業共聴施設整備事業から、９ペー

ジをお開きください。事業名、山田中学校施設災害復旧事業までの合計32事業、47億5,205万8,000円

を、平成29年度中の事業完了が困難と見込まれることから、翌年度に繰り越して使用しようとするも

のであります。 

 次に、10ページをお開きください。変更分であります。さきに議決をいただいておりました繰越明

許費の事業のうち、記載している２事業について繰り越して実施する金額をそれぞれ増額することと

し、合計では49億1,920万4,000円を増額しようとするものであります。 

 なお、11ページから12ページの第３表、地方債補正については説明を省略させていただきます。 

 それでは、事項別明細書により、目の増減額が500万円以上の主なものについて説明いたします。 

 13ページをお開きください。歳入であります。１款町税、１項町民税、１目個人5,180万円の増額は、

１節町民税（個人）現年課税分の増によるものであります。 

 ２目法人2,513万2,000円の増額は、１節町民税（法人）現年課税分の増によるものであります。 

 ２項１目固定資産税1,091万9,000円の増額は、１節固定資産税現年課税分の増によるものでありま

す。 

 次のページをお開きください。10款１項１目地方交付税７億6,140万7,000円の減額は、１節震災復

興特別交付税の減によるものであります。これにより、本年度の予算計上額は41億7,821万7,000円と

なるものであります。 

 13款使用料及び手数料、１項使用料、５目土木使用料951万9,000円の増額は、３節の公営住宅使用

料の増などの増減によるものであります。 

 次のページをごらんください。14款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金516万7,000円

の増額は、５節の子どものための教育・保育給付費国庫負担金の増などの増減によるものであります。 
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 ３目農林水産業費国庫負担金６億2,669万6,000円の減額は、２節の漁港施設災害復旧事業国庫負担

金の減などによるものであります。 

 16ページをお開きください。２項国庫補助金、５目土木費国庫補助金1,060万9,000円の減額は、２

節の社会資本整備総合交付金（住宅）の減などによるものであります。 

 15款県支出金、１項県負担金、２目民生費負担金1,140万5,000円の増額は、２節の国民健康保険基

盤安定事業負担金の増などの増減によるものであります。 

 18ページをお開きください。２項県補助金、５目商工費補助金1,913万5,000円の減額は、２節中小

企業被災資産復旧事業費補助金の減によるものであります。 

 ６目土木費補助金5,794万6,000円の減額は、３節の生活再建住宅支援事業補助金の減などによるも

のであります。 

 次のページをごらんください。16款財産収入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入３億4,081万

9,000円の減額は、１節土地売払収入の減によるものであります。 

 18款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金１億5,982万9,000円の増額は、１節財政調

整基金繰入金の増によるものであります。これにより、歳出の積立金も合わせますと、本補正予算時

点での財政調整基金の平成29年度末の現在高は50億7,900万円程度となる見込みです。 

 ５目復興交付金管理運営基金繰入金23億5,020万5,000円の減額は、１節復興交付金管理運営基金繰

入金の減によるものであります。これにより、同基金の本補正予算時点での平成29年度末の現在高は

264億3,400万円程度となる見込みです。 

 ６目復興まちづくり基金繰入金3,026万2,000円の減額は、１節復興まちづくり基金繰入金の減によ

るものであります。これにより、同基金の本補正予算時点での平成29年度末の現在高は26億400万円程

度となる見込みです。 

 20ページをお開きください。８目公共施設等整備基金繰入金4,200万円の減額は、１節公共施設等整

備基金繰入金の減によるものであります。これにより、同基金の本補正予算時点での平成29年度末の

現在高は５億5,500万円程度となる見込みです。 

 次のページをごらんください。21款町債については説明を省略させていただきます。 

 次に、歳出であります。23ページをお開きください。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理

費910万7,000円の減額は、13節の復興人材プラットフォーム事業委託料の減などによるものでありま

す。 

 次のページをお開きください。19目財政調整基金３億4,496万8,000円の減額は、25節財政調整基金

積立金の減によるものであります。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費3,612万8,000円の減額は、13節の山田地区住居表示整備業務委託料の

減などの増減によるものであります。 

 次のページをごらんください。３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費6,215万3,000円
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の減額は、21節の災害援護資金貸付金の減などの増減によるものであります。 

 26ページをお開きください。２項児童福祉費、２目児童費1,289万円の増額は、13節の民間保育所運

営委託料の増などによるものであります。 

 ４目保育園費610万5,000円の減額は、７節の臨時保育士賃金の減などの増減によるものであります。 

 次のページをごらんください。４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費1,013万2,000円

の減額は、19節の被災診療所等再建支援補助金の減などによるものであります。 

 28ページをお開きください。６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費961万9,000円の増額

は、19節の農用地災害復旧関連区画整理事業負担金の増などの増減によるものであります。 

 次に、30ページをお開きください。２項林業費、２目林業振興費604万2,000円の減額は、19節の特

用林産施設体制整備復興事業補助金の減などによるものであります。 

 ３項水産業費、２目水産振興費７億4,850万円の減額は、次のページをごらんください。19節の水産

業共同利用施設復興整備事業補助金の減など、復興交付金事業などの調整等によるものであります。 

 ５目漁港建設費1,000万円の減額は、15節の織笠漁港施設機能強化事業工事費の減によるものであり

ます。 

 ６目漁業集落防災機能強化費１億4,863万1,000円の減額は、次のページをお開きください。15節の

大浦地区漁業集落防災機能強化事業工事費の減など、復興交付金事業などの調整等によるものであり

ます。 

 ７款１項商工費、２目商工業振興費3,879万円の減額は、19節の中小企業被災資産復旧事業補助金の

減などによるものであります。 

 34ページをお開きください。８款土木費、２項道路橋りょう費、２目道路維持費2,976万の増額は、

15節の橋りょう補修工事費の増などの増減によるものであります。 

 ３目道路新設改良費9,686万9,000円の減額は、15節の豊間根地区排水路整備事業工事費の減などに

よるものであります。 

 ４目道路事業費２億5,276万9,000円の減額は、次のページをごらんください。13節の織笠地区道路

事業路線交差部施行管理委託料の減など、復興交付金事業の調整等によるものであります。 

 36ページをお開きください。４項都市計画費、２目土地区画整理費３億8,364万4,000円の減額は、13節

の山田地区都市再生区画整理事業施行管理委託料の減など、復興交付金事業の調整等によるものであ

ります。 

 次のページをごらんください。４目防災集団移転費３億9,396万3,000円の減額は、復興交付金事業

の調整で、13節の山田地区防災集団移転促進事業施行管理委託料の減などの増減によるものでありま

す。 

 次のページをお開きください。５目津波復興拠点整備費12億4,436万6,000円の減額も復興交付金事

業の調整で、13節の山田地区津波復興拠点整備事業施行管理委託料の減によるものであります。 
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 ５項下水道費、１目下水道総務費3,634万8,000円の減額は、28節の公共下水道事業特別会計繰出金

の減などによるものであります。 

 次のページをごらんください。６項住宅費、１目住宅管理費1,958万7,000円の減額は、13節の空家

実態調査業務委託料の減などの増減によるものであります。 

 ２目住宅支援費１億6,025万円の減額は、19節の危険住宅移転事業補助金の減など、復興交付金事業

などの調整等によるものであります。 

 ３目災害公営住宅整備費６億411万3,000円の増額は、次のページをお開きください。15節の災害復

旧公営住宅整備事業（飯岡）造成等工事費の増など、復興交付金事業の調整等によるものであります。 

 次に、45ページをお開きください。11款災害復旧費、１項農林水産業施設災害復旧費、５目水産業

施設災害復旧費６億2,649万2,000円の減額は、15節の漁港災害復旧工事費の減などの増減によるもの

であります。 

 46ページの最終行をごらんください。以上のとおり、歳入歳出の予算の総額からそれぞれ39億8,937万

5,000円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ365億2,862万5,000円としようとするものでありま

す。 

 よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 昼食のため休憩いたします。 

                  午前１１時５６分休憩 

                  午後 １時００分再開 

〇議長（昆 暉雄） 

 会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き議案審議を行います。 

 歳入全款の質疑を許します。12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 １点だけお願いします。17ページ、県支出金です。４目の１節、一番下のところに担い手確保・経

営強化支援事業補助金、これが800万円入っていますけれども、当初から見込んだのか、それとも県の

ほうから急に来て、どういう事業をやるのか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 ただいまの質問についてお答えいたします。 

 これにつきましては、県から昨年12月にこの事業をやらないかということで照会がございまして、

実施しようとするものでございます。これは、付加価値の拡大、売上高の拡大、経営コスト縮減など
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先進的な経営の確立に意欲的に取り組む担い手に対して、融資を活用していれば、融資の活用以外の

部分の金額を補助しようとするものでございまして、荒川地区の方が手を挙げていまして、パイプハ

ウス７棟を建てようとする事業でございます。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 今県からこういう内容でやらないかというのが来たわけだな。そこから金額が決まって、どういう

ふうにして周知して、そこで１件だけなのか。 

 それともう一個は、これは年度をまたいでも使えるやつなのかどうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 農林課長。 

〇農林課長（川口徹也） 

 12月に県から周知されまして、農業者の方に文書で照会を出しております。これについては、繰り

越しが可能な事業ということになっております。 

 以上です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 歳入全款の質疑を終わります。 

 歳出全款の質疑を許します。６番。 

〇６番木村洋子議員 

 25ページですけれども、民生費の21の貸付金、災害援護資金貸付金なのですが、相当減になってい

るというところなのですけれども、これの成果というか、予定していたのと実際はどうだったのかを

教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 当初は１億2,600万円の計上でございましたが、今までの貸付決定額とこれからの予想、当然少し多

目に見ておりますけれども、19件、6,300万円を今度6,300万円に減額したものでございます。貸付決

定が９件、見込みが10件、これは少し多く見ている数字でございます。 

 以上でございます。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 ほかの自治体のデータを見たのですけれども、結構もっと借りられているなというのが印象に残っ

たのですが、実際山田の場合ももっと借りたいという人がいると思うのですが、そこら辺の何かしら

分析とかはしているでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 借りたい人がいればお貸ししていますし、これは町費でございませんので、県費でございますので、

借りたい方があってルールに合っていれば、これをお貸しするということでございます。 

 私が４月に担当して感じているのは、お借りになっているのは住宅の建設のときに前払い金等が発

生する方もいらっしゃいます。それに充てるとか、被災時に混乱の中お金を借りた方が今返済期にな

っていると。逆に今繰上償還が多くなっておりますので、そういう状況になっております。 

 以上でございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ６番。 

〇６番木村洋子議員 

 ほかの自治体とまた比べるのもあれですけれども、何かしら借りたい人はもっといるのだと思うの

です。そこら辺を周知のほうをもう少しやっていただいて、この時期に本当にお金が借りたいという

方のために有効に使っていただきたいと思いますので、そこは要望です。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 私からも１点だけ、33ページの商工費の委託料なのですけれども、前山田病院活用調査業務委託料、

これはどのような業務を委託する内容でしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 前山田病院跡地の件でございますので、私のほうから答弁させていただきます。 

 今議会で町長のほうからも施政方針で述べさせていただいております。一般質問もお受けし、答弁

しているところでございます。このイメージとすれば、観光と物産をテーマとした新しい観光の拠点
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をつくりますということでございまして、その内容については町の資源を結集するということでござ

います。ただ、皆さんもご承知のとおり、イメージだけ先行してございます。これは、なかなか訴求

力がなくて、私どもも苦労しているところでございますので、山田町の資源とか、あるいはその資源

によってこういうような拠点ができるといったようなことを第三者、つまり業者の方に立案していた

だいて、たたき台といいますか、基本設計にもならないのですけれども、あるべき姿のようなものを

調査をしていただいたり、図化していただいたりする、そういうようなものを考えているところでご

ざいます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 わかりました。コンサル等を利用して、たたき台をつくってもらうということでわかりましたが、

というのは、ここはまだ県有地であると思うのですが、交渉というか、その辺も進んでこのような業

務の内容を予算化して発注する予定なのかどうかお聞きいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 議員おっしゃるとおり、通常の順番からいきますと、用地を取得してからこのような業務を発注す

る、あるいは話し合いを進めていくということになるのであろうと思います。ただ、今議会のご質問

でもあったとおり、目標、目的を考えた場合、むしろ遅いというところもあろうかと思います。答弁

でも申し上げましたが、県医療局との土地の交渉事務を進めつつ、新しい拠点を描いていくと、これ

は同時進行でいきたいということでございます。土地については、県と覚書を締結してございまして、

山田町に譲渡すると、これは合意済みでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 わかりました。具体的に動いて、早目早目にやって事業を成立させると、そういう考えのもとでや

っているのはわかりますが、そうすれば一応工期というのは繰越明許費のほうにもあります新たな観

光整備事業ですか、そっちのほうで繰り越しをする予定のようですが、これは大体どれぐらいかけて

する予定ですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 復興企画課長。 

〇復興企画課長（甲斐谷芳一） 

 大変申しわけございませんが、なるべく早く着手をして、なるべく早く終えたいというのが現時点



- 219 - 

での考えでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 34ページの３目の委託料、町道白山・石峠線となっておりますが、町道白山・石峠線というのは、

どこからどこまでの話だったのだかわからないのですが、これは当初から載っていましたか。 

 あと、その下の工事請負費、豊間根地区の排水路整備工事、あとは歩道工事、全部ひっくるめての

中身、何でこうやって減額しなければならないのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 まず、１点目の町道白山・石峠線の関係です。これは、三沿道から県道のつけかえ道路の関係で、

議員から要望があった部分でございます。この部分については、道路は今Ｓ字カーブで、ぐんにゃり

曲がっているところを真っすぐつけようということの事業でございまして、その事業を行うための測

量設計業務委託料が完了したので、その部分執行残を減額するというものでございます。 

 次の豊間根地区の排水路整備についてですけれども、これは地区説明会によりまして事業計画の変

更が出てきたということで、今年度事業分は落として、30年度に新たに予算をつけかえるということ

で減額しているものです。 

 次に、豊間根地区の歩道整備事業ですけれども、これは現在木下建設で実施している部分でござい

まして、これも事業費の確定、執行残を減額するというものでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ７番。 

〇７番尾形英明議員 

 執行残ということは、今の発注している部分というのは完成になったのですか。畠山商店の前も含

まれていると思うのですけれども、あそこはあれで終わりですか。計画の中では国道にくっつくとこ

ろまでやるようになっているのですが、残というのは執行残と言っていますけれども、工事をやらな

い残ではないのですか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 工事費が確定したことによる残でございます。国道の畠山商店の部分については、地権者の合意が

得られないということで、この分についても予算は減額してございます。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

 ５番。 

〇５番田老賢也議員 

 33ページの商工費、委託料、先ほど８番議員からあった部分にも関連してくるのですけれども、こ

この中の予算の内訳を教えてください。 

 あとは、イベント会場というのが何なのかと、あと海水浴場関連がこの時期に出てきているのが何

でなのかなと思いまして、そこの部分をお願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 水産商工課長。 

〇水産商工課長（武藤嘉宜） 

 今のご質問でございます。委託料の内訳でございますが、荒神海水浴場の委託料が減額となってご

ざいます。３万9,000円の減額です。浦の浜海水浴場の委託料につきましても４万2,000円の減額とな

ってございます。 

 それから、イベント会場設営につきましては、これも72万円の減額となってございます。イベント

会場の設営につきましては、さくらまつり、カキまつり、浦の浜の海開き等々の各種イベントでの設

営分で減額になったものでございます。 

 山田病院の金額につきましては、今の差し引きの分が金額となるものでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 二、三お聞きします。１点目が32ページの補償300万、大沢地区漁業集落防災機能強化事業の建物補

償、俺の記憶が間違いなければ、大沢地区に防集事業で補償する建物はなかったと思うのですが、こ

れについてお願いします。 

 もう一つは、まず最初に確認しないといけないのですが、40ページの土木費の工事請負費９億3,899万

2,000円の増、災害公営住宅の飯岡の整備事業、造成の工事費のようですけれども、これは繰越明許費

のどこに該当するのか教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 １点目の建物等移転補償費ですけれども、これは大沢第２団地の造成に伴います既存家屋の事業損

失補償という部分になります。 
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〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 工事請負費の９億3,800万の内容についてでありますが、防集第１団地内に建設する飯岡災害公営住

宅の造成分の予算措置であります。復興交付金上での事業費調整を行って、このほど災害公営住宅の

今年度の負担分を調整して予算計上をさせていただいたものであります。今年度の支払い分となりま

すので、繰越明許には関係ございません。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 ということは、まず９億3,000万増になったのは今回初めて出てきたのですけれども、これはいつか

らの工事費、多分増だから工事費だと思うのですが、この20日間でこういうことできるのか。そうで

なければ何かのとき変更で議決をいただいているのか、それは教えてください。 

 それから、大沢の件に関して、第２団地をつくると、あそこは防集ではないでしょう。あれは、区

画整理地内の影響でそうなったのでしょう。防集事業で建物補償というのは、防集を計画した地区は

津波で全部流れているから建物何もないでしょう。あくまでも区画整理の影響で補償するということ

でしょう。であれば、ここに計上するのはおかしいのではないですか。区画整理か何かに計上しない

と、これだと本当に防集でやったことになっていますよ。当初私がそういう質問をしたときは、そう

いうことはないと言っていたので、やはりこれは計上するのが間違っているのか、私の考えが間違っ

ているのか。実際に防集で大沢地区に建物は残っていましたよというのならわかるけれども、私の記

憶ではないのですけれども、それをもう一度お願いします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 建物補償の件です。これは、大沢の第２団地の漁集事業で造成した住宅団地になります。それの造

成に伴いまして、既存家屋に影響が出たということで、それは漁集事業のほうで事業損失補償という

ことでお金を支払うということになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 造成費に係る予算につきましてであります。造成費の予算につきましては、建設課所管の土木費の

別科目にて計上しておるところで、年度内事業費の確定の時期に災害公営住宅分として予算措置をさ

せていただき、後ほど支出更正を行うという性格のものであります。 
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        （「初めて出したのか。３回目になれば終わりでしょう。質問し 

          ているのは、前に変更契約か何かしていたかということ」と 

          呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 造成費につきましては、変更契約はまだ行ってはおりません。 

〇議長（昆 暉雄） 

 11番。 

〇11番菊地光明議員 

 変更契約をしていないということがわかりましたが、では変更契約を今年度だけだというので、今

年度中にして、繰越明許でもないということなのですが、この９億円が本当に消化できるものでしょ

うか、この20日間で。 

 それともう一つは、防集で第２団地をつくるときだということですよね。防集の第２団地をつくる

というのは、この下条の土地ですよね。あのときなのですか、本当に。区画整理でしょう、事前調査

と事後調査。だって、事後調査したのは区画整理が終わってからしているのでしょう。それは、あく

までも防集であそこに…… 

        （「漁集」と呼ぶ者あり） 

〇11番菊地光明議員 

 災害公営住宅をつくるときだという、その後でしょう。どっちが早いのですか、終わっているのは。

そして、どちらのほうが本当に影響を与えたのか調査しているのですか。今後のことがあるので、ち

ゃんと。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 大沢の下条の第２団地の部分になりますので、漁集事業の予算を使って住宅団地として整備した部

分になります。ですので、漁集事業の予算の中で損失補償をするということになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 先ほどの工事の繰り越しの関係になりますけれども、基本的には建設課と建築住宅課の中の事業費

調整、アロケーションでありまして、こちらのほうでは災害公営住宅の造成分として９億円を計上し、

後に建設課の分の事業費を減額するという事業費調整ということになります。 
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        （「わかった。もうだめでしょうから」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 もし11番あるのであれば、予算委員会で論議をしてください。 

 ほかにありませんか。 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 34ページ、２目の15節、橋りょう補修工事費、これが結構な額が出てきたけれども、当初計上して

いて、今やるところなのか、それとも急に出てきたのか、それを聞かせてください。 

 あとは39ページ、６項の１目、この中の13節の委託料、当初で空家実態調査業務委託料ということ

で2,000万円の計上があったと記憶しているのだけれども、ここで使われていないということは、一般

質問でも空き家のことはずっと言われてきたのだけれども、何か疑うわけではないけれども、しっか

りした調査とか行ったのかなというのが１点。 

 あともう一点は、繰越明許費です。ここのところで田の浜の防災緑地が載っているけれども、私の

記憶ではことし３月で完了でなかったかなと思っているので、ちょっとここは確認したいです。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建設課長。 

〇建設課長（川守田正人） 

 まず、１点目の橋りょう補修事業についてでございます。これは、当初２橋分の補修工事をやろう

としていたところ、社会資本総合整備交付金が増額になりまして、その増額分を見込んで７橋分の補

修事業を実施しようというものでございます。実際は30年度に繰り越して実施するというふうに考え

ております。 

 田の浜の防災緑地公園についてですけれども、防災緑地公園については現在奥井建設株式会社で施

工しておりまして、工期は今年度ではなくて４月13日までになっております。ですので、債務負担行

為を設定して、30年度までという形にはなってございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 空家実態調査でございますが、議員ご指摘のとおり、当初では2,000万円を予定して、事業費予算措

置をさせていただいておりましたが、事業費が圧縮できたことで、今回確定による減額をさせていた

だいたということでございます。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 
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 １点目、２点目はわかりましたけれども、２点目はたしかこれひもつきみたいな格好でなかったっ

け。これだけで使えという話でなかったっけか。そこいら、ここをうかつに減額したらば、お金を返

さなければならなくなるのではないの。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 こちらにつきましては、補助事業で確かに行われているものでございますが、確定した分の見合い

については歳入のほうで減額をさせていただいております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 一般質問のときも、これからも調査するようなことは言っていたはずなのだけれども、これは減額

してまた来年度も使えるの。使えなかったらば、ちょっとこれは単費持ち出しだから、おかしい話に

なる。 

〇議長（昆 暉雄） 

 建築住宅課長。 

〇建築住宅課長（芳賀道行） 

 補助金につきましては、基本的には単年度ということになりますので、来年度以降の予算につきま

してはまた別途考えなければなりませんが、基本的には来年度は同じような調査をするということで

はなくて、空き家の意向の深掘りになりますので、今回の調査の実績で空き家の所有者がわかった部

分に、別途単費でアンケート調査を送るというような考えでおります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 歳出全款の質疑を終わります。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第28号 平成29年度山田町一般会計補正予算（第７号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第28号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 追加日程第２、議案第29号 平成29年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２

号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。町民課長。 

〇町民課長（昆 健祐） 

 議案第29号 平成29年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）についてご

説明いたします。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ428万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ31億2,076万8,000円とするものであります。 

 それでは、事項別明細書により、主なものについて順にご説明いたします。 

 ５ページをごらんください。歳入であります。３款国庫支出金、２項国庫補助金、２目国保制度関

係業務準備事業費補助金243万9,000円の増額は、国保広域化に対応するための関係システム改修費に

対する補助金の計上によるものであります。 

 ９款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金184万2,000円の増額は、主として低所得者等

の保険料負担を軽減する保険基盤安定繰入金の確定による増によるものであります。 

 歳出であります。８ページをごらんください。２款保険給付費、２項高額療養費、３目一般被保険

者高額介護合算療養費８万円の増額は、今後の支出額の増額が見込まれることによるものであります。 

 ９ページをごらんください。10款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目一般被保険者保険税

還付金45万3,000円の増額、２目退職被保険者等保険税還付金５万円の増額は、それぞれ現時点におけ

る年度末までの所要額の見込みによるものであります。 

 ３目償還金369万8,000円の増額は、前年度に収入した国庫負担金等の精算による返還金を計上した

ことによるものであります。 

 以上のとおり、歳入歳出予算の総額にそれぞれ428万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ31億2,076万8,000円とするものであります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 歳入歳出一括質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 
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 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第29号 平成29年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）を

採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第29号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 追加日程第３、議案第30号 平成29年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）

を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 議案第30号 平成29年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）についてご説明

申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額からそれぞれ6,943万5,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ18億4,617万9,000円とするものであります。 

 それでは、事項別明細書により、主なものについて順にご説明申し上げます。５ページをごらんく

ださい。歳入であります。３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金1,463万5,000円

の減額は、国の介護給付費負担金が確定したことによるものであります。 

 ２項国庫補助金、１目調整交付金159万1,000円の増額は、総合事業に係る調整交付金の見込みによ

るもの、２目地域支援事業交付金258万円の減額は、地域支援事業交付金（総合事業）の確定によるも

のであります。 

 ６ページをごらんください。４款１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金3,816万8,000円の減

額は、支払基金の介護給付費交付金の確定、２目地域支援事業交付金124万4,000円の減額は、地域支

援事業費の確定見込みによるものであります。 

 ５款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金1,290万3,000円の減額は、県の介護給付費負

担金の確定見込みによるものであります。 
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 ７ページをごらんください。２項県補助金、１目地域支援事業交付金（総合事業）49万3,000円の減

額は、地域支援事業費の確定見込みによるものであります。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、２目地域支援事業繰入金（総合事業）49万3,000円の減額は、地

域支援事業費等の確定見込みによるものであります。 

 次に、歳出であります。９ページをごらんください。２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、

１目介護サービス給付費7,427万8,000円の減額は、居宅及び施設介護サービス給付費の見込みによる

ものであります。 

 ２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費100万円の減額は、介護予防住宅改修給

付費の実績見込みによるものであります。 

 10ページをごらんください。４款１項基金積立金、１目財政調整基金積立金999万9,000円の増額は、

財政調整基金への積立金の増によるものであります。 

 ５款地域支援事業費、１項１目介護予防・生活支援サービス事業費218万3,000円の減額は、訪問型、

通所型サービス事業費の実績見込みによるものであります。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費122万2,000円の減額は、介護予防ケアマネジメント委託料等

の実績見込みによるものであります。 

 11ページの最終行をごらんください。以上のとおり、歳入歳出予算の総額からそれぞれ6,943万5,000円

を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ18億4,617万9,000円とするものであります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 歳入歳出一括質疑を許します。12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 歳入のほうからです。一番最初のページの保険料ですけれども、プラ・マイ・ゼロになっているよ

うですけれども、これは滞繰の普通徴収、これを特別徴収で集めたからこうなったのか。もしそれな

らそれでもいいし、違ったらば滞繰の分がここで引かれるという理由がわからないので、お願いしま

す。 

 あとは、９ページのところで２款１項の介護サービス、これが7,000万、ここの減額が出てきている

わけ。ちょっと予算規模からいったらば、この減額というところが大き過ぎるのだけれども、ここの

原因はどういうことなのだか教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 保険料の部分ですけれども、これは１月時点の徴収分とかを見込んだ額で、このような予算として

おります。 
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 それから、施設サービス等の減額ですけれども、当初施設入所している方々の見込みの数は100人ぐ

らいを見込んでいたのですけれども、実際はそれが80人ぐらいと減されたということによりまして、

減額しております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 12番。 

〇12番山崎泰昌議員 

 当初予算で滞繰の分もちゃんと徴収しますよというふうになっているのだから、ここはもう少し頑

張ってもらわないと困るし、あと予算の規模なのですけれども、現状としてサービスを受ける人が減

ってきているというのを聞いているのだけれども、それに見合ってつくっていかないと今後は大変だ

と思うのだけれども、そこらの見解はどうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 まず、給付費のほうですけれども、それにつきましては増加すると見込んで今年度予算をとったの

ですけれども、それよりも少なかったという現状になります。 

 それから、繰り越しの滞納している方の分の保険料ですけれども、徴収員のほうで定期的に何回も

自宅にお伺いして徴収しているのですが、なかなかそれが思うほど、予定よりも少なかったというこ

とになります。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 私からは１点だけ、10ページの財政調整基金積立金なのですけれども、999万9,000円が積立金にな

って、これの主な要因として、歳出が思ったより少なかったのか、それとも税収がよかったのか、教

えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 今の件につきましては、税金も予定より多かった部分もありますけれども、サービス給付費が思っ

たほど伸びなかったというのも一つの要因となっております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 サービス給付費が思ったより伸びなかったということは、サービスを受ける人が少なかったという
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ふうに解釈するわけですが、今後このような傾向が続くのかどうか、今時点でどのような見立てをし

ていますでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 現在山田町の介護認定者の割合は16％ほどになっております。もう少し上がると見込んでいたので

すけれども、来年度もそれほど大きく割合がふえないと思っております。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ８番。 

〇８番関 清貴議員 

 そうすれば、積んでおくのは、後で税負担等が軽減される可能性もありますので、還元すべきでは

ないかなと個人的には思うのですが、今後またこの決算が終われば不用額等が出れば、またこの金額

が伸びると思うのですけれども、山田町のこの規模でどのぐらいの積立金を積み立てておけば運営が

安定するのかなというのを、もしわかるのであれば教えてください。 

〇議長（昆 暉雄） 

 長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 積立金ですけれども、今回の今まで積み立てた分は第７期の保険料のほうで、そこを取り崩してま

ず使うことになります。 

 それから、どのぐらい積み立てがあればいいかという部分ですけれども、そこのところははっきり

お示しできませんので、後で調べてからご案内いたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を終わります。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第30号 平成29年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）を採決

します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 
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        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第30号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 追加日程第４、議案第31号 平成29年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）補正予算（第

１号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。長寿福祉課長。 

〇長寿福祉課長（菊池ひろみ） 

 議案第31号 平成29年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）補正予算（第１号）につい

てご説明申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ97万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ347万8,000円とするものであります。 

 それでは、事項別明細書により順にご説明申し上げます。５ページをごらんください。歳入であり

ます。１款サービス収入、１項予防給付費収入、１目予防支援サービス計画費40万1,000円の減額は、

介護予防サービス利用見込みに伴う予防支援サービス計画費の減によるものであります。 

 ２款１項１目繰越金137万5,000円の増額は、前年度繰越金の計上によるものであります。 

 次に、歳出であります。７ページをごらんください。１款サービス事業費、１項１目居宅介護支援

事業費97万4,000円の増額は、介護予防サービス利用見込みに伴うサービス事業委託料66万8,000円の

減及び介護保険特別会計（サービス事業勘定）繰入金への一般会計繰出金164万2,000円の増によるも

のであります。 

 以上のとおり、歳入歳出予算の総額にそれぞれ97万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ347万8,000円とするものであります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 歳入歳出一括質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第31号 平成29年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）補正予算（第１号）

を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第31号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 追加日程第５、議案第32号 平成29年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号）

を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。上下水道課長。 

〇上下水道課長（後藤清悦） 

 議案第32号 平成29年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号）についてご説明

申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算からそれぞれ１万6,000円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１

億4,370万1,000円とするものです。 

 それでは、事項別明細書によりご説明申し上げますので、５ページをごらんください。歳入であり

ます。１款１項事業収入、１目使用料収入171万円の増は、大沢排水処理施設使用料で、被災者の住宅

再建などにより大沢地区の使用料収入が増額となることによるものです。 

 ２款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金172万6,000円の減は、事業収入が増となった

ことに伴い減額するものです。 

 次に、歳出であります。７ページをごらんください。１款１項経営経常費、３目大沢排水処理区事

業管理費１万2,000円の増は、使用件数の増に伴い徴収事務委託料を増額するものです。 

 ２款１項公債費、１目元金２万3,000円の増は、町債元金償還金の額の確定によるものです。 

 ２目利子５万1,000円の減は、町債利子償還金の額の確定によるものです。 

 最終行をごらんください。以上のとおり、歳入歳出予算からそれぞれ１万6,000円を減額し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ１億4,370万1,000円とするものです。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 歳入歳出一括質疑を許します。11番。 

〇11番菊地光明議員 
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 歳入歳出には何らご意見ないのですが、今後もこの１万6,000円の増減など、やはり議決案件として

必要なものか。町長に任されている専決処分でもいいのですけれども、これからもずっとこの方向で

いくのでしょうか。私は、町長の裁量に任せて専決処分してもらったほうがいいと思うのですけれど

も、いかがでしょうか。 

〇議長（昆 暉雄） 

 甲斐谷副町長。 

〇副町長（甲斐谷義昭） 

 あくまでも財政法あるいは地方自治法にのっとってやっているわけですので、議会のほうで幾らま

では町長に専決権を与えたいという議決がなされれば、それはそのようになると思いますので、議会

の皆様の考え方だと思います。 

〇議長（昆 暉雄） 

 ほかにありませんか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑を終わります。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第32号 平成29年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第３号）を採決

します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第32号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 追加日程第６、議案第33号 平成29年度山田町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）を議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。上下水道課長。 

〇上下水道課長（後藤清悦） 

 議案第33号 平成29年度山田町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）についてご説明申し上
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げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額からそれぞれ2,986万4,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ４億92万円とするものです。 

 歳入歳出予算の前に、５ページをお開きください。第２表、繰越明許費であります。記載のとおり、

平成29年度中の事業実施が困難と見込まれる下水道整備事業8,152万3,000円を翌年度に繰り越して実

施しようとするものであります。 

 また、第３表、地方債補正については省略いたします。 

 それでは、事項別明細書によりご説明申し上げますので、９ページをごらんください。歳入であり

ます。１款１項事業収入、１目使用料収入695万8,000円の増は、被災者の住宅再建及び災害公営住宅

への入居などにより、使用料収入が増額となることによるものです。 

 ３款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金3,462万2,000円の減は、事業収入の増及び下

水道整備費の減などによるものです。 

 ６款１項町債、１目下水道事業債220万円の減は、下水道事業費事業収入の増及び下水道事業費の減

などによるものです。 

 次に、歳出であります。11ページをごらんください。１款１項下水道管理費、２目事業管理費63万

円の増は、下水道接続件数の増加に伴う使用料徴収事務等委託料の増額などによるものです。 

 ２款下水道事業費、１項下水道整備費、１目施設費2,972万2,000円の減は、事業費確定による計画

策定業務委託料の減と管渠布設工事費の減によるものです。 

 ３款１項公債費、１目元金68万6,000円の増は、町債元金償還金の額の確定によるものです。 

 ２目利子145万8,000円の減は、町債利子償還金の額の確定によるものです。 

 12ページをお開きください。表の最終行をごらんください。以上のとおり、今回の補正は歳入歳出

予算の総額からそれぞれ2,986万4,000円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億92万円とする

ものです。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 歳入歳出一括質疑を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 質疑なしと認めます。 

 討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 
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 これから議案第33号 平成29年度山田町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第33号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 以上で本日の日程は全て終了しました。なお、本会議は、予算特別委員会の審議が終了するまで休

会とします。これをもって散会いたします。 

                  午後 １時５６分散会 
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総務課長 佐々木 真 悟 〇 建築住宅課主幹 佐々木 政 勝 〇 

総務課主幹 倉 本 收 郎 〇 上下水道課長 後 藤 清 悦 〇 

財政課長 古 舘  隆 〇 消防防災課長 小 林 達 広 〇 

復興企画課長 甲斐谷 芳 一 〇 教 育 長 佐々木 茂 人 〇 
会計管理者兼 
税 務 課 長 白 𡈽 靖 行 〇 教育次長 箱 山 智 美 〇 

農林課長 川 口 徹 也 〇 生涯学習課長 中 屋 佳 信 〇 

水産商工課長 武 藤 嘉 宜 〇    

町民課長 昆  健 祐 〇    

議 事 日 程   別 紙 の と お り 

会議に付した事件   別 紙 の と お り 

会 議 の 経 過   別 紙 の と お り 
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             平成３０年第１回山田町議会定例会議事日程 

                    （第２８日） 

 

                        平成３０年 ３月１２日（月）午後 ２時開議 

 

日 程 第 １ 議案第 20号 平成 30年度山田町一般会計予算 

日 程 第 ２ 議案第 21号 平成 30年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 

日 程 第 ３ 議案第 22号 平成 30年度山田町後期高齢者医療特別会計予算 

日 程 第 ４ 議案第 23号 平成 30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）予算 

日 程 第 ５ 議案第 24号 平成 30年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算 

日 程 第 ６ 議案第 25号 平成 30年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計予算 

日 程 第 ７ 議案第 26号 平成 30年度山田町公共下水道事業特別会計予算 

日 程 第 ８ 議案第 27号 平成 30年度山田町水道事業会計予算 

追加日程第 １ 議員派遣について 

追加日程第 ２ 常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 

追加日程第 ３ 発議案第１号 ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタクシー事業を守る施 

               策推進を求める意見書 
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         平成３０年 ３月１２日 

           平成３０年第１回山田町議会定例会会議録 

             午後 ２時００分開議 

               （議事日程等別紙） 

 

                  午後 ２時００分開議 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 予算特別委員会の審議が終了しましたので、これより本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は13名であり、定足数に達していますので、会議は成立しました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 ここで日程の変更についてお諮りします。 

 お手元に配付のとおり、追加日程として議員派遣について、常任委員会の閉会中の所管事務の継続

調査について及び発議案１件が提出されましたので、その日程のとおり変更したいと思いますが、こ

れにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、お手元に配付の日程のとおりとします。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 日程第１、議案第20号 平成30年度山田町一般会計予算、日程第２、議案第21号 平成30年度山田

町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算、日程第３、議案第22号 平成30年度山田町後期高齢者医

療特別会計予算、日程第４、議案第23号 平成30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）予算、日

程第５、議案第24号 平成30年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算、日程第６、議

案第25号 平成30年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計予算、日程第７、議案第26号 平成30年

度山田町公共下水道事業特別会計予算、日程第８、議案第27号 平成30年度山田町水道事業会計予算

を一括議題とします。 

 以上、８件は議長を除く議員全員による予算特別委員会で審議したものでございますので、委員長

報告を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 
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 異議なしと認めます。 

 よって、これより委員長報告を省略して、１議案ずつ順に進めてまいります。 

 日程第１、議案第20号 平成30年度山田町一般会計予算の採決に入る前に討論を許します。 

 まず、本案に対する反対者から討論を許します。６番。 

〇６番木村洋子議員 

 ６番木村洋子です。反対の立場で討論します。 

 一般会計予算書には仮設施設撤去工事費、３棟分4,400万円が盛り込まれておりますが、資金問題な

どで本設店舗へ移動できずに悩んでいる事業者に対して７月退去というのは無理があり、無謀であり

ます。仮設施設店舗について、入居期間の延長をすべきであります。国もこの助成事業の実施につい

ても検討することとしております。町は、それでも７月退去で突っ走るのでしょうか。山田の被災し

た事業者の実態をよく見て判断してほしいです。 

 昨日は、3.11追悼式が行われました。私たちは、津波で亡くなった人たちの思いをつなぎ、被災者

が復興をなし遂げる支援をしていかなければなりません。仮設施設の退去を迫られている事業者がな

りわい再生の困難さを訴えて、「津波で生き残っても生きているほうが苦しい。あのとき死んでしまっ

たらよかった」と述べられております。仮設施設退去を急がせ、被災した事業者に無理を強いるよう

な方策はやめるべきです。 

 以上、反対討論とします。よろしくお願いいたします。 

〇議長（昆 暉雄） 

 次に、本案に対する賛成者の討論を許します。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論を終わります。 

 これから議案第20号 平成30年度山田町一般会計予算を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は原案のとおり決定するに賛成の方の起立を求めます。 

        （賛成者起立） 

〇議長（昆 暉雄） 

 起立多数です。 

 よって、議案第20号は原案のとおり可決されました。 

 日程第２、議案第21号 平成30年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算の採決に入る前

に討論を許します。討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第21号 平成30年度山田町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第21号は原案のとおり可決されました。 

 日程第３、議案第22号 平成30年度山田町後期高齢者医療特別会計予算の採決に入る前に討論を許

します。討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第22号 平成30年度山田町後期高齢者医療特別会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第22号は原案のとおり可決されました。 

 日程第４、議案第23号 平成30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）予算の採決に入る前に討

論を許します。討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第23号 平成30年度山田町介護保険特別会計（事業勘定）予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第23号は原案のとおり可決されました。 

 日程第５、議案第24号 平成30年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算の採決に入

る前に討論を許します。討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第24号 平成30年度山田町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第24号は原案のとおり可決されました。 

 日程第６、議案第25号 平成30年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計予算の採決に入る前に討

論を許します。討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第25号 平成30年度山田町漁業集落排水処理事業特別会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第25号は原案のとおり可決されました。 

 日程第７、議案第26号 平成30年度山田町公共下水道事業特別会計予算の採決に入る前に討論を許

します。討論ございますか。 

        （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第26号 平成30年度山田町公共下水道事業特別会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第26号は原案のとおり可決されました。 

 日程第８、議案第27号 平成30年度山田町水道事業会計予算の採決に入る前に討論を許します。討

論ございますか。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第27号 平成30年度山田町水道事業会計予算を採決します。 

 本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第27号は原案のとおり可決されました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 追加日程第１、議員派遣についてを議題とします。 

 ここでお諮りします。本案は、さきの全員協議会で既にご協議いただいておりますので、提案理由

の説明、質疑及び討論を省略し、お手元に配付の資料のとおり、各種会議、議員研修会等に派遣した

いと思いますが、これにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議員の派遣についてはお手元に配付の資料のとおり派遣することに決定しました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 追加日程第２、常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査についてを議題とします。 

 申出書朗読。 

〇議会事務局長（福士雅子） 

 平成30年３月12日、山田町議会議長、昆暉雄様。総務教育常任委員会委員長、山崎泰昌。 

 常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について。 

 本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続調査を要するものと決定したので、

山田町議会会議規則第69条の規定により申し出ます。 

 １、事件、震災伝承について。復興後の財政について。公共交通について。固定資産について。国

民健康保険について。消防施設と救急現場の現状について。学校給食について。生涯学習活動の成果

と現状について。公共施設の管理運営について。 

 ２、理由、本委員会の所管事務について、閉会中もなお調査が必要なため。 

 平成30年３月12日、山田町議会議長、昆暉雄様。産業建設民生常任委員会委員長、尾形英明。 

 常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について。 

 本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続調査を要するものと決定したので、



- 242 - 

山田町議会会議規則第69条の規定により申し出ます。 

 １、事件、湾内環境と養殖について。人口減少に対応する町づくりについて。 

 ２、理由、本委員会の所管事務について、閉会中もなお調査が必要なため。 

〇議長（昆 暉雄） 

 本案は、山田町議会会議規則第69条の規定により、各常任委員長からお手元に配付のとおり閉会中

の継続調査の申し出があります。 

 ここでお諮りします。各常任委員長からの申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議

ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 追加日程第３、発議案第１号 ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタクシー事業を守る施

策推進を求める意見書を議題とします。 

 ここでお諮りします。本案は、さきの全員協議会で既にご協議いただいておりますので、提案理由

の説明、質疑及び討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、発議案第１号 ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタクシー事業を守る施策推進

を求める意見書を採決します。本案は原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

        （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（昆 暉雄） 

 異議なしと認めます。 

 よって、発議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 なお、関係機関への意見書の送付については本職に一任願います。 

                                            〇                                        

〇議長（昆 暉雄） 

 以上で本定例会の全ての日程の審議が終了しました。 

 本定例会は２月13日からの開会以来、28日間にわたりましたが、議員各位におかれましては、平成30年

度予算を初め、多くの重要案件について慎重かつ熱心に審議いただくとともに、会議を通じて議事進
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行に格別のご理解とご協力を賜りました。議長として厚く御礼申し上げます。 

 また、町長を初め執行部の皆様には、常に真摯な姿勢で審議にご協力いただきましたことに対し、

深く敬意を表します。本会議あるいは委員会等において議員各位から述べられた意見、提言について

は特に意を用いられ、今後の行政執行に積極的に反映されるよう強く要望いたします。 

 結びに、議員各位及び執行部の皆さんにおかれましては、くれぐれも健康にご留意され、山田町の

復興完遂のため、ますますご奮闘されますようご祈念申し上げます。 

 以上をもちまして平成30年第１回山田町議会定例会を閉会いたします。 

                  午後 ２時１５分閉会 


